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　　　　【１】





『よく来たな女バス諸しよ君くん！　私の爆ばく誕たんを祝いたいというその心意気に感かん謝しやして、楽しい楽しいアトラクションを用意してやったぞ。

　題して「みーたんを捜せ！」

　さー、全員で協力して私がどこにいるか見破ってパーティを開始してみせるのだ！

　健けん闘とうを祈る！


篁たかむら　美み星ほし』








　九月も下げ旬じゆんに入ったころ。少し早めながら休日を利用して顧こ問もんである我が叔お母ば・篁美星（通称ミホ姉ねえ）の誕生日パーティでも開いてやるかと、俺おれたち慧けい心しん学がく園えん女子ミニバス部一同は当人がひとり暮らしするアパートを訪問した。

　で、見つけたのがこの書き置きである。

　普ふ段だんならゲームソフトのパッケージで溢あふれている室内は珍しくしっかり掃除されていたものの、宴席の準備はおろか家主の気け配はいすらどこにもなく、チラシの裏にマジックで殴り書きされたメッセージが座卓の上にぽつんと置かれているのみ。

　──なんて面めん倒どうな。

　渋じゆう面めんと共に天てん井じようを見上げる。どうしてこう、ミホ姉ってヤツはなにかにつけて落ち着きも突とつ拍ぴよう子しもないのだ。これでクラス担任だというのだから、生徒の気苦労も推おして知るべし。親しん戚せきとしてお恥ずかしい限りでございます……。

「わはーＲＰＧみたい！　よっしゃー絶対見つけてみせるっ！」

　とはいえ、当の子どもたちはその実わりとノリノリなので、俺の感想は的外れなものなのかもしれないけど。

「でも、手がかりがないとさっぱり見当も付かないわ」

　書き置きを取り囲んでしばし静かにしていた五人だったが、まず部内随一の元気娘である三み沢さわ真ま帆ほがわくわく感を全身で表現するようにぐっと両の拳こぶしを握って沈ちん黙もくを破り、その隣となりではコートの内外でみんなのまとめ役を務める永なが塚つか紗さ季きが、縁ふちなし眼鏡めがねに指をかけ冷静に状況分析。

「何かヒント、ないのかな。地図とか、他ほかのお手紙とか……」

「おー。さがしてみようさがしてみよう」

　香か椎しい愛あい莉りも少し戸惑い気味ながら小学生離ばなれした豊かな体たい軀くを屈かがませて真剣に熟じゆつ考こうを続け、普段から楽しいことが大好きな袴はかま田だひなたちゃんもまたミホ姉からの理不尽な挑戦を受けて立つ気まんまんだ。

「あの、昴すばるさん。勝手に捜し物をしても大丈夫でしょうか……？」

「もちろん。本人だって覚悟の上だろうし、全然遠えん慮りよなんて必要無いぞ。俺おれが責任持つから好き放題ガサ入れしちゃおう」

　最後に今け朝さも一いつ緒しよに汗を流しあった小さなパートナー、湊みなと智とも花かから遠慮気味に意見を求められたので、叔お母ばに対する呆あきれは口に出さず自分も悪ノリに付き合うことを表明。みんなが煩わずらわしく感じないのであれば、空気を読まず和を乱す必要なんてない。

　ま、要は今日きようが子どもたちにとって楽しくなればそれでいいのだ。

　……ああ。それと一応、ミホ姉ねえにとっても。

「よっしゃ！　そんじゃ早速なんかないか『しらべる』コマンド連打だっ！」

　意志が一つと知るやますますご機き嫌げんになった真ま帆ほが率先して動き出し、両手で押し入れを力いっぱい引き開ける。もしそこにターゲット本人が隠れでもしていてくれれば俺としては楽で助かったのだが、現実はそんなに甘くはなく、中は何かの書類や突貫作業で隠したと思おぼしきゲームソフト等がぎっしり詰まっているだけだった。

「わたしたちは、台所の方を見てみようか？」

「わーい。あいりと、キッチン探検隊」

「ふふ、じゃあトモと私はお風ふ呂ろ場ばでも見にいく？」

「うんっ、そうだね」

　触発されて、他ほかの子たちも行動開始。愛あい莉りとひなたちゃん、紗さ季きと智花がコンビを組み、手分けして捜すことにしたようだ。なら俺は真帆のお手て伝つだいをするか。

　ところでミホ姉、なんか子どもに見せられないような変なモノを所持してたりはしないだろうな。いや、えっち関係はなんとなく大丈夫な気がするが、例えばほら……実銃とか。さすがに有り得ないとは思うけど。

「…………おおおっ!?　すっごいあやしーの発見！　みんな来て来て！」

　微妙に懸け念ねん混じりで身体からだを押し入れに潜もぐり込ませしばらく経たったところで、隣となりにいた真帆が何かを抱きかかえながら、大きな声を出して狭い空間から離り脱だつした。

「……えーと、宝箱？」

　俺も腰を上げて真帆に身を寄せる。その手に握られていたのは、いかにも玩具おもちやっぽい、靴箱大の物入れだった。ミホ姉ってこんなの持っていたっけ？

　ふむ。今日のために用意したのだとすれば、これは確たしかに怪しい。

「真帆ちゃん、ヒント見つけたのっ？」

「おー。おたからだ。いいないいな」

　呼びかけに応じて再集合する四人。……って、ん？　どうしたのか愛莉とひなたちゃんはタオルで濡ぬれた手を拭ぬぐいながら、紗季と智花は靴下を脱いだ素足状態で戻って来たぞ。

　もしかして、みんな洗い物や掃除をしてくれていた？

「すまん。叔母がずぼらでご迷惑をおかけします……」

「えっ。あ、いえっ！　捜し物のついででしたので！」

　状況を察し、頭を下げる。智とも花かは笑え顔がおでかぶりを振ってくれたが、やっぱりちょっと申し訳ない気分。ミホ姉ねえめ、せめて教え子の前では隙すきを見せるなっちゅーに。

「中はもう確たしかめたの？」

「これからだよ～ん。じゃー開けちゃうぜ、うりゃ！」

　紗さ季きに促され、簡かん単たんな留め金を外して蓋ふたを持ち上げる真ま帆ほ。

「むむっ？　古こ文もん書じよ発見！」

　入っていたのは、二つ折りにされた紙の束だった。古文書というのは大おお袈げ裟さにせよ、実際わりと古そうな代しろ物ものだ。製紙されてから少なくとも数年は経過しているのではないか。

「わくわく。まほ、読んでみて」

「おうっ、任せなさい！」

　瞳ひとみをお星様にしたひなたちゃんに真帆はぐっと親指を突き出し、箱を置いて新聞のように紙の束を広げる。それからこほんとひとつ咳せき払ばらいをし、大きく息を吸い込んだ。

　はてさて、いったいどんなことが書かれているのやら。




「えーと。『お母かあさんだいすき　２ねん２くみ　はせがわすばる』」




「ぶっ!?」

　俺おれが昔書いた作文じゃないか！　なんでミホ姉の部へ屋やに!?

　しかもそのタイトル……勘弁してくれ！

「だ、ダメだ真帆！　それは明らかに関係ないから返し……えっ？」

　慌てて奪取しようと手を伸ばしたのだが、真帆はさっと身を翻ひるがえしスティールから逃のがれてしまう。まずい。このいかにも『今からイタズラします』と言わんばかりのにんまり顔……！

「待ちたまえすばるん。もしかしたらこの作文の中にみーたんからのヒントがあるかもしれぬ。だから……くふふ。とりあえず全部朗読してみよう！」

「そ、それなら俺が読むからこっちに──」

「おっと危ない！　ヒナ、すばるんカクホしといて！　ムダな抵抗をやめさせるのだ！」

「おー。こあらあたーっく」

「ぎゅむ!?」

　精神的危き機きに直面し、多少オトナゲなくなるのも辞さず本気で作文を取り返しに打って出た矢先、顔全体がマシュマロのような弾力に覆おおわれる。鼻をひなたちゃんのおへそでがっちりロックされ、俺はたちまち行動不能に。

「ふが、ほごもご！」

「おー？　おにーちゃん、おしゃべりするとくすぐったいよ？」

　ダメだひなたちゃんキャミソールをまくり上げておなかを丸だしにしてはいけません！　と伝えようにも、口を塞ふさがれままならず、

「…………真ま帆ほ、早く続きを」

「昴すばるさんの、小学二年生のころの、作文……」

「ど、どきどき」

　しかも普ふ段だんなら窘たしなめ役である紗さ季きも智とも花かも愛あい莉りも俺おれの作文に興きよう味みを持ってしまった模様で、誰だれ一人ひとりとして助け船を出してくれないのであった。ひどい。

「さて、それではお待ちかね！　『お母かあさんだいすき。ぼくは、お母さんがだいすきです。それは──」

「むー！　むー！　むー！」

　もはや残された自己防ぼう衛えいの手段は、耳を塞ぎ大声を出し、ひたすら現実から目を背けることだけだった。

「…………っ。よ、読み終わった？」

　そうしているうち、ひなたちゃんが俺の顔を解放してくれたので恐る恐る尋ねてみる。

「はいっ、とっても素す敵てきな作文でした！　昴さん、昔から昴さんのお母さんと仲良しだったのですねっ！」

「おー。ひなも、なゆとおふろで遊びたい」

「そっかーすばるんも手を繫つないでお買い物とかしてたのかー。くふふ、でももうダダこねてチョコのお菓子買ってもらったりしちゃダメだぞ～」

「怖いテレビを見て眠れなくなったとき、お母さんが優やさしく撫なでてくれたら眠れた、というお話、わたしもよく分かりますっ」

「ふふ、私は『よく段差で転んで心配』というところに共感しました。……まあ私のお母さんは、何も無いところでも転ぶんですけど」

「はは、は……はは」

　すると五人から無邪気に事細かな感想を伝えられてしまい、なけなしの抵抗も結局水泡に帰す。もうだめ、顔から『かえんりゅう』でそう。

　子どもたち全員が反抗期みたいなものとはほど遠い純真な心の持ち主であるおかげで、からかったりはしないでくれたのが不幸中の幸いとも言えなくはなかったけど、それでもやっぱり死ぬほど恥ずかしい。

　ちくしょうミホ姉ねえめ、こんなものをこんな興味を惹ひきつけるような場所に隠しおって。絶対に許さない。

「さて、それじゃーそろそろ次いってみよう！」

「……え。つ、次？」

「うん。なんかもう一つ別の作文があるみたい。えーと、タイトルはね、『ミホねえと、けんかしてなかなおり　３年１組　長は谷せ川がわすば──」

「うわあああああああ！」

　今度ばかりは全ぜん身しん全ぜん霊れいの瞬しゆん発ぱつ力りよくを駆使して紙の束を奪取、力ちから業わざで朗読を阻止。

「あーすばるんのドロボー！　いーじゃん見せてよー」

「頼む、勘弁してくれ。なんていうか、昔の作文ってすごく恥ずかしいんだ。真ま帆ほたちもきっと高校生くらいになればわかる…………ん？」

　不満を唱える真帆の説得を試みている途中で、ふと気付く。取り戻した作文の束、その中に明らかにまだ新しく、真っ白な色をした紙が紛れ込んでいることに。

「真帆。どうやら、ビンゴだったみたいだ」

　異質な一枚を抜き出してみれば、座卓の上に置かれていたものと同様の筆跡で簡かん素そな一文が躍おどっていた。

　ふむ、これでこの作文地雷は故意に設置されていたモノだということも同時に確かく定ていしたわけで。……ミホ姉ねえめ。絶対に許さない、絶対にだ！

「昴すばるさん、もしかして美み星ほし先生からのメッセージですか？」

「おー。ひなにも見せて」

　さておき、皆がすぐ傍そばに集合してきたのでいったん怒りは胸の内へ隠し、発見した紙をひなたちゃんたちの目め線せんまで下ろしてやる。





『よくぞお宝をみつけたな諸しよ君くん！　昴のおちゃめな過去を暴あばいてほっこりしたところで、それでは次の指令だ！　全員で、近所のマンションの三階に住んでる池いけ田ださんちを訪ねよ。そこでさらなる試練が待ち受けていることだろう！


篁たかむら　美星』








「池田さんのお宅……。なにがあるのでしょう？」

「さっぱりわからないけど、池田さんなら俺おれも知ってる。すごく優やさしい、二人ふたり暮ぐらしのご夫婦だよ」

　唇に親指を添え思案し始めた紗さ季きに、持ち合わせている情報を提供。確たしかもう息子むすこさんが独り立ちして、ご主人の定年退たい職しよくも間近だったはず。かつて、ミホ姉や幼おさな馴な染じみの荻おぎ山やま葵あおいと遊んでいるとき何度かお菓子をもらったり、いろいろお世話になった方たちだ。

「試練って、どんなことなんだろう。美星先生がいらっしゃるのでしょうか？」

「あいつがこんな風に悪ふざけしだすとそう簡かん単たんには姿を現さない気もするけど、とにかく池田さんにご迷惑かけてたら大変だからとりあえず行ってみようか」

「さんせーさんせー！」

　愛あい莉りと頷うなずき合うや、すぐに真帆もバンザイして同どう調ちようしてくれる。他ほかの子たちも異い論ろんは無いようだ。

「うし、じゃあ出発。なんかごめんな、めんどくさいパーティになっちゃって」

「いえっ。フィールドワークみたいで、私も楽しいです！」

「ふふ。みーたんクエスト、ですね」

「じゃあじゃあ、ひなの『しょくぎょう』はね、やぎさん使い」

　靴を履はき、預かっていた合あい鍵かぎで戸と締じまりをして移動を開始。歩きながら改めて智とも花かたちに苦笑混じりで頭を下げてみたのだが、返ってきたのは楽しげな笑い声だけだったのでほっと胸をなで下ろす。

　ま、九月も終わりに近付いてだいぶ過ごしやすい季候になってきたし、のんびり外を出歩くのも悪くないか。このままミホ姉ねえの趣しゆ向こうに最後まで付き合ってやることにいたしましょう。

　……もちろん作文の恨うらみは後できっちり清算させてもらうけど。




　　　　【２】




「ここが最初のダンジョンか！」

「はは、いきなり『塔』タイプというのは少し珍しいかもね」

　池いけ田ださんの住むマンションは鉄筋造りの七階建て。この辺りでは一番高い建物だと思われる。中の間取りもミホ姉のアパートの倍以上はあったはずだ。

「よっしゃ、一気にてっぺんまで攻略しちゃうぜっ！」

「真ま帆ほ、走らないの！　あと行き先は三階でしょ、まったくもう」

「むぎゅ!?」

　ゲーム大好きっ子の真帆はミホ姉からの挑戦に燃もえいつも以上に元気いっぱいで、敷しき地ちに入るや駆け足で階段を上り抜けようとする。慌てて紗さ季きが半はん袖そでパーカーのフードを摑つかみ、独断専行を制止。

「ちょ、こらサキ！　あたしの服引っ張るな！」

「……なるほど、便利ねこれ。ねえ真帆、これから毎日私服はフード付いてるやつにしてよ」

「やだぶー！」

　並んで上階に向かいながら大人おとなっぽく口角を上げる紗季に、真帆は唇をすぼめて猛もう抗こう議ぎ。長い付き合い故の遠えん慮りよなしな掛け合いに、俺おれも智花も愛あい莉りもひなたちゃんも和なごんでにっこり頰ほおが緩ゆるむ。

「３０７号室。池田さんの部へ屋やはここだ」

　そうこうしているうちに目的の扉の前に到着したので、俺が代表してインターフォンを押す。

「はーい。久しぶりねえ昴すばる君。待っていたのよ、さあ教え子さんたちも入って下さいな」

　ほどなく、記き憶おく通りの柔にゆう和わな面おも立だちをしたショートカットの女性が鉄製のドアを押し開け、穏おだやかな笑えみで俺おれたちを中に案内してくださった。

　この感じだとやっぱりミホ姉ねえからもう話は通っているみたいだな、とか考えながらリビングに足を踏み入れると、

「あれ……？」

　待ち受けていた光景がだいぶ予想とは違っていて、少し驚おどろく。

　窓からはカーテンが外され、そこかしこに積つまれた段ボールの山。フローリングに直接置かれたテーブルには何一つ物が載っておらず、家電のプラグも全すべて抜かれている。

「おー。お引っ越しみたい」

　まさにひなたちゃんが呟つぶやいた通り、どう見てもこの状況は引っ越し前としか思えないのであった。

「いらっしゃい、昴すばる君たち。おや、美み星ほしちゃんに話を聞いて来てくれたんじゃなかったのかい？」

「あっ、お久しぶりですおじさん。ええと、ミホ姉からはただ、ここをお訪ねするよう言われただけで」

　横から声をかけて下さったご主人に、しどろもどろで返事。すると池いけ田ださんご夫婦は少し困ったように微苦笑を浮かべお互い顔を見合わせる。

「そうだったのね。実は私たち、見ての通り引っ越しをするの」

「僕も会社を定年退たい職しよくしたことだし、ここらで故郷に戻ってのんびり暮らそうかなと思ってさ。そのことを美星ちゃんに話したら、『引っ越しの日に助すけっ人とを連れて行く！』って言ってくれたんだけど……」

　なるほど、事情はおおよそ把握できた。まったくミホ姉ときたら。そういう話ならちゃんと前もって説明しろっての。

「わかりました、でしたらなんなりと仕事を申しつけて下さい！」

　おかげでつい戸惑ってしまって、池田さんたちに気を遣つかわせちゃったじゃないか。

「昴君。でも、良いのかい……？」

「もちろんです。おじさんおばさんにはたくさんお世話になったので、それくらいおやすい御用ですよ！」

　快かい諾だくを伝えると、お二人ふたりもどこかほっとしてくれたような気け配はい。そっか、池田さんたち、引っ越してしまうのか。寂しくなるけど、ならば尚なお更さら出来るうちに恩返ししておかないとな。

　ただ、自分はともかく子どもたちにまで手を借りるかどうかは、当然みんなの気持ち次第。重労働になるだろうし、強制は出来ない。

「ふふ。小学生なのであまりお役にはたてないかもしれませんが、私たちにもなんなりとご指示をお願ねがいします！」

「昴さんの足手まといにならないよう、一いつ生しよう懸けん命めい頑張らないとっ！」

「わーい。ひな、お引っ越ししてみたかったから、すごくたのしみ」

「えへへ、よかった。お掃除とかなら少しだけ得意だから、わたしでも役に立てそうっ」

「いよっしゃ！　勇者まほまほとその仲間たちがソッコーでミッションコンプしてみせるぜぃっ！」

　……ま、この五人なら尋ねるまでもなく協力してくれるとは思っていたけど。本当に良い子たちで、コーチを務めさせてもらってる俺おれとしても鼻が高い。

「じゃあ、早速お手て伝つだいするか」

『おー！』『はいっ！』

　全員のやる気に満ちた顔からして『本当に良いの？』とか訊きく必要もなさそうだったので、拳こぶしを握って形だけ先陣を切れば、間かん髪ぱつ入いれず歯切れの良い返事。それでは慧けい心しん女バスのチームワークを遺い憾かん無く発揮させて頂きましょう。

　あ、でも一つだけ問題が。俺は大丈夫にせよ、みんなのかわいらしい私服はちょっと作業には適してなさそうだ。埃ほこりとかで汚れるのも可哀かわい相そうだし。どうしよう。

「昴すばる君も、みんなも本当にありがとうね。さすがは美み星ほしちゃんの教え子さんたちだ。じゃあこれ、使っておくれ。美星ちゃんから預かったんだ」

　さて何か良い解決法は……と頭を捻ひねっていたところに、おじさんがしみじみ感服なさっているような表情で大きな紙袋を差し出した。開いてみれば、中には五着の体たい操そう着ぎとブルマ、それに俺用のハーフパンツとＴシャツが。

「あいつめ、用意の良いことで」

　正直に言えば、『ミホ姉ねえは手伝わないんかい！』という不平も多少抱かなかったわけではないが、ここで俺が叔お母ばの悪口を言葉にしてもみんな反応に困るだろうし、本日二度目の横おう暴ぼうもひとまずは忘れてやりましょう。

　鬱うつ憤ぷんは、目の前の大荷物を持ち上げる原動力に、だな。







　もう荷造りは全すべて完了していたので、残された使命は家財を階下に駐とめられているトラックに運ぶことと、搬出が終わった部へ屋やの掃除。この二点だ。

「いくよ愛あい莉り、いっせーの！」

「はいっ！　よいしょ、よいしょっ」

　まずは全ての家具をリビングに集結させようという段取りになり、着替えを終えてから俺と愛莉で隣となりの部屋にぽつんと残されていた机を運び始めると、

「みんな聞いて」

　紗さ季きがパンパンと手を打ち、率先してリーダーシップを発揮してくれる。

「私たちは掃除から始めるのがいちばん役に立てそうね。それじゃあキッチン周りはトモとひなにお願ねがいするわ」

「うんっ、了解だよ！」

「おー。がってんがってん」

「ふふ、任せたわ。真ま帆ほ、私たちは隣となりの部へ屋やを綺き麗れいにするわよ」

「あいよ～ん！　掃除の道具借りてくる！」

　うむ、相変わらずの頼もしさ。おかげで俺おれも力仕事に没頭できる。

「よっと。とりあえずここに置いておこう。愛あい莉りもみんなと一いつ緒しよに掃除を手て伝つだって来て良いよ」

「いえっ。わたしは長は谷せ川がわさんのお手伝いがしたいで……あっ!?　そ、その……もしご迷惑でなければですがっ！」

「そっか。うん、もちろん迷惑なわけなんてない。すごい助かるよ、ありがとう！」

「え、えへへ……よかったです」

　壁かべぎわに机を降ろし、一息ついてから愛莉に子どもたちと合流するよう勧すすめてみたところ、ポジティブに首を振ってもらえた。口には出さないけど、きっと俺と身体からだの相性がいちばん良いのは自分だとわかってくれているのだろう。他ほかの子たちと家具を運ぶと、サイズの違いで相手に大きな負担をかけてしまうからな。

　こんな風に最近は、漠然とではあるが豊かな上うわ背ぜいをさほど引け目に感じないでいてくれる場面が増えた気がして、まこと感無量である。

「次は寝室かな。ベッドは二人ふたりだと少し重いかもしれないけど」

「が、頑張りますっ」

　喜びを隠さず俺は愛莉に微ほほ笑えみかけ、再び家具運びに向かう。

「──こら真帆！」

　と、素通りしようとした扉の奥から紗さ季きの大きな声が伝わってきた。ちょっとだけ心配になったので愛莉と頷うなずき合い、中に入ってみることに。

「ほえ？　なにさサキ？」

「もう。なにさ、じゃないでしょ……。どうしていきなり雑ぞう巾きんで水みず拭ぶきしようとしてるのよ。まずは埃ほこりを払ってから。学校の掃除でもいつもそうやってるじゃない」

「あーそういえば。順番に決まりなんてあったんだ」

「少し考えれば分かることでしょ。本当に世間知らずなんだから」

「えーしょーがないじゃん。だってあたしの部屋じゅうたんだし」

「や、その自分の部屋だっていつもメイドさん任せじゃないの……」

　二人のやりとりを聞いて、すぐ安あん堵ど。どうやら大きな問題が起こったわけではなく、いつも通りの軽い窘たしなめのようだ。それなら日常茶飯事なので、ケンカにまでは発展しないだろう。

「みんなお疲れさま。雑巾の他に掃そう除じ機きもいるでしょ？　どうぞ使ってちょうだい」

　そこにおばさんがやって来て、ケーブルをコンセントに挿さしてくれた。たぶん、真帆がバケツと雑ぞう巾きんだけを借りていったので気を利かせて持ってきて下さったのだろう。

「あっ、ありがとうございます！　ごめんなさい、この子が何も知らないあほなもので、お手数をかけてしまって。ほら、真ま帆ほもお礼」

「これはこれはかたじけない！　むむっ、なんかこの掃そう除じ機きかっちょいい！　よっしゃ、さっそく装備だ！」

「ちょっと！　もっとしっかりありがとうございますって──」

「うふふ、いいのよ。元気いっぱいなところを見せてもらえるとすごく楽しくて、嬉うれしいもの。それじゃあ、私たちは寝室の荷物を片付けているから、何か必要なものがあったら遠えん慮りよ無く言いに来てね」

　恐きよう縮しゆくする紗さ季きに優やさしい笑えみを残し、退室するおばさん。真帆もむくれたりせずご機き嫌げんなまま、自ら率先して掃除機を手に取ってくれたのでやはり任せておいて心配はなさそうだ。俺おれたちも寝室の作業を手て伝つだいに行こう。

　そう思って愛莉と踵きびすを返し、ドアノブに手をかけたとき、

「あれ？　ねーねーサキ、これ、スイッチどこかな？」

「みつからないの？　見せてみて」

「ほい」

「……や、吸い込み口の方向けられても。もっとこっちに近づけてよ」

「お、もしかしてここか！　……あれ、押し込めない。横にずらすのかな？」

「えっ。ちょ、ちょっと！　人に向けたままじゃ危ないでしょ……っ!?」

　なんだかやけに切迫したような声が響ひびいた。気になって振り返れば、真帆が掃除機の先端を槍やりのように紗季に突き出した体勢で、無我夢中にスイッチを入れようとしているではないか。

「あ、真帆！　いけない──」

「ほりゃ、ぐいっとな！」

　注意を喚起しようと張り上げた声が、掃除機の爆ばく音おんでかき消された。よくよく見れば真帆の手に握りしめられている機種には覚えがある。確たしか、吸引力の変わらないただ一つの某なにがしという、もの凄すごいハイパワーさがウリのやつだったような。

「よし動いた！　そんじゃ早速ゴミを……にょわっ!?」

「～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～っ!?」

　真帆の制御をものともせず鎌かま首くびをもたげた荒ぶるサイクロンが、身の危険を感じ逃げ出そうとしていた紗季のおしりに牙きばを立てる。ずぼぼっ、という異音が響いて、着替えたてのブルマ越しに少女の柔やわ肌はだが吸い込まれていく。

「な、なんでサキそんなとこにいんの!?　あぶないじゃん！」

「スイッチ探してくれってあんたが呼んだんじゃないの！　や、やあっ……どんどん奥に入って……っ」

　恐らく集中しすぎたあまり、視野が狭くなってしまっていたのだろう。真ま帆ほの前方不注意が招いた凄せい惨さんな事故に、俺おれも愛あい莉りも身を竦すくませ言葉を失う。

「そ、そだっけ……？　と、とにかく今すぐひっぺがすから安心して！　うーん、うーん、離はなれろ～！」

「あ、ちょっ、そんな風に引っ張ったら……！　待って！　お願ねがい、少し待ってってば！」

　なんとか吸い込み口を剝はがそうとする真帆に、中断を呼びかける紗さ季きの声。何か問題が起こっているのではとようやく我に返り、俺は二人ふたりに駆け寄る。

「だ、大丈夫か紗季!?」

　そんな、次の瞬しゆん間かんのことだった。




　──すぽーん。




　バランスを崩し、俯うつぶせに倒れ込んだ紗季。

「よし取れたっ！　………………あ、あれ？」

　そして、真帆の手で釣つり竿ざおのように持ち上げられた掃そう除じ機きの先端には、複雑に絡みつく、紺こん色いろの、小さな布きれが。

「……？」

　脳が正しく状況を把握するよりも先に、俺は転んだ紗季を心配するあまり衝しよう動どう的てきに床の方へ視し線せんを動かしてしまう。

「な……！」

　そこで、目にしたものは。

　白地にいちご模様が躍おどる、かわいらしい下着だけに包まれた、少女の、華きや奢しやな、下半身。

　しかも、ブルマと共に吸引されていたせいか、そのいちご柄の布は明らかに本来有るべき位置よりもずり下がっていて──。
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「うわあっ!?」

「さ、紗季ちゃんっ!?」

　たまらず眼めを逸そらしてしゃがみ込んだ俺の隣となりで短い悲鳴をあげた愛莉が、足音を響ひびかせ友人の許もとへ身を寄せる気け配はい。

「あ…………あ…………あ…………」

「え、えと…………とりあえずほら、ブルマ返すね！　自分で穿はける!?　そ、それともあたしが穿かせたげよっか!?　あ、あとパンツ脱げかけてるからちゃんと上げとかないとなっ！」

　さらに放心したように震ふるえる紗季の声と、なんとか取とり繕つくろおうとしている真帆の早口が耳に届くが、

「…………こ…………この、バカ真帆ぉぉぉぉぉぉおっ！」

「あいた～っ!?　ご、ごめんなさい～～～～～～～～！」

　やはりというか、結局制裁は免まぬがれることができなかったらしく。俺おれは瞼まぶたを閉じた暗くら闇やみの世界で、真ま帆ほにげんこつが振り下ろされたのであろう鈍にぶい音を聞くことになるのであった。

　……ところで、すぐ掃そう除じ機きの電源を切ればこんな悲ひ劇げきは起こらなかったんじゃあ。

　意図せずとはいえ紗さ季きのあられもない姿を視界に収めてしまった反省の念と同時に、そんな当たり前のことに今さら思い至ったが、指摘したらまた真帆が鉄てつ槌ついを受けることになりかねないので、口には出さないでおくことにした。





＊






　真帆もさすがにまずい粗そ相そうだったと反省しきりで、ひたすら平伏を続けた結果かろうじて許しを得ることが出来たようなので、俺と愛あい莉りは胸をなで下ろし改めて寝室に向かった。

「よいしょっと。……これで荷物は全部一箇所に集まったかな。それじゃあそろそろ下まで運んじゃおう」

「やっぱり若い人たちに手て伝つだってもらうとすごくはかどって本当に助かるよ、ありがとう。無理せず少しずつで良いからね」

　ほどなくリビングを残し全すべてが空き部べ屋やに戻り、作業は次のステップへ。掃除を終えた子どもたちとも合流して、いよいよ家財を屋外に搬出し、トラックに詰め込むという大仕事の幕開けだ。

　階数が三階なのは幸さいわいと言えるけど、ここのエレベーターは小さくて運搬できる家具が限られてくるので、かなりのハードワークとなりそうだ。気合いを入れて臨のぞまねば。

「愛あい莉り。ちょっと大変そうだけど、このタンスを一いつ緒しよに運んでくれるかい？」

「はいっ、もちろんです！」

　引き続き愛莉にパートナーとなってもらい、いきなり大物に取りかかる。これは明らかにエレベーターに積つめそうもないから、池いけ田ださん夫妻や子どもたちだけには任せられない。愛莉には重労働を強しいることになって申し訳ない限りだけど、やっぱり一番安心してお願ねがいできるので、今日きようはその魅み力りよくに頼らせてもらう。

　もちろん、俺おれが先頭を務め出来るだけ負担を軽くしてやらねばならぬのは当然として。

「ごめんな、こき使っちゃって」

「えへへ、そんなことはありません。長は谷せ川がわさんに頼ってもらえるなんて……す、すごく嬉うれしいですのでっ」

　後ろ歩きで外廊下を慎重に進みながら謝あやまると、愛莉は屈託を感じさせない朗らかな笑えみで頷うなずく。よかった。やっぱり最近は過度に気を遣つかいすぎない方が、むしろ信頼の表れだと受け取ってもらえるみたいだ。そこに甘えすぎたりつけ込んだりするのは言語道断にせよ、これからコートの中でもその希け有うな資質を存分に発揮させて、今まで以上に自信を与えられるよう俺も努力しないと。

「さー階段だ。身体からだぶつけたりしないように注意してね」

「は、はいっ。長谷川さんもどうか気を付けてください！　すみません、前側をお願ねがいしちゃって……」

「はは、年上なんだから当然だって。よし、行こうか」

　いよいよ迫る難なん関かんを前に、ちょっと深呼吸。それから示し合わせてお互いしっかり家具に身体を貼はり付かせ、ゆっくりと足を段差に下ろしていく。

「いち、に、いち、に……」

「いち、に、いち、に……」

　どちらからともなく声を出し、リズムを同どう調ちよう。

　……って、う。ある程度覚悟していたとはいえタンスが傾き重心が下にかかると想像以上にきついな。しかも苦しさを顔に出すと愛莉に心配をかけてしまうからポーカーフェイスを貫かねばならぬし……も、保もつかこれ？

　まずい。やっぱりちょっと無む謀ぼうだったかも。こ、心が折れそうだ……。

「──うんしょ、うんしょ。おー。あいりとおにーちゃん、がんばれー。ひなもがんばる」

　危うく気が遠くなる寸前。俺たちの脇わきを、ひなたちゃんが身体いっぱいに段ボールを抱え、ふらふら素通りしていった。

　ああ……ちょーかわいい。小さな身体からだで大だい奮ふん闘とうするひなたちゃんの姿。なんて健けな気げで、美しいのだろう。

「ありがとう。ああ、なんともないさこれくらい！」

　ふふふ、いかんいかん。みんなの前で情けない姿を披ひ露ろうしてしまうところだったじゃないか。

　よっしゃ、もう大丈夫。なんか俄が然ぜんいける気がしてきた。さっきまでのへこたれそうな気持ちがまるで噓うそのように、両腕に宿る大きなパワー。今なら引っ越し先まで直接徒歩で荷物を運べてしまうのではとすら錯さつ覚かくする。

　ありがとう、ひなたちゃん。すまなかったな愛あい莉り、でももう心配はいらないぞ。

「っ!?」

　などとひなたちゃんの天使力のおかげで筋肉が因果律を跳ちよう躍やくした矢先、俺おれは新たなる大試練と直面させられた。

　先ほど抱え直した拍子に、だろうか。はたまたずっと前からか。タンスの右側の角に愛莉の体たい操そう着ぎの裾すそが引っかかり、布地が大きく捲まくれ上がってしまっているのだ。

　い、いかん。このままでは今まで努めて意い識しきしないよう心がけてきた、家具にみっちり圧しつけられている愛莉の女性を象徴する二つの豊満な球体が、重大な危険に晒さらされてしまうことに……！

「……？　は、長は谷せ川がわさん、どうかなさいましたか？」

「い、いや。何でもないよ」

　咄とつ嗟さに首を一八〇度近く捻ひねる。ふ、ふぅ。後ろ歩きの最中なのでこういう体勢になっても不自然じゃないのが幸いしたな……。

　もしかしたら、服の乱れを指摘してあげるのが正しい対応なのかもしれない。でも、それって逆にセクハラなんじゃという懸け念ねんも拭ぬぐいきれなかったし、知らせることで下へ手たに戸惑わせて愛莉がタンスを落としてしまったら大けがに繫つながりかねない。今なら周りには他ほかに誰だれの眼めもないことだし、ここは気付かぬふりで乗り切ろう。

「あいて！」

「あっ、大丈夫ですか長谷川さんっ!?」

　そんな日和ひより見みを神様に窘たしなめられたのか、はたまた単に邪念が不注意を招いただけか。踊り場に差し掛かったところでうっかり肩が壁かべに激げき突とつ。幸い痛みはすぐに引いたものの、愛莉に余計な心配をかけてしまい、

「あの、ここからはわたしが後ろ歩きになりますね！」

　なんとか階段を抜け玄関の広いスペースに出たところで、止める間もなく愛莉が俺を支点にしてぐるりと回り込み、前後を逆転してくれた。

　その心こころ遣づかいはとても有あり難がたかったのだが、これにて俺には愛莉に針路を伝えるという重要な任務が生まれてしまい、絶対に前方から目が離はなせなくなる。

「あ、そこ段差あるから気をつけて！　その……あんまり揺れると辛つらいだろうから」

「わかりました！　えへへ、お気き遣づかいありがとうございます」

　実は辛いのは俺おれの良心だという事実は、迷った挙げ句やはり伝えないでおく。うう、困った。いくら意い識しきを向けないようにと思ってもこの状況だと事故の危険があるから露ろ骨こつに顔はそらせないわけで。愛あい莉りの顎あごの先からぽたりと落ちた汗の雫しずくが双丘を包む体たい操そう着ぎに吸い込まれていく瞬しゆん間かんとか、ますます上の方に捲まくれ上がった裾すそ口ぐちから、ついに白いレースのような布までもがちらちらと見え始めている事実とか、余計な情報が勝手に脳内へ侵入してきてしまう。

「よい、しょっと！　やりました、ちゃんと二人ふたりで運べましたね長谷川さんっ」

「あ、ああ。本当によく頑張ったな……本当に」

　結局、深い葛かつ藤とうに苛さいなまれたままトラックまでの運搬を完遂。自分の選択が正しかったのかどうか知る術すべはもはや失われたが、タンスを下ろした拍子に上う手まいこと服もすとんと落ちたため、最後まで愛莉自身は着衣の乱れに気付かなかったみたいだし、この達成感に溢あふれた表情に水を差さずに済んだのだから、まあよしとすべきか。

「えへへ。少しの間だけど、わたしもちゃんと長谷川さんのパートナーになれた……かな」

　いくら不可抗力とはいえ、かように健けな気げな言葉を耳にしてしまうと完全には自己正当化なんてできないけれども。





＊






「昴すばる君も、美み星ほしちゃんの教え子さんたちも本当にありがとう。おかげで予定よりずっと早く終わらせることが出来たよ」

「いえいえ、これくらいおやすい御用です」

「わはー。お手て伝つだいするとやっぱ良いキモチ！　そしてゆうしゃまほまほはレベルがあがった！　『ブルマぬがしサイクロン』のじゅもんを覚えた！」

「思い出させないでよ！　今度あんたのもずり下ろすわよ！」

　その後はさして問題も起こらず、皆で協力して全すべての荷物を集しゆう積せき完了。後で知ったのだが、おじさんたちはこのままトラックに乗り込んであちこちに立ち寄りながらのんびり故郷を目指すらしい。しかもその故郷というのが、なんと沖おき縄なわ。悠々自適ですごく羨うらやましいなと思った。

「今までたいへんお世話になりました。寂しくなりますけど、どうかお元気で」

「こちらこそ。昴君も元気でね。もし時間が出来たら、是非美星ちゃんと沖縄まで遊びに来ておくれ」

　がらんどうになった部へ屋やを借りて体たい操そう着ぎから私服に戻り、駐ちゆう車しや場じようでお別れを交わす。うん、お言葉に甘えて、いつか必ずお邪じや魔まさせてもらおう。沖縄か。まだ行ったことはないけど、時間がのんびり流れてそうでとても憧あこがれる。

「それでは、またいつかお会いできる日を楽しみにしていますね」

『失礼しますっ！』

「あ、ちょっと待って！」

　子どもたちと一いつ緒しよに頭を下げおじさんにお別れを告げると、少し慌て気味に呼び止められてしまう。それとほぼ同時に早足でおばさんがマンションから戻ってきて、俺おれたちに大振りなランチバスケットを差し出して下さった。

「はい、これは今日きよう手て伝つだってくれたお礼のお弁当。お隣となりの冷蔵庫で預かってもらっていたからしばらくは大丈夫だと思うけど、それでもなるべく早めに食べてね」

「えっ、でもそんな」

　お礼なんて想定していなかったのでちょっと戸惑う。申し訳ない気もするし、でも生ものだと遠えん慮りよするのも逆に困らせてしまうかもしれないし、ちょうど昼時で正直お腹なかはかなり空すいていたし……うーむどうしよう。

「お願ねがいだ、もらってくれないか。実は美み星ほしちゃんから『作業が終わったらお弁当を渡してくれると嬉うれしい』って頼まれてたんだ。そうだ、昴すばる君からも美星ちゃんにたくさんお礼を伝えておくれ。今け朝さ、一人ひとりでずっと荷造りを手伝ってくれて、本当に助かったからさ」

　ああ、なんだ。てっきり俺おれたちだけに引っ越しを押しつけたのかと思いきや、あいつはあいつでちゃんとお手伝いしてたのか。……そりゃそうか。はちゃめちゃな性格とはいえ、恩義にはわりかし厚いもんな、ミホ姉ねえって。

　とにかく、そういうことなら有あり難がたく受け取ろう。なんとなく、あいつの思惑もおぼろげに把握できた気がするし。

「わかりました。では、遠えん慮りよなく頂きます！」

「ええ、そうして貰もらえると嬉うれしいわ。それから、これは美星ちゃんから預かったお手紙」

　お辞じ儀ぎしてバスケットを賜たまわると、おばさんは続けて簡かん素そな茶封筒を渡して下さる。これが次なる指令ってわけか。

「ひなたちゃん、頼んだ。中、見てみて」

「わーい。おまかせ」

　せっかくだし好奇心が隠せない様よう子すの子どもたちに直接読ませてあげようと思い、内容を確かく認にんしないまま手渡せば、すぐに円陣が出来上がる。やっぱりこういう形式の遊びって、小学生にとっては楽しくて仕方がないんだろうな。最初はめんどくさいとか思ってしまったけど、考えを改めさせられた。腐っても教きよう諭ゆ。娯楽の提供手腕はミホ姉の方が俺よりもずっと上うわ手てか。

「あ、あそこのことかな？」

「うんうんきっとそーだ！　よーし待ってろよ、大だい魔ま王おうみーたん！」

　手紙を読み終えるや一斉にきょろきょろし始めた五人。そして智とも花かが指さした方向には、かつて幾度となく遊びに行ったことがある近所の小さな山が。





『よくぞ難なん関かんを乗り越えたな皆の衆。次は手に入れたお供え物を持って、マンションの駐ちゆう車しや場じようから見えるさえずり山やまの頂上に向かうべし。私はそこで待っているぞ。

　※ラスボスと戦うには『魔ま法ほうのじゅうたん』が必要だから、途中の山道で回収してくること。


大魔王　篁たかむら　美み星ほし』








　一応俺おれもメッセージを読ませてもらい、行き先を確かく信しん。『さえずり山』は、五人の視し線せんが集中しているあの丘きゆう陵りようのことで間違いない。春になると桜が咲き誇り、うぐいすの声が途と切ぎれなく聞こえてくるのでそんな名が付いたとのこと。

　なんだか最後の一文が意味不明であるものの、まあ現地で直接確たしかめれば良いことだし。

　それでは早速向かいますか。おべんと持って最終試練に。




　　　　【３】




　池いけ田ださんご夫妻にもう一度お礼とお別れをしっかり伝え、みんなの汗が染み込んだ体たい操そう着ぎをミホ姉ねえの家に置いてから歩くこと十分弱。俺たちはさえずり山の登山口に到着した。

「ついにたどり着いたか、ラストダンジョン……！」

「真ま帆ほ、お願ねがいだからはしゃぎすぎて遭そう難なんしないでよね」

　腰に手を当て感極まったように頂いただきを仰あおぐ真帆を、紗さ季きが溜ため息いき混じりで窘たしなめる。まあここは山とは名ばかりで標高は１００ｍにも満たず、道も整せい備びされていて危ない谷や水場なんかも存在しない。近所に住む人間からすれば『坂の多い公園』程度の認にん識しきで、小学生だけで遊びに来たって特に怒られない場所だ。

　とはいえ油断しすぎて何か間違いが起こったら大変だし、ある程度は俺も保ほ護ご者しやとして気を引ひき締しめておかないとな。

「みんな、今日きようの靴はスニーカーだね。うん、よかったよかった」

　事前に何か達しがあったわけでもないのに、五人が五人とも動きやすい出いで立たちで来てくれていて助かった。一番心配な足元も大丈夫そうだし、服の方も愛あい莉りがオーバーオールスカート、真帆が半はん袖そでパーカーにショートパンツ、紗季がＴシャツにクロップドパンツ、ひなたちゃんと智とも花かがそれぞれキャミソールとスカートの組み合わせで、機き動どう性せいも問題なさげ。

「おー。らすぼすのみほしに会いに行くから、さいきょうそうび」

　小鳥のように両手を広げて、ひなたちゃんが嬉き々きとその場で一回転する。うむ、確かにかわいらしさという意味において、みんなの格好に宿る攻こう撃げき力りよくは随一。さながら小学生無双といった様相である。

「涼しくなってきたから、とってもピクニック日和びよりですねっ」

「うんっ。お花もいろいろ咲いてそうだから、すごく楽しみ。昴すばるさん、それでは」

「ああ、行こうか」

　笑え顔がおを向けてくれた愛あい莉りと智とも花かに頷うなずき、六人ひとかたまりで歩き出す。みんなの元気いっぱいな話し声を耳にしているうち、俺おれもどんどん楽しい気分になってくる。こんな風にのんびりした休日も、実に良いものだ。

「あ、そういえば手紙にあった魔ま法ほうのじゅうたんって何のことなのかしら」

　景色けしきや生き物の鳴き声を堪たん能のうしながら進んでいると、思い出したように紗季が首をかしげた。そういえば俺もすっかり失念していたな。

「ミホ姉ねえが、道の途中に何か隠してるのかも」

「うんうんきっとそーにちがいない！　じゃーじゃー絶対見つけないとあたしたちの負けになっちゃう！」

「あはは、ここまで付き合わされて負けるのはわりとシャクだな。……でも、だとするとちょっと問題があるかも」

「問題……ですか？」

「ああいや、全然大したことじゃないんだけど」

　不安げに眉まゆ尻じりを下げた愛莉に、かぶりを振って大おお袈げ裟さすぎた言い方を訂正する。そう、実際のところそこまで重大な懸け念ねんなどではなく、

「ほら、こういうわけ」

「おー。わかれみち」

　ここから先のルートが三つに分ぶん岐きしているという、ただそれだけの話だ。

「頂上で合流するからどう進んでも同じなんだけど。はてさて、ミホ姉のやつはどこを通ったかな……」

　どの登山路も同じくらいなだらかなので、ここでの選択にそれほど大きな意味はない。ただしついでに宝探しもするとなれば、ディレクションミスで徒労が重なる可能性もあるわけで。

「手分けするのが良さそうですね」

　紗さ季きの提案に、皆が迷わず頷うなずく。そうだな、能率を考えるとそれが正解だろう。じゃあ早速チーム分けをしなければだが、無ぶ難なんにじゃんけんでいいか。

「じゃーアイリーン、一いつ緒しよに行こっ！　サキと組むとまたオコゴト聞かされるかもだし！」

「あ、うん！　よろしくね真ま帆ほちゃん！」

「私だって真帆には何されるか分からないからお断りだわ。……ひな、組になりましょ」

「わーい。だいかんげい」

　とか思ってるうちにもう二つグループが成立してしまった。となると必然的に。

「智花、俺と一緒で良い？」

「は、はいもちろんですっ！」

　ん、良かった。チーム全員が同じくらい仲良しだから、組分けも悩むことなくすんなり決まって有あり難がたい限り。

「ふふ」

「あ！　そ、その。え、えへへ」

　……ん？　なんだか今紗さ季きが智とも花かに意味深なウインクをしたような。なんだろう。

「それでは、私たちは真ん中のルートを進みます」

「おやまとおやまの真ん中の～♪　おっぱい谷のたからばこ～♪」

「あたしは右に決めた！　みんなまた後で会おうぜっ！　さー出てこいおたから～！」

「ま、真ま帆ほちゃん待って～。走ったら危ないよぅ……！」

　微妙に気になったが、尋ねてみる間もなく四人が一斉に行動を開始してしまった。……じゃ、まあいいか。悪い意味ではなさそうだし。

「それじゃあ、俺おれたちも行こうか。そこまで躍やつ起きになって探さなくていい気もするけど、乗りかかった船だしパートナーよろしくね、智花」

「が、がんばります！　みんなのためにも一いつ生しよう懸けん命めいっ！」

　智花も上じよう機き嫌げんに頰ほおを桃もも色いろに染めてくれているので、気にせず散策を楽しもう。







「わぁ、雲が全然なくて空が真まっ青さお。本当に良いお天気……」

「うん、木こ漏もれ日びもすごく綺き麗れいだ」

　細い丸太で組んだ緩ゆるやかな階段を踏みしめ、智花と肩を並べて上へ上へと登っていく。

「そういえば、こんな風にゆっくり散歩するのは久しぶりだね。学校が始まって、何かと忙しくなっちゃったし」

「えへへ、そうですね。夏休みは遠征したり、海に行ったり、お祭りに行ったり、たくさんおでかけしましたけど。……楽しかったな。とっても、とっても」

「俺も素す敵てきな思い出がいっぱいだ。でも、楽しいことならこれからもきっとたくさん有るさ」

「……はい！　昴すばるさんと、みんなと一いつ緒しよなら絶対にそうだと思います！」

　自然と弾む会話。休日のわりにあまり人ともすれ違わず、リラックスしきった時間の中で心が洗われるようだった。

　そういえば意図して選んだわけではないが、この左側のルートは途中で我が家の方角を広く見渡せる場所があるから、昔から一番好きだった道だ。ここを智花といっしょに歩くことができるなんて、すごく嬉うれしい。今さらそんな想おもいが浮かぶ。

「……お？　もしかして、あれか？」

　幸せを堪たん能のうするように深呼吸して幾度となく天を見上げているうち、何やら変な物が視界に飛び込んできた。近くの木の枝に、四角い布の固まりみたいなものが引っかかっている。

　明らかに絨じゆう毯たんとは違うものの、誰だれかが意い図と的てきに隠したのは間違いない。

「そうかもしれませんね……。ど、どうしましょう」

　となれば放ってもおけないが、この高さだとジャンプしても微妙に届かないだろう。

「よし智とも花か。肩車だ」

「ふぇっ!?」

　深く考えず言ってから申し訳ない気分になった。しまった、やすやすとレディに求めていい手段じゃなかったな……。

「ご、ごめんなんでもない！　もうちょっと現実的な方法を考えよう」

「あ……。え、ええとその…………だ、大丈夫です！　昴すばるさん、しましょう！」

「えっ、でも」

「へ、平気ですっ。昴さんとなら、私は構いません！」

「智花……。ありがとう」

　健けな気げな言葉に胸が温まる。ならばお言葉に甘え、智花を抱えさせてもらうことに。

「ＯＫ。頼んだ。上に乗ってくれ」

「は、はい……失礼しますっ」

　しゃがみ込んだ俺おれの肩に、智花のか細い両脚が触れる。事故の起こらぬよう膝ひざ辺りにしっかり手を添えさせてもらうと、

「……っ」

　幽かすかに内ももの震ふるえる気け配はいが首筋から伝わってきた。ご、ごめんな、恥ずかしい思いをさせちゃって……。せめてなるべく早く終わらせよう。

「智花、いくよ」

「は、はいっ」

　ゆっくり立ち上がり、ターゲットに近付く。風にそよいだスカートに髪を撫なでられ、こそばゆさと申し訳なさが同時に襲おそってくるが、心頭滅却して感覚をシャットアウト。

「あっ、紐ひもで結んであります。よい、しょっ……と！」

　背伸びした智花のおなかが後頭部にぴったり触れ、ほどなく頭上でずるりと布がこすれる音。よし、無事手が届いたみたいだ。

「……ふぁっ!?」

「え!?」

　安心した直後、肩にのし掛かる圧力がずしりと増幅する。い、いかん、これ想像よりだいぶ重いぞ……？

「あ、ああああっ！」

　いっそすぐに放り投げでもすれば、大事には至らなかったかもしれない。しかし行ぎよう儀ぎのいい智とも花かはそのような乱らん暴ぼうな判断はできなかったみたいで、重い布を抱きかかえたまま肩の上でバランスを大きく崩してしまった。い、いけない！

　ええい、落下させるくらいならいっそ！

「……っ！」

　一いちか八ばちか、俺おれは智花を乗せたまま地面に尻しりもちをつき、自らの身体からだをクッションにする。

　その目もく論ろ見みはどうやら成功したみたいなのだが…………どうしたことかいくら目を見開いても視界が真っ暗で息もできない。なにか布のようなものに包まれた温かい物体が、顔の上にのし掛かっている……？

「あ、あれ……？　昴すばるさん、どこに………………っ!?」

　混乱の最中、智花の呆あつ気けにとられたような声が真上から響ひびき、俺は置かれている状況の途方もない危うさをぼんやり察知。

　も……もしかして。この柔らかな感触って、と、とと……智花の!?

「ほ、ほむぇんわふぁふぉふぁ……！」

「ひゃ、ひゃうううっ!?」

　慌てふためき「ごめんわざとじゃ……！」とまで発音したところで、智花が身をよじって鼻の上から転がり落ちる。

　ようやく取り戻した日の光。そして最初に眼めにしたものは、うるうると瞳ひとみを揺らし、頰ほおを真まっ赤かに染めたあひる座りの少女の顔だった。

　即、大地を割る勢いで土下座して額ひたいを砂に擦こすりつけたのは言うまでもない。
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「──っ!?」

「ん？」

　携帯でみんなに連絡を取ってくれていた智とも花かが、突然勢いよく顔を上げたのでちょっと驚おどろく。

「どうかした？」

「い、いえっなんでもないです！」

　という言葉とは裏腹に、ようやく落ち着いたはずの顔色が再び真まっ赤かになってる。また、いつもの冗じよう談だんでからかわれたのだろうか。

「そ、そう。じゃあ行こうか。あーその……さっきは本当にごめん」

「いえっ、悪いのは私です！　すみません……。わ、私、昴すばるさんのお顔の上に……ふぁう」

　取り乱す様よう子すを見てついもう一度お詫わびを口にしてしまうと、やっとキリを付けたはずのお辞じ儀ぎ合戦が再開幕。いかん、いくら申し訳が立たないとはいえ、なんだか智花も負い目を感じてしまってるようだし、やっぱりこれ以上は振り返らない方が良いみたいだ。

「いやいや俺おれなら本当になんともないから！　さ、さあ先を急ごう！」

「あっ……！　は、はいっ」

　半ば強硬策。俺は智花の掌てのひらに自らの掌を重ね、笑えみを繕つくろって再び坂道を登り始める。

「…………」

「…………」

　そのまま繫つないだ手を離はなすタイミングがなかなか見いだせなくて、長らく響ひびくのは二つの足音だけ。

「あ」

「……っ。し、失礼しましたっ！」

　ちらりと顔色を窺うかがおうとしたところ、ほとんど同じタイミングでこちらに上うわ目め遣づかいを向けた智花とばっちり目が合ってしまった。間を置かず、はにかんだ表情もシンクロ。

　──嫌いやがられてないか、そろそろ離した方が良いか、とか。

　そんな悩みは、不ふ思し議ぎと生まれなかった。それはきっと、どう思われているか心配する以上に、他ほかならぬ俺自身が。

　この気持ちの良いそよ風の中で、しばらく智花とこうしていたかったから。

　ああもう、まったく身勝手な話だ。ごめんな智花。……でも願ねがわくば、あと少しだけ。

「ほら、山頂が見えてきた。あ、真ま帆ほみっけ」

「わぁ……！　広くて、公園みたいです。真帆ーっ！」

　数分と経たたず、たどり着いたゴール地点。どちらからともなく手を離して、ちょうど桜の木に寄りかかって背伸びしていた仲間と合流する。

「やっほーもっかんすばるん！　おおーでっかいシート！」

「でかいよなー。まったくミホ姉ねえめ、ここまでおっきくなくても大丈夫なのに。でも確たしかにこれならみんなでゆったり使えそうだけど」

　こちらの姿に気付いた真ま帆ほが、俺おれの脇わきに挟まったシートを指さし眼めをまんまるに。

「お弁当はわたしたちで持てば良かったね。ごめんね智とも花かちゃん……」

　その声に導みちびかれるように幹の裏から愛あい莉りも顔を覗のぞかせ、途中からバスケットを預かってくれていた智花に恐きよう縮しゆくして眉まゆ尻じりを下げた。

「ううん、軽いからこれくらいなんともないよ」

　にこやかに首を振る智花。結果として俺たちにアイテムが集中してしまい、智花にも荷物持ちをさせることになったのは申し訳なかったが、心なしか愛莉の表情にも微妙な疲れが感じられる。……はは、たぶんだけど真帆に振り回されて、道中は結構大変だったのではなかろうか。それを思うと、お願ねがいしなくて良かったかなという気もしたり。

「すみません遅くなりました。みーたん、いましたか？」

「お疲れ、紗さ季き、ひなたちゃん。いや、まだ捜してないんだ」

「おー。じゃあひな、頑張ってさがす。おなかぺこぺこだから、すぐさがす」

　しばし四人で談だん笑しようしていると、残る二人ふたりも姿を現した。うん、それじゃあいよいよ叔お母ばのところに行きますか。ぴたりと俺の腰に貼はり付いてくれたひなたちゃんの言葉に従い、全員で捜索を開始する。

　さえずり山やまの頂上は平坦に整せい備びされた広い芝生しばふになっていて、疲れを癒いやすのには打って付けの場所。休日ということもあり、自分たちの他ほかにもちらほらお弁当を広げてくつろいでいる人たちが確かく認にんできた。

「あ、いた。……なんというふてぶてしさ」

　登山路の合流地点から広場の端まで歩ききったところで、木の根を枕まくらにして高いびきをかいている叔母を発見。ていうか少しくらい隠れるそぶり見せろよ。

「おら、起きろ」

「にゃむ……？　おーやっと来たか。待ちわびたっつーの。ふぁ～あ」

　せめてもの反逆にビニールシートの固まりを身体からだの上に放り投げてやったが、さして驚おどろかせることもできず、吞のん気きなあくびで出迎えられただけだった。

「えへへ、美み星ほし先生──」

「いよっしゃ！　そんじゃ早速ごはんにしよーぜー！　もーはらぺこだ」

　にこりと満面の笑えみを見せる愛莉の声に被かぶせ気味で立ち上がったミホ姉は、急に元気になってシートを広げるよう俺たちに促す。

「あ、はいっ！　真帆、そっちの端を持って」

「わかってるってば。ほんと仕切り屋だなーサキは」

　それに文句一つ口にせず従う子どもたち。いろいろ言いたいことはあるが、しゃーない。ここはひとまず俺おれも黙だまって手て伝つだっておきますか。

「よーし、全員にジュース行き渡ったな～」

「わーい。ひえひえ缶コーラ」

「山道で喉のどが渇いたのでとっても嬉うれしいです！　ありがとうございます、美み星ほし先生！」

「にゃはは。クーラーボックスでここまで持ってきてやったのだ、どんどん感かん謝しやしたまえ」

　滞とどこおりなく準備が整ととのい、始まった昼食会。なんだか知らぬ間にただのピクニックと化し、当初の目的が有う耶や無む耶やになってしまっているような気がする。

　……いや、待てよ。

　もしかしたら。それこそまさに首しゆ謀ぼう者しやの狙ねらいだったのでは。

「なーミホ姉ねえ」

「うん？」

　ふと脳裏に閃ひらめく悪わる巧だくみ。作文を晒さらされたりして、だいぶ恨うらみが募ってるからな。軽ーく仕返しでもさせて頂きますか。

「お前さ、照れくさかったんだろ？」

「……は？　なんの話？」

「みんながミホ姉の誕たん生じよう日びを祝ってくれるって言ってくれたのが嬉しすぎて、照れくさくなったから、フィールドワークみたいなゲームさせてこんなところまで連れ出したんじゃないのか。教え子たちを楽しませつつ、自分が主役になる時間がなるべく短くなるように、さ」

「…………」

　自信満々に推理を披ひ露ろうすると、ミホ姉は眉まゆ根ねを寄せたまま言葉を止める。ふふ、この反応、どうやら図ず星ぼしだったよう──

「ぐが!?　いてててててて！　引っ張るな、そんな風に頰ほおを！」

「この口か、この口があるからそんな腹立つドヤ顔で出で鱈たら目めほざくのか！」

　顔の両側に走る、まるでペンチで抓つねり上げられているかのような激げき痛つう。し、しまった至近距きよ離りで隙すきを見せすぎた……！

「あーあー。ニブチンなだけに飽き足らず、間抜けな邪推まではじめるとは落ちたものだな我が甥おいよ。次に変なことを言ったらありとあらゆる毛を抜いてやるかんな」

　解放されてもなお、じんじん痛む頰の両側。

　でも、ま、よしとしよう。

　……ほんのり頰を染めたミホ姉なんていう、レアにも程がある表情をこうして拝おがむことが出来ているのだから。

「おおっ、このから揚げさいこー！　カレー風味だ！」

「サンドイッチも、とってもとっても美お味いしいね！」

　うまくミホ姉に誘ゆう導どうされて、子どもたち全員が伝えるはずだった言葉を未いまだ伝え忘れていることを指摘するのも、もう少し後にしておいてやるか。また、照れるとこが見られるかもしれないし、いったん落ち着くのを待ってから波状攻こう撃げきを仕掛けた方が面おも白しろそうだ。

「ミホ姉ねえ。誕たん生じよう日びおめでとう。なんか今年ことしは珍しく世話になりまくりだけど、まー……いろいろありがとな。できれば、これからもよろしく」

「………………ふん。はいはい、しゃーねーからお前の面めん倒どうもみてやんよ」

　とりあえずは、こんな風に俺おれからの祝辞を耳元で囁ささやくだけに留とどめておこう。
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　　　　【１】




「よし、運動には最高の天気だな！」

　慧けい心しん学がく園えんのグラウンドで、俺おれ──竹たけ中なか夏なつ陽ひは空を見上げて胸を張る。

　今日きようは初等部の体育祭。全学年が四つのチームに分かれて全力で競きそい合う、秋の大イベント。スポーツマンの俺にとってはもちろんめちゃめちゃ楽しみな行事のひとつだ。

　……ただ、今年ことしはチーム分けのせいで、ときどきなんともいえない不安な気持ちになったりもするんだけど。

「くふふ、ウデがなるぜ！」

「せっかく女バス全員が赤組になれたんだし、良い結果を残したいところよね」

　すぐ傍そばから聞こえてきた女子二人ふたり……三み沢さわ真ま帆ほと永なが塚つか紗さ季きの声に、俺はつい溜ため息いきを漏らしてしまう。

　なぜなら自分が頭に巻いているはちまきの色も、赤。どんな偶然なのか、六年Ｃ組のバスケ部員は、男も女もまとめて同じ組に割り振られてしまったのだ。

　とはいっても、クラスで男のバスケ部員は俺だけだから絶対有り得ないってほどの確かく率りつじゃないし、組分けは毎年全校集会の時にくじ引きで決まるので、誰だれかにいたずらされたわけでもないと思う。

　けど、それにしたって。よりにもよってなあ。

　なんだか今回の体育祭は、いつも以上に疲れることになりそうな予感だ。

「わーい。みんなといっしょにがんばって、優ゆう勝しようするぞー」

　ただ……袴はかま田だひなたといっしょのチームになれたことは、その。別に嫌いやってことも、ないというかなんというか。特別悪い気持ちはしてないけど！

「おーい何ニヤニヤしてんだ～タケ？」

「な、和わ久く井いっ」

　緻ち密みつに戦力分析をしていたら、突然肩にどかりと重みが。驚おどろいて振り返ると、男子バスケ部のチームメイト、６─Ｄの和久井が半笑いで俺に肘ひじを突き立てている。

　しまった、こいつも同じ赤組だったのを一いつ瞬しゆん忘れて、妙な隙すきを見せてしまった。

「し、してねーよニヤニヤなんか！」

「くくく、うそつけ。ま、いーや。なんか今年は強そうなチームになったし、お互いがんばろーぜ」

「お、おうもちろんだ！　足速い奴やつも多いし、充分優勝狙ねらえるだろ」

「つっても白組も強そうだけど。残りの６─Ｄ男バスのうち、三人が白だし」

「ああ、なんか今年は白と一いつ騎き打うちになりそうだな」

　慌てて誤解を放り投げる。いろいろ話しているうち、和わ久く井いの顔も真剣になってきた。こいつも俺おれと同じく負けず嫌いだから、こういう行事ではマジになるタイプだ。もちろんそうでなきゃ、男バスのレギュラーは取れない。

「竹たけ中なか君、和久井君」

「おう、湊みなとと香か椎しい」

　和久井と軽く拳こぶしをぶつけて気合いを入れていると、横から女バスのエース、湊智とも花かと、羨うらやましいほど背の高い部員、香椎愛あい莉りが並んでやって来た。湊にはいつかバスケでリベンジしないと気が済まないけど、ひとまずは休戦だ。チームメイトとしては、すげー頼もしいしな。

「今日きようは赤組の優ゆう勝しよう目指して頑張ろうね、えへへ」

「もちろんだ。香椎も頑張れよ」

　香椎とも、軽く挨あい拶さつを交わす。にしても、香椎ってなんか明るくなったよな。昔はすぐ泣くからちょっと苦手だったけど、今なら普通に話すくらいはできる。

「うわはは、あたしらのバツギュンなチームワークを乱すなよ～ナツヒ！　ワクワクさんもがんばりたまえ！」

「誰だれだよワクワクさんって。和久井だ和久井」

　そんなふうに二人ふたりと激げき励れいしあっているうちに真ま帆ほ、それから紗さ季きとひなたもこっちに歩いてきて、赤組の男女バスケ部員が全員集合。

「おい紗季、あほがまた真帆なことしないようにしっかり見張っとけよ」

「言われなくとも。夏なつ陽ひこそあほにペース乱されないようにね」

「うぉいこらサキ！　ナツヒ！　逆だってば逆！　あほが真帆なんじゃなくて真帆があほ……誰があほだこらー！」

　真ま面じ目めな顔で紗季に注意すると、あほが相変わらず真帆みたいにでかい声で騒さわぐ。やれやれ先が思いやられるぜ。そしてやっぱあほだこいつ。

「おー。わくわくさん、よろしくね」

「いやだから和久井……」

　とか呆あきれていたらなんともけしからん事態が。おい和久井、なにひなたに話しかけてもらってんだ。しかもあだ名で呼ばれるとは良い度胸じゃねえかこんちくしょう。

「すまん、そんな怒るなってタケ」

「怒ってねーよ！　なんで謝あやまるんだよ！」

　そうとも怒ってなどない。だって俺にはあだ名っぽいあだ名とか別にないからな。そのせいで呼び方が普通なだけなんだし気にするようなことじゃない。や、そもそもひなたからどんなふうに呼ばれようが関係ないけど！

『はーい赤組のみなさーん！　準備運動を始めるので整せい列れつして前にならえをしてくださーい！』

　……っと、ごちゃごちゃ話してるうちに先生から集合の合図だ。怒られないようにきちんと並んでおくか。

「おら整せい列れつするぞお前ら、早くしろ！」

「ちょっと夏なつ陽ひ、勝手に仕切らないでよ。ま、とにかく優ゆう勝しようを手にするためにも、まずはしっかり準備運動ね」

　クラス委員長の紗さ季きが微妙に不満そうな顔をするのも無視して、和わ久く井いといっしょに列に加わる。なんにせよ準備運動が大事なのは間違いないからな。紗季の意見とかは関係なしに、俺おれもちゃんとやるべし。

「いっち、に、さん、しっ。にーにっ、さん、しっ」

　身体からだのいろんなところを伸ばしながら、ついでにぐるりと辺りを見回して他ほかの組をチェック。

　うん、当然知らない奴やつもたくさんいるけど、やっぱり赤と同じくらい良いメンバーが揃そろってるのは白組のような気がする。常にマークしておいた方が良いだろう。

　……それに白組は白組で、ちょっとばかり『めんどくさそうな連中』が集まってるみたいだしなー。

　あいつらと赤組の女バスたちが、また変なもめ事を起こさなければ良いんだけど。







「わーい。一いつ等とう賞しようとれた」

「よ、よしっ。でかしたぞひなた！」

　準備運動も完了して、いよいよ始まった体育祭本番。期待通り、俺たち赤組は順じゆん調ちような滑り出しだ。

　今の障害物競きよう走そうで、ついに得点は四チームで頭一つ抜けだして単独トップに。このままいけば、昼の休きゆう憩けい前にはたっぷり余裕を稼かせげてるかもしれない。

「ひなちゃん、すごいっ。なんだか忍者さんみたいだったよっ」

「おー。あいり、ありがとう。ひな、とかげさんの気持ちでがんばった。でも、忍者さんもいいな」

　陣地に戻ってきたランナーのひなたを、６─Ｃのクラスメイトたちが中心になって称たたえる。ほんと、ここんところかなり運動できるようになったよな。普通に走るのはまだそこまで速くないけど、身体が柔らかいから網あみ抜ぬけとか平均台とかのスピードがすごかった。

　これも、真ま面じ目めにバスケの練習をするようになったおかげなんだろう。そう考えると嬉うれしいような、あの変態ロリコンコーチの手柄を認めるみたいでシャクなような、少し変な気持ちになる。

「ん？　おいナツヒ～！　そんな遠くからチラチラ見てないで、こっちきてヒナのことほめてやれよ～！」

「なっ!?　べ、べつにチラチラ見てねーし！」

　考え込んでいたら、真ま帆ほの奴やつがでかい声で言いがかりを叫ぶ。あんにゃろ、また妙な誤解が広がるだろうがっ。早く訂正しないと！

「ふふ、いらっしゃい夏なつ陽ひ。ほら、たっぷりひなに熱ねつの籠こもった言葉をかけてあげて」

「だから違うっての！　べつにそんなつもりで来たんじゃねえ！」

　輪わの中心に駆け寄った俺おれに、紗さ季きがニヤニヤと口元を押さえる。ますます周りに勘違いされそうで、俺の方までついつい大声に。

「たけなかは、ほめてくれないの？」

「う……」

　するとひなたは少し残念そうにしょんぼりして、こっちを見上げる。し、しまった。

「いやそういうわけでもなくて！　ひ、ひなたはその……が、がんばったと思う。……すげえよ。よく、やった」

「わーい。たけなかにもほめてもらえた」

　慌てて付け足すと、ひなたはにっこり笑ってバンザイする。危なかった……。がっかりさせてしまわずに済んで本当によかった。

「ニヤニヤ」

「ニヤニヤ」

　ち……。真帆紗季が意味不明にニヤニヤしてるのは非常にムカツクが、ここは堪こらえよう。

「てゆーかお前ら、そろそろ出番だろ！　さっさと準備しろよ、二人三脚の！」

　代わりに、走る番が近いのにのんびりしてやがる事実を責める。こいつらの二人三脚は毎年絶好の稼かせぎどころなんだから、レースに間に合わなくて不戦敗なんて間抜けなことは避けてもらわないといけない。

「えへへ。真帆ちゃんと紗季ちゃんの二人三脚で、また一いつ等とう賞しようが取れるねっ」

「去年もすごかったよね！　私、見み惚とれちゃったもん」

　香か椎しいと湊みなとの言う通り、こいつらはなぜか毎年同じチームになり、当然のように毎年二人三脚を走って、連戦連勝。慧けい心しん学がく園えん初等部の現役レコードホルダーだ。よっぽど呼吸のリズムが合うんだろう。

「……ん？　どうした？」

　始まる前から勝利は確かく実じつ、と絶ぜつ賛さんを受ける真帆と紗季が、いつの間にか二人ふたりとも悩み事でもあるみたいにしかめっ面つらになっている。今、何か怒らせるような事を言った奴いたか？

「なにか不安でもあるのか？　……まさか怪け我がでもしたとか、腹が痛いとか？」

「いえ、健康よ」

「あたしもちょ～元気だぜ～。ただな～」

　変に思って訊きいてみた俺に、二人はあっさり首を振る。でもそのすぐ後に顔を見合わせ、微妙にお互いを責めるような気け配はい。去年までの自信がぜんぜん感じられない。

「ただ……なんだ？」

「なんかさ、イヤなんだよね。勘違いされるのが」

「そう、実は前からずっと釈然としなかったの」

「勘違い？」

　言いたいことが分からなくてもう一度質問すると、

「ほらほら。ゴールしたあと、いっつも騒さわがれるじゃん」

「私と真ま帆ほの仲が良いとか、相性抜群とか」

　真帆と紗さ季きは交こう替たいで、ますます俺おれや他ほかの女バス部員を混乱させる。

「う、うん。だって」

「本当に仲、良いもん。真帆ちゃんと紗季ちゃんは幼なじみで、親友で」

「おー。べすとかっぷる」

　湊みなとも香か椎しいもひなたも、口を揃そろえて頷うなずきあった。なんで今さらそんな当たり前のことを確かく認にんしてるんだ。

『ぜんっぜん違うから！』

　そんな俺たちを見て、息をぴったり揃えて叫ぶ真帆と紗季。呆あつ気けにとられて声を詰まらせていると、続けて二人ふたりは合あわせ鏡かがみみたいに同じ動きで肩をすくめる。

「まったくひどい誤解だわ。腐くされ縁えんでいろいろ面めん倒どうは見てるけど、別に仲はそれほど良くないし、趣しゆ味みとかを考えるとむしろ相性悪いくらいだもの」

「それはこっちの台詞せりふ！　サキがジミだからいつもあたしがしかたな～く服とか選んだりしてあげてるんじゃん！」

「なによそれ！　そんなこと頼んでないじゃない！」

　ぽかんとする俺たちに目もくれず、罵ののしり合いを続ける二人。

　……あーもー。なんだって体育祭当日にめんどくさい喧けん嘩か始めてんだこいつら。そういや昔からたまにあるんだよな。無む駄だに意地張って『仲良くないです』アピールを始めるときが。定期的に。

　どーせきっかけはすごい下らないことだろうし、特に知りたいとも思わないけど、とにかくマズいぞ。このまま二人三脚に送り出したらきっとろくな結果が出ない。

「もう、まだこんなところにいたの？　ほら三み沢さわさん、永なが塚つかさん。六年生の二人三脚、スタートまでもう少しよ。早くコースに向かいなさい」

　どうにかして気持ちを集中させる方法はないかと頭を捻ひねり始めたとたん、赤組担当の先生が二人を連れにやって来てしまった。うわー、いきなり時間切れかよ。

「あっ、すみませんでした！　……じゃあみんな、レースには行ってくるけど」

「結果は期待しちゃだめだぜ。だってあたしたち、ちょー相性悪いしな！」

　俺たちの気も知らないで、ツーンと顔を背けながら先生について行く真帆紗季。二人三脚は確かく実じつに点数が稼かせげる大事な競きよう技ぎだってのに、まさかの黄き色いろ信号だ。同じ腐くされ縁えん持ちとして情けないにも程がある……。

「た、竹たけ中なか君。どうしよう」

「どうしようもねーだろ。あいつらが自力で立ち直ってくれることを祈るしかない」

　心配そうに話しかけてきた湊みなとに、溜ため息いき混じりで答える。

　いくらなんでも勝手なわがままでレースを投げるような奴やつらじゃあないと信じたいけど、意地張りだすとどっちも異常に頑固だからな。頼むからチーム全員をがっかりさせて士気を下げるような真ま似ねだけはしないでくれよ……。







　不安を抑えられないまま、俺おれたちも後を追ってコースの近くまで移動する。振り返れば観かん戦せんスペースはバスケ部の奴らだけじゃなく、六年生を中心に赤組の大応援団で埋まっていた。

　顔つきはみんな笑え顔がお。真ま帆ほと紗さ季きの二人三脚コンビはもう全校中に有名だから、誰だれも圧勝を疑ってないって感じだ。

　ますますマズい。これで負けたら、マジで今後の流れが悪くなっちまうぞ。

「あっ、次が真帆ちゃんと紗季ちゃんだよ！」

　香か椎しいの声を合図に、赤組の応援団が盛り上がり始める。「どれくらい差が付くかな？」とか、「また学園記き録ろく更新したりして！」とか期待全開の話ばっかりが耳に入ってくるのとは逆に、バスケ部メンバーはどんどん不安で顔を曇くもらせる。

「ったく、しっかりしてくれよ……」

「おー。まほとさきなら、ぜったい大丈夫」

　和わ久く井いも呆あきれていて、普ふ段だん通りなのはいつもマイペースなひなたくらいのもんだ。それはいいとして、なんか和久井のやつ今日きようやたらひなたとしゃべってやがらないか。生意気な。

「真帆、紗季、がんばってー！」

　ちょいと一度どういうつもりなのか和久井に尋ねてみようかと思ったけど、湊の声につられて前に向き直ると既に二人ふたりがスタートラインに並んでいたのでとりあえず後回しにしよう。今はまず、レースが順当に終わることを祈らないと。

「位置について、よーい──」

　スターターの先生の声に続いて、ピストルの音が響ひびく。そして八人四組のランナーが一斉に飛び出し、

「ええー!?」

　……真帆と紗季の二人が、一歩目で転びやがった。

　あ・い・つ・らあああああ！

「わはは、ざっくりタイミングがズレちまったぜ！」

「ふふ、いやだわてへぺろ☆」

　転んだまま取とり繕つくろったフリをしているけど、顔を見ればどっちも『してやったり』な表情。というかアイコンタクトもなしであんな綺き麗れいに、示し合わせたように倒れられること自体、思いっきり息が合っている証拠じゃねーか！　マジで先生の眼めとかがなければ近くまで走っていってげんこつを落としたい気分だった。

「よっしゃーいけいけ青組～」

「黄組ファイト～！」

　イライラしているうちにほかのチームはどんどん前に進んでしまってる。特別注目するほど速い組がいないっぽいのには助かってるけど、それでもとっとと起きて全力で追いかけないとどんどん逆転の目が薄うすくなる。

「おいお前らアホか！　お前らのせいで優ゆう勝しようできなくなるだろうが！」

「大げさよ夏なつ陽ひ」

「そーそー。つーかあたしたちだって勝ちたいけど、なんせ相性がなー」

　全力で叫んだ俺おれをチラッと見て、舌を出す二人ふたり。くそ、どうしてくれよう……。

「おいこれ白組勝てるぞ！」

「やった、番狂わせだ！」

　頭を抱える赤組とは逆に、他ほかの組の観かん客きやくはますます大盛り上がり。しかもよりにもよって現在トップを走っているのは白組のランナーだ。このままだとこっちがビリで、得点に大きな差が付いてしまう。

「なー聞いたか!?　しかも、五年生の方の二人三脚もめっちゃ調ちよう子しいいんだって！」

「ああ、聞いた聞いた！　双子の女子がとんでもなく速くて、去年の大会記き録ろくを塗り替えたって話だろ？　すげーよなー！」

　もはや万事休すか……とあきらめかけたところで、近くからそんな噂うわさが耳に入ってくる。

　気の沈むような、悪いニュースが重なった？

　いや、違う。やたら大声だったから、今のはあいつらにも聞こえたはず。それなら、きっと。

「……うし！」

　祈るような気持ちでもう一度コースの方に顔を戻せば、いつの間にかもう立ち上がっていた真ま帆ほと紗さ季きが、鋭するどい顔でさっきの話が聞こえた方を睨にらみつけていた。

「おい、いーのか！　去年の大会記録塗り替えられたってよ！　お前等らが残した記録破られて、最後にさんざんなレースして初等部卒業することになっても、いーのかよ！」

「……いーのか、ですって？」

　去年の大会記録。それは他ならぬ、あの二人が刻んだもの。しかも破ったのが五年生の双子。そう聞いて、思い当たるフシなんて一つしかないだろ。

　だったら、そのままなにもしないで負けを認めるほどつまんない人間じゃないよな、真帆も紗さ季きもっ！

「グモンだな、ナツヒ。てゆーかあたしらまだ負けてないし」

「その通りよ。相性は最悪。でも、それでも。レースには勝つ！　そうよね真ま帆ほ？」

「きしし、たりめーじゃん。こんなに相性は悪いけど、あたしが体育祭で大だい活かつ躍やくしないなんて、そんなのありえないもん」

　生意気全開で白い歯を覗のぞかせ、前を見据える二人ふたり。もう他ほかの組は中間地点を越えて、ゴールインが刻一刻と迫ってる。普通なら、とうてい追いつけないほどの差だ。

　それでも、この二人なら。

　本人たち以外は相性抜群だと信じて誰だれも疑わないこの二人なら、もしかしたら。

「いーかサキ。あたし、サキのこと無視して本気で走るから」

「こっちの台詞せりふよ。あんたと足が繫つながってることなんて忘れて、私も一人ひとりのつもりで全力疾走させてもらう。リズムを合わせてくれなんて、お願ねがいはしない」

「同じく。いーか、ルールは一つだ。ただ──」

「──お互い邪じや魔まを」

「──しないことっ！」

　ぐっと太ももに力を込めた二人の足もとから、次の瞬しゆん間かん土つち埃ぼこりが舞まう。

「……んな、アホな」

　肩を並べ疾走するそのスピードは、マジで普通に短たん距きよ離りを走るのと少しも変わらないレベルだった。

「んおおおおおおおおっ！」

「くううううううううっ！」

　本来のスタートダッシュは、真帆の方が速いはず。それでも紗季が食らいつけているのは、絶対にお情けでスピードを合わせられたくないという意地か、それとも今年ことしに入って真ま面じ目めにバスケでフットワークを鍛きたえるようになった証あかしか。

　おそらくは、その両方だろう。

「す、すごい。二人とも、すごすぎるよっ！」

「あんま誉ほめるなよ香か椎しい。そもそも初めから普通に走ってれば、こんなハラハラさせられることもなかったんだ」

　結局ゴールした瞬間には、二位の白組以下を大差でぶっちぎり。おまけに序じよ盤ばんで停滞しておいて再度の大会記き録ろく更新という、呆あきれたおまけまでゲットしやがった。

　もちろんこの後噂うわさが噂を呼び、二人の好相性が周りからますます称たたえられるようになったことは言うまでもない。

　しかしこの話題っぷりだと、確かく実じつにあの二人──一度は新記録を樹じゆ立りつできた『五年生の双子』たちにも真帆紗季の常じよう識しき外はずれな逸いつ話わが耳に入ってしまうだろうな。

　うーむ、ますます先行きが不安だ。





＊






「よっし、楽勝楽勝」

「ナイスだタケ！」

　50ｍ走を走り終えて、俺おれは陣地で和わ久く井いとハイタッチ。結果はもちろん一等だ。

　二人三脚の勝ちっぷりからチームはますます調ちよう子しづき、その後どの種目でも確かく実じつに得点を重ねることができている。とはいっても無む駄だなピンチを作り出しやがったあいつらを誉ほめる気にはぜんぜんなれないけど。

「次の六年生の種目は……借り物競きよう走そうか」

「だな。たしか湊みなとが走るんだったよな」

　プログラムをざっと眺めて、どこに応援に行くか確認。借り物競走なら何か渡せるものがあるかもしれないし、なおさら近くで見ておくべきだろう。

「ともか、がんばれー」

「う、うんっ……！　赤組の役に立てるように精一杯走ってくるよっ」

　移動し始めると、ちょうど湊がクラスメイトに激げき励れいされているところだった。俺もついでにちょっと声かけてくか。別にひなたの近くに行きたいとか、そんな理由じゃあないぞ。

「頼んだぞ湊」

「あ、竹たけ中なか君。さっきの50ｍ、一いつ等とう賞しようおめでとう！」

「あれくらい勝って当然だって。にしても、やっぱ湊が借り物競走に出ることはなかったんじゃねーのか。今更だけど」

　というのも、この学園の借り物競走って、毎年ネタがむちゃブリばっかりなんだよな。絶対先生たちがふざけてるとしか思えない。そんな種目だから、勝つには何よりも運が必要だ。湊みたいな普通に走って一等とれる奴やつをここで使ってしまうのは、かなりもったいない気がする。

「ちっちっちー。わかってないなーナツヒくん。勝ちニクいところでも勝てたら、ますます優ゆう勝しようが狙ねらいやすくなるじゃん。だからあえてエース投入！　もっかんなら、もっかんならきっとなんとかしてくれる！」

「それはもう何度も聞いたっての。ま、勝てればそれにこしたことはないからな。せいぜい期待させてもらうぜ」

　でもあえてこの競技に湊を出すのは、真ま帆ほがそんな作戦を考えたせいだ。確たしかにうまくいけば有利にはなるんだけど。うまくいけば。

「せ、責任重大だね……！　がんばらないと！」

「えへへ。リラックスだよ、智とも花かちゃんっ」

　ますます肩に力が入った様よう子すの湊みなとを、香か椎しいがさりげなく和なごませる。こういうチームワークも、こいつら女バスの強さの理由なのかもしれない。俺おれも試合中の仲間への声のかけ方とか、もう少し意い識しきするか。って別に見習うとかそんなんじゃねーけど！

「私も真ま帆ほの策にはちょっと不安もあるけれども、トモをサポートする方法はいろいろあるはずだから、みんなで支え合ってがんばりましょ。さあ、コースに向かうわよ」

「わーい。ひなもおてつだいする」

　紗さ季きが先陣を切って、湊を囲み大勢で移動を開始する。あとは借り物のお題が大ハズレな内容じゃないことを祈るばかりだ。

「……ちっ、青組が一着か」

「仕方ないわ。さあ、いよいよ次はトモが走る番よ」

　ランナーの待たい機き列れつに加わる湊と別れて応援席にやってくると、すぐに順番が回ってきた。赤組はここまであまりいい結果がでていない。頼んだぞ、これで湊まで負けたら丸損だ。

「よーい」

　かけ声とピストルで一斉にスタートが切られる。うし、さすがにスピードなら圧倒的。瞬またたく間まに湊は他ほかの組に差を付けていった。

　そして早くも地面に置かれた手紙の前に到達。さあ、いったいどんな内容が。

「あ……なんか、マズそうね」

「おー。ともか、こまってる」

　紗季とひなたが心配そうな声をあげた通り、湊は文字を読むなり慌てながらあたりをきょろきょろし始めた。くそ、やっぱり今年ことしも簡かん単たんなお題は出てなかったか。

「もっかん、なんて書いてあったんだっ!?」

「そ、それが……」

　すがるように、こっちに走ってきた湊。俺たちにも見えるよう裏返したその紙に記されていたのは、

「……星の、王子さま？」

　よりにもよって、体育祭のグラウンドとは何の関係もない単語だった。つーかどうしろってんだよ。

「お、王子さま……。ええと、智とも花かちゃんの、王子さま……」

「くっ、とてもじゃないけど今から長は谷せ川がわさんに来てもらうのは無理だわ」

「たいへん。おにーちゃんがいないと、ともかがゴールできない」

「ぐわー！　助けてくれすばる～ん！」

「み、みんな何を言ってるのっ!?　昴すばるさんは関係ないよ！」

　女バスの連中も頭を抱えて色めきだっている。それは当然として、なんであの変態コーチの名前が急に出てきたんだ。

　えーと、まさかあいつ、自分のことを王子さま呼ばわりさせてたり？

　うっわー最低だ、ロリコン王子……。

　ちなみにだけど、慧けい心しんの体育祭は親とかを呼ばず、平日に生徒だけでやる。たくさんお客さんを招待するもう一つの行事、合同学園祭と日程が近いのと、仕事で親族が誰だれも来られなかったりする生徒がいたらかわいそうだからっていうのが理由みたいだ。

「とにかく、何か現実的な方法でこのお題をクリアするしかないわね」

「ええと。……あっ！　確たしか図書室にその題名の本があった気がするよ」

「うん、確かにあるわ。けど、体育祭の最中に貸し出しはしてもらえないだろうし、そもそも校舎を往復していたらレースに勝てない」

「そ、そうだよね……」

　俺おれが変態コーチに呆あきれているうちに、紗さ季きと香か椎しいがアイデアを練りはじめていた。『星の王子さま』が物語のタイトルなのは知ってるけど、今からその本を持ってくるのはちょっと無理っぽい。だから代わりに、なにかそれらしいものを手に入れるしかない。

　とはいってもなあ。いったい何なら代用になるってんだ。

「……なんだよ真ま帆ほ、ケンカ売ってんのか？」

　遅れて頭をフル回転させようとしたところで、なにやら真帆がこっちを睨にらみつけていることに気づいて集中できなくなる。

「や、そんなことしてる暇ないし。じゃなくて、なんか今ふと思ったんだけど。ナツヒのその髪型って……ちょっと星っぽくない？　なんかツンツンした感じが」

「は？」

　そういって俺の頭を指さす真帆。どこがだこら。

「う、うんっ。言われてみれば！」

　当然、満場一致で否定されるものだとばかり思っていたら、湊みなとがまさかの同意。他ほかの女子たちもしきりにうなずいたり、真帆を褒ほめ称たたえたりしている。和わ久く井いは必死に笑いをこらえている。殴るぞ。

「待て待てちょっと待て！　ぜんぜん似てねーし！　つかもし仮に似てるとしたって、王子さまと俺は何の繫つながりもないだろうが！」

「そうよね、そこが問題だわ。星はクリアできても、夏なつ陽ひを王子さまだと言い張るのは無理がありすぎる」

「うん、王子力ゼロって感じだもんな～」

　断固抗こう議ぎしたら紗季と真帆になんかひどいこと言われた。

「バカにするのもいい加減にしやがれ！　とにかくっ、俺はぜんぜん関係ないんだから早く別の方法を考えろよ！」

　あまりの扱いの悪さに決けつ闘とうを申し込みたくなったが、今はそれどころじゃないのでとりあえず置いておくことに。幸い他ほかの走者もお題のクリアに苦しんでいるみたいでまだゴールに向かう奴やつはいないけど、そろそろなんとかしないと絶対マズい。

「おー。ひな、いいこと思いついた」

　再び全員で唸うなり続けていると、突然ひなたが一歩前に出て、どこから取り出したのか黒のマジックペンを天高く掲げる。

　……ちょっと待ってくれ。なんかすごくキケンな臭においがするぞ。

「なるほどヒナくん、ナツヒに直接書いてしまうかね？　王子さまって」

「おー。そうすれば、先生もわかってくれる」

「……ふむ、一いちか八ばちかのネタとしてはアリね」

「ええっ。ね、ねえ愛あい莉り。それで大丈夫なの？」

「え、ええと、もしかしたら……。答えがおもしろいって思ってもらえれば、合格になることもあるみたいだよ」

　やっぱりだ！　確たしかに毎年ウケ狙ねらいで借り物競きよう走そうをクリアする奴はいるけど、俺の意志を無視して勝手に決めるんじゃねぇ！

「嫌いやだからな絶対！　誰だれが落書きなんかさせるか！」

「あら夏なつ陽ひ。ひながせっかく考えてくれたのに、冷たく断っちゃうの？」

「な……ぐっ!?」

「たけなか、だめ？」

　上目づかいで、ひなたが首を傾かしげる。

　く、くそっ。どうする、どうすればいいんだ。

　言うまでもなく落書きされるなんて、しかも『王子』とか書かれるなんて絶対ごめんだ。

　ごめんだ……けど。

「…………………………し、仕方ねえ。勝つためだからな！」

「わーい」

「くふふ。そう言ってくれると思ったぜナツヒくん」

　悩みに悩んで、結局了解してしまった。ええい、これも湊みなとをここに出したことを無む駄だにしないため。俺おれも男だ、それくらいの恥には耐えてやろうじゃねえか。

「よく言ったわ夏陽。じゃあ、武士の情けよ。署名役はひな直じき々じきに、ということにしてあげる」

「おー。ひなが、たけなかに書いてあげます」

「う……」

　嬉うれしそうに俺の真ん前に立ち、きゅぽんとマジックのふたを取るひなた。ち、近い……。

「たけなか、ちょっとしゃがんで。おかお、近づけて」

「お、おう」

　言われるままに中腰になると、同じ目の高さにひなたの顔が。うおおおお、なんか膝ひざが震ふるえてしまう！

「頼んだぞヒナ！　もっかんの勝利はヒナにかかってる！」

「おー。じゅうようにんむ」

　大げさな真ま帆ほの言葉に、ひなたは眉み間けんに力を込める。ま、まつげ超長いんだな……。だめだ、なんか眼めを開けてられない。

「かきかき、かきかき」

「よ、よりにもよっておでこかよ」

　額ひたいをくすぐられる感触に耐えながら完了を待っていると、ようやくペン先が離はなれる気け配はいが。

「………………あ」

　訪れる沈ちん黙もく。ほっとして眼を開ければ、なぜか周りのやつら全員がぽかーんとした顔で俺おれを見つめていた。

　まるで、信じられないものを見ているような顔で。

「……な、なんだよ？」

「おー……。あのね、たけなか。ごめんね。ひな、ちょっと間違えた」

　襲おそってくる嫌いやな予感に気付かないふりをしながら素っ気なく尋ねる俺に、ひなたはしょんぼりと首をかしげる。

「ま、間違えたって？　『王子』って書いたんじゃないのか？」

「そのつもりだった。でもひな、ついくせがでてしまいまして」

「癖くせ？」

「間違えて、名前書いちゃったの。ひなの名前」

「………………なん、だと？」

　それって、つまり。

　今、俺のデコに書かれてる文字って──。

「自分で確たしかめてみなさい……夏なつ陽ひ……」

　俯うつむいて足元を見つめたまま、紗季が俺に手て鏡かがみを差し出してくる。お前の肩が小刻みに震えている理由を問とい糺ただしたい。訊きくのが怖い。

「──っ」

　恐る恐る、受け取った鏡を顔に近づける。そうして薄うす目めを開け、チラッと自分の額を確かく認にんしてみれば、

「あ、ああああああっ……！」

　そこには丸っこいひらがなで、




　──『ひなた』




　ただ、その三文字だけが書いてあった。

「…………ぶはっ！　ぶわはははははは！　やったじゃんナツヒ！　ヒナのサイン入りになれて！　わはははははは！」

　ついに我慢の限界とばかりに笑い声を響ひびかせる真ま帆ほ。連動するように６─Ｃの連中ほぼ全員が爆ばく笑しようをおっ始めやがった。

「ど、どうしてこんな間違いをするんだっ!?」

「おー。ちょうど昨日きのうね、これと同じペンでゼッケンにひなの名前書いたの。だからまた、つい名前を書いてしまいました。かたじけない」

　そう言って体たい操そう着ぎの裾すそを伸ばすひなた。確たしかにそこには、まだ書かれたばっかりに見える真新しい文字が。ぐ、運動会の準備が事故を誘発してしまったということか……。

「た、竹たけ中なか君！　そろそろ行かないと！」

「行くってこの状態でかよ!?　これじゃいくらなんでも『星の王子さま』となんの関係もなさ過ぎだろ！」

「どのみち書き直していたら勝てないわ！　先生方の大ウケに賭かけましょ……バフッ！」

「とか言ってお前が大ウケしてんじゃねーよ紗さ季きっ！　……あーくそっ、もうどうにでもなれ！　おら、行くぞ湊みなと！　全力で走れ！」

「は、はいっ……！」

「顔を上げて前を見ろ！　そんなんでまともに走れるか！」

　気き遣づかいのつもりか、単に笑いをこらえたいからか、そっぽを向き続ける湊に文句を飛ばしながら、ゴール近くで待たい機きしている先生のところまで二人ふたりで向かう。

「おーう、よく来たよく来た……にゃはははは！　なんだそれ！」

「美み星ほし……よりにもよって……」

　すると、審しん判ぱん役やくには俺おれたちの担任教師も混ざっていやがった。最悪だ。

「で、お題は……『星の王子さま』!?　これで!?　どこに王子成分あるんだよにゃははっははははははははは！」

「た、篁たかむら先生。笑いすぎですよ……ふふっ」

　腹を抱えて転げ回る美星と、それを窘たしなめようとして失敗して釣られて笑う他ほかの学年の先生。なんのバツゲームなんだよもう！　しかもやっぱりお題はクリアできてないっぽいし、もう踏んだり蹴けったりだ……。

「──待ちたまえ、みーたんたち！」

「にゃははは……ん？　真帆？　急にどした？」

　すっかり負けを確かく信しんしていたら、知らないうちに真帆と紗季が近くまできていて、美星に物言いを付けた。もういい……。さっさと楽にさせてくれ。

「ふふ。みーたん、お気づきになりませんか？　その夏なつ陽ひの額ひたいに刻まれた文字の……本当の意味に」

「本当の意味？」

「そうとも！　夏なつ陽ひのデコに書いてあるのは……ブフッ」

「おいこらいつまで笑ってんだ真ま帆ほっ！」

「なはは、ごめんごめん。……こほん！　デコに書いてあるのは『ひなた』！　つまり、お日さまが当たる場所だ！」

「ほうほう、お日さまが……デコに。ゲフッ」

「けほっ、けほっ！」

　噴ふき出す美み星ほし。釣られてどう見ても笑いを誤ご魔ま化かすために咳せき込む湊みなと。もう怒る気力も失うせてきた。

「ふふ、そうです。お日さま──すなわち太陽。太陽も星の一つですよね？」

「おお。そりゃそうだ」

「そんで、お日さまはギンガケー……じゃなくてタイヨーケーで一番偉い！　つまり王様！」

「そんな王の光を真っ向からおでこに受けて輝かがやく今の夏陽は、間違いなく太陽のプリンス！　星の王子さまなのです！」

　真帆と紗さ季きが交替交替に、肩を並べて『ドヤっ！』と演説をし終えると、審しん判ぱんの先生たちは一いつ瞬しゆん黙だまり込んで、

「わははははははははははははは！」

　それから盛大に笑い声を響ひびかせた。こじつけにも程があった。

「ひー、おなか痛いっての。……にゃはは、さーてジャッジはどうしたもんかな？」

「ふふふ。だいぶ苦しいですが、独創性と何が何でもクリアしようという努力は評価に値するのではないですか？」

「太陽王子……かつてそんな異名を得た、モンテプリンスという競きよう走そう馬ばがいましてなあ。懐なつかしいです。苦く難なんに耐えれば、いずれ栄光にたどり着ける。希望の象徴として勇気を与えてくれた彼と同じ称号を、私は否定できません」

　すっかり無む駄だ骨ぼねになったつもりでいたら、思ったより協きよう議ぎが長引いている。特に、俺おれはあんまりよく知らないおじさんの先生が妙に嬉うれしそうに腕を組んで何度も頷うなずいている。真帆紗季のテキトーな命名が、変なツボを刺し激げきしてしまったようだ。

「……よっしゃ、決まり。よーしよし、オッケーだ智とも花か。満場一致で合格。その王子さま連れてゴールしてこい」

「えっ!?」

「えっ!?　とか言うな湊……」

「ご、ごめんなさい！」

　いや気持ちは分かるけどさ。

　とにかく、判定はまさかのセーフ。ネタとして認められてゴールを許可されてしまった。他ほかのチームはまだ審しん議ぎやネタの調ちよう達たつが終わっておらず、俺おれたちは奇き蹟せき的てきに一等でゴールに飛び込む。

「えへへ、やったね竹たけ中なか君っ！」

「ぜんぜん喜べねー……」

　あまりにも、代だい償しようが大きいレースだった。身も心も力が枯れ果てた。

　ただ、これでひなたのミスを帳消しにしてやれたんだから。そこはよしとするか……。

「お、おめでとう智とも花かちゃん、竹中君」

　応援席に戻ると、俺と湊みなとは再び笑い混じりの大歓声に迎えられた。いい加減にしろ。

「とにかくさっさと消してくれ、額ひたいの文字を」

　ウェットティッシュを持って待たい機きしてくれていた香か椎しいに素っ気なく答え、額を突き出す。

「うんっ、ちょっと待ってね」

　目の前でかがみ、俺のデコを何度も拭ぬぐう香椎。

　…………その動きが、だんだんと不吉に早く、力強くなっていく。

「あ、あれっ……？」

　おい。やめてくれ、勘弁しろ。そんな意外そうな、困り果てた声を出すのは冗じよう談だんでもやめるんだ。

　まさか、ないよな。

　この手の落書き定番の、ベッタベタなオチでさらなる追い打ちが待ってるなんて展開。

　まさか、ないよな。

「ね、ねえひなちゃん。これ、書くのに使ったペンって」

「おー？　……たけなか、ごめんね。ひな、油性のまじっく使っちゃったかも」

「うわああああああああああああ！」

　嫌いやな予感が確かく信しんに変わったとき、もう俺は四よつん這ばいになって地面に手を突き、叫び声をあげることしかできなかった。

　こうして俺は中学進級を半年後に控えたこのタイミングで、『太陽王子モンテプリンス』なんていう忌いま々いましい二つ名を手に入れる羽目になってしまったのである……。




　　　　【２】




「王子、おたま取ってくれ」

「っ！」

「わー振りかぶるな！　悪かったっての！」

　非常に不幸な事故はあったが、体育祭自体はつつがなく進み、早くも午前の部は終了。前々から炊たき出だし係を受け持つことに決まっていた俺おれと和わ久く井いは、現在昼飯の準備を手て伝つだっているところだ。つっても料理のカレー自体は先生たちが用意してくれたから、仕事は盛りつけだけだけど。

「しかし、赤組は今んとこ二位か。トップ独走かと思ったのに」

「六年生だけならぶっちぎりだったんだけど。白は五年がやたら強くて、低学年も調ちよう子しいいみたいだからなー」

「まー、まだ終わったのは半分だ。ここからここから」

「おうよ、当然。午後頑張るためにもまずは腹ごしらえしないとな。……あー、カレーうまそう」

　こすりすぎてちょっとひりひりする額ひたいにこれ以上無む意い識しきで触らないよう注意しつつ、俺は皿にごはんを盛りつけていく。ちょうどいい量になったところで、ルー係の和久井にパスして一丁上がり。次の皿を手にとってもう一度ごはんをしゃもじで掬すくう。

「あ、あのぅ……和久井君」

「ん？」

　簡かん単たんな流れ作業を繰くり返していると、うちのクラスでもう一人ひとりの炊き出し係である香か椎しいが、おっかなびっくり和久井に声をかけた。

「なんだ？」

「あ、あのね。お肉がルーの底の方に溜たまってるみたいだから、たまにかき混ぜた方がいいかも……」

　俺たちとは別のカレー鍋なべを担当していた香椎だったけど、和久井のよそい方がテキトーすぎて気になったのか、アドバイスをしに来たようだ。うむ、カレーの肉は均等に分けないと戦争の火種になるかもしれないからな。大事なことだ。

「あれ、すまん。そうだったのか。わかった、じゃあ混ぜながら」

「あっ、あんまり乱らん暴ぼうにすると壊こわれちゃうかも……じゃがいもが。おたま、ちょっと貸りてもいいかな」

「そっか。なんか悪いな。あんまやったことないから」

「えへへ、男の子はそうだよね。ええとね、こんな感じで混ぜながら」

「なるほど、了解了解」

「急にごめんなさいでしたっ。じゃあ、よろしくお願ねがいします」

　和久井に盛り方を指し導どうして、笑え顔がおで隣となりの鍋に戻る香椎。ほんと、昔とはずいぶんイメージが変わった気がする。積せつ極きよく的てきってほどではないけど、あんまり臆おく病びようだなって感じることがなくなったというか。

「…………」

「ん？」

　改めてそんなことを思っていると、不意に気づく。なんだか和わ久く井いが、まだちらちらと香か椎しいを気にしているような様よう子すを見せていることに。

「どした？　もう少し香椎にアドバイスしてほしいなら呼んできてやろうか？」

「な、ち、ちげーよ！　そういうんじゃなくて！」

　気になって尋ねると、和久井は妙に慌てたようなそぶりを見せる。

　なんだこいつ、さてはもしかして。

「好きなのか、香椎のこと」

「アホか！　ちげーよ！」

　ぴんときてカマをかけてみたら、和久井はすぐさま否定。反応としてはそんなに照れた様よう子すじゃなかったから、実際違うのか。ま、そういうことでお節せつ介かい焼くのも趣しゆ味みじゃないし、これ以上は何も訊きかないでおこう。

「好きとかじゃなくて、なんか……別の意味で気になるっていうか」

　そう思ったのに、和久井の方から蒸し返しやがった。いや、話したいなら付き合ってやるけどさ。香椎に聞こえないよう声を潜ひそめながら、俺おれは思惑を探る。

「別の意味って？」

「なんつーか………………でかいじゃん。香椎」

「今更だな。香椎の身長なんて低学年の頃ころからデカかっただろ」

「身長もだけど！　……身長だけじゃなくてさ、ほら」

「身長だけじゃない？　……？」

「あーもーわかんねえかな。いや、だから」

　もどかしそうに、和久井はまたしてもちらりと香椎に目を向ける。その視し線せんがぶつかったのは、

「……胸？　うわーお前どすけべなのな」

「ちげーよ！　すけべとかじゃなくて、なんか見る気もないのに眼めに入っちまって、それが嫌いやで顔をそらそうとすると、よけい意い識しきしちまうっていうか……わかんねえかな！」

「あー。それならまあ、わからないってほどでもない」

　興きよう味みはないけど。なんでみんな、女子の胸とか気にするんだろう。俺は別にそういうのはどうでもよくて、もっとちょっとしたおもしろい仕し草ぐさとか、笑ったときのかわいさとかの方がよっぽど良いと思うんだけど。

「よいしょ、よいしょっ」

　と、そんなことを考えていたところで香椎の声が耳に入ってきて、ついそっちに顔が向く。

　鍋なべをかき回す動きに合わせて、なんかこう。

　すごく、揺れていた。

　──おいこら和久井！　お前のせいで俺までよけいなこと考えちまったじゃねえか！

　くそ、すごい罪悪感だ。ごめん香か椎しい。

「…………むぅ」

「じっくり見すぎだぼけ！」

「あいて!?　な、なんでタケが怒るんだよ！」

「男バスのキャプテンとして見過ごせなかった。スポーツマンらしくもっとかっこよく生きてくれ、頼むから」

「……ぐ。すまんかった」

「わかればいい」

「すまんかった……王子」

「……………………」

　どちくしょう、とばっちりで最低な弱点ができてしまった。

　とまあ、若干残念なやりとりをしてしまいつつも、係の仕事は無事終了。列に並んだチームメイトにカレーを配り終え、俺おれたちも食事を摂とろうと陣地に戻る。

「あ」

　すると、ついに恐れていた事態が現実になっていた。

「ぐぬぬぬぬぬ」

「むぐぐぐぐぐ」

「……始まっちまったか」

　視界の先では、歯を剝むき眼めをとがらせる真ま帆ほを中心とした女バスたちと、白いはちまきを巻いた五年生の集団が至近距きよ離りで相あい対たいしている。

　その中でも特に強い敵意を露あらわにしているのは、びっくりするほどよく似た顔立ちをしたおかっぱの双子、竹たけ中なか椿つばさと竹中柊ひいらぎ。何を隠そう俺の妹たちだったりする。

「あほのマホ！　今は白組がトップなんだから、赤組のくせに偉そうにするな！」

「そーだそーだっ、マホのあほっ！」

「あほってゆーな！　それにまだ体育祭は終わってないし、六年生だけなら赤組がトップだし！」

「ま、真帆。ケンカはやめようよ」

　年下に対し大人おとなげなく刃向かう真帆をなだめる湊みなと。俺たちと一いつ緒しよに戻ってきた香椎もだけど、他ほかの女バスたちは基本的に引き気味だ。

「トモカ。バスケでも、バスケじゃなくても、トモカに負けない」

「ミミちゃん……」

　いっぽう妹たちの後ろに控える白組の五年生数人は、皆思い思いにやる気を露わにしている。

　今、湊に宣戦布告したフランス人のミミ・バルゲリーも、

「私はどの組が勝とうがどうでも良いけれど、紗さ季きの下に甘んじる気もないわ」

「もう、またそんな面めん倒どうなことを言って」

　昔から紗さ季きのことを敵視している藤ふじ井い雅まさ美みも、やる気まんまん。

「姉ねえ様さま……。同じ組になれなくて残念です」

「おー。ひなも」

　唯一おとなしいのはひなたの妹、袴はかま田だかげつくらいのものだ。

「ほほー。あれが噂うわさの、五年生新女バスか」

　感心したように腕組みする和わ久く井い。

　そう、あの五人こそがつい最近真ま帆ほたちに対抗するため下級生で結成された、非公式な第二の女子バスケ部。

　そして何の因果か、そいつら全員が今回の体育祭では白組に配置されてしまったのだった。

「おい、椿つばき、柊ひいらぎ。頼むからあんまもめ事起こさないでくれ」

「あっ、にーたん！　うー、なんでにーたんとボクたちが同じチームじゃないの～？」

「くじ引きだからどうしようもないだろ。さ、自分の陣地に帰った帰った。じゃないと俺おれまで先生に怒られちまう」

　とにかく場を収めるために駆け寄ると、妹たちは不満そうに頰ほおを膨ふくらませながらも、ちゃんと言うとおりにしてくれる気のようだ。俺に対してはそこまで聞き分けが悪い方じゃないのに、なんで真帆にはこんな敵意むきだしなんだろう。

「じゃあねマホ！　とりあえず帰るけど、ちゃんと優ゆう勝しようした後でまたたーっぷりバカにしにきてあげる！」

「せいぜいあほないいわけをいっぱい考えておくことだね！」

「なんだとー！」

「やめなさい真帆。口で言い争っても仕方ないわ。……反はん論ろんするなら、結果を出しましょう」

　おしりぺんぺんしながら去っていく妹たちを追いかけようとした真帆を、紗季が正論で止める。実際言うとおりだ、妹たちと敵対したいわけではないが、六年生にとってこれが初等部最後の体育祭。せっかくだから全力を出しきって、有終の美ってやつを飾りたい。

「よし、ついでだからみんな集まってくれ。午後の戦い方を相そう談だんだ」

　他ほかの五年生たちも帰っていくのを見届けてから、知り合いの六年生を集めて作戦会かい議ぎ。やっぱり最上級生はみんな優勝したいと思ってるみたいで、いろんな意見が積せつ極きよく的てきに飛び交う。

「やっぱり、一番大事なのは最後のメインイベント、五年と六年合同の騎き馬ば戦せんね」

「騎馬戦なら直接五年生たちをやっつけられるからな！」

　紗季と真帆が意気込む、体育祭の締しめを飾る名物競きよう技ぎは、特に落とすことができないだろう。優勝すれば得点もでかいし、五年生が強い白組を攻略するにはここで何とかするしかない。

「けど、それだけでも勝てないよね……」

「う、うん。他の競技でも、なるべく差を縮ちぢめておかないと」

「だなー。でも、俺おれたちが出る競きよう技ぎはともかく、下級生のやる気はこっちからじゃどうしようもないし」

　ただし、湊みなとと香か椎しい、それに和わ久く井いが悩んでいるように、このまま差が開き続けてしまったら騎き馬ば戦せんだけでは逆転できなくなる。なんとかして赤組全体の士気を高めたいところだけど、そんな方法はあるのだろうか。部活と違ってあんまり運動を楽しんでない連中もたくさんいるだろうし、頭ごなしに怒ってもたぶんダメだ。

「おー。ひなたちにおまかせ」

　アイデアに詰まって腕を組んでいると、ひなたが急に笑え顔がおでバンザイした。何か、良い案があるのだろうか。

「ふっふっふ。そうとも、そこであたしたちの出番なのですよ！」

　真ま帆ほも思惑ありげに指を鳴らす。他ほかの女バスたちも、はにかんだり何かを決意するように頷うなずいたり、これから一仕事に向かうかのような雰囲気を漂わせ始めた。

「何する気だ？」

「あら、夏なつ陽ひ。ちゃんと次のプログラムを見た？　お昼休みの後に何があるのか、忘れたなら思い出してみなさい」

「次のプログラム？　……あ、そういやお前ら」

　言われてようやくピンとくる。そうか、思い出した。この後に行われる毎年恒例のとあるコーナーに、今年ことしは女バスの五人が出場することになっているんだっけ。

『お待たせしました。まもなく、体育祭午後の部を開始します』

　俺が手を打ったのに合わせたようなタイミングで、アナウンスが流れる。いよいよ後半戦に突入だ。

「まずは最初のプログラム、希望者による応援合戦です。エントリーした生徒は、本部前に集合してください」

　皮切りになるのは、歌やダンスでチームを鼓こ舞ぶする余よ興きようの時間。ここでみんなの気分を盛り上げることができれば、下級生たちも今よりもっとやる気になってくれるかもしれない。

「さー行こうぜみんな！　練習のセーカをお披ひ露ろ目めだ！」

『おー！』

　気合いを入れる真帆の声に振り向けば、女バスの五人は緊きん張ちようと覚悟を表に出しながらまっすぐ特設ステージの方を見据えている。

　ふん、どんなネタを仕込んできたのか知らないが、そのやる気を買って期待たっぷりに見せてもらおうじゃねーか。







　五人が陣地を離はなれてから少し経たった後で、俺たちは各組ごとに集合してステージの前に体育座りで列をなす。

　そうしていよいよ希望者たちの応援合戦が始まった。吹奏楽部の選抜だったり、この日のために結成された応援団だったり、今年ことしもなかなかレベルが高くて、早くもギャラリーは大盛り上がりだ。

　……あいつら、大丈夫かな。練習したっていったってあくまで本業のバスケの合間にだろうし、ちゃんと人前で披ひ露ろうできるようなモノになっているのだろうか。

　不安な気持ちになってしまう俺おれ。そうこうしているうちに女バスの出番が間近に迫っていた。

　ええい、俺がジタバタしたってどうしようもない。ここは信頼して、こっちからも視し線せんでエールを送るだけだ。

「お、来たぞ」

「ん、あの格好って……チアリーダー？」

　固かた唾ずを吞のんで見守る俺と和わ久く井いの前に、ステージ袖そでから五人がきびきびと歩み出る。その服装は、赤・青・白の三色で出来たミニスカートとノースリーブのツーピース。

　やろうとしていることは、もう明らかだった。けど、チアなんて素人しろうとがちょっと真ま似ねしたくらいじゃまともな出来になるとは思えないぞ。

　ますます心配を募らせていると、五人は湊みなとを中心にして観かん客きやくに背中を向け、一列に並んでぴたりと静止した。

「──っ！」

　直後、アップテンポな音楽が鳴なり響ひびく。そのリズムに合わせて五人は腕を上げたり脚を捻ひねったり、動きをシンクロさせていく。
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　……っておいおいおい、なんだよこのガチなパフォーマンスは。片手間に練習したなんてレベルを遙はるかに飛び越えてるだろ！

　呆あつ気けにとられる俺たちの注目を真っ向から受けたまま、さらに演技は続く。普ふ段だんはあれだけ臆おく病びような香か椎しいや、バスケ以外では引っ込み思案な湊まで堂々としているあたり、よっぽど自信に繫つながるだけの鍛たん錬れんを繰くり返したのだろう。

　あとはもしかしたら、慣なれないことでもみんなで頑張って良い思い出にするんだっていう、絆きずなとか、そういうのが、あいつら全員を支えているのかも。

「なんだよ。ひなたも上手じようずじゃないか……」

　五人とも、マジですごい。だけど、中でも特にびっくりしたのはひなたに対して。人一倍小さな背丈が、今だけはやけに大きく見えるほどだった。今日きようそんな風に思わされるのはもう二度目だけど、本当にすごい成長っぷりだ。

　昔はあんまり体力がなかったけど、もともと体を動かすこと自体は苦手ってわけじゃあなかったんだろう。だからこそ最近、真ま面じ目めにバスケの練習に取り組むようになって、めきめき運動神経が良くなっているように感じるのかも。

　これから、きっとひなたもますますバスケ選手として目覚めていってくれるはず。

　……おし。俺おれもうかうかしてられん。超練習しまくって、バスケの先せん輩ぱいとしてのイゲンをいつまでもずっとキープしていなくちゃな！

　ステージ上できらきらした顔を見せる五人を見ているうち、なぜだか俺はぐっと掌てのひらに力をこめてしまっていた。見れば、和わ久く井いも同じように嬉うれしそうな悔しそうな、不ふ思し議ぎな顔で笑っていた。

　ガチで取り組めば、こんなにも周りの仲間を楽しくさせたり、何より頑張った自分たちが楽しくなる。

　女バスのチアを見てそう気づいた奴やつらは、他ほかにもきっと大勢いるはずだ。







「なははは！　どーだったよナツヒ！　あたしらのオーエン感動しただろ！」

「……ま、まあ悪くない出来だったとだけ、言っといてやるよ」

　出演を終え、戻ってくるなり偉そうに腕を組んでふんぞり返る真ま帆ほ。くそう、悔しいけど噓うそでもけなせない。この努力の成果を否定したら、逆に自分が情けなくなっちまう。

「ところで、いつから練習してたんだ？　あんなの一週間やそこらじゃとても完成しないだろ」

「ええとね、実は夏休みのうちから少しずつ」

　それはそうと、どれくらいの時間を使って完成させたのか興きよう味みが出たので尋ねてみれば、香か椎しいが言うには予想よりもさらにずっと昔から準備を重ねていたらしい。あの出来からすると逆に納得なんだけど、そりゃまたずいぶん大がかりな計画だな。

「最初は体育祭のためじゃなかったの。真帆が、バスケの応援のやり方を覚えてみたいって言って」

「そーそー。そんですばるんに教えてもらったんだけど、あんまりかわいくなかったからそんじゃあたしたちオリジナルの応援を考えよ～ぜ～ってなってさ」

「おー。ひなも振り付け考えた」

「真帆が作ってくれたのを基に、みんなでアイデアを出してアレンジしながら少しずつ練習をしてたんだけど、せっかくだから体育祭の時にやってみようかってことになって」

「えへへ。恥ずかしかったけど、せっかく五人で頑張った記念だから、わたしもやってみたいって思ったんだ」

　なるほどな。どうりで異常な完成度だったわけだ。

　とにかく、終演後の拍手と歓声の大きさからしても女バスのパフォーマンスは大成功だった。順位をつけたりする企画じゃないから直接点数は入らないけど、チームにとってすごくテンションのあがる、最高のエールになっただろう。

　そんな予感は間違いじゃなかったらしく、午後の部の競きよう技ぎが始まるや赤組は明らかにやる気に燃もえて学年に関係なく大だい活かつ躍やく。開いてしまっていた白組との点差も気付けばほとんど埋まり、僅きん差さの二位で最終競きよう技ぎにこぎ着けることができた。

　さあ、次はいよいよお待ちかね。五、六年合同の騎き馬ば戦せんだ。

　この結果次第で、初等部最後の体育祭を優ゆう勝しようで飾れるかが決まる。




　　　　【３】




「赤組ーっ！　ファイッ！」

「おー！」

　決戦を前に、陣地のあちこちで気合いのこもったかけ声があがる。やる気は十分。あとは力を合わせて戦うのみ。

「ところで、騎馬の組分けはどうするんだ？　女バスで組むと一人ひとり余るだろ？」

　騎馬戦は四人一組なので、誰だれかがあぶれてしまう。それが何となく気になったので、お節せつ介かいかもしれなかったけど紗さ季きに尋ねてみる。

「そうね。だから二人ふたりと三人に分かれて他ほかの友達と合流させてもらおうと思っているんだけど……実はそれを含めてちょっと作戦を考えてきたのよ」

「作戦？　騎馬戦の？　そんなのあるのか」

「調しらべてみたら、有効な戦い方らしきモノを見つけたわ。──ねえ、興きよう味みがある人だけで良いから、こっちに集まってもらえると嬉うれしいわ！　ちょっと相そう談だんしたいことがあるの！」

　辺り全体に聞こえるように、大声で呼びかける紗季。すると、クラスの知り合いだけじゃなく、他の六年生や五年生までぞろぞろとこっちにやってきた。さすがこういう時に仕切らせると妙に人望があるな。

「永なが塚つかさん。相談って？」

「騎馬の作り方についての話なの。あくまで調べただけで私も試したことはないんだけど、どうもこんな感じに分けると効果的らしくて──」

　同じクラスの友達が尋ねるのを合図に、紗季は説明を始める。

　…………おお、なるほど。言われてみればそれは良いアイデアかもしれない。ちょっとだけバスケと関係のある内容にも思えたので、俺おれはすぐに納得。集まってきた連中も全員「それで行こう！」と賛さん成せいしたみたいだったので、紗季の指示に従いながら四人一組でグループを分けていく。

　そうして出来上がった赤組騎馬隊。女バスは真ま帆ほと紗季と香か椎しいが同じグループで、湊みなととひなたが別働組。俺と和わ久く井いも組んで問題ない相手同士だったので、ここも一いつ緒しよになっておいた。

「うん、みんなありがとう！　　おかげで良い感じに戦力が整ととのったわ！」

「いよっしゃ、そんじゃ行くぜぃ、野郎ども～！」

「……ちょっと真ま帆ほ！　土ど壇たん場ばでおいしいところ持って行かないで！」

　最後の最後でお約束の口げんかが挟まってしまうという締しまらないシーンも有ったが、これにて準備完了。今日きよう一日でわりと仲良くなったチーム全員と勝利を誓い、騎き馬ば戦せんのためだけにグラウンドの端から端までをあてがわれた、決戦の地に並び立つ。

「にしてもこの作戦、よく香か椎しいがやる気になったな」

「おいおいアイリーンのこと、まだそんな風にナメてるのかーナツヒ？」

　開始の合図を待つ間、ちょっと気になったことがあったので隣となりにいる香椎たちの組に直接訊きいてみると、真帆が偉そうにかぶりを振る。

「別になめてるとかじゃねえけど」

「ふふ、愛あい莉りも最近はもう決めたのよね。自分が役に立てる場面では、自分の個性から逃げないって」

「……えへへ、うん。まだたまに落ち込んじゃうこともあるけどね」

　ちょっとだけ眉まゆを八の字にして、自信なさそうに笑う香椎。

　けど、こんな風に笑っていられるだけで、昔とは大違いなのは明らかだった。

　まったく、こいつらは。知らないとこで勝手に成長ばっかりしやがって。

『それではまもなく、最終競きよう技ぎの騎馬戦を開始します。各グループは、騎馬を作ってください』

　大きく息を漏らしているうちに、アナウンスが届く。さー行くぜ、赤組のエースとして俺おれが蹴け散ちらせるだけ蹴散らしてやる。

「うっしゃ！」

　気合いを込めて、当然の騎手役として和わ久く井いたちが作ってくれた馬に乗り込む。こっちのグループは、見ての通りぜんぜん普通の組み方だ。

「だ、大丈夫、みんなっ……？」

「わはは、ヨユーヨユー」

「私たちの心配はしなくて良いから、しっかりディフェンスをお願ねがいね！」

　少し変わっているところが有るとすれば、それは、隣。真帆たちのグループで騎手役を務めるのが、一番背の高い香椎だっていうところだ。

　これこそ、紗さ季きの仕掛けた作戦その一。サイズのある香椎を持ち上げることでさらに高さを稼かせぎ、相手に勝利条件であるはちまきを穫とらせないようにしてしまうって寸法。

　機き動どう力りよくは落ちるが、守備なら鉄てつ壁ぺき。他ほかにもなるべく大きい奴やつら同士で組ませた騎馬をいくつか配置して、敵を手間取らせるための罠わなを仕掛けてある。

『それでは……試合開始！』

「おっし行くぞタケっ！」

「まかせとけっ！」

　そしてスピードはこっちで補う！　俺おれのグループは比較的小柄な奴だけで組んであるので、移動速度が速い。

「おら、早速いただき！」

「ぐわっ、しまった!?」

　だからこうして、高身長組がおとりになってくれている隙すきに敵の裏側に回り込み、不意打ちではちまきを奪ってしまうことが出来るってわけだ！

　あえて動かない大おお駒ごまと、スピードでかき回す小駒。このコンビネーションで乱戦を切り抜けてみせる。

「おっと、ようやく会えたぜタケ！」

「む、お前ら」

　このまま手当たり次第にはちまきを刈り取るつもりだったのだが、ちょっとした障害が発生してしまった。和わ久く井い以外の白組に配置された六年男バスが全員集まり、俺たちの前に立ちはだかったのだ。

　ふん、いいだろう。このグループは他ほかの仲間にとっても強敵になるだろうし、チャンスだから俺が真っ正面から撃げき墜ついしてやる。

「タケ、覚悟！」

「こっちの台詞せりふだ！」

「ぬわー!?」

　勝った。

「ひ、ひでえ、あっけなすぎる」

「お前、もう少し戦いの駆け引きとか演出しろよ！」

「知るか。あっさり負ける方が悪い」

　まあ実際、勝負としては一いつ瞬しゆんだったものの、その内容はヒリヒリするハイレベルなスピードの競きそい合いだったんだけど。いかんせん俺の狙ねらいが綺き麗れいにはまりすぎてしまった。

　たぶん、雰囲気というか……場の空気がこいつらとの停滞を求めていなかったのだろう。

「じゃ、また後でな～！」

「ちくしょーおぼえてろ！」

　とにかく、勝負はついたんだからここでじっとしていても仕方がない。赤組の優ゆう勝しようのために、新たなる獲え物ものを探しに行かなくては。

「……なータケ。俺、お前と組めて良かったよ」

「だろ。もっと感かん謝しやして良いぞ」

　和久井がしみじみ息をもらす。別に本心で自分の手柄だと思ってるわけじゃないけど、確たしかにたまたまくじ引きの結果で赤組になれたことが、他の三人との明暗を分けたかもな。これだからスポーツは恐ろしい。

「ん、そうこうしてる間にクライマックスって感じじゃねーか」

　とりあえず戦況を確たしかめるため赤いはちまきが多く見える辺りに近付いてみると、中心では女バスたちの二騎きと、『椿つばき、柊ひいらぎ、雅まさ美みグループ』そして『ミミ、かげつグループ』がそれぞれ睨にらみ合いを続けているところだった。こりゃまた綺き麗れいに因いん縁ねん深ぶかい奴やつら同士で分かれたもんだ。

「おっとナツヒ、助すけ太だ刀ちは無用だぜ！」

「ぎゃーにーたん！　見逃して～！」

　さらに身を寄せると、敵味方両方から嫌いやがられてちょっと傷つく。でもま、気持ちは分かる。ここは変に混ざらないで、こいつら直じき々じきに決着をつけさせてやろう。

「和わ久く井い、俺おれたちは邪じや魔まが入らないよう、他ほかに近付いてくる敵をブロックだ」

「お前も割と甘いよな～。ま、しゃーねえ。特別サービスで好きにさせてやりますか！」

　和久井や他の仲間も賛さん成せいしてくれたので、俺たちは女バス軍団に背を向け決けつ闘とうに水を差そうとする騎馬の迎げい撃げき態勢に入る。さあ、妹たちには悪いが、体育祭最後の思い出。任せてやったからには絶対勝てよな。真ま帆ほも紗さ季きも香か椎しいもひなたも湊みなともっ！

「姉ねえ様さまっ、失礼します！」

「おー。かげ、本気できたまえ」

　まず先に動いたのは、かげつとミミを含む五年生の騎馬。馬役の先頭を務めるかげつが、がっぷり四つで正面から挑みかかる。

「ひなたっ、お願ねがい！」

　それに一歩も引かず応こたえたのが、同じく先頭を務める湊。騎手役のひなたを信じて、小細工なしでかげつの攻勢を受けて立ってみせた。

「まいりマス」

　局面はひなた、そして相手の騎手役であるミミの二人ふたりにゆだねられる。

　何を考えているかわからない無表情のままで、予備動作もなく唐突に腕を突き出すミミ。それを笑え顔がおで躱かわし、同じく微妙に呼吸とはずれたリズムで攻め返すひなた。

　トリックスター同士の技の魅みせ合い。この戦いは思った以上にかみ合うぞ……！

「でりゃあああああ！」

「わはー、遅い遅いっ！」

　いっぽう、もう一つの争いは立ち回りの勝負となっている。それぞれ両りよう翼よくを担う真帆＆紗季、椿＆柊が何度もポジションを入れ替え、騎手役の香椎と藤ふじ井いに有利な体勢を演出しようと奮ふん闘とう中ちゆうだ。チームワークはさすがの一言で、まるでテレパシーで通じ合ってるみたいにどちらも思うがままに騎馬を操あやつっている。

「くっ、負けないわよ。紗季の入ってるユニットにだけは！」

「ひゃ、ひゃうっ!?　ごめんね雅美ちゃん……！　わたしも、大事な役目を任せてもらったから、負けられないの！」

　その上から連続で襲おそいかかる、鬼気迫った藤ふじ井いの攻こう撃げき。昔の香か椎しいならすぐに恐れをなして降参していたに違いない。でも今はもう、支えてくれるチームメイトを裏切らないためにも、投げ出したりはできない。何が何でもはちまきだけは守ろうと、伸びてくる腕を必死にいなしている。

　緊きん張ちよう感かんを保ち、激はげしさを増す二つの戦い。体勢を何度も入れ替え、全員が必死に息を切らしながら、一進一退の攻防を繰くり返していく。

「ちっ、このままじゃジリ貧か」

　白はく熱ねつする拮きつ抗こう状態だったけど、勝負としてはこのままじゃあまり良くない。引き分けなら、たぶん俺おれたち赤組の負けだ。この騎き馬ば戦せんで単独トップを獲とれなければ、優ゆう勝しようはない。

　しゃーねーな。妹たちに後で怒られるのも覚悟で、いっちょ俺がありがたいアドバイスでもしてやるか。

「おいお前ら！　騎馬戦は団体戦だってことを忘れるな！　バスケと同じで、個人技だけに頼ってても勝てないぞ！」

　力の限り叫ぶと、六年女バス全員が一いつ瞬しゆんハッとこちらを見る。

「……真ま帆ほ、紗さ季き、愛あい莉りっ！」

　そしてすぐさま俺の言いたいことの意味を察した様よう子すで、湊みなとが真帆たちの騎馬にアイコンタクト。

「ひなた、行くよっ」

「おー。どんとこい」

　次の瞬間、湊たちは出し抜けに真横へ移動。馬上のひなたもその動きを予測し、バランスを崩すことなく追従する。

「逃がしまセン」

「姉ねえ様さま、行きます…………っ!?」

　させじと追いかけるミミたち。と、その真っ正面には香椎が騎手を務める騎馬が。湊たちはまるで囮おとりにするように仲間を障害物に仕立て、香椎たちの裏に回り込んでしまった。

「きゃは、チャンス到来！　まずは二人ふたりがかりでこっちを落としちゃお！」

「ウィ」

　この機きを逃のがすな、という感じで甲かん高だかい声を響ひびかせる椿つばさ。ミミに促し、香椎に挟はさみ撃うちを仕掛ける。

　──よし、かかった。

「耐えろ、耐えろアイリーン！」

「は、はうううっ！」

　二方向から攻められ、身をすくめる香椎。こっちのグループにとっては絶体絶命のピンチだ。

「あ……!?　いけない後ろっ！」

　でも、それは女バスたち全員で演出した罠わなだった。

「とー。いただきます」

　藤ふじ井いが叫んだ瞬しゆん間かんには、時既に遅し。敵を押しつけて逃げたように見えた湊みなとたちの騎き馬ばは、五年生が香か椎しいを囲むのを待ってＵターン。密ひそかにその背後へ忍び寄り、まずは藤井、続けてミミからはちまきを奪って見せた。

　──バスケで言うところの、スクリーン。仲間の壁かべを利用してノーマークとなった湊とひなたの頭脳プレーで、五年生たちは抵抗する間もなく撃げき墜ついされる。

「し、しまった～！」

「うわははは、あたしたちに勝つなんて百万光年早い！」

「真ま帆ほ……。『光年』は距きよ離りの単位よ……」

　頭を抱える妹たちと、残念なセリフと共に高笑いを響ひびかせる真帆。よし、厄やつ介かいなグループを一気に撃破できて、これで形勢はだいぶ楽になったはず！

　へへん、俺おれの的てき確かくなアドバイスに感かん謝しやしろよな。

『そこまで、終了でーす！』

　しばらく経たって、タイムアップを告げる合図。五年女バスを撃破した後は機き動どう力りよくと守備力の役割分担をフルに活いかし、戦場を征圧。白、青、黄き色いろ。残る三チームのはちまきを狩れるだけ狩って、騎馬戦は赤組の圧勝で幕を閉じた。

『集計が終わりました。総合優ゆう勝しようは……赤組でーす！』

『いよっしゃ～～～～～～～～～～～～～～～～～～！』

　総合成せい績せきでも、見事俺たちは白組を逆転。初等部最後の体育祭を最高の形で終わらせることができた。

「姉ねえ様さま、おめでとうございます！」

「わーい。かげ、ありがとう」

　みんなで喜びを分かち合っていると、後ろから呼び声。振り返れば五年女バスが再び全員集合で立っていて、まずはかげつがひなたを賞しよう賛さん。

「く、覚えてなさい……！」

「そーだそーだ！　騎馬戦で負けたって」

「本番ではボクたちもう絶対負けないし！」

「トモカ、次は勝ちマス」

　でも、良いムードだったのはそこまで。他ほかの四人は悔しげな態度をあからさまに、もう一度宣戦布告を響ひびかせる。

「うんっ。また、勝負しよう。今度はちゃんと、バスケで」

　それに笑え顔がおで応こたえる湊。真帆も紗さ季きも香椎もひなたも、当然とばかりに胸を張る。

　──聞いた話によれば、もうすぐ真帆んち主催で私設のバスケ大会が開かれるらしい。そこに向けて、妹たちも葵あおいおねーさんの特訓を受けて毎日爪つめを研とぎ澄すましている。

　俺おれたち男バスはちょうど別の大会も近いし、出場したりはしないけど、せっかくの機き会かいだ。まあ冷やかしくらいには行ってやろうと思う。

　そのときは今日きようと違って、どっちを応援すればいいのかかなり迷いそうだけどな。

　だとしてもきっと、お互いの努力の成果がぶつかり合うところを見られるんなら。

　それなりに、楽しくないってことも、ないんじゃないかって気がする。

　昼下がりの空は、雲一つ無いほど晴れ渡っていた。

　スポーツの秋は、まだまだ続く。
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「すごーい！　こんなに本格的なんだ……！」

　慧けい心しん学がく園えんの正門前で、荻おぎ山やま葵あおいが敷しき地ち内ないに立ち並ぶ数々の出店と黒山の人だかりを見つめながら歓声を上げる。

「さすが小中合同でやるだけあるな。こりゃ、はぐれないように気をつけないと」

　十一月も下げ旬じゆんに差し掛かったころ。教え子である女子バスケ部の皆から招待を受けて、俺おれたちは慧心の学園祭を訪れた。

「ふふん、知らなかったのか。慧心の初中等部っていったら学園祭マニアの間じゃかなり有名で、こーして入場できることはすごいステータスなんだぜ」

　メンバーは俺と葵、そして手に持ったチケットを自慢げにひらひら揺らす香か椎しい万ばん里りの三人。実の妹である愛あい莉りに招待を受けて鼻高々な今日きようの万里は、心なしか１９０cmを超える長ちよう軀くが普ふ段だんに増してデカく映る。

「ははは、よかったな。やっと呼んでもらえて」

「……長かった。長かったぜ、この日まで」

　それもある意味仕方ないというか、聴きいた話によれば去年まで万里は愛莉から学園祭の来場を許されていなかったらしい。兄妹きようだい間で諍いさかいが続いていたことに加え、愛莉が強い身長コンプレックスを抱えており、万里と並んでいるところをクラスメイトたちに見られたくなかったというのも理由の一つだろう。

　しかしながら、今年ことしに入って愛莉はバスケを通じて精神的にたくましくなり、昔ほど自らの高身長を嘆くことはなくなった。伴って万里に対してのわだかまりも解け、晴れて本日の招待に繫つながった次第である。

「よかったね万里くん。私たちもみんなに感かん謝しやしないと」

「ああ、本当に。プラチナチケットだと知ったから言うわけじゃないけど、光栄の限りだよ」

　幼い小中学生が中心となるだけあって、慧心の学園祭には招待券がないと入場できない。それすなわち『この人は呼んでも大丈夫』と太鼓判を押して頂けたという意味に等しく、信頼を裏切らないためにもよりいっそうモラルを保った行動を心がける必要があるだろう。

　間違っても、生徒に異常な熱ねつ視し線せんを向ける不ふ逞ていの輩やからと勘違いされるわけにはいかない。普段通り、あくまで紳士的に小学生祭を楽しまなくては。

「よし、じゃあそろそろお邪じや魔まするか」

　気を引ひき締しめ直して、葵たちと門の中へ。

「あっ、ロリコンだ。おまわりさんこいつです」

「…………やーほんと、楽しみだなー」

　運悪くチケットのもぎり役を担ってやがった叔お母ばのミホ姉ねえを華か麗れいにスルーし、まずは中等部と初等部を分割する正面の時計とけい台だい目指して歩き出す。

「おいこら、なにシカトしてんだ昴すばる」

「もがっ!?」

　……スルー失敗。素知らぬ顔で通り過ぎようとした俺おれの口の中に、あろうことかミホ姉は隠し持っていた焼きとうもろこしを奥深くまでねじ込んできやがった。

　しかも、全部の粒を綺き麗れいに食べ終わった芯しんの部分を、である。

「はにふんが、ひふぁなひはろ！（なにすんだ、汚いだろ！）」

「どう考えても挨あい拶さつもなしに入ってこうとしたお前が悪いだろが」

　いや、その前に貴様が謂いわれのない中傷をしてきたんだろが。

「……っ！　お前な、頼むからこんなとこでそのシャレにならん単語を使わないでくれ。教師なんだから昨今のデリケートな情勢はよく知っとろうが」

　とうもろこしの芯を半ば強奪するように自らの口から抜き取り、眼めに力を込めて糾きゆう弾だんすれば、ミホ姉は悪びれもせずにゃはにゃはと笑う。

「悪い、ほんとにおまわりさん来たらお前言いい逃のがれできないもんな。せっかくのお祭りだし今日きようはもうなにも言わないでやるから楽しんでけ。あとその芯捨てといて」

「そういう問題じゃなくて俺はそもそも潔けつ白ぱく……あー、もういい。じゃあな」

　これ以上言い争っても時間の無む駄だになるのは明らかだったので、胸の内で渦巻く文句を飲み込んで今度こそ前進。とうもろこしの芯も押し返してやりたかったけど面めん倒どう事ごとを避けるために泣き寝入り。ああ、こうしてまた叔母の増長は進むのだろうな、悔しい。

「なー昴。あの人が、お前の叔母さんなんだよな？」

「あー。ひどいもんだろ」

　そういえばミホ姉とはまだあまり面めん識しきがない万ばん里りにしかめっ面つらで答える。いきなりあんな横おう暴ぼうを見せつけられたら、印象は最悪だろう。

「いや、思ったよりは全然普通じゃないか。……綺麗だし」

　と思いきや、万里は素っ気なくそんなことをのたまいおった。

「き、綺麗……？　ミホ姉が？」

「い、いや一いつ般ぱん論ろんとしてだけどな」

　まさかの反応にはっと葵あおいを見れば、

「ば、万里くん……」

　その表情にはある種の『希望』のような色がくっきりと浮かんでいた。

　間違いない。どうやら今、俺たちの心持ちはひとつのようだ。

　こくり、と頷うなずき合い、揃そろって万里を見上げる俺と葵。そして、

「ねえ、万里くん」

「ミホ姉ねえのこと──嫁にもらってやってくれないか？」

　口々に、かねてからの心配事を向ける。

「は、はあっ!?　なに言ってんだ!?」

「いやマジで、頼む！　どう考えても他ほかにはもらい手が思い浮かばないんだ！」

「万ばん里りくんなら身体からだ頑丈だし、きっと大丈夫だよ！　耐えきれるよ！」

　ミホ姉と結婚してくれる男。そんな奇特な人を探すより、きっと砂漠に落とした針を見つける方が簡かん単たんに違いない。確たしかにルックスは親しん戚せき目めに見ても悪くないので言い寄ってくる男はいないとも限らないが、よほどの豪傑でなければ三日と保もたず逃げるか、もしくは潰つぶされる。

　それでも万里なら、万里ならきっとなんとかしてくれる……かも！

「落ち着けお前ら、話が飛ひ躍やくしすぎだ！　なんでさっきすれ違っただけの人と縁えん談だんになる!?」

「……っ、と。すまん。つい取り乱した」

　すがりつく俺おれの両肩を強く揺らし、真剣に諭さとす万里。おかげで葵あおいともども自我を取り戻すことができた。

「ご、ごめんね万里くん。美み星ほしちゃんの将来が本当に心配で、つい」

「……その心配を俺に押しつけようってのもどうかと思うが。まあいいや、行こうぜ」

　溜ため息いき交じりで万里が漏らした微苦笑に同どう調ちようしつつ、気持ちを切り替えて今度こそ学園祭堪たん能のうモードに入る俺たち。

「たこ焼き、いかがですかー？」

「クレープ焼きたてですよっ！」

　敷しき地ち内ないの中庭では、中心を通る煉れん瓦がの歩道に沿って多種多様な露ろ店てんが並び、あどけない中等部の少年少女たちが一いつ生しよう懸けん命めいに呼び込みを続けている。食欲を刺し激げきする香りと店員の頑張りにほだされて、ついつい財布のヒモを緩ゆるめそうになってしまうけど、このあと初等部の方で飲み食いする事が確かく定ていしているからな。本当に申し訳ないけど中学生はスルーだ。

「そういえばお店って全部クラスで出しているのかな。それにしては数が多い気がするけど」

「クラスで何かひとつ用意するのは必ひつ須すで、あとは部活とかでも希望があれば出店できるんだそーな。ある程度人数がいないと捌さばききれないから、辞退する部もあるみたいだけど」

　素朴な疑問に隣となりで答えてくれたのは万里。なるほど、じゃあ女バスでも出そうと思えば出せたのか。ただ、ちょうど大会と準備期間が重なっていたし、人数面での問題も考こう慮りよして無理はしなかったみたいだが。

「このお客さんの数だと大変そうだもんね……あっ、ごめんなさい！」

　辺りを見回しながら呟つぶやいた葵が、往来に吞のまれて歩道の外に押し出されそうになる。こりゃ、気をつけて歩かないとすぐにはぐれてしまうかも。

「葵、こっちだ」

「ありがと昴すばる……えっ？」

　人混みが途と切ぎれるチャンスを待って万ばん里りと共に横移動し、葵あおいに向けて指先を伸ばす。戸惑わせてしまうかもしれないけど、この状況では背に腹は代えられまい。

「ほら、手を貸してくれ」

「え、ええっ!?　で、でもこんなに人が大勢いるところで……？」

「人が大勢いるからこそだろ。恥ずかしいかもしれないけど、少しの間我慢してくれないか」

「が、我慢なんてその……。私はべ、別に、嫌いやって言ってるわけじゃあ……」

　もじもじして、手を伸ばしかけては引っ込めるのを繰くり返す葵。

「そ、それじゃ、よろしくお願ねがいしますっ」

　でも最後にはうつむき加減に、目を瞑つむって限界まで右手を伸ばしてくれた。

「よし、まかせろ」

　俺おれはその力みがちな手首を引き寄せ、

「…………………………へ？」

　自分のショルダーバッグの肩かた紐ひもを、しっかりと握り込ませる。

「サンキューな。手を繫つなぐのはなんか子どもっぽいし、こっちの方がまだマシだろ。ほんじゃ絶対に離はなすなよ～」

　目的を達成し、安あん堵どしながら正面に向き直る。これがもし智とも花かたち小学生と同行中なら迷わず掌てのひらを握りしめていたところだが、高校生の葵に対してそれはいささか差し出がましかろう。そこまで恥ずかしい思いはさせられないにしても、せめて互いの居場所をこうして把握しておいた方が良い。

「よーし、時計とけい塔とうを越えちゃえば目的の教室までもう少しだ、気合いを入れて進もう！」

「おうよ、待ってろよ愛あい莉り……！　今行くぞ！」

　万里と力強く頷うなずき合い、再び雑踏の中を進む。

「…………………………むしろ、こっちの方がよっぽど子ども扱いなんですけど。……昴すばるの、ばか」

「ん？　葵、何か言ったか？」

「いーえ、なにも」

　なんとか中等部のテリトリーを抜けきったころ、幽かすかに呟つぶやき声が聞こえた気がして振り返ってみたのだが、どうやら勘違いだったらしい。
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「うお、こりゃまた」

「参ったな……」

　ようやく初等部の校舎に入り、女バスのみんなが模も擬ぎ店てんを構えている６─Ｃの教室にたどり着いた俺おれたちを待ち構えていたのは、人気ラーメン店もかくやという大行列だった。

　来場者が多いのは確たしかなのだが、あくまでも学園祭である。ひとつのクラスにここまで人が集中するというのは、いったいどんな理由なのだろう。

「これは、結構待たないとダメかな……？」

　とにもかくにも、葵あおいの言う通り足止めは避けられないようだ。今日きようは智とも花かたちの奮ふん闘とうを見届けるのが目的の大部分なのでこうなったら是非もないのだが、入場前に大きく時間をロスしなければならないのは誤算だった。

「おーい、昴すばるくんたち。こっちだよ」

「あっ、風ふう雅がさん。みなさんも」

　三人で困惑を浮かべていたところに、聞き覚えのある声が届く。顔を向ければ真ま帆ほのお父とうさんである三み沢さわ風雅さん、そして他ほかの女バスメンバーの親御さんたちが大集合で列の真ん中辺りに一団を形成していた。

「おう、遅かったな万ばん里り。今ごろ到着なんて甘く見すぎだ、わはは」

「親おや父じ」

　十一月の頭、慧けい心しん女バスが大会に出場した際にご挨あい拶さつさせて頂いたばかりである香か椎しい家けのご両親の姿も、やはりそこに。万里が家族と別行動なのは、おそらく俺たちの誘いの方を優ゆう先せんしてくれたのだろう。

「今年ことしの出展、六年生は飲食系がＣ組しかなかったでしょ？　プログラムを見たらこれは混むかもって思ったから、みなさんと相そう談だんしてだいぶ早めに来たのよ」

「教えてくれよ、そういうことは……」

　快活に笑う万里のお母かあさんに、呆あきれ混じりで溜ため息いきを漏らす香椎家長男。はは、この行事に対する経けい験けんの差が出てしまったかな。

「甘い。ニワカ野郎に楽なんてさせねーよ……なんてな。というのはもちろん冗談だ。ほら、良かったら三人とも一いつ緒しよに並んでくれ」

　胸を張る動作から一転、白い歯を覗のぞかせて俺たちを招いて下さるのは万里のお父さん。

「え、でも」

「周りの皆さんに申し訳ないような……」

　それはとても有あり難がたいお誘いだったが、今までずっと並んでいた後列の方たちに大ひんしゅくではないだろうか。ズルをせず最後尾に付くべきだろうと、目め線せんで示し合わせる俺と葵。

「心配ないよ。ちゃんと事前申告で三人多めに記帳してあるから。交こう替たいしながら並んでいる方たちも多いしね」

「うふふっ、もしかしたらご迷惑かもしれなかったけど、昴さんたちもきっとそろそろいらっしゃると思って」

　しかし、永なが塚つか紗さ季きのご両親が穏おだやかに心配を取り除いてくれた。そうか、事前に人数を告げて頂けているのなら、さほど問題はないのかな。一応後ろの方たちに「よろしいのでしょうか？」と伺うかがいを立ててみても、難なん色しよくを示されることはなかった。

　うん、それならば。

「ありがとうございます！　では、お言葉に甘えさせて頂いても良いですか？」

「もちろんだとも。さあ、並んで並んで」

　ご厚意を受けることに決めると、穏おだやかな笑え顔がおで応じて下さる紗さ季きのお父とうさん。みんなに会える時間がだいぶ早まって、本当に有あり難がたく思うばかりだ。

「わはは、良かったなー万ばん里り。感かん謝しやしろよ」

「うるせー。大事な情報隠してやがって」

　遠えん慮りよなく文句を言う万里に苦笑しつつ、三人で親御さんたちの後ろへ。

「昴すばるおにーちゃん、こんにちは～」

「あっ、こんにちはです」

　整せい列れつしてすぐに、ぺこりと頭を下げてくれたのは、こちらも大会の時に初めてお会いしたばかりである、ひなたちゃんのお母かあさん。髪のウェーブがやや強めなことを除けばひなたちゃんにとてもそっくりな女性で、年ねん齢れい的てきにも大学生と見紛うほど。相変わらず二児の母であることが信じられない。

「お父さんもこんにちはです」

「こんにちはコーチさん。ねえ、大丈夫かなぁひなたは。ちゃんとお仕事出来てるかなぁ」

「大丈夫ですよ。ひなたちゃんなら」

「そうかな、そうだよね。でも心配になっちゃうんだよね……」

　対してお父さんの方は、妹のかげつちゃんにとてもよく似た方だ。この前はあまりお話をさせて頂く時間がなかったものの、細身で高めな身長も、何かと心配性なところもうり二つだなと、帰り際にほんの少しだけご挨あい拶さつした際に勝手ながら一目でそう思ってしまった。

「うふふっ、楽しみですね昴さんっ」

「智とも花かはきちんと、粗そ相そうなく役目を果たしていれば良いが」

　続いて声をかけて下さったのは智花のご両親、湊みなと忍しのぶさんと花か織おりさん。袴はかま田だ家けほどではないにせよ、こちらもお父さんの方がやや心配を募らせているようだ。

「ふふふ、今日きようのまほまほも、それはそれは可愛かわいいんだろうなぁ」

「……私は気が気ではありませんが。大勢のお客さまの前で、また何か変なことをしでかさないかと」

　対照的に、お父さんの方が楽天的でお母さんが渋い顔なのが三み沢さわ家け。当たり前のことだろうけど、それぞれの家によって立ち位置が異なるのがなんだか面おも白しろい。

　余よ談だんながら、真ま帆ほのお母さんである三沢萌め衣いさんとの初対面も、大会の時。あの一日は子どもたちにとって非常に意義深い時間であったことは言わずもがな、俺おれも親御さん全員と面めん識しきを持ち、コーチとしての無礼を幾らかでも解消できたという意味でもたいへん貴重な場となった。

「ふふっ、みなさんそれぞれ、心配してるんだね」

「親になると、やっぱり俺おれたちとは少し感覚が違うのかもな」

　静かに微ほほ笑えみを交わす、俺と葵あおい。

　なんにせよ、智とも花かたちなら間違いなく現在進行形でクラスの模も擬ぎ店てんのために尽力しているに違いない。早くその勇姿をこの眼めで捉とらえたくてそわそわしながら、慧けい心しんバスケ部保ほ護ご者しや一同は行列が進むのをしばし待ち続けた。







『いらっしゃいませ～！』

　待つこと数十分、ようやく教室内の模擬店に足を踏み入れると、クラスの生徒たちが一斉に元気な声で迎えてくれる。どうやら時間による入れ替え制だったみたいで、いざ列が動き出した後はまとめて大勢が店内に招かれ、五人の関係者は全員いっしょに入店することができた。

「なるほど、名前聴きいたときはピンとこなかったけど、確たしかにこりゃ『メルヘン喫茶』だ」

　──メルヘン喫茶。万ばん里りが呟つぶやいたそのフレーズこそ、この模擬店のコンセプトらしい。俺もまたどういう内容なのかいまいち想像が及んでいなかったのだが、インテリアを見て納得。店内はやや暗めで、赤や黒を基き調ちようとしたゴシックな装い。そこにトランプ模様の壁かべ紙がみだったり、アンティークっぽいシャンデリアのオブジェだったり、たくさんのティーカップだったりが飾られて、さながらおとぎ話の絵本の中に飛び込んだような感覚だ。

「おー。ぱぱ、まま、おにーちゃんたち、いらっしゃいませ」

「やあ、遊びに来たよ。今日きようは招待ありがとう！」

　凝こった装飾に眼を奪われる俺たちの前に、やって来たのはひなたちゃん。水みず色いろのワンピースを白のフリルで飾り、頭には大きめの黒いリボン。いわゆる『不ふ思し議ぎの国くにのアリス』の主人公みたいなコスチュームでとてもかわいらしい。

　そう思って辺りを見回せば、男の子はチシャ猫っぽい着ぐるみやシルクハットの老人などに扮しており、実際にアリスがモチーフに多く取り入れられているようだ。

　いやはやそれにしても素す晴ばらしい。小学生の手作りという印象を大きく飛び越えている、非常に力の入った作り込みである。

「ひなちゃん、とっても素す敵てきよ～」

「写真を撮とらないとね、こっちを見て笑って」

「わーい、たくさん撮って」

　親御さんたちも出来映えに感心しきりで、袴はかま田だ家けのご両親は早速撮さつ影えい会かいに入っている。愛まな娘むすめの晴れ姿であり、成長の記き録ろくだもんな。家族水入らずの写真を撮りましょうかと打診してみるべきだろうか。

「おにーちゃん、ひなといっしょに写真とろう？」

　と、そんなことを思っていた時、不意にひなたちゃんが俺おれの横にちょこんと寄り添った。ど、どうしようかな。立場的にはひとまず自じ重ちようした方が良いような気もしつつ、でもお誘い自体はとても光栄なわけで。

「よし、じゃあ撮とるよ～。昴すばるくんも笑って」

「あっ。は、はい！　ありがとうございます！」

　幸いにも、と言うべきか。すぐにひなたちゃんのお父とうさんがレンズを向けてくれたため、結果的にはさほど迷うことなく二人ふたりでフレームに収まることが叶かなった。家族を差し置いて、というのは気き後おくれする部分もあるけど、せっかくだから袴はかま田だ家けのご厚意に甘えることにしよう。

「ぴーす。おにーちゃんも、ぴーすして」

「了解。ぴーす」

　ひなたちゃんのリクエストに従い、中腰になってＶサイン。少しだけ照れくさくもあったけど、これくらいで喜んでもらえるのならおやすい御用だった。

「あーっ！　こらヒナ、ヌケガケ！」

　お揃そろいのポーズでフラッシュの光を浴びた次の瞬しゆん間かん、響ひびいたのは真ま帆ほの声。振り返れば、他ほかの女バスメンバー四人も全員集合してすぐ近くまでやって来ていた。服装は、やはりアリス調ちようのドレス。水みず色いろに白のフリルという組み合わせは同じだけれど、フリルの意い匠しようやリボンの色形などで微妙にアレンジがなされていて、それぞれに違った魅み力りよくがある。

「おー？　ひな、ぬけがけしないよ？　みんなで、おにーちゃんと写真とろう」

「ダメよ、まずは席にお通しするのが先……と言いたいところだけど。せっかくだし、ね」

「えへへ。ひなちゃん、ごいっしょさせてもらうねっ」

　きょとんと首をかしげるひなたちゃんの提案に、頷うなずき合う紗さ季きと愛あい莉り。それから全員がさらに歩みを進め、すぐ傍そばでぺこりとお辞じ儀ぎしてくれる。

『いらっしゃいませ！　不ふ思し議ぎの国くにのティーパーティにようこそっ』

「みんな、こんにちは。今日きようは楽しませてもらうね」

「こんにちは昴すばるさん、来て頂けて嬉うれしいですっ」

「こちらこそ招待してもらえてすごく感かん謝しやだよ、智とも花か。ドレス、すごく似合ってるね。手作りなのかな？」

「ふぇ。あ、ありがとうございますっ……！　えへへ、はいっ。手芸部の子にいっぱい助けてもらいながらですけど、みんなで作りました」

　はにかみつつ、柔らかな手つきで自分の服の布地を撫なでる智花。得意分野を分担しながら、クラス全員で用意したのなら今日の感慨もひとしおだろう。実は俺たちも来週に高校の文化祭を控えているのだが、自分の場合運動部の猛も者さの巣そう窟くつであるスポーツ科所属ということもあって、今年ことしはほとんど何も加か担たんしてない。だから、智花たちを見て少し羨うらやましさのような感情も浮かぶのだった。

「すばるんすばるん、あたしのは？　あたしのドレスはどうっ？」
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「うん！　もちろん真ま帆ほもとっても似合ってる。ひなたちゃんも、愛あい莉りも、紗さ季きも、みんな素す敵てきで見とれちゃうよ」

「わーい。ひなもがんばって作ったから、とっても嬉うれしい」

「よ、良かったです。わたしだけ変だったらどうしようって、すごく心配だったので」

「ふふ、ありがとうございます。こういう格好は私には合わないって思っていたんですけど、長は谷せ川がわさんにそう言って頂けたら少しですけど自信が持てます」

　智とも花か以外にも忌き憚たんなき意見を伝え、笑え顔がおを交換し合う俺おれたち。喜ぶ皆を見ているだけで、早くも来られて良かったなという感慨が溢あふれてくる。

「……っと、お客さまに長く立ち話をさせるわけにはいかないわ。早くみんなで写真を撮とって頂きましょう」

「みんなでだけ？　あたしすばるんとツーショットも撮りたい」

「それはあとで。……私も出来ればお願ねがいしたいけど、まずは席にご案内をしないと」

「むむー。しかたない」

　和なごやかな空気が流れていた折、はっと背筋を正す紗季。真帆もやや不服そうながら提案に従い、五人ともが俺の周りに寄り添ってくれる。

「ぱぱ。みんなとしゃしん、お願ねがいします」

「うん、任せて」

　と、ひなたちゃんのお父とうさんは即答で快かい諾だくしてくれたけど、俺おれとしては再び『本当に良いのかな……？』という躊ちゆう躇ちよが多少ぶり返す。

「ふふふふ、昴すばるくんは人気者だねえ。まほまほも嬉うれしそうだ……！」

「まったくですね。いの一番に智とも花かたちから写真撮さつ影えいを頼まれるなんて、さすがは大人気のコーチさんです……！」

　と、笑え顔がおで談だん笑しようしているのは風ふう雅がさんと忍しのぶさんだが、そこにはなんとなく『身の程もわきまえずに』的な糾きゆう弾だんの雰囲気も──って、いやいや！　変な邪推をしてはいけない。お二方ともすばらしい人格者なのだから、ありもしない裏を読もうとするのは失礼にも程がある。

「い、いえそんな！　ありがとうございます」

　言われたことをそのまま受け止め感かん謝しやの意を伝えると、お二人ふたりは無言でにっこり口角を持ち上げる。そ、そこはかとなく怖……くない！　気のせい、気のせいに決まってる！

「おぅ、昴よ。誰だれに断って俺より先に愛あい莉りと写真撮ろうとしてるんだろうなぁ、ああん？」

　むしろ、警けい戒かいすべきはあからさまにご機き嫌げん斜めな万ばん里りさんに対してだろう。い、いかん。あとでフォローしないとまたあの鋼はがねのような腕に首を絞められかねない……。

「……はー。デレデレしちゃって」

　葵あおいは葵で相変わらず上機嫌とは言い難がたかったし、来店早々波乱含みの気け配はいであった。

「いぇい、撮さつ影えいかんりょー！」

「それではお席にご案内しますね！　どうぞ、みなさんっ」

「えへへ、楽しんでもらえるように頑張ろうねっ」

「おー。たくさんさーびすする」

「さあ、飲食店の娘として、恥ずかしくない仕事をしないとだわ」

　ともあれ、アリスに扮した五人はただひたすらにかわゆい。張り詰めた緊きん張ちよう感かんも、対価と思えば安いものなのかもしれなかった。




　　　　【２】




「お待たせしました、アールグレイですっ。……紅茶でも、お父さんにお茶を淹いれるのは緊張しちゃうね」

「肩かた肘ひじを張る必要はない、智とも花か。今日きようはただ、頑張っている姿を見に来ただけなのだから」

　図はからずも浮かべてしまった心配はどうやら杞き憂ゆうだったみたいで、席に着いてからは平和で楽しい時間が流れ続けた。他ほかの仕事もあるのでさすがに付きっきりとはいかないまでも、子どもたちはそれぞれタイミングを見ては自分の両親の許もとに注文を運び、一いつ生しよう懸けん命めいな給仕を受ける親御さんたちも幸せそうに愛まな娘むすめの頑張りを見届け、映像や写真に記き録ろくしている。

「アイスコーヒーを注文したのは、お兄にいちゃんだったよね？」

「おう！　さすが愛あい莉りだ。ちゃんと覚えていてくれて嬉うれしいぞ」

「えへへ、これくらい忘れないよぅ。ガムシロップは入れますかっ？」

「なんと、愛莉が直接注ついでくれるのか……！　じゃ、じゃあ限界までたっぷり頼む！」

　万ばん里りの機き嫌げんも元に戻ったようで、本当に何より。このぶんだと、今日きようは痛い目に遭ったりはしなくて済みそうだ。

　……ところで確たしか、万里ってコーヒーはブラック派だった気がしたのだが。まぁいいや、無粋なツッコミはやめておこう。

「わはは。ほっと一息って感じか、昴すばる君」

　俺おれの胸の内を知ってか知らずか、隣となりの席で白い歯を覗のぞかせながらサムズアップする万里のお父さん。息子むすこの機嫌が悪くなっていたのには当然気付いていただろうし、同じく安あん堵どしていらっしゃるのかもしれない。ただ単に一いつ喜き一いち憂ゆうを見て楽しんでいるだけという可能性も少なからずあるけど。

「あ、あはは。そうですね」

「すまんなー、妹のことになると残念さに磨きがかかるからなあ、ウチの長男。でも、もしかしたらまだ油断は禁物かもしれんぞ」

　素直に頷うなずけば、万里のお父とうさんは上機嫌を継続したまま微妙に不ふ穏おんなことを仰おつしやる。

「と、というと？」

「愛莉から聴きいてるんだが、このあとちょっとしたイベントがあるらしくてな。その結果しだいでは……お、噂うわさをすればそろそろ始まるらしい」

　どういうことだろうと耳を傾けていたさなか。前方の、本来教きよう壇だんがある辺りに設けられた小上がりに、見知らぬ女子生徒が登ってこほんと咳せき払ばらいをする。

「お待たせしました！　それではただ今から、スペシャルタイム争奪の『あっち向いてほい』大会を開催しま～す！」

　そして、マイクを通してそんな宣言を教室内全体に響ひびかせた。

「……ついに来ましたね、この時が」

「遠えん慮りよはしませんよ、皆さん」

「もちろんですとも。お互い正々堂々、大切な時間を賭かけて戦いましょう」

　とたん、音もなく起立して静かに闘とう志しをぶつけ合う永なが塚つか家け、袴はかま田だ家け、三み沢さわ家けの主。

　いや、よく見れば盛り上がっているのは俺たちのテーブルだけではない。そこら中で、まるで兵士のように精せい悍かんな顔つきをしたお父様たちが、その場で準備運動をしたり目を閉じてイメージトレーニングを行うような仕し草ぐさを見せたり、先ほどまでとは雰囲気を一変させているではないか。

「い、一体なにごとですか……？」

　気け圧おされながら、万ばん里りのお父さんに質問する。ちなみに今回、俺おれはほとんど模も擬ぎ店てんに関する事前知ち識しきを仕入れてこなかった。当日の楽しみにしたかったというのも理由のひとつだし、先週まで女バスの部活で大切な試合を控えていたため、コーチとしてそちらに意識を集中していた、という経けい緯いもある。

「聴きいての通りさ。これから希望者全員であっち向いてほい大会をやって、成せい績せきを競きそう。上位十人に入れれば、好きな生徒を指名してマンツーマンで接客を受けられるスペシャルタイムをゲットっていう寸法」

　……なるほど、いろいろ腑ふに落ちた。それで皆さん急に張り切りだしたのか。ついでにこの模擬店が完全入れ替え制のシステムを採用しているのも、平等にイベントを執とり行うための配はい慮りよみたいだな。

「……花か織おり、上着を預かっていてくれ」

「はいっ。頑張って下さいね、あなた」

　なんと、忍しのぶさんまでもがやる気満々だ。羽は織おりを脱ぎ捨て着流し一枚となり、冷れい徹てつな瞳ひとみの奥に静かな闘とう志しを燃もやしていらっしゃる。

　これが、愛する子を持った人間の宿命ということか……。自分など年端もいかぬ若造で、人生の価値観もまったく定まっていないからこそ、その姿を見てこんな──とある失礼な単語を思い浮かべてしまうのだろう。

　それでも、今の教室内の盛り上がりを見て、俺は胸の内で呟つぶやかずにはいられなかった。

　──ああ。親バカだ、と。

「ふふふ、待っていておくれよまほまほ。今すぐ迎えに行くからね……！」

　張り切っていらっしゃる方の大部分が父親である点も、えも言われぬ残念な印象を増長させている。今のところそんな予定はないけど、俺ももし人の親になったら羽目を外しすぎないように気をつけるべきか。

「みなさん、頑張って～。昴すばるおにーちゃんも、出場しますよね？」

「い、いえ、俺は……」

　ひなたちゃんのお母かあさんに尋ねられ、苦笑混じりで言葉を濁にごす。教え子たちから給仕を受けられるチャンスというのはとても魅み力りよく的てきではあったが、今回ばかりは親御さんの熱ねつ意いに水を差すべきではない気がして、一歩引いたポジションを選択することにした。

　しかしそんな態度が、次の瞬しゆん間かん思わぬ火種となってしまう。

「昴くん、出ないつもりかい？」

「そ、そうですね。ここは皆さんにお任せしようかなと」

「それは……失望だね」

「えっ？」

　質問の答えを聴きくや、大きく溜ため息いきを漏らしたのは風ふう雅がさんだ。本気でがっかりしたようなご様よう子すに、俺おれの中で戸惑いが膨ふくらむ。

　ちょっと、意外だった。いや、勝ち進む自信があるとか大言壮語を吐く気はないのだが、さておいても競きよう争そう相手の数は少ない方が栄冠には近付きやすいはずなのに。

「昴さんは、もっと紗さ季きたちに強い情熱を向けてくれているとばかり思っていましたが」

「も、もちろん情熱は持っています！　たっぷりと！」

「ならば、どうして高みの見物を決め込もうとする？　娘のために常に本気になれないような人間に、私は智とも花かを安心して任せる事はできないな」

「…………！」

　紗季のお父とうさん、さらに忍しのぶさんにも立て続けに指摘され、ハッと双そう眸ぼうを見開く。

　確たしかに、そうだ。俺はとんだ思い違いをしていた。

　五人の教え子たちを本気で大切に思っているのなら、ここは他人に譲ゆずろうとか、そんな打算を抱くこと自体が驕おごりに等しい。常に愛する意志を持ち続けていなければ、いつか大事な場面で差し伸べるべき手が届かない、そんな失態を演じてしまうかもしれない。

　そう分かっているからこそ、皆さんはどんなときも、今この瞬間も、娘のために全力で愛情を注ごうしているのだ。

　親バカなど陳腐な表現に終着しようとした自分こそ、正真正銘の馬ば鹿かだ。

　違う。愛故に、なんでもできる。恥も外聞もない崇すう高こうさが、父親たちを戦場に駆り立てているのだ。

　それでは、自分は、どうだ？

　俺は小学生のために、どこまで熱あつくなれる？

　──答えなんて、自問するまでもない。

「おい昴すばる、俺をがっかりさせるな」

「すまなかった、万ばん里り。あやうく取り返しの付かないミスを犯すところだったぜ。もちろん、戦うさ。お父とうさんたちとも、お前とも全力で競きそい合って、祝福を勝ち取ってみせる」

「……よし。それでこそ俺の友であり、ライバルだ」

　立ち上がり、万里と固い握手を交わす。お互いの眼めに宿った火花が青白い光を纏まとってスパークする瞬しゆん間かんを、きっと俺たちは同じタイミングで幻視した。

「男って、ほんとバカ」

　なんだか投げやりな葵あおいの呆あきれ声ごえが聞こえた気がしたが、もはやその程度では何ひとつ揺るぎはしない。

　──さあ、進もう。ここから先は、漢おとこたちの戦場だ。







『受け取ったバッジは胸に付けてくださーい。負けたら相手にひとつ渡して、全部なくなったらゲームオーバー。ズルはダメですよ～』

　エントリー希望者が教室の中心辺りに集められ、星形の金バッジを三つ手渡される。これをバトルロイヤルで奪い合って可能な限りたくさん集めた人間が、愛いとしの小学生を自分だけのものにできるようだ。今からこの店内は、さながら欲望と絶望が渦巻くエスポワールの舟、といった様相か。

『それでは、あっち向いてほい大会、スタートですっ！』

　無邪気な声を合図に散開する大人おとなたち。そしてほどなく、あちこちでデュエルが勃ぼつ発ぱつする。

「ぅあっち向いてぇぇぇ！」

「ほぃいいッ！」

　張り上げる声は、完全に命と命のやりとりの様相。しかしもう、俺おれとて躊ちゆう躇ちよはない。相手が誰だれだろうと、夢をこの手で摑つかむために、全ぜん身しん全ぜん霊れいを賭として勝負に挑むだけだ。

「ようし。戦おうか、コーチさん。よろしくね」

「……はい。こちらこそです」

　たとえそれが、教え子たちの親御さんであっても。

　初うい陣じんは、どうやらひなたちゃんのお父さんに決まったようだ。求められた勝負に応じ、俺たちはおおよそ１ｍの間合いで軽く腰を落として互いの瞳ひとみの奥に宿る意思を探り合う。

「…………」

　この方は、どんなタイプの戦士だろう。一見すると優やさしそうで線せんの細い文化系だが、かげつちゃんとの相似が多く見受けられる外見を考こう慮りよすると油断は禁物に違いない。あの子は本格的に運動を始める前からマラソン大会で学年一位を勝ち取れるほどの逸材。先天的な運動神経がお父とうさん譲ゆずりだとすれば、間違いなく強敵だ。

『じゃん、けん、』

　刹せつ那なの膠こう着ちやくから、ついに火ひ蓋ぶたが切られた。互いの声を同どう調ちようさせ、思い思いのモーションで拳こぶしをまっすぐ突き出し、その形をコンマ何秒の世界で見比べる。

『ぽんっ』

　俺が撃うち込んだグーに対し、ひなたちゃんのお父さんはパーで迎げい撃げき。最初の攻撃権は残念ながら奪われてしまった。ここはひとまず防戦で凌しのぎきらねば。

「あっちむいてー」

　ややのんびりしたかけ声と共に、人差し指を俺の眉み間けん──ニュートラルなポジションに置くひなたちゃんのお父さん。どうやら、勢いで押してくるタイプではなさそうだ。そこまではなんとなく予想がついていたことだが、さてこれをどう受けるか。

「ほいっ」

「くっ……！」

　やや、迷いを抱きながら挑んだのが、この時は俺おれにとって幸いな方に働く。ひなたちゃんのお父とうさんは、一いつ瞬しゆんだけ指を右方向にぶれさせてから、最終的には左に振った。対して俺が向いた方向は上。

　危なかったな、反射神経を究極まで研とぎ澄すましていたら、初動で見切ったつもりになって顔を左に向けてしまっていた可能性も否いなめない。

　おそらくだが、心配性な性格ゆえ、ひなたちゃんのお父さんはわりと決断に時間がかかるタイプなのではないか。それがトリッキーな攻こう撃げきを生んだのだとすれば、今後も同じように早く反応しすぎると裏をかかれてしまう可能性が高いな。

「あっちむいてほい！」

「あっちむいて、ほい！」

　攻撃権が切り替わったものの、最初の俺の攻めも失敗。次の攻防でも決着が付かず、訪れたセカンドチャンス。

　そこで脳をフル回転させて、思案する。さぁ、どうする。

　このような、慎重型の相手を退しりぞけるための最適解は──！

「ぁあああああああああっちむいてェッ！」

「……っ!?」

　ひとつの策略を思いつき、俺はわざと大きく声を張り上げる。さらに腕の振りもこれでもかというほどオーバーアクションにして、虚勢でもってひなたちゃんのお父とうさんに挑みかかる。

　たぶん、効くはず。バスケでも、じっくり考え込む相手にほどハッタリが効果を発揮するというケースには何度か遭遇した。だからここも、きっと！

「ホィ──────────────────ッ!!」

「く……ああっ」

　念を送るつもりで力を込めた指先を、叫びと共に思いっきり振り下ろせば、ひなたちゃんのお父さんの顔もそれに連動する。

「ああ……残念、やられちゃったよ」

「すみません、うるさくしてしまって……」

「いやいや、良い気合いだった。この後も、お互い頑張ろうね」

「はい、ありがとうございます！」

　まだ三つ残っているバッジのうちの一つを差し出しながら、優やさしく微ほほ笑えんでくれるひなたちゃんのお父さん。健けん闘とうを祈り合いながら厳おごそかにそれを受け取り、初戦を運良く勝利で終わらせることができた重みを掌てのひらで感じる。

　衆しゆう人じん環かん視しの中、大声を張り上げてしまったが、羞しゆう恥ちはゼロ。有るのはただ、勝利のために互いに全力を尽くすことができたという清すが々すがしい誇りのみだ。

「やあ、昴すばるさん。次は是非、私と」

「紗さ季きのお父とうさん。はい、こちらこそよろしくお願ねがいします！」

　再び乱戦のフィールドに舞まい戻ってからほとんど間を置かず、ぽんと肩を叩たたかれ振り返る。見れば紗季のお父さんの胸にもバッジが四つ。既に一勝分のアドバンテージを蓄たくわえていらっしゃった。

「では、いざ尋常に」

　落ち着いた仕し草ぐさで、オールバックの髪をぺこりと下げる紗季のお父さん。俺おれもすぐに従って一礼してから、密ひそかに攻め手を考える。

　次なる相手の特徴は、はたして。部活で司令塔を務める紗季の父親なのだから、冷れい徹てつな知略家タイプか、それとも。

『じゃん、けん、ぽん！　あっちむいて、ほい！』

　考えがまとまりきらぬまま、お互いの呼吸が重なって勝負が始まってしまった。とはいえ、どのみち机上の空くう論ろんだけで戦局は乗り切れない。まずは防御を固めつつ、クセや特徴を探っていくしかないだろう。

『あっちむいてほい！　あっちむいてほい！』

　なかなか決着が付かず、拮きつ抗こうする勝負。

「……っ」

　しかし、次第に俺の中では焦しよう燥そう感かんが膨ふくらんでいた。

　なるほど、これはまたしても強敵。紗季のお父さんの指には先ほどとは逆に一片も迷いが感じられず、常に最小の動きで四方をランダムに指し示してくる。正せい確かく無む比ひな反復動作はまさに職しよく人にん芸げいと呼ぶにふさわしく、さながら俺はコテ捌さばきに翻ほん弄ろうされる鉄板の上のお好み焼きか。

　どうする。持久戦に陥れば間違いなく不利だ。相手の自滅が考えられない以上、早期決着を望むならこちらから何か仕掛けずには始まらないが……！

『あっちむいてほい！　あっちむいて、ほいっ！』

　決定打を辛かろうじて避けながら、戦略を練る。ミス待ちが得策ではないとなれば、勝つためには自ら積せつ極きよく的てきに攻こう撃げきを仕掛けねば。どこかに、どこかに突破口はないものか。同じ手は使いにくい。繁はん盛じよう店てんを常つね日ひ頃ごろから切り盛りされている方だから、先ほどのような大声でのハッタリに動じて頂ける可能性は低そうだ。

　何か他ほかに、俺がアドバンテージを作れる要素──それは。

『あっちむいってほい、あっちむいてほいっ！』

　それは、おそらく……肉体的なスピード。豊富な人生経けい験けんゆえ、ちょっとやそっとで精神的な動揺は期待できない。しかし、単純な『速さ』なら？　部活は休止中とはいえ、まがりなりにも現役のバスケプレーヤーである自分がフルスピードの反射神経を駆使すれば、正確無比な指捌きに綻ほころびを作り出すことができるかもしれない。

　もちろん速度を追求すれば俺自身がミスをする可能性も高まり、大きなリスクを抱えることになる。

　それでも、やるしかない。子どもたちに向ける情じよう熱ねつが本物であることを証明するためにも、前に踏み出さねば。

「あちむぃてほぃ…………ぁちみてほぃ！」

「く……っ！」

　発声が詰まりすぎて言葉の原形が崩れる領域まで、俺おれは口と身体からだの動きを上昇させていく。

　まだだ、もっと速く、もっと先へ……！　子どもたちの許もとへたどり着くために。俺は、どこまでも加速し続けなくてはならない！

「ぅあっちむぃてほいッ！」

「……っ!?　…………ふふ、さすがです。やられましたよ」

　やがて、俺の放った渾こん身しんの『左』が、紗さ季きのお父さんの首の捻ひねりと重なる。

「はあっ、はあっ。きょ、恐きよう縮しゆくです。ありがとうございました！」

　もはや肩で息をせねばならぬほど、厳きびしい戦いだった。

　でも、やったぞ。また一つ、俺は自分の限界を乗り越えることができた。

「君にならば、安心して『なが塚つか』の鉄板も任せる事が出来ますね。もし興きよう味みがあったら、いつでもウチに来て下さい。アルバイトでも……正社員としてでも。喜んでお雇いしますよ」

「嬉うれしいです。そんな風に言って頂けるだけで、光栄です」

　紗季のお父とうさんからすればこの上ない信頼を込めて下さった言葉であろうことは、想像に難かたくなかった。今はまだバスケ以外に身を置く余裕はないけれど、いずれ紗季のおうちで働くという可能性も、選択肢として有あり難がたく受け取らせてもらおう。

「では、また後でね。この後も健けん闘とうを祈るよ」

「こちらこそです。是非、表ひよう彰しよう台だいで……！」

　今回は辛かろうじて連勝することができたが、初戦も、二戦目も、薄はく氷ひようの上だった。お二方とも間違いなく勝ち星を重ね、上位に躍おどり出てくることだろう。

　同情など、おこがましい。この死闘に泥を塗らぬためにも、俺は俺で気を抜かずに更なる勝ち星を追求していかねば。去りゆく漢おとこの背中に敬礼を送りながら、心の中でそう誓いを立てた。

「好こう調ちようなようだね、昴すばるくん」

「風ふう雅がさん……！」

「どうだい、そろそろこの辺で、僕と戦ってみるというのは？」

「……謹つつしんで、承うけたまわらせて頂きます」

「面おも白しろい、そうこなくちゃ」

　そよ風のように微ほほ笑えみ、優ゆう雅がな立たち居い振ふる舞まいで間合いをとる風雅さん。

　正念場が続く。今までの傾向からして、風雅さんとの戦いも絶対に楽なものとはならないだろう。今度はどんな種類の力を見せつけられるか想像も行き届かないが、なんにせよ自分もまたフルパワーで挑ませて頂くだけだ。

「それでは、始めるよ。僕にとっての『全力』で、昴すばるくんを倒しにかかる」

「……よろしくお願ねがいします」

　ごくりと喉のどを鳴らしつつ、風ふう雅がさんと礼を交わす。心こころ遣づかいが産み出すフェイント、正せい確かく無む比ひな職しよく人にんの腕、ときて、次なる試練は……!?

「僕が君に見せるのは、『絆きずな』の力だ。……久く井い奈な」

「はい」

「っ!?」

　身構える俺おれと風雅さんの間に、音もなく立ちはだかったもう一つの影かげ、それは。

「すばるんさま、ご無礼をお許し下さい。ここは私がお相手を務めさせて頂きます」

　久井奈聖ひじりさん。普ふ段だんは真ま帆ほ付きである、三み沢さわ家けのメイドさんだった。

　絆……なるほど。時には適材適所で人脈を発揮するのも、れっきとした『力』の在り方ということか。それはチームスポーツに身を置く自分にとっても納得できる理屈だったし、また、戦う前から久井奈さんがかなりの強敵であろうことは容易に察しが付く。

　思惑を読み取りづらいポーカーフェイス。日々の業務で培つちかった冷静沈着な行動力。間違いなく、これまでの二戦と同等かそれ以上に、敵には回したくない相手だった。

　勝てるのか。俺は、この人に……？

「……よろしくお願いします、久井奈さん」

　弱気を振り払い、自ら攻めの構えを取る。ダメだ、始まる前から気持ちで負けてしまっていては好勝負など望むべくもないし、健けん闘とうを祈ってくれた紗さ季きとひなたちゃんのお父とうさんに顔向けができなくなる。

　やるしかない。たとえ玉砕覚悟でも、目の前の壁かべに挑まねば。

「こちらこそ、よろしくお願いします」

「では、さっそく始めましょう。じゃん、けん──」

「お待ち下さい」

「──え？」

　拳こぶしを突き出す間際、新たな声色に中断を求められる。その響ひびきには、間違いなくこの場にいる全員に確たしかな心当たりがあった。ほとんどタイミングを重ねて、俺と、久井奈さんと、風雅さんの三人は、ドキリと驚おどろきを隠しきれないまま同じ方に顔を向ける。

「め、萌め衣い……？」

　そこに凜りんと起立していた、明るい栗くり色いろのストレートヘアと透き通った瞳ひとみの持ち主であるエプロンドレス姿の女性の名を、どこか恐る恐るといった気け配はいを漂わせながら風雅さんが呼ぶ。

　いらっしゃったのは真帆の母親であり、言わずもがな風雅さんの奥さんでもある三沢萌衣さんその人だった。余よ談だんだが俺が今までお目にかかった限り常にメイド服姿なのは、真帆曰いわく『おとーさんのシュミ』とのこと。

「ど、どうしたのかな？　今は大切な勝負の最中なんだけど」

「大切な勝負、ですか。その割に、風ふう雅が。貴方あなたは高みの見物を決め込んでいるようですが」

「そ、それは……！」

　萌め衣いさんの指摘に、手を振りながら釈明を試みようとする風雅さん。

　……ぶっちゃけてしまえば。一度は浮かびきる前に吞のみ込んだ感情だけど、久く井い奈なさんが戦うと言われて、俺おれ自身これっぽっちも『ずるい』と思わなかったかと問われれば、多少答えに詰まるというか、うん。

「それは、有望な人間の力に頼ることができるのも、ひとつの才覚であるからですか？　なるほど、一理あるでしょう」

「そうだろう！　じゃ、じゃあ！」

「ええ、久井奈が戦うことに難なん癖くせを付けに来たわけではありません。ただ」

「……ただ？」

「でしたら、昴すばる様が誰だれかを雇うこともまた、貴方は認めなくてはなりませんよね？」

「えっ」

「認めなくてはなりませんよね？」

「…………も、もちろんそうなるが」

「だ、そうです昴様。ではここで本題なのですが、もし良ければ私にこの試合を任せては頂けませんか？」

「な!?」

　提案に、萌衣さん以外の三人が三人、大きく驚おどろきを露あらわにする。

　いやはや、これはまた、意外すぎる展開。

「な、なんでそんな、僕に仇あだ為なすようなことを……!?」

「自分で戦わないからです。もっともらしい理屈を付けて久井奈に丸投げしていましたが、本音としては風雅自身で昴様に勝つ自信がないからでしょう？」

「それは誤解だ！」

「そうですか。でしたら失礼いたしました。でも、どうあれ助すけっ人と有りのルールを持ち出したのは貴方あなたなのですから、昴様が誰を雇おうと文句は言えない。そうですよね？」

「……………………はい」

「というわけで、改めまして昴様。図ずう々ずうしいとは思いますが、久井奈の相手は私に任せて頂けませんか？」

「是非お願ねがいします」

　風雅さんとの問答の末にぺこりとお辞じ儀ぎして下さった萌衣さんに。俺もまた深く頭を下げる。……ここは、流れに身を任せた方が利口とみた。

「ご信頼感かん謝しやいたします。──さあ、久く井い奈な。遠えん慮りよは要いりません。今までの教えを全すべて活いかして、全力でかかってきなさい」

「……………………」

　再びまっすぐ背を伸ばし、感情を動かさないまま冷たく睨にらみを利かせる萌め衣いさんに対し、久井奈さんはこめかみから汗を一筋垂らしつつ後ずさる。普ふ段だんからは想像も付かないほどの取り乱しようで、ごくりと生なま唾つばを飲み込む音が俺おれの耳にまで届いたような気さえした。

　もしかすると、萌衣さんの出いで立たちはただの飾りには留とどまらず、三み沢さわ家けの家事全般を掌しよう握あく、管理している事実の象徴でもあるのかもしれない。言葉の節々、そして久井奈さんのただならぬ畏い敬けいの気け配はいから、なんとなくそう思った。

「……………………風ふう雅がさま。申し訳ございません。命を受けた以上全力を尽くしますが、冷静に判断しまして、この勝負……たいへん分ぶが悪いかと」

「いい、皆まで言うな」

　溜ため息いき交じりに、久井奈さんの言葉を制す風雅さん。そして、

「萌衣、僕が悪かった。やはり自分自身で、昴くんと勝負をしよう」

　御おん自みずから代理戦争の回かい避ひを提案なさった。

　それも無理はないというか、久井奈さんの萎い縮しゆくっぷりを見る限り、俺と直接対決した方が明らかに風雅さんの勝ちの目が大きそうだもんな。まさに蛇に睨まれた蛙かえるといった気配である。

　なるほど、真ま帆ほにとって萌衣さんは『天敵』だと伺うかがったが、どうやら少しも大げさな表現ではなさそうだ。この方だけは怒らせてはならないといった雰囲気が、三沢家全体に行き届いている。

「賢けん明めいです、風雅。それでこそ一家の長。健けん闘とうを祈ります」

「ありがとう、頑張るよ……。さあ昴すばるくん、時間を取らせて悪かったね。勝負を始めよう」

　どこか哀愁じみた空気を纏まとい、風雅さんは力なく笑う。

「よ、よろしくお願ねがいします」

　多少の躊ちゆう躇ちよも感じつつ、それでもこれは絶対に負けられぬ戦い。余計な感情はかなぐり捨てて、俺は改めて風雅さんとの直接対決に挑む。

「ふ……。完敗だ。星は持って行きたまえ」

「きょ、恐きよう縮しゆくです」

　勝敗は一度で決した。風雅さんは思惑が外れたせいで流れを失ってしまったのかもしれない。ニュートラルな対決ならもっと苦戦したに違いないという予感もあるので、ある意味ではこちらに運が向いたとも言えるが。

　とにもかくにも思い知らされたのは、三沢家における事実上の最高権力者がどなたか、というその一点であった……。

　三沢萌衣さん。まだまだ非常に謎なぞの多いお方である。







　時計とけいを見れば、この争奪戦もいよいよ終しゆう盤ばん。ざっと見た感じ星六つあれば上位には入れそうであったが、トップを目指すならもう一勝は重ねておきたいところだ。

　殊ことに教え子たちへの愛で、後れを取るわけにはいかないからな。もちろんここは守りに入らず、更なるポイントを狙ねらって当然の場面。挑むべき優ゆう勝しよう候補を見定めるため、俺おれはしばし教室内を歩き回る。

「わはは、また星獲とったみたいだな息子むすこちゃん！　ほんじゃそれよこせ！」

「だー！　なんで俺ばっかつけねらうんだよ親おや父じ!?　始まる前まであんまり興きよう味みなさそうにしてたくせに！」

「愛あい莉りからお茶淹いれてもらえるチャンスをスルーするわけねーだろうが。それに、こーしてお前に力関係を叩たたき込む良いチャンスでもあるしな！」

「うっせぇ！　今度こそ返かえり討うちにしてやる！」

　香か椎しい家けは、先ほどから何度も父子で壮絶な潰つぶし合いを繰くり広げている。老ろう婆ば心しんながら、あれでは効率が悪すぎて双方とも上位入にゆう賞しようすら逃のがしかねないような。……まあ、お父とうさんだけでなく万ばん里りの方もなかなかどうしてわりと楽しそうなので、もはや目的そのものが脇わき道みちに逸それ始めているのかもしれないけど。

　どうあれ、わざわざあの親子ゲンカに乱入してもほとんど得るものはない。今挑むべきは、自分と同じく星六つかそれ以上を確かく保ほしている、トップ候補。

「……最後に抜きん出るためには、やはり君を避けて通れないようだな」

「忍しのぶ、さん」

　参加者の胸元に注目しながらうろついていると、視界の正面に着流し姿の男性が、川のせせらぎのような滑らかさで現れる。輝かがやく星の数は、六。見逃しがなければ、どうやら俺と忍さんが暫ざん定ていでトップタイのようだった。

「対決して、頂けますか？」

「訊きかれるまでもない。むしろ、君こそ良いのか？　さほど、一位に利があるわけでもなさそうだが」

　ルール上では、トップになって得られるのは一巡目の小学生指名権のみで、二位以下の上位入にゆう賞しよう者しやに対し大きなアドバンテージがあるわけではない模様。ここで負ければ、星五つ。そうなったとしても入賞には届くかもしれないが、この状況であえて強敵を相手にするメリットもあまりない。もっと確実に勝利できそうな相手を狙ねらうか、あるいは結託して時間切れを待ち、互いに星六つでゲームを終えるのも手堅い戦法だろう。

「ただ、順位を拾うだけではなく。情じよう熱ねつと、誠意で、前に出られなければ。真の勝利とは言えませんから」

「ふっ、いっぱしの口を。だが、そうでなくてはな。形だけの栄光などに、意味はない。何かを成し遂げて得られる価値は、あくまで自らの内面の在り方によって決まるのだ」

　茶道──道を究めんと為なすことを生き様とする忍さんらしい、とても含蓄に富んだお言葉が胸に染み渡る。膨ふくらむ敬服の念。賜たまわったこの教え、大事にしよう。

　だが、勝負となれば別。智とも花かたちに抱く想おもいをしかと示すため、俺おれはこの方に挑み、勝つ。

　おそらく、今以上の覚悟を持って『あっち向いてほい』に挑む経けい験けんなど、俺の人生において後にも先にも有り得ないだろう。

「さあ、来なさい」

　脚を肩幅に開き、忍さんは厳おごそかに右の拳こぶしを前に突き出し、低い声で宣言した。

「これは、ゲームであっても遊びではない」

「……はい！」

　もう、余計な言葉は必要なかった。あとはただルールに則のつとり、自分の歩んできた頼りない、でも譲ゆずれない『道』を、ひとつの解答として形にさせて頂くだけ。

『じゃん、けん、ぽん！』

　声を重ね、男と男が咆ほう哮こうして空気を震ふるわせる。石と、鋏はさみ。出鼻の衝しよう突とつでは、忍さんに先制権を奪われてしまった。だが、まだまだ。本当の戦いはここからだ。

『あっちむいてほい！　あっちむいてほい！』

　瞳ひとみは刃やいば、拳こぶしは矛ほこ。より、疾はやく。より、強く。指先の閃せん光こうで相手を従属せしめんと、何度も切っ先をぶつけ合う。

「ォオオオッ！」

「ハァアアッ！」

　真空の中に置かれたような感覚と共に周囲の音が止やみ、聞こえるのは互いの叫びだけ。忍しのぶさんは鋭するどく、正せい確かくで、何よりも勝利への執しゆう念ねんに満ちた、揺るぎなき覚悟の持ち主だった。運動経けい験けんはさほどあるわけではないのかもしれないが、俺は今ここで悟る。

　ああ、間違いなくこの方は、智花の父親であると。あの子の熱ねつ意いや負けん気の強さは、疑うべくもなく忍さん譲ゆずり……！

『あっちむいて、ほい！』

　この勝負、小細工では動かない。奇策は自らの首を絞めることにしかならないだろう。決して二の足を踏まないこと。一いつ瞬しゆん一瞬に全力を尽くし、一度たりとも気負けせず、究極の一打を繰くり出し続ける。一度でも多くそれを為なし得た側が、きっと最後まで立っていられる一人ひとり。

　──一の、世界だ。

　準じる数に満足してしまった瞬間に終わる、孤高に至るための、戦い。

　もしかしたらそれを、かつて人は『武道』と名付けたのかもしれない。

　剣の技を競きそうとか、柔よく剛を制するとか、形の違いはあくまで副次的なもの。

　向き合う人と人とが頂きを極めんとすれば、時として『あっち向いてほい』もまた、れっきとした武道となり得るのだ。

「ふっ」

「ふふっ」

　手を緩ゆるめることのない勝負の最中、忍しのぶさんと俺おれは、ほぼ同時に微笑を漏らす。

　今、ほんの一いつ瞬しゆんだけ。本当の意味で、忍さんと心が通じ合ったような気がした。

『あっち向いて────────ほいっ！』

　そしてついに。決着の時。

「はあっ、はあっ……！」

「…………っ」

　俺が繰くり出した薙なぎ払いが、忍さんの右みぎ頰ほおに、その軌道を重ねる。

　限りなく偶然に近い、勝利。正直、もう一度繰り返したら、結末はかなりの確率で逆転するだろう。

　それでも、今この時ばかりは。

「いい、気合いだったぞ。昴すばるくん」

「…………ありがとう、ございましたっ」

　想おもいが、届いた。智とも花かたちへの気持ちが飾りではないと忍さんに伝わったからこそ、勝利の女神が微ほほ笑えんでくれたのだろう。

　戦いを終えた俺と忍さんの面おも持もちは、雲くもひとつない今日きようの秋空のように、どこまでも澄すみ渡っていた。
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　晴れて、勝ち取った栄光。星七つを確かく保ほした俺は、単独トップでこの激げき闘とうを乗り切ることに成功した。

　覚悟を形に変換できて、ただひたすらに歓喜の念が浮かぶ。

　……しかしながら、このときまだ俺は気付いていなかったのだ。

　勝ったら勝ったで、大きな問題を抱えてしまうという無情な事実に。

「すばるんトップかー！　さすがだな～！」

「おー。おにーちゃん、おめでとうございます」

「えへへ。わたしたちのお店を楽しんで頂けて、とっても嬉うれしいですっ」

「ふふ。部活と両立しながら、頑張って用意した甲か斐いがありました」

「そ、それでその……昴さん」

　上位入にゆう賞しよう者しやの一人ひとりとして壇だん上じように招かれた俺を、教え子たちが満面の笑えみで祝福してくれる。

　そして、五人は一いつ瞬しゆんだけ目配せを交わし、

『では、誰だれのスペシャルサービスをご希望か、指名をお願ねがいしますっ！』

　声を揃そろえ、はにかみ混じりの上うわ目め遣づかいを向けてくれるのだった。

「………………」

　そう、そうなのである。迂う闊かつ、あまりにも迂闊だった。

　あっち向いてほい大会の賞品は『好きな生徒を指名してマンツーマンで接客を受けられるスペシャルタイム』。

　つまり、俺おれは今、選ばなくてはならない。

「くふふ」「わくわく」「どきどき」「ふふ」「……ふぁう」

　子どもたちの中から、誰か、たった一人ひとりだけを。

　これは、あまりにも難なん問もんではないか。断じて自うぬ惚ぼれるつもりはないが、五人の教え子から一人を指名したら、多かれ少なかれ選ばなかった四人をがっかりさせてしまうような気がする。たとえその心配が恥ずかしい勘違いであったとしても、一人を優ゆう遇ぐうするような態度はコーチという立場からも断じて見せてはいけないだろう。

　それでもなお。仮に、これが五人と俺だけの問題ならば。優柔不断を打破して指名権を行使、不義理を働いた四人には謝しや罪ざいと共に後から埋め合わせを……という選択もできたかもしれない。

　ところが、現状においては事態がさらに複雑だ。

『………………！』

「うっ」

　背中に突き刺さる、無言のプレッシャー。振り返らなくてもわかる。この威圧感の主は、忍しのぶさん、風ふう雅がさん、紗さ季きのお父とうさん、ひなたちゃんのお父さん、そして父子対決を死し闘とうの末に制した万ばん里り。トップは逃のがしたものの、堅実に上位入にゆう賞しようを果たしたご家族の皆さんに間違いない。

　全員が、視し線せんで警けい告こくしているのだ。間違ってもウチの娘は選んでくれるなよ、と。

　例えば俺が智とも花かを指名したら、忍さんは愛まな娘むすめから給仕を受ける機き会かいを無条件で失ってしまう。重ちよう複ふく指名が許されない決まりなので、そんな残酷な状況が発生してしまうのだ。

　なんという、八方ふさがり。もはや口を衝ついて出る想おもいはたった一つだけだった。

「どうしろと……？」

「あ、あの。一位の方、よければ、指名を……？」

　事情を知る由よしも無い一人の生徒が、戸惑い顔で問う。ああ、俺が困窮で固まっているせいで、後がつかえているではないか。これ以上引き延ばすと、お店全体にも迷惑をかけてしまう。とはいえ、肚はらは一向に決まらず。

　……ええい。こうなったらもう、仕方ない。後のことは考えず自分の信念に従い、選ぶしかないか。たったひとりの、小学生を。

「…………っ！」

　迷いに迷い、最終的に俺おれが出した、その答えは──。







「ば、バカじゃねえの！　なに考えてんだよあんた……!?」

「すまん、本当にすまん。………………でも、お前が居てくれてよかったよ。……竹たけ中なか」

　選んだ答えは、『第六の男』との蜜月。

　途方に暮れて周囲を見回したところで折良く視界に飛び込んだ、シルクハットと半ズボンの少年を、俺はまるで闇やみに差し込んだ一筋の光のように全力で求めた。

　まさかの指名に竹中は本気で気持ち悪がっているけど、そしてその心情は痛いほどよく分かるけど、この際背に腹は代えられぬ。これこそが教室内の平和を保つための唯一解であると、俺は疑わない。

「あら、あの方、男の子を選んだのね……」

「夏なつ陽ひ君の親しん戚せきかしら……？　でも、今まで見たことないわよねぇ」

「単純に、女の子より男の子の方が好き、とか？」

「い、いやだわ奥さん……。いけないわよ、そんなの。何だか私、どきどきしてきちゃう」

　こちらの様よう子すを窺うかがう奥様方から不ふ穏おんな内ない緒しよ話ばなしが聞こえたり、

「さ、紗さ季き……。紗季たちのコーチさんって…………な、夏陽と…………その、特別な関係なの？」

「ち、違う……！　と、思うんだけど……。と、とにかく私にも、予想外すぎる展開だったわ。長は谷せ川がわさんと、夏陽。夏陽と、長谷川さん。そ、そういうのも、ある……のかしら？」

　あまつさえクラスの女子からも妙な視し線せんを集中的に向けられていることに気付いてもなお、選んだ道は間違っていないと信念を保っている。

　それはそれとして紗季にはできればちゃんと否定して頂けると嬉うれしかったのだけど……今は偉そうなことを言える立場ではないので謹つつしんで黙だまることに。

　ともあれ、事実として内戦の勃ぼつ発ぱつは回かい避ひできた。俺が竹中を選択した直後は五人から盛大な落胆とブーイングが漏らされたが、上位入にゆう賞しよう者しや全員の指名が終われば、みんな家族と初うい々ういしい緊きん張ちよう感かんを保ちつつ、店員とお客さんというロールプレイの中で団だん欒らんを育はぐくんでいた。

「……ああーもう、意味わかんねぇ。マジ意味わかんねぇ」

　終始不平を漏らし続けていた竹中も、なんだかんだいって給仕自体は最後まで真ま面じ目めに取り組んでくれた。この少年、今まで感じていたよりもさらにずっと良い子だな……。
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「あーあ。すばるんはぜったいあたしを選んでくれるって思ったんだけどな～」

「ご、ごめんな……。もちろん真ま帆ほにお茶を淹いれてもらうのも、すごく良いなって思ったんだけど」

「くふふ、まー許す！　おとーさんといっぱいメイドさんごっこできたし！」

「昴すばるさん、優やさしいですから……。私も昴さんに、日ひ頃ごろの恩返しはしたかったですけれど、その……今日きようはありがとうございますっ」

　サービスタイムが満了し、元の席に戻ってまもなく。改めて五人がやって来て、入れ替えまで残りわずかとなった時間を彩ってくれる。

　真帆に言葉の上では責められてしまったけど、その表情はさっぱりとした笑え顔がおだったし、はにかんで首をかしげる智とも花かの様よう子すからすると、どうやら俺の意図は薄うす々うす全員に伝わっているようだった。

「おにーちゃん。またこんどひなに、すぺしゃるさーびす、させてください」

「うん、ありがとう！　是非お願ねがいしたいよ」

　ひなたちゃんの有あり難がたい申し出に快かい諾だくし、

「あっ、もうすぐ入れ替えの時間……。やっぱり、短いですね」

「本当に、今日は来て下さってありがとうございます。できればこの後、もう少しお話できたら嬉うれしかったですけど、まだお仕事が残っていて……」

「こちらこそ、みんなの頑張るところが見られてすごく嬉しかったし、楽しかった。後でまた、いっぱい話を聞かせてよ」

　愛あい莉りと紗さ季きにも改めて感かん謝しやを伝えたところで、寂しくも時間切れ。まだここに居たいという気持ちがないと言えば噓うそになるけど、他ほかに楽しみになさっている方がいっぱい控えているんだもんな。決められたルールの中でこうして最大限の幸せを得られたことを、今はただ喜ぶべきだろう。

「じゃあまた後でな、愛莉。その……す、素す敵てきだったぞ」

「え、えへへ。ありがとうね、お兄にいちゃんっ」

　照れながら妹と素直な気持ちを交換する万ばん里り、そしてそれぞれの親御さんと共に、俺おれたちは後ろ髪を引かれつつも模も擬ぎ店てんを後にする。

「うふふ。昴さんっ、それでは、また今度」

「私たちは、もう少し展示を見ていくよ。……今日は、なかなか良い覚悟を見せてもらった。しかも、最後は我々に配はい慮りよもしてくれたしな。これからも、娘のことをよろしく頼む」

「はい！　ありがとうございます、責任を持って、智花と共に歩ませて頂きます！」

　湊みなと家け夫妻と未来への決意表明を交わし、他ほかのご家族とも挨あい拶さつを終えて俺たちは解散、自由行動へと移る。

「おい万里、お前ちょっと来い！　なんかストラックアウトの模擬店有るみたいだから、そこで決着つけんぞ！」

「決着も何も、俺おれの完全勝ち越しだろうが！　……でも、まーいいさ。親おや父じの得意分野でも圧勝して、その天てん狗ぐ鼻ばな叩たたき折ってやる」

「け、言うじゃねーか。今に見てろ。……つーわけで悪いが昴すばる君、万ばん里り借りてくわ」

「あはは。はい、了解です」

「すまんな昴。また学校で」

「おう、じゃーなー」

　さてこれからどうすべきかと迷い始めた矢先、万里が元野球部らしい父親に連れられて雑踏の中に消えて行ってしまった。いろいろ悪態を吐つき合ってるけど、実際のところかなり仲の良い父子だよな。

　それと、万里のお父とうさんって若干うちの親父と似たタイプかも。体育会系特有の共通したノリというべきか。今度帰ってきたとき紹介させて頂こうかな。きっと意気投合するのではなかろうか。

「んーと。なんか二人ふたりきりになっちゃったけ……ど」

「………………」

　香か椎しい家けを見送ってから、この後の予定を相そう談だんすべく振り返った俺を待ち構えていたのは、葵あおいの不ふ機き嫌げんな──否、不機嫌なのを必死に隠そうとしているかのような、どことなくひきつった笑え顔がおだった。

　ま、まずい。よくよく考えれば模も擬ぎ店てん内にいる間、ひとことも会話を交わしてない。別に葵は俺からのちょっかいを求めているわけではあるまいが、それにしたって今日きよう一日、あまりにも冷遇が過ぎた。

「ご、ごめんな」

「んー？　なんで、謝あやまるの？」

　彫刻のように固まった微ほほ笑えみのまま、やけに高い、無む理り矢や理り持ち上げたっぽいトーンで返事する葵。いかん、普通に怒っていてくれた方が俺もお詫わびがしやすいのだが、これだと埋め合わせも難むずかしい。

　おそらく、葵自身今日は子どもたちが主役だと確かく信しんしているから、機き嫌げんを悪くすることを是としていないのだろう。だとしても同行者として俺に問題があったことは誰だれよりも自分自身で理解しているので、ひたすらに申し訳ない気持ちが募るばかりだった。

　いやはや、まこと気の利かぬ人間で忸じく怩じの至り……。

「よ、よし。それじゃ、遊びに行こうぜ、葵」

「えっ」

　それでも悔やんでいるばかりではどうしようもないと、あえて軽い口く調ちようで提案すれば、葵はとても意外そうに顔を持ち上げる。

「もう、そういう気分じゃない……？」

「う、ううん。そんなことはないよ。そうじゃなくて、むしろ昴すばるがそろそろ帰ろうって言うかと思ったから。目的も、果たしたんだし」

　確たしかに、今日きよう最大の目的は教え子たちの勇姿を見届けること。それは間違いないのだが、でも、他ほかに何もないかといえば、答えは否。

「いや、まだ葵あおいと遊ぶっていう目的が残ってるぞ。俺おれとしては」

　せっかくのお祭りなのだ。幼なじみ同士で遊びに来て、骨の髄ずいまで堪たん能のうしないでどうする。

「昴……」

「もしよかったら、いろいろ見ていかないか？　なんか二人ふたりきりになっちゃったし、葵が興きよう味みなければ無理にはお願ねがいしないけど」

「…………ふふっ。ううん、むしろ、私からもお願いする。遊んでいこう、昴」

「おう、がってんだ！」

　ここでようやく、葵の表情に本当の意味での笑顔が宿る。……良かった。これだけ常つね日ひ頃ごろから恩を受けておきながら、仇あだで返してばかりだったらあまりにも申し訳ないからな。

「──昴、たこ焼き買お！」

「も、もうわりと満腹気味なんだけど」

「なーに言ってんの！　お祭りの時ぐらい限界突破しないと！」

「……んむ、確かにそうだ。よーし、お供いたしましょう！」

　その後は、互いに上じよう機き嫌げんのまま心ゆくまでお祭りを堪たん能のう。思えばここ一ヶ月と少しの間、葵とは意図的にライバル関係に収まっていたので、こうしてのんびりと平和に過ごすのもなかなかどうして久しぶりだ。

「はー。さすがにお腹なかいっぱい」

「俺もだ。でも、どのお店も学園祭とは思えないくらい美お味いしかった……お？」

　お腹をさすりながらようやく初等部の出店を一通り見終わったころ、ふと気になる屋号が目に飛び込んできて、足を止める。

「どうしたの？」

「いや、ほら。『占いカード』だって。葵、やってみたら？　結構好きなんだろ、占い」

　以前二人ふたりで京きよう都とに行ったときのことを思いだして、なんとなくその手作り感溢あふれるファンシーな鳥居を摸したピンク色の屋台を指さす。

「そういえばもう、あれからひと月以上なんだね。早いなあ……」

　すこし感慨深そうに、しみじみ呟つぶやく葵。それからこくりと頷うなずいて、コインを片手にお店に近付いていった。まあ、小学生の出店だから信しん憑ぴよう性せいとかはなんとも言い難がたいけど、ある意味ではそのぶん気軽に引けるのではないか。

「ただいま」

「お帰り。どうだった？」

「今から見るとこ。……すー、はー」

　ほどなくして戻ってきた葵あおいは、大きく深呼吸してから真剣な面おも持もちで手にした紙の折り目を解く。意外にも大まじめなのは本当に占いの類たぐいが好きなのか、はたまたよほど大事な運命を問うているのか。

「……ぷっ！」

　紙に目を向けて、間かん髪はつを入いれず噴ふき出す葵。

「なんて書いてあったんだ？」

　やけに早い反応に興きよう味みを引かれて質問してみれば、

「なんか、神様に怒られちゃったかも、ふふっ」

　葵は少し迷ったような仕し草ぐさの後、俺おれにカードを見せてくれた。

　そこにあどけない文字で記されていたのは、ほんの一行。

『がまんが、だいじです』

　ただ、それだけだった。今日きようにおいてはその『がまん』を強しいてしまった俺だから、同じように笑うわけにはいかない。

　でも、そんな忍耐を強しいられてもなお、葵が今この瞬しゆん間かんを楽しんでくれているのだとしたら、俺もまたついほっと胸をなで下ろさずにはいられないのであった。
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　　　　【１】




「……で、どうするの昴すばる？」

「本当に参った。まさかこんなことになるなんて」

　定例のバスケ同好会の後、俺おれと葵あおいはフードコートのハンバーガーショップで膝ひざを突き合わせて将来のことを相そう談だんしあっていた。

　──互いの間に宿った、幼き存在について。

「私も同意の上だったから責めるつもりはないけど、対策を怠おこたったのは確たしかね」

「いやはやまったく……。でも、言い訳するつもりじゃないけどさすがにこの歳としだと子どもの可能性なんて予測が付かないよ」

「これだけ頻ひん繁ぱんにやることやってたんだから当然の成り行きじゃないの……。でもまあ、それは良いの。私、後悔なんてしてないし」

「それはもちろん俺もだ。生半可な気持ちで関係を持ったつもりなんてない！」

「うん……。だから、後ろ向きに考えるのはやめてこの先どうするかを決めましょ。引き返せなくなる前に、ちゃんと覚悟を決めておかないと」

「……まさか、諦あきらめるって意味か？　それは絶対に反対だ！　希望ある未来を、俺たちの勝手な都合で摘つみ取ってしまうなんて！」

「落ち着いて。そんなこと言ってない。もちろん、私だって気持ちは昴と同じよ。だからこそ、理想だけじゃなくて現実的に考えないと。策も練らないで隠そうとしたって、学校や友達には一発で見つかっちゃうわ。どうしたって、目についてしまうもの」

　伏し目がちになり、ゆっくりと自分のおなかをさする葵。体たい調ちようも万全ではないだろうに、いろいろ負担をかけて申し訳ない限りだ。

「……すまん、そうだよな」

　あらん限りの誠意を込めて、頭を下げる。しかし、こういう時いざとなると冷静なのは女性の方なんだな。原因を作った俺ばかりがおろおろして、男の弱さを露ろ呈ていしてしまう。

「…………」

「…………」

　しばし無言となってドリンクをすすり合う俺たち。情けない姿を返上するためにも、なにか建設的な意見を出したいところなんだけど。

「──話は聴きかせてもらったぜ」

「二人ふたりとも、黙だまっていたなんて水くさいよぉ」

　と、そこへ同好会メンバーである柿かき園ぞのが俺の隣となり、御み庄しよう寺じが葵の隣にやってきて、しずしずと椅い子すに腰掛けた。気を遣つかってくれたのか、相談を始めるや隣のテーブルに移動してしまった二人ふたりだったのだが、結局会話の内容は筒抜けだったらしい。

「別に隠していたわけじゃないんだけどね。ゾノとショージは、どうしたら良いと思う？」

　葵あおいが問うと、柿かき園ぞのはこほんと咳せき払ばらいをひとつしてから真剣な眼まな差ざしで俺おれたちを交互に見やる。

「ズバリ言うぜ。…………産もう。それしかない」

「せっかく二人の間に宿った新しい命だもん。いろいろ大変だとは思うけど、弊へい社しやたちはずっとずっと味方だよぉ」

　そして御み庄しよう寺じと共に、低く芯しんの通った声で胸の内を吐と露ろした。

「…………………………へ？」

　まったくもって意味不明ではあったが。

「産もうって、なんの話よ？」

「ん？　ブチョーとセンセーの間に子どもがデキちゃったって話だろ？」

「ぶっ!?」

　間の抜けた声を出してしまった俺に続いて眉まゆ根ねを寄せた葵が、盛大にコーラを噴ふき出す。さもありなん、というかこっちも危うく椅い子すから転げ落ちるところだった。

「あ～あ～葵ちん、破水にはまだ早いよぉ」

「バカじゃないの！　なんでそうなるのよ！　ななななななんで、私と、すすっ、昴の間に……っ!?」

「あれ、違うの？　子どもがどうとか言ってるからてっきり」

「アホか……。智とも花かたち──慧けい心しんのみんなの話だよ……」

「だよね～。知ってた」

「知っててもあえて乗っかってあげるのが様式美だと、弊社どもは判断いたしました」

　全く懲こりず、悪びれず。二人は葵の口元と服をナプキンで拭ぬぐってやりながら空いている方の手で敬礼を向けてくる。やはりわざとか……。いい加減このパターンにも慣なれてきたので薄うす々うすそんな気はしていたが。

「んでんでんで？　智花ちゃんたちがどしたって？」

　何事もなかったように片かた肘ひじをついて詳細を促す柿園。葵は未いまだ顔中真まっ赤かで怒り心頭といった様よう子すだが、俺から何か言って鎮しずまるものでもないような気がするので不本意ながらあらましを伝えることにする。

　発端は、七な芝しば高こう校こうの文化祭。一般的な高校の例に漏れず秋も深まってきたこの時期に我が校でも伝統行事が催される運びになっているのだが、その当日に、智花たち慧心女バスメンバーから『遊びに行きたい！』とリクエストを受けてしまったのである。

　もちろん、気持ちの上では大歓迎だ。特に俺が籍せきを置く体育科はクラスでの展示が免除されており、はっきり言って終日ヒマである。日ひ頃ごろお世話になっているお礼を果たすため、ここぞとばかりに案内をしてあげたいところなのだが……。

「センセー、子連れはちょっとキケンかもね」

「そうなのよね……。男子バスケ部の事情が事情だけに」

　察しの良い柿かき園ぞのがいち早く理解を示し、ようやく顔色も普通に戻った葵あおいが溜ため息いきを一つ。そう、問題は男バスが『部長と小学生女子との交遊』というトンデモな理由で休部中であることに尽きる。

　来年、是が非でも部を復活させようと意気込んでいる身としては、学校から変な勘ぐりを受けることだけは避けるべきだ。そんな折に小学生の女子五人を引き連れ校内を闊かつ歩ぽするというシチュエーションは、鈍にぶい俺おれでもどれほど目立つことになるのか想像に難かたくない。『あの子たちとはどんな関係か？』と問われたら、はたしてなんと説明していいものやら……。

　言わずもがな、智とも花かたちとは遊びじゃなく真剣な気持ちで付き合っているし、互いの関係に後ろめたさなど毛ほども存在しないのだが、それはそれ、世せ間けん体ていは世間体というヤツで。

　またいっぽうで、頭を下げて皆に断りを入れるのも非常に気が引ける。子どもたちにはなんの罪もないわけだから、勝手な事情で意気消沈させるのもまた信条にもとるのである。

　こうして板挟みに陥ってしまった俺は、葵と共に目前まで迫った文化祭をどう迎えるかで頭を悩ませているのであった。

「俺の場合は妹とその友達ってことでなんの問題もないんだが、確たしかに昴すばるは危ういよな～」

　同卓に座りながらなぜか長らく無言を貫いていたもう一人ひとりの同好会メンバーである愛あい莉りの兄、香か椎しい万ばん里りが腕組みして天てん井じようを見上げる。黙だまっていたのはたぶん柿園たちの混ぜっ返しがめんどくさかったのだろう。

「万里経由で愛莉と仲良くなって、ついでにその友達と……ということにするのはどうかな？」

「なんで俺の妹と仲良くなろうとするんだよ殺すぞ」

「それじゃ明らかに下心アリアリじゃない……。そもそも噓うそついたってすぐボロが出るでしょ、昴なんて」

「センセーだしな～」

「センセーだしねぇ」

　散々な言われようだ。

　それはともかくとして（正直傷ついたが）、我ながら虚構のシナリオを用意するというのは愚かな発想だった。それでは子どもたちを騙だますことになってしまうし、後ろめたさを塗り重ねるだけでしかない。

「こいつは困ったね～。誰だれかが悪いことしてるわけでもないのが尚なお更さらな～」

「難むずかしい問題だねぇ」

　珍しく親身になって嘆いてくれる柿園と御み庄しよう寺じ。結局正答を見いだせないまま、時間ばかりが経過していく。いい加減帰路につかないと遅くなりすぎるな。夕食のためにフードメニューには手を付けなかったから腹ぺこだし。葵は葵で微妙に胃の調ちよう子しが良くないみたいだし。

「今日きようのところはもう帰ろう。まだいくらか時間はあるし、家でゆっくり考えてみるよ。みんな、相そう談だんに乗ってくれてありがとう」

「気にすんな。昴すばるだけの問題ってわけでもないしな」

　苦笑混じりに立ち上がると、万ばん里りが力強く親指を立ててくれる。なんだかんだで良い奴やつばかりで、友情が身に染みる。

　そして子どもたちもまた無邪気さとひたむきさで俺おれに元気を与えてくれる存在なわけで。

　やはり、誰だれにとっても楽しく文化祭を迎えられるような答えを是が非でも見つけねば、と再さい確かく認にん。

　難なん題だいだが、逃げるわけにはいかないのだ。運命の日まで残るはわずか。意地でも天啓を引きずり出すしかない。

「……ねえ、昴」

「ん？」

　覚悟を胸に家路を辿たどっている途中、葵あおいが肩にかけたスクールバッグの紐ひもをぎゅっと握りしめながら、俺を見上げる。

「平和的に、だれも傷つかない結末のためなら、なんでもする覚悟はある？」

「もちろんだ。……なにかアイデアが浮かんだのか？」

「まだ、なんとも言えないけど。ちょっと試してみたいことならひとつ思いついた、かな」

　やけに伏し目がちな葵。その雰囲気に少し戸惑いつつも、可能性があるなら賭かけてみたいという想おもいは確たしかめるまでもない。

「マジか!?　教えてくれ！　俺にできることならなんでもする！」

「絶対にいけるっていう自信までは持てないから、期待するのは少し待って。……それなら、ひとまずは実じつ験けんね」

「実験？」

「だいじょうぶ、近々嫌いやでもきっとわかるわ……ふふふ」

　一転、含み笑いで思わせぶりな葵。いったい何なんだ。

　でも、まあ良い。とにかく頼もしき幼なじみの言葉を信じてみるしかないだろう。

　結局その場では答えを知ることができないまま、俺は駅で葵と別れ、我が家に戻った。







　その日の夜半。夕食を済ませて自室でくつろいでいると、

　──ぴんぽーん。

　階下から来客を告げるチャイムの音が届いた。

　ん、こんな時間に誰だろう？　ミホ姉ねえが今さら飯をたかりにきたのだろうか。

『すばるくーん。葵ちゃんよ～。上がってもらって良いかしら？』

　答えを確たしかめる間もないまま、母かあさんの上じよう機き嫌げんな声。ん、葵あおいか。同好会の時に伝え忘れたことでもあるのかな。

　いや、それなら電話かメールで済ませれば良いはずだよな。今日きようわざわざ来てまで果たしたい用事となると、なかなか想像が追い付かない。

　待てよ。そういえばさっき別れるとき、なにか『実じつ験けん』をしたいと言っていたような。となると、その辺に関係があると踏むのが妥当かもしれない。

「ああ、入ってもらって！」

　とにかく、直接会って訊きくのが手っ取り早い。母さんに返事して、俺おれはそのまま部へ屋やで待たい機き。階段を上る音が消えたあたりで腰を上げ、ノックに応こたえドアを開く。

「どうした？　いきなりウチまで来るなん──」

「夜分遅くに失礼いたします、すばるん様」

「…………く、久く井い奈なさん？」

　てっきり葵だと思ってラフな対応をしてしまった俺は、眼めの前でお辞じ儀ぎする予想外な人物の姿にびくりと驚おどろいてしまう。

「いきなりでごめんね、昴すばる」

　葵自身も、居ることは居る。……来客は、二人ふたりだったようだ。それも、かなり意外な組み合わせの。

　どういうことだろう。三み沢さわ家けで働くメイドさんと、幼なじみのコンビ。俺の知らぬ間に、お互いかなり親密になっていたのだろうか。

「入って良いかな？」

「あ、ああ。もちろん」

「ありがとうございます。それでは失礼いたします」

　葵に促され、二人を自室へ招き入れる。戸惑いは消えてないが、立ち話を強しいるのも申し訳なかったのでクッションに腰を下ろして頂くことに。

「へぇ。抜き打ちだったのに意外と綺き麗れいにしてるじゃない。といっても、片づけたのは七な夕ゆさんだろうけど」

「いえ、本棚の整せい理り整せい頓とん具合に、すばるん様ご自身の丁てい寧ねいなお仕事が表れていると思います」

　抜き打ちで来た本人が偉そうに……という小さな憤いきどおりと、家事のプロフェッショナルである方に褒ほめられたことへの喜びが同時に芽め生ばえ、ますます感情が不安定になる。

　ちなみに正解は葵の方。不本意ながら。

「ええと、今日は一体どのようなご用件でしょう？」

　我慢できなくなって、久井奈さんに問う。今まで葵と遊んでて、ついでにウチに立ち寄った──というセンは、あらゆる角度から考えづらいよな。

「私が無理を言ってお願ねがいしたの。久井奈さんなら、私の考えていることを実現して下さるんじゃないかって思って」

　目め線せんで会釈しつつ答こたえたのは葵あおいの方だった。やっぱり、文化祭にむけての作戦絡みか。状況的にも、それがいちばん濃のう厚こうだとは思っていたが。

「お任せ下さい。僭せん越えつながら、あおいっち様の理想を形にしてみせます。私も、すばるん様には充分以上に『素質』がおありだと感じますので」

「ありがとうございます！　では、あまり遅くなっても申し訳ないですしさっそくお願ねがいしてもいいですか？」

「かしこまりました」

　俺おれを置いてけぼりに意気込む二人ふたり。悩ましき問題に立ち向かうわりには、両者とも妙に楽しそうに見えるのが若干キナ臭い。

　だとしても、俺が尻しり込ごみするわけにもいかないよな。みんなで楽しい文化祭を迎えるためにならなんでもするという覚悟に偽りはないのだから、いかなる実じつ験けんでも受けて立ってやる。

　さすがに、命まで取られるようなことにはならないだろうし……。

「すばるん様、よろしいでしょうか？」

「はい。何をするかはわかりませんが、久く井い奈なさんにお任せします」

「では、早速」

　にこりと笑い、久井奈さんは部へ屋やに持ち込んだ四角い鞄かばんを開く。

　その中に、ぎっしりと収められていたのは──。

「………………え。…………これ、は？」

　ぞわりと背筋に寒気が走る。拷ごう問もん器具が入っていたわけではなく、得え体たいの知れない薬品が出てきたわけでもなく、その一つ一つは比較的頻ひん繁ぱんに目にする類たぐいのありふれたモノだ。

　しかし、これらの『道具』を今、あろうことかこの俺に使おうとしているという状況に照らし合わせると。

　──間違いなく、凶器。

　……あるいは、狂気としか表現しようがなかった。

「ちょ、ちょっと待て！　あ、葵！　お前いったいなに考えてる!?」

「ねえ昴すばる。さっき、何でもするって言ったよね？」

　爽さわやかな、一点の曇くもりもなき笑えみ。それが逆に恐ろしい。恐ろしすぎる。

「確たしかに言ったが！　だけどそれは上う手まくいく可能性があればの話だ！　こんなことしてなんになる!?」

「大丈夫、きっと成功するわ。昴ならきっとね」

「意味がわからん！　い、嫌いやだ！　俺は絶対嫌だぞ！」

　もはや埒らちがあかぬと立ち上がり、自室から撤てつ退たいを試みる。

「ああもう往おう生じよう際ぎわが悪い！　いいじゃないの、減るもんじゃないんだ……しっ！」

「ぐお!?　や、やめろ！　減るわ！　超減るわ！　心がすり減るわ！」

　させじと俺おれを羽は交がい締じめにして、ベッドに引き倒す葵あおい。

「お願ねがいします久く井い奈なさん！　ヤッちゃって下さい！」

「お任せ下さい。……うふふ、大丈夫ですよすばるん様。誰だれだって初めての時は怖れを感じますが、そのうち『これ』なしでは生きられなくなりますから」

　仰あお向むけに倒れた俺の下に潜もぐり込み両足を絡みつかせる葵の誘いを受け、久井奈さんがスカートを優ゆう雅がにたくし上げて馬乗りの体勢に。

　シングルベッドで二人ふたりの女性と密着。羨うらやましいシチュエーションに聞こえるかもしれないが舌を嚙かんで自決する可能性についてちょっぴり考えてしまうほど進しん退たい窮きわまる局面だった。『サヨナラ！』の一言で爆ばく発はつ四散できるものならばそうしたい。

「うふふふふ、始めますよすばるん様」

「ハァハァ……。な、なんか興こう奮ふんしてきたわ」

「や、やめろ……やめてくだ……さい……」

　階下の母かあさんに助けを求めるという可能性も一いつ瞬しゆん考えたが、すぐに棄却。

　だってこの状況を見たら、喜び勇んで自分も参戦してくるに決まっている……。

　結けつ論ろん。

　もはや万事休す。

「や……やめろ～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～！」

　──そして俺は、穢けがされた。







「しくしく」

「……いけるとは思っていたけど、ここまで完かん璧ぺきなんて」

「しくしく」

「驚おどろきました。私も、新たな世界を発見した気分でございます」

「しくしく」

　部へ屋やの隅っこで壁かべと向き合い体育座りを続ける俺をそっちのけに、未いまだ高揚感をたっぷり残して声を弾ませる葵と久井奈さん。

「癖くせになっちゃいそう」

「この快楽に溺おぼれてしまいそうです……」

「しくしく」

　ああ、生きる意味ってなんだっけ。

　なんだか人として大切な軸を失ってしまったかのような気分だ……。

「ほら昴すばる、いつまでメソメソしてるのよ。むしろ喜びなさい、ついに文化祭を乗り切る目め処どが立ったんだから」

「コレでどうやって乗り切るんだよ……。よけい傷が深まるだろうが……」

「ふふっ、そうでもないわよ。私の方はますます自信が高まったわ。あとは当日、しっかり段取ってあげるから。大手を振ってみんなと遊べるように、ね」

　そう言われてうすうす葵あおいの魂胆が読めてきた。でも無理だろそれ。

「絶対バレるって……」

「それは昴すばるのがんばり次第よ。始まっちゃったら引き返せないんだからせいぜい死ぬ気で乗り切ることね」

　横おう暴ぼうにもほどがある。確たしかになんでもするとは言ったが、これは明らかに持っている資質以上のものを要求されてるだろ。『やる』と『できる』は意味が違うことを理解して欲しい。

「さてと、あんまり長居すると七な夕ゆさんに悪いし、今日きようはもうおいとまするわ」

「私も、そろそろ失礼します。うふふ、真ま帆ほさまには当日まで内ない緒しよにしておきますのでご安心下さいませ」

　訴えも虚むなしく、人を散々弄もてあそぶだけ弄んで二人ふたりは帰り支じ度たくを始める。ど、どうする。このままだと本当に葵の『作戦』で当日を迎えることになってしまうぞ。

「じゃ～ねん」

「それではすばるん様、また」

「ちょ、ま……」

　まごついてるうちに逃げられた。意地でも引き留めるべきだった場面に思えて仕方ないが、魂のジェム的なものが濁にごりきっていて身体からだがぜんぜん動いてくれなかったのである。

「どうすりゃいいんだよ」

　静寂を取り戻した部へ屋やの中で、再び膝ひざを抱える。早くも死にたさマックス。子どもたちの笑え顔がおのためという想おもいが辛かろうじて精神をつなぎ止めているが、全すべてを捨てて逃げ出したい衝しよう動どうもまたとめどなく膨ふくらみ続けていた。

「とりあえず、シャワーで身を清めよう……」

　力を振り絞って起立。どうあれ、ずっと汚されたままでいるのは耐えられない。失った純じゆん潔けつを少しでも回復させるべく、俺はふらふらした足取りで階段を降りる。

「あらあらまあまあ」

「…………しまった」

　そして、運悪くリビングから出てくるところだった母かあさんと出くわした。俺の姿を目に留めるやきらきらと瞳ひとみを輝かがやかせる様よう子すに、もういっそ殺してくれと天に向けて叫びたくなる。

　葵め、一生恨うらんでやる……。
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　　　　【２】




「センセーやっほ！　迎えに来たよん！」

「葵あおいちんから『絶対逃がすな』という指令を頂いてまいりましたぁ」

「……しまった」

　文化祭当日の早朝、条件反射で自宅の玄関を開けてしまったことを深く後悔する。智とも花かが朝練に来てくれたのかと思ったが、そういえば今日きようはこの後に備えて休みにしようと約束していたのだった。寝ね惚ぼけた頭のせいでミスを犯した結果、柿かき園ぞのと御み庄しよう寺じに退路を断たれる羽目に。

　昨晩悶もん々もんとしてなかなか寝付けず、睡眠不足に陥ってしまったのもマズかったな……。

「あら、ゾノちゃんにショージちゃん。お久しぶりねぇ」

「おはようございます七な夕ゆさん！　朝からお邪じや魔ましてすみません！」

「おはよぅございます！　あいかわらずお若いですねぇ」

　ますます目の下のクマを色いろ濃こくしていると、母かあさんが顔を出して二人ふたりに笑え顔がおを向ける。

「そんなお世辞なんて良いわよう。朝ごはんは済ませた？　まだなら食べていかない？」

「だいじょぶっす、食べてきました！」

「今にも緊きん張ちようで倒れそうなすばるくんにだけたっぷり食べさせてあげて下さぃ」

　すばるくん言うな。ちくしょう二人ともやたら楽しそうだ。間違いなく俺おれがこれから挑まねばならぬ苦く難なんについて葵から聴きいているな……。

「──それじゃあ行ってらっしゃい。うふふ、今日は頑張ってね」

「登校拒否ってこんな気持ちなのかな……」

　柿園たちを待ちぼうけにさせるのもなんだろうとのことで、朝食は弁当に変身して俺の鞄かばんの中に。どのみち喉のどを通る気がしないのだけれど。

「ねえ、すばるくん。どうしても、見に行っちゃダメ……？」

「お願ねがいだから勘弁してくれ。もし来たら、お宅の息子むすこさんは二度と家に戻らなくなるぞ」

「残念だわ……」

　うずうずと俺の顔色を窺うかがう母さんに渋じゆう面めんでかぶりをふり、葵の放った刺し客かくどもと一いつ緒しよに外へ出る。親不孝者と言われれば否定はできないが、逃げ出せないなら傷口はせめて少しでも浅くしたい。それくらいのわがままは許して頂けやしないだろうか。

「ふひひ」

「ふひひ」

「気持ち悪い笑い方するんじゃねぇ……」

　季節外れの春風に包まれたかのような二人に両りよう脇わきを挟まれ、絶望と諦てい観かんを半々に通学路を歩く。こいつら本当に他ひ人と事ごとだと思って。いや実際他人事なんだろうけど。

「だって弊へい社しやたちはまだ『実物』を見てないからさぁ」

「一体どんな感じなのか楽しみでしかたないじゃんかよ～」

「目の毒にしかならんっての……。当の葵あおい本人は今何してるんだ？」

「クラスで朝から準備だって」

「そんで手が離はなせないから、弊社たちに助すけっ人と要よう請せいが出たわけです」

　なるほど、言われてみれば万ばん里りのクラスも始発集合で仕上げの設営、という話だった。

　残念だ。もし迎えに来たのが無む茶ちやな計画を立てた張本人だったら逃げ出すための手段は選ばなかったのに。

　……って、いや。だめだ、もう腹をくくろう。子どもたちに気兼ねなく楽しんでもらうことが目的である以上、俺おれが失しつ踪そうするという選択肢は絶対に取り得ないのだから。

　不本意だ。不本意だが、やるしかない。

　一応の不退転を決意したところで駅に到着。脳内ドナドナをＢＧＭに電車は揺れる。最寄り駅から歩くこと数分でとうとう七な芝しば高こう校こうの校門が眼めの前に迫ってしまった。

「おはよ～！　ゾノもショージも今日きようはごめんね！」

「いやいや、むしろこんな楽しげなイベントに巻き込んでくれて大だい感かん謝しやでありますよ！」

「わぁ、葵ちんその衣装よく似合ってるねぇ」

　そして、待ち構えていた黒幕と対面する。クラスの催しに備えてかなり特殊な出いで立たちをしている葵だったが、今日に限ってはそこかしこを歩く生徒たちが多種多様な服装なので、特段目立つことはない。

「うむうむ、ちゃんときたわね昴すばる。えらいわ」

「他ほかにすがる藁わらもないからな……」

　さて。満足顔で腰に手を当てる葵だが、その身を包んでいるのは黒を基き調ちようとしたシックなエプロンドレス──いわゆる一つのメイド服である。

　つまり、葵のクラスの出し物はメイド喫茶。このご時世においては、もはや定番といっても差し支えの無さそうなセレクションだ。

「どう、これ？　女子の何人かでデザインした手作りなんだよ」

「似合うよ。……葵には、な」

　ひらりと膝ひざ丈たけのスカートを翻ひるがえす葵に生返事で応じる。普ふ段だんなら真ま面じ目めに答えるのも恥ずかしくて『馬ま子ごにも衣装』とか茶ちや化かしていた場面かもしれないが、今はとてもそんな気にはなれず。

　──なにせ、この後同じモノを俺も着なければならないのだから。

「だいじょうぶ、昴にも必ず似合うってば。ふふっ、それじゃ行こうか。校舎裏で久く井い奈なさんが待って下さっているから」

　そう、着るのだ。俺も。……メイド服を。

　葵の考えた、危き機き回かい避ひプラン。

　それは、なんと、あろうことか。

　女装によって一部の人間以外の前から長は谷せ川がわ昴すばるの存在を消し去る──という、まさしくトンデモとしか言いようがない内容だった……。







「お待ちしておりました、すばるん様」

　導みちびかれるまま歩いていくと、雑踏も届かない校内の片隅に簡かん易いテントが立てられており、中でもうひとりの助すけっ人とが待たい機きなさっていた。力入れすぎだと思う。無む駄だに。

「久く井い奈なさん、甘えてしまって本当にごめんなさい。すみませんが、よろしくお願ねがいします」

「お任せ下さい。この前以上に、隙すきのない美しさを演出してみせます」

　葵あおいが久井奈さんに頼ったのは、特殊メイクの技術。以前真ま帆ほ主催の肝試し大会が開かれたとき、ご自身が精巧なメイクでリアルゾンビに扮ふんしてみせたことを俺おれから聴きいていたので、ならば──と閃ひらめいたのだそうだ。

　俺を女に見せかけ、メイド喫茶の助っ人としてクラスに混ぜ込み（外部からの飛び入り店員も受け付ける、という企画書がもともと学校に通っていたらしい）、子どもたちにだけ正体を告げてこの文化祭を乗り切る。

　以上が葵の構想した作戦の全ぜん貌ぼうである。

　長らく苦楽を共にしてきた仲であるが、今さら疑念を抱かされる。

　荻おぎ山やまさん、意外とアホなんじゃなかろうか。

「楽しみだねぇショージ～」

「楽しみだねぇゾノぉ」

　きゃいきゃい騒さわぐ外野の方たち。同じ苦しみを味わわせてやりたい。

　いや、この二人ふたりなら男装だろうがバカ殿だろうが喜んで着こなしそうだけど。

「葵、ひとつ約束をしてくれ。……もし、俺の女装を見て、柿かき園ぞのか御み庄しよう寺じが一いつ瞬しゆんでも笑ったらこの案はナシだ。どうせバレるなら、やらない方が良い」

「……いいわよ。ゾノかショージのどっちかでも笑ったら、中止ね」

　予想外な聞き分けの良さは、自信の表れか。しかし俺もまた醜しゆう態たいを晒さらさずに済むことを確かく信しんする。笑わらい上じよう戸ごとして名高い二人だ。我慢できるはずなんてない。

「お、なんか重要な任務をもらっちゃったね……フヒヒ」

「これは真ま面じ目めに品評しないとだねぇ……フヒヒ」

　ほら見ろ、もう既に笑いかけとる。

　まあ、ボツになったらなったで打つ手立てを失うわけだが、散々繰くり返している通り不可能な方法で挑んでも骨折り損だからな……。

「じゃあ、昴のことは久井奈さんにお任せして私たちは外で待ってるわね」

　手を振り、友人たちを引き連れてテントから出る葵あおい。

「それではすばるん様、始めさせていただきます。体型矯きよう正せいのためにきつめのコルセットを締しめたいと思いますが、よろしいでしょうか？」

「……ええ、それはまったく問題ありません」

　他ほかの要素に比べればコルセットなんておやすい御用だ。むしろコルセットだけで外に出る方が苦しみは少ないかもしれない。変態度はどっちもどっちだとしても。

「では」

　まな板の上の鯉こい……いや、ハゼ。カタクチイワシ。

　どんどん萎い縮しゆくしていく心に身を任せ、なすがままされるがままで俺おれは天てん井じようのシミを数え続ける。テント内だが。

「終わりました。我ながら自信の仕上がりでございます」

「お手間を取らせてすみません……」

　そして二十分弱の時が過ぎ、ついにメイクも着付けも完成を迎えてしまう。外に出たくない。このままテントの中で一生を終えても構わない。

「………………もう、どうにでもなれ」

　しかし、そういうわけにもいかず。重い足取りで虚むなしく澄すんだ秋晴れの下へ戻る。

「…………」

「…………」

「…………」

　痛い。葵と、柿かき園ぞのと、御み庄しよう寺じの呆ほうけた沈ちん黙もくが、ひたすらに痛い。

「……ほら。ゾノ、ショージ、忌き憚たんなき意見を聴きかせてあげて」

　二人ふたりの背中に左右の手を添え、一歩前に押しやる葵。いいぞ、笑え。爆ばく笑しようで、さっさとこの悪夢を終わらせてくれ……。

「なあ、センセー」

　妙に冷さめ切った柿園の声。わかるぞ、笑いをこらえるのに必死なんだろう。

「構わん、遠えん慮りよは必要ない」

「……そっか、じゃぁ」

　続いて御庄寺も同様なトーンで柿園と相づちを打ち、なぜかさらに至近まで近付く。

『ふんっ！』

「ほげっ!?」

　次の瞬しゆん間かん、みぞおちに痛烈なダメージ。なぜか二人が、いきなりダブルで腹パンを繰くり出してきやがった……。

「な、なにしやがる……!?」

「なにしやがる、じゃないぞコラ」

「ある意味、それはこっちの台詞せりふだよぉ」

　しゃがみ込み、混乱のまま天を仰あおぐ俺おれを、冷さめ切った視し線せんで見下ろすご両名。な、なにがなんだかわからない。明らかにこっちが被害者であるのに、どうして追い打ちをかけられねばならないんだ。

「センセぇは女の敵だねぇ……！」

「許せない……美しすぎる……。なんだそのスレンダー長身美脚美肌黒髪ロング美女！　女性という存在そのものをバカにしてんのか！」

「弊へい社しやたちの日ひ頃ごろの苦労もしらないで！　こっちは肌の調ちよう子しを整えるだけでも毎日すごく大変なんだよぉ！　化粧水とか……化粧水とか！」

　化粧水しか使ってねえんじゃねえか……。生涯最悪のとばっちりを受けた。

　あれ。でもこれって、二人ふたりからも太鼓判を押されたっていう意味なのだろうか（どうあれ嬉うれしくはないが）。

「うん。ゆったりした上着と長めのウィッグで顔と身体からだの輪りん郭かくを上う手まく隠せてるし、久く井い奈なさんのメイクはもちろん完かん璧ぺき。これなら誰だれも昴すばるだと……ううん、男だとは気付かないわ」

　自信たっぷりに頷うなずく葵あおい。ば、馬ば鹿かな。この状況は予想外すぎる。

　もしかして、俺の目が離はなれた隙すきにどう反応するか打ち合わせしておいたのでは、なんて疑念も浮かんだが、柿かき園ぞのと御み庄しよう寺じは演技派タイプという印象からほど遠い。今の憤いきどおり方は理不尽さも込みでガチとしか思えないのだった。

「本当に、やるしかないのか……？」

「大丈夫だってば。バレると思ったら私だって持ちかけないわよ。どうしても自分が信じられないなら七な夕ゆさんの遺い伝でん子しを信じなさい」

　未いまだ疑念は全身に宿ったまま。しかし、中止を訴えかける根拠を失ってしまったのもまた事実だった。

　結局そのまま、俺は葵に引っ張られる形でおっかなびっくり校内へ。不本意ながら協力してくれた三人はせっかくだから文化祭を堪たん能のうしたいと途中でどこかへ消えていく。

　こうして、波は瀾らん万ばん丈じようの臭においしかしない今年ことしの七な芝しば高こう校こう文化祭が幕を開けたのだった……。







『お帰りなさいませ、ご主人様』

　葵のクラスに混じり込み、メイド喫茶の開店を迎えてからはや三十分。

　恐ろしいことに、未だバレていない。俺の知らぬ間に世界の根幹たる何かが歪ゆがんでしまっていたのではと寒気を覚える。

　助すけっ人ととして紹介された際も不ふ審しんでざわつくどころか女子勢から黄き色いろい声で『きれい！』の連呼を賜たまわってしまったうえ、男子からいくつか連絡先を押しつけられたりもした（隙を見て個人情報抹まつ消しようの上、丁てい重ちように処分しよう……）。

　極めつけに、

「あ、あのう！　よかったら自由時間に学校の案内でも！」

　開店間もなく冷やかしにやってきた上うえ原はら一かず成なりからナンパを受けてしまう始末。葵あおいと共に養よう豚とん場じようのブタでもみるかのように冷たい目を向けてやったら即座に退散していったが、バレないならバレないで異様なプレッシャーに苛さいなまれ続け早くも這ほう々ほうの体ていであった。

　そもそも口く調ちようを変えたりする技術も気力もないのだから声でバレそうなものだが、『ハスキーボイスが特徴的だね』とか笑え顔がおで言われてしまうともはや苦笑いしか出てこない。

　もしかしてこれ、盛大なドッキリ企画に巻き込まれているのではなかろうな。『自称・カワイイ』状態に陥ったころを見計らってプラカードが乱入してくるとか。

「……ん」

　疑心暗鬼をこじらせていたところで、ついに運命のメール着信が。

「すば……かえでちゃん。子どもたち、着いた？」

　察しよく、葵が小声で尋ねてくる。ちなみに本日俺おれは『長なが良ら川がわかえで』という偽名を与えられた。すさまじいとってつけ感だが、本名で呼ばれるわけにもいかないので贅ぜい沢たくは言うまい。

「……ああ、もう校門だって」

「おっけ、じゃあまずは私が迎えるね。いきなりかえでちゃんが出て行ったら誰だれだかわからなくて混乱するだろうから」

　わからないかどうかは懐かい疑ぎ的てきだが、衝しよう撃げきを与えてしまうのは間違いないし、本名で呼ばれるとまずい部分もあるから頷うなずいて仲介役をお願ねがいする。しかしひそひそ話の時まで『かえでちゃん』で通す必要はあるのか。たぶんうっかり混ざらないように統一してるのだろうけど。

「ごめんみんな、ちょっと知り合いの子が来たみたいだから迎えにいって良いかな？」

「大丈夫だよ葵～、いってらっしゃい！」

　クラスメイトに許可を取り、葵が教室の外に出て行く。

　ああ、ついに子どもたちと対面する時がやって来てしまったのか。待ち受けるは、失笑か、どん引きか。どちらにせよ良いイメージなんて浮かぶはずもなく。この後の関係に支障をきたさなければ良いが……。

「かえでちゃん、かえでちゃん」

　ほどなく戻ってきた葵が引き戸から半身を覗のぞかせ手招きするのを見て、絞首台に上るかのような足取りで俺も廊下へと向かった。

「と、いうわけで。これが私との賭かけに負けて現在罰ゲーム中の長良川かえでちゃんこと、長は谷せ川がわ昴すばるくんです」

「どうも、俺です……」

『…………………………』

　葵あおいの説明に相づちを打った俺おれに、五人のまん丸に見開かれた瞳ひとみが集中する。罰ゲームというのは、もっともらしい理由をつけるための設定だ。実際、境遇としては罰ゲーム以外の何物でもないわけで。

「ほんとに、すばるんなの……？」

「……ああ、笑っていいぞ」

　呆ぼう然ぜんと問う真ま帆ほに、濁にごった瞳と引きつり顔を向ける。考え得る反応の中では笑われるのがいちばん精神的にマシな気がするので、そうしてもらえるといくらか救われるのだが。

「そんなっ、笑うだなんてできませんっ！」

「昴すばるさん……。すごく、すごくお美しいですっ」

「確たしかに声も雰囲気も長は谷せ川がわさんだけど、見た目は女性そのものだわ……」

「おー。いつものおにーちゃんも、おねーちゃんなおにーちゃんも、どっちもひなは好きかも」

　ところが、皆の反応は予想していた内のどれでもなかった。真帆も、愛あい莉りも、智とも花かも、紗さ季きも、ひなたちゃんも。次第に両りよう眼めを輝かがやかせ、喜色に満ちた表情を俺に向け始めたのだ。

　バカな。子どもたちまですんなりこの姿を受け入れてしまっただと……。

　こうなったらもう、認めるしかないか。──久く井い奈なさんの超絶メイク技術を。ご本人はふだんほとんどすっぴんだと思われるのに、さすがは三み沢さわ家けのメイドさんというかなんというか。

　とにかく、この分だと俺が粗そ相そうをやらかさない限り長谷川昴の存在は雑踏の中に隠しきれそうである。渋々ながら、葵の発案に感かん謝しやせざるを得ない。

「それでね、ひとつお願ねがいがあるの。今日きようの間だけ、昴のことはずっと『かえでちゃん』って呼んであげてくれないかな？　他ほかの生徒にまで女装してるのがバレるのは少し可哀かわい相そうだと思って、武士の情けで内ない緒しよにしておいてあげてるの。だから、みんなにも協力してもらえたらなって」

「ご厚意痛み入ります……」

　内心少しも痛み入ってはいなかったが、一応雰囲気に合わせ頭を下げておく。それより、まだ油断するのは早かったな。仮に見た目で気付かれないとしても、まだ名前を呼ばれて露ろ見けんしてしまう可能性は残っていた。

「うーん、少しもったいない気もするけど……くふふ、了解っ！」

「私たちと、葵さんと、長谷川……ううん、長なが良ら川がわさんだけの秘密ですね」

「昴さんがここにいらっしゃるのを知っているのは、葵さんたちと、私たちだけ……。なんだか、贅ぜい沢たくな感じがします」

「おー。ぷれみあむおにーちゃん」

「わ、わたしもうっかり間違えて長谷川さんのお名前を出さないようにがんばりますっ！」

　そんなのつまらないと言われたとしても文句は言えなかったが、真帆も、紗季も、智花も、ひなたちゃんも、愛莉も、秘密の共有を約束してくれた。本当に、なんて良い子たちなんだ。

「五人とも、ありがとう……」

　うむ、がんばらねば。みんなに楽しい時間を過ごしてもらうために。

「やらせてる本人が言うのもなんだけど、私からもお礼を言うね。みんなありがとう！　これ、招待チケット。中で見せてくれれば、ドリンクも食べ物もサービスできるから」

　心境をどう表したものか迷ってる風な微苦笑と共に、葵あおいは五人に手作りの半券を渡す。それから俺おれたちは一度教室内に戻り、改めて皆をお迎えすることに。別に一いつ緒しよに入ってもよかったとはいえ、なんとなく雰囲気が出ないのであえてそうすることにした。

『お帰りなさいませ、お嬢じよう様さま！』

『おじゃましまーす！』

　周りに倣ならってお辞じ儀ぎで歓迎すると、子どもたちも五人横並びで行儀良く頭を下げてくれた。なんだかバスケの試合前のようで、雰囲気とのギャップが少し面おも白しろい。

「この子たちが葵のお知り合い？　すっごいかわいいお客さんでびっくり」

「えへへ、でしょ？　かえでちゃんと私の、バスケ友達なの」

「そうなんだ～。葵が元バスケ部だったのは知ってたけど、かえでちゃんもバスケやるんだね。背、おっきいしね～」

「は、はい。まあ……」

　クラスメイトたちと葵の会話に、俺も最大限努力して朗らかな反応で加わってみる。それでこの体ていたらくかというセルフツッコミはさておき、葵は同級生とも仲が良さそうでなによりだ。別に心配してたわけじゃないけど、しょっちゅう同好会で連れ回してるせいで身近な友情を育はぐくむ時間を犠ぎ牲せいにさせてはいないか、多少気になってはいたのであった。

「それでは、お席にご案内いたしますね」

「うむうむ、よろしくね……かえでちゃん！」

　かしこまる俺の腕に、真ま帆ほが抱きついてくる。いかにも意味ありげなニヤニヤ笑いが多少内心をビクつかせるが、これでバレるということもないだろう。……たぶん。

「で、ではこちらの席で」

「ありがとうございます長なが良ら川がわさん。ほら真帆、お仕事の邪じや魔まだから離はなれなさい」

「えー。しょうがないなー」

　ぎこちなく六人がけの席まで付き添い、全員の椅い子すを引いて歓迎の意を表す。勉強机を集結させただけであるはずのテーブルだが、敷しいてあるクロスや卓上のランプがとても上品だったりしてなかなか雰囲気が出ている。飾り方次第で、こんなにも真に迫る装いが出来るものなのかと深く感心。

　……なるほど、いわば俺は勉強机か。簡かん素そな顔立ちをしているという自覚はあるので多少合が点てんがいったかも。

「こちらがメニューです。招待券でお好きなものをどうぞ」

「ありがとうございますっ！　えへへ、何にしようかな」

「ひなは、おに……おねーちゃんのおすすめがいいかも」

「私も、かえでさんのおすすめをお聴ききしたいですっ」

　ひとりよがりに自らを納得させ、ラミネート加工された手作りプリントを五人に手渡す。おすすめか。まだ何が売うれ線せんかとかは見えてきてないけれども、ひなたちゃんと智とも花かの希望には応こたえてあげたいしな。ちょっとキッチンの方を見せてもらってくるか。

「あたしもかえでちゃんのおすすめ！」

「私もお願ねがいします」

「わたしも、そうさせてもらえると嬉うれしいですっ」

　他ほかの三人もそれで異存ないようなので、さっそく準備に取りかかろう。まずはドリンクからだな。

「ところでかえでちゃん、今日きようどんなパンツはいてんの？」

「うわあっ!?　真ま帆ほ、それはダメだ──です！」

　そう思って踵きびすを返した直後、真帆がいきなり後ろからスカートの裾すそを摑つかんでおめくり上げなさった。そこかしこから野郎ども……殿方の視し線せんが集中するのを感じ、あらゆる意味で血の気が引く。

「こら真帆！　なんてことを！」

「なんだスパッツか～。くふふ、あたしたちの時とおそろいだね！」

「ぶー。ひなはぶるまだったから、おそろいじゃない。おねーちゃん、次はぶるまもはいてね？」

　久く井い奈なさんに着替えを手て伝つだってもらう手前、本丸の上に布ぬの面めん積せきの広いやつを重かさね穿ばきしておいたのが不幸中の幸いではあるが。そしていくらひなたちゃんの頼みとはいえ、ブルマはちょっと無理です許して下さい。

「す……かえでさんの足、すごく綺き麗れいだったね……」

「うんっ。とっても羨うらやましい……」

　智とも花かと愛あい莉りの声にもどう反応していいかわからず、顔中に熱ねつを携えたまま困り笑いで一時撤てつ退たい。しかし、女性というのはこんなに無防備な装備で生活を送ったりもするのだな……。ある意味勉強になった。

「素す晴ばらしい……。やるな、あのちびっ子。世が世でなければ褒ほめに行きたいところだ」

「やめとけ、声かけ事案が発生してしまう」

「わかってる。しかしかえでちゃんにはちょっとがっかりだな。スパッツなんてあまりにも夢がなさすぎる」

「そうでもないぞ。アレはアレでいいものじゃないか」

「だまれアニオタ」

　近くでひそひそ話し込んでる男子生徒三人組には脱衣クロス・アウトして現実を突きつけてやりたい気分だが。やらないが。

　さておき、気を取り直してまずはドリンクだ。五人の好みは既にだいたい把握しているつもりなので、こちらはあまり迷わずに準備することができた。

「お待たせしました。真ま帆ほ、もうめくらないでね……」

「うんうん、ごめんごめん！」

　届け終えて、再びＵターン。今度はカーテンで仕切られた調ちよう理りスペースの中に入る。

「し、失礼します」

「おおっ、いらっしゃいかえでちゃん！　ど、どうぞいくらでもごゆっくり！」

　精一杯の笑え顔がおで会釈すると、注文に追われ奮ふん闘とうする男子生徒たちは文句ひとつ言わず歓迎してくれた。女子はメイドさんとして出張っているため、接客スペースの華やかさと一転してこちらは非常に雄度が高い。……落ち着く。

「いけない、のんびりしてる場合じゃなかった」

　子どもたちを待たせている、そしてお店を手て伝つだっている身なのだから、迅じん速そくに役目を果たさねば。気合いを入れ直して、俺おれはメニュー表を片手に仕上がった料理を拝見させて頂く。

　おお、そういえば激げき辛からカレーがあるんだっけ。ちゃんと手作りしているみたいだし、真帆向けは決定だな。

　あとは女の子が好みそうなサンドイッチとか、デザート系とかが無ぶ難なんか。焼きそばは……やめておこう。美お味いしそうだけど、鉄板焼き系メニューは気を遣つかわせてしまうかもしれない。

　お。あそこで何個もオムライスを仕上げている人のフライパン捌さばきは見事だな。厨ちゆう房ぼう全体のリーダーシップも彼がとっているみたいだし、もしかするとかなり腕に覚えがあるのかも。ならばオムライスはマストっぽい。よくよくメニューを見れば『料理部のスーパールーキー責任調理』という煽あおり文で大プッシュされているし。

「すみません。オムライスと、激辛＆甘口ハーフカレーを一人前と、ミックスサンドとポテトフライを二人前お願ねがいします」

「了解！　できたら呼ぶからまた後で来てね！」

　注文を決め、係の人に伝える。一品ごとのボリュームはあえて控えめにしているようだが、この後他ほかの出店も見て回りたいかもしれないから頼みすぎないでおこう。

「わかりました、ではまたのちほど」

　厨房を出て、しばし子どもたちと会話を交わしたり、他のお客さんを案内したりして業務に従事。

「お待たせしました。色の濃こい方のカレーは激辛だから真帆以外は気をつけてね」

「ありがとうございます！　たくさんサービスして頂いてすみません……」

「やった、辛からいヤツだ！　さっすがかえでちゃん気が利くね～」

「このオムライスも美味しそうですね、かえでさんっ」

「おー。たまごさんど、ひな大好き」

「この野菜とチーズのサンドイッチも、お野菜が新しん鮮せんできらきらしてますっ」

　やがてお呼びがかかったのでテーブルへ料理を届けると、紗さ季きも真ま帆ほも智とも花かもひなたちゃんも愛あい莉りからも好評を頂けた。選択は上う手まくいったかな。

「むむっ、やるなこのカレー！　スパイスがガンガン来る！」

「私は甘口の方を……うんっ、カレー自体の味もすごく良いわね！　コクがあって、有名ホテルの味みたい……！」

　食べ始めるや、真帆と紗季を皮切りに好評が皆の口から溢あふれてくる。

「サンドイッチも美お味いしいねっ！」

「うんっ。普通のと、どうしてこんなに違うんだろう……。なにか秘密があるのかな」

「おー？　ひみつのホテルのあじ？」

　愛莉も智花もひなたちゃんも、心から満足そうだ。このクラス、実はすごい名シェフのたまごが在ざい籍せきしているのかもしれない。

　あれ。でもなぜか誰だれもオムライスには手を付けようとしないな。みんな嫌いだったっけ。うーん、オムレツならウチでよく食べてくれていたような気がしたけど……。

「智花、オムライスもどう？」

「はいっ。……実は、とても綺き麗れいな形だから崩しちゃうのがもったいなく思えちゃって、少し迷ってしまってました、えへへ」

　答えを聴きいてようやく理解した。なるほど、確たしかに芸術的なほど左右対称なラグビーボール型だもんな。母かあさんがみんなにオムレツを出すときはあらかじめ切り分けてくれてたから、最初の一口に迷うことはなかったのだろう。

「ふふ、私もです。トモ、長なが良ら川がわさんもそうおっしゃってくれているし、最初に食べてみて」

「う、うん。じゃあ、みんなには悪いけど……」

　紗季に勧められ、遠えん慮りよがちながらオムライスにスプーンを伸ばす智花。

「あっ！　ちょ～っと待った！」

「ふぇっ？」

　が、卵に触れる寸前で真帆がその動きを制す。

「真帆、最初に食べたい？」

「ううん、そじゃなくて。ほらほら、ここに面おも白しろいことが書いてあった！」

　智花に首を振りつつ、メニューの下の方を指さす真帆。つられて俺も覗のぞき込めば、そこには『メイドによるケチャップ＆マヨネーズアート無料サービス。どの料理にもお気軽にお申し付け下さい』との記載が。

「これってアレでしょ、料理の上に絵とか文字とか書いてくれるヤツでしょ？　すば……かえでちゃんにもやってほしい！」

「おー。ひなもお願ねがいしたい」

　期待感を満面にバンザイする二人ふたり。俺おれもテレビか何かで見たのでどういうものかは知っているが、当然未み経けい験けんなのであまり自信はないな。

「でも、お店忙しそうなのに良いのかな……？」

「大丈夫。上う手まくはできないと思うけどちょっと待ってて」

　でも、ちゃんとサービスに含まれていることなんだし、せっかく来てくれたみんなには精一杯楽しんで欲しいからリクエストとあらばトライしないと。そう思って迷う智とも花かに快かい諾だくを示し、各種調ちよう味み料りようが載せられた教卓へと足を運ぶ。

「オムライスなら、当然ケチャップだよな」

　そして白赤二色置いてあったボトルから迷わず赤を選びみんなの許もとへ戻ると、紗さ季きが申し訳なさそうに笑いながら頭を下げてくれた。

「お手間を取らせてすみません。ふふ、でも楽しみです」

「これくらいなんでもないよ。その代わりというか、出来映えは保証できないし……。絵はてんで苦手だから文字の方だと助かるんだけど、何を書こう？」

「文字なら、『バスケ部のみんなへ』とかはどうでしょう……？」

　愛あい莉りの提案に他ほかの子たちも賛さん成せいしてくれたので、さっそく取りかかることに。

　うーん、紙と向き合うよりずっと緊きん張ちようする。慎重にオムライスの近くまでノズルを近づけ、覚悟を決めてギュッと力を──

「ん？　……ああっ!?　待ってかえでちゃん！　それ、マヨネーズだよ！　今け朝さ、間違って赤と白のボトル中身逆に入れちゃったの！」

「えっ!?」

　──込めるか込めないかのタイミングで、横から葵あおいが慌てて駆け寄ってきた。驚おどろいた俺はうっかり握る動作と共にボトルを持ち上げてしまい、

「ふぁう!?」

　あろうことか、智花の顔面にマヨネーズのシャワーを浴びせてしまった……。

「ご、ごごごごめんっ！　すぐに拭ふくから！」

「だ、大丈夫ですっ。そんなにかかってませんから気にしないで下さい」

　大わらわで布ふ巾きんを手に取る俺に、智花は眉まゆ尻じりを下げつつもやさしい笑えみを向けてくれる。

「ご、ごめんかえでちゃん、智花ちゃん。教えておくの忘れてたわ……」

「いや、葵のせいじゃないって。自分の咄とつ嗟さの判断がマズすぎた……」

　幸い、服を汚してしまうことは無かったので綺き麗れいにぬぐってやることはできたが、いつぞやのヨーグルトといい、なんでこうしょっちゅう智花にいろんなものをぶっかけてしまうのだろう……。ひたすら自責の念が浮かぶばかりだ。

　と、そんな非常に申し訳ないミスは犯してしまったものの、正体が怪しまれるような事態だけは幸いにして起こらず、この後は平へい穏おんなまま子どもたちにメイド喫茶を堪たん能のうしてもらえた。

　とりあえず第一関門はクリアといったところかな。




　　　　【３】




「よく来たな愛あい莉り。メイド喫茶楽しかったか？」

「うんっ、すごく素す敵てきだったよ、お兄にいちゃん」

　皆が食事を終えるのに合わせて俺おれと葵あおいは休きゆう憩けいを頂き、あらかじめ連絡しておいた万ばん里りと落ち合う。ちなみに現在万里は普通の出いで立たちをしているが、クラス出店のおばけ屋や敷しき内ではフランケンシュタインを務めているそうだ。……はまり役だろうな。

　実際その真に迫った迫力が口コミで評判を呼び、万里のクラスはメイド喫茶に負けず劣らず大盛況のようだ。さっき教室の前を通ってきたのだが、なんともご丁てい寧ねいに『フランケン休憩中』の張り紙がしてあった。

「ん？　昴すばるは一いつ緒しよじゃないのか？」

「……ここにいる」

　愛莉以外の小学生たちや葵とも挨あい拶さつを交わした後で辺りを見回す万里に、渋々ながらカミングアウト。今度はいったいどんな反応をされるやら……。

「……………………」

　すごい憐れん憫びんに満ちた顔が向けられた。ありがとう、それが一番気楽です。

　まあ身を隠す必要があることは万里も知っているから、エクスキューズを最大限汲くみ取ってくれたのだろう。やっぱ良いやつだ。

「……なあ昴、筋肉は良いぞ」

「いや、別にヒョロかねーよ。過不足なく鍛きたえてる。膨ふくらませすぎると機き動どう力りよくが落ちる」

　若干目の付け所が偏かたよっているような気がしないでもないが。人のことはてんで言えないものの、万里もなかなかどうしてバスケバカである。

「異い論ろんはあるが肉体談だん議ぎはまたにしよう。今は愛莉たちに文化祭を楽しんでもらわなくちゃな」

「ああ、そうだな。近いうちに研とぎ澄すまされた裸体を見せつけてやる」

　とにかく今は万里の言う通り脱だつ線せんしている時ではないので、無む駄だ話ばなしは止やめて俺たちは賑にぎわう校内を一団で歩き始めた。子どもたちはみんな大はしゃぎで、いろんなアトラクションや出店を楽しんでは絶え間なく笑い声を響ひびかせ続ける。

　……喜んでもらうことができて、本当に良かったな。無邪気な眩まぶしさを前に、ようやく『女装くらい安い物だった』という感情がわき上がってくる。

「おー。わなげ、面おも白しろかった」

「まさか、クラスの方たちに向けてフラフープを投げるなんて思わなかったねっ」

　感想を口にしあいながら、もらった景品を胸に抱く愛あい莉りとひなたちゃん。小学生が集団でやってくるのは多少めずらしいと見えて、どこに行っても五人はすぐに人気者となりいろいろサービスしてもらえたりもした。かなりおこがましい想おもいだけど、少し保ほ護ご者しやじみた感かん謝しやが俺おれの中に芽め生ばえてしまう。

「次はどこに行こうか？」

「そうね。私は化学部の実じつ験けん展示というのが少し気になるわ。でもここからだとちょっと遠いみたいだからもう少し後でも大丈夫」

　智とも花かと紗さ季きがパンフレットとにらめっこしながら、行き先を思案する。基本的に俺たち高校生組は道案内をする程度で、余計な口は出さない方針だ。みんなの好きなように楽しんでもらうのが一番だろう。

「おっ！　ねえみんな、これ見て！　超おもしろそう！」

　そう思って最後尾をゆっくり追従しながら廊下を進んでいたところ、真ま帆ほが壁かべのポスターに眼めを留とめて元気よく指さす。

「おー？　どんなの？」

「ええと……外部からも飛び入り参加ＯＫ！　女子対抗障害物競きよう走そう？」

「優ゆう勝しよう者しやは、今年度の『ミスター七な芝しば（アスリート部門）』指名権を獲かく得とく。女の人が走って、優勝したら男の人の代表を選べるっていうことかな……？　な、なんだかすごそうだねっ」

　興きよう味みを示してひなたちゃん、智花、愛莉が読み上げた内容は、この後グラウンドで行われる大々的なイベントの告知だった。

「なんかこれ、すごい話題になっていたよな。ミスコンとは別に、男子からも『七芝の顔』を選ぶための新企画だって」

　万ばん里りが我関せずといった雰囲気で呟つぶやく。ミスコン──つまり七芝高校で最も才色兼備と目もくされる女生徒を選出する恒例行事に、今年ことしから男子部門が新設されるらしい。

「それならミスコンと同じ方式でやれば良いのに」

「同じ方式でもやるらしいぞ。ただその方法だといわゆる『優やさ男おとこ』しか選ばれないのが不満だ。男の魅み力りよくは顔だけじゃないって、一部から抗こう議ぎが入ったらしい。そんで『アスリート部門』というのも作ることにしたんだとさ」

　不ふ思し議ぎがる葵あおいに、俺も聞きかじった情報を漏らす。なんで詳しいかというと、その不満を漏らした『一部』というのが自分の所属する体育科の生徒連中であるためだったりする。

「それならそれで、男子たち自身に競きそわせれば良くない？」

「最初はその予定だったんだけど、男同士で体力勝負させたら怪け我が人にん続出しそうだからダメだってことで、学校から許可が下りなかったみたいなんだ。それで、次善の策というか」

「あー……」

　納得せざるを得ない、といった感じの苦笑を浮かべる葵。なお、優勝者は実質的にアスリート部門のミス七芝を獲かく得とくすることになり、ある意味では一石二鳥を狙ねらった企画でもある。外部参加ＯＫだから、正せい確かくには七な芝しばだけの代表にならないんだけど。

　というわけで、うちのクラスでは男女を問わず注目度の高いイベントだった。俺おれはといえば現在クラス唯一の帰宅部ということもあり、まったく気にも留とめていなかったんだけど。

「もしかして真ま帆ほ、出たいの？　高校生を相手にして運動で敵かなうとは思えないけど……」

「やってみなきゃわかんないじゃん！　それにそれに、もしあたしたちの誰だれかが勝てばすばるんを『ミスター七芝』に選んであげられるんだよ！」

　あまり乗り気では無さそうに尋ねた紗さ季きだったが、真帆の回答を聞いてハッと双そう眸ぼうを見開く。

「おー。おにーちゃんに、お礼ができる」

「勝てる自信はないけれど、挑戦はしてみたいね……！」

「昴すばるさんなら、とってもふさわしいと思うし」

　他ほかの三人も、真帆の意向に大きく興きよう味みを示したようだ。

　いやはや、なんとも有あり難がたいことだ。選んで欲しいという意味ではなく、そんな風に考えてくれるみんなの健けな気げさがじーんと胸に染み入る。

「……昴。ちょっと、まずいかも」

　ところが葵あおいだけは妙に複雑そうな表情だ。どうしたんだろう。

「まずいって、何が？」

「もし子どもたちの誰だれかが優ゆう勝しようしたら、たくさんの生徒の前で昴が指名されるんだよ。……小学生の女の子に」

「う」

　言われてみれば、それは歓迎できない状況だな。女装までして雑踏に紛れた意味がなくなってしまう。とはいえ、みんなの厚意を無む碍げにはできないし。これはどうしたものか。

「……いくら智とも花かたちでも、高校生と競きそって優勝は難むずかしいんじゃないか？」

「普通の競きよう走そうなら、ね。でも障害物競走だとわからないかも」

　苦し紛れの希望的観かん測そくは、即座に否定された。俺自身、そんな気はしていた上での発言だったのだけど。

「でも、自じ重ちようしてもらうのは避けたい。せっかくだから、みんなには思うがままに楽しんで欲しい」

「そう言うと思った。ならもう、身から出た錆さびは自分で削り取るしかないわね。もちろん、私自身もちゃんと責任を果たす」

　薄うす々うす覚悟が固まりつつはあったが、やっぱそうなるか……。どうやらこの文化祭、まだまだ波乱含みの状態が続きそうである。

「エントリー受付時間は……急げばまだ間に合うわね。ふふ、それじゃみんなで頑張ってみましょうか！」

『おー！』

　紗さ季きの宣言を合図に針路をグラウンドに向ける子どもたち。そして俺おれと葵あおいもまた、密ひそかな覚悟を胸に後ろへ続く。

「愛あい莉りよ。……俺じゃ、いかんのか？」

　それはそうと、知らぬうちに万ばん里りがどよんとへこんでしまっていたが、ちょっと気き遣づかってやれる状況でも立場でもなかったので申し訳ないがノータッチとさせて頂く。

　心配するな。今年ことしのミスター七な芝しばはきっと万里のものになる。

　……俺自身がレースを制することによって、な。





＊






　そんなこんなでグラウンドまで降り、俺と葵もレースへのエントリーを済ませる。こうなったら力ちから尽ずくで、みんなの優ゆう勝しようを阻止するしかない。

「む～、せっかく優勝してすばるんのこと目立たせてあげようと思ったのに～」

　スタート地点の近くに集合して待たい機きしていると、真ま帆ほがちょんちょんと肘ひじで小こ脇わきを突きつつ、小声で囁ささやく。

「ご、ごめんごめん。みんなと一いつ緒しよにレースするのも楽しいんじゃないかって急に思っちゃってさ」

「……くふふ、まあそれもそっか！　おっしゃ、じゃーかえでちゃんとあおいっちとも勝負して、そんで勝って、ミスター七芝をプレゼントだ！」

「かえでさんよりも速く走ってこそ、指名する資格がある……ということですねっ！　がんばります！」

　苦笑混じりで頭を下げるや、真帆はすぐに機き嫌げんを取り戻してくれた。智とも花かもますます気合いを込めている様よう子す。楽しみに水を差すようなことになったら元も子もなかったが、どうやらその心配はなさそうで安心した。あとは正々堂々競きそって、お互い力を出し切ったと思える中での決着が果たせれば、五人はきっと楽しかった思い出としてこの競きよう走そうを胸に刻んでくれるのではなかろうか。共にバスケで切せつ磋さ琢たく磨ましあってきた関係だからこそ、そんな風に確かく信しんする。

『それでは、まもなくレースを始めます！　参加者は位置について下さい！』

　ほどなく呼び声がかかり、俺たちはマラソンのように白はく線せんの前で集団を形成する。参加者はざっと見て三十人くらい。設けられたコースからするとけっこう多めの人数だ。他ほかの参加者の意気込みにもよるけど、それなりに激はげしい戦いになるかもしれない。

　なにはなくとも、子どもたちに怪け我がやアクシデントが起こらないことを願ねがうばかりだ。

「……ん」

「……うし」

　葵あおいと頷うなずき合い、善戦を誓う。思えば『自分も責任を取って』と言ってくれたが、必ずしもここまで面めん倒どうを見てやる理由は葵にはなかったはずだ。つくづく、良いやつだよなと思わずにはいられない。女装を強しいられても、なお。

『よーい、スタート！』

　感じ入っているうちにピストルの音が響ひびき、大歓声の中集団が急速に動き出す。注目イベントだけあってギャラリーもかなり集まっているな。ますます、本気で勝利を獲かく得とくしにかかる必要性を強く感じる。

　まあ、全然関係ない第三者が優ゆう勝しようしてもそれはそれでオーケーなのだが、出てしまったからにはスポーツマンシップに則のつとり力の限りを尽くそう。

「最初は、網あみくぐりか……！」

　先団をキープしつつ50ｍほど走ったところで第一障害が近付いてきた。葵とも、子どもたちともほぼ肩を並べ、一斉にダイブして衝しよう撃げき吸収用のマットと網の間に飛び込む。

「ぎょえ、狭っ！」

「わーわー、絡まった～！」

　あちこちから響く阿あ鼻び叫きよう喚かん。非常に人口密度が高くなってしまっていることもあって想像以上に進むのが辛つらい。もちろん他人と身体からだが触れぬよう細心の注意を払っているが、もし男であることがバレたら問題が二重三重に大きくなりそうだ。

「おっしゃ、いっちばーん！」

「よい、しょっと！」

　慎重にならざるを得ない状況に置かれ、俺おれがようやく残り二割くらいのところまで到達した時点で、早くも網抜けをクリアした選手が現れてしまった。……う、真ま帆ほと智とも花かじゃないか！

　そうか、このゾーンにおいては身体からだの小ささが逆に武器となるもんな。こ、これはマズい。

「く、真帆たちに遅れちゃったわ」

「おー。おっぱいがじゃまだった」

　続いて紗さ季きとひなたちゃんが網を抜けだし、七な芝しばの生徒もちらほらと脱出者が現れ出す。

「はうう、うまく抜けられないよぉ……。みんな、ごめんなさいっ。先に行っててっ」
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　小学生の中では、愛あい莉りだけが唯一苦戦中だ。身長に恵まれているというのも理由だろうが、どうやら先ほどひなたちゃんがぼそりと呟つぶやいた身体的特徴が与える影えい響きようも、少なからずありそうだ。

　……う。と、いうことは。

「く……んん……！」

　やはり、葵も苦戦中だった。

　いかんぞ、こりゃのんびりしてる場合じゃない。人の恩に甘えず、自分で活路を切り開かないと！

「うおおおおっ！」

　気合いを入れ直し、全速前進。接触事故を避けるためあえて大回りで端っこに進路を取り、ほふく前進で突き進む。幸いにして、俺おれのボディはかなりフラットだ。……反則的理由によってだが。

「っし！」

　網あみを抜け、さらに前へ前へと突き進む。平均台、棒渡りと迫る障害をこなしていくうち、次第にトップを突き進む小学生たちとの距きよ離りが詰まってきた。

「うう、届かない……！」

　そして、次の障害のところで一気に追い付く。用意されていたのは鉄棒から吊つるされたパン。これを口で取らなければ先に進めないわけだが、括くくり付けられていた位置が高校生仕様で子どもたちには少しばかり高すぎたのだ。

　先ほどは身体からだの小ささが活いかせたとはいえ、ちょっと酷なことになってしまったな。運営側も、小学生の参加は想定していなかったのだろうけど。

「……みんな、ごめんな！」

「ぎゃー！　かえでちゃんに追い付かれた～！」

　かなり逡しゆん巡じゆんしたが、どうしても負けられない理由がある以上心を鬼にして先に進む決断をする。平均的な高校生女子の身長があれば届く高さなので、俺にとっては大した足止めにもならない。楽にパンをくわえ込み、この障害もクリア。

「ちょっと運営～！　子どもたちかわいそうじゃん！」

「なんか救済してあげなよ～！」

『……えー。小学生の皆さんはパンを手で取ってオーケーにします。がんばって！』

　ほどなく観かん客きやくからの要よう請せいを受けて子どもたちもクリアが可能になったので、さほど差は広がらなかった。よかった、これなら罪悪感も半減だ。改めて、正々堂々競きそい合うのみ。

　さらにレースは続き、過酷な障害が待ち受ける。次第にひなたちゃんと紗さ季きはやや遅れ気味に。真ま帆ほと智とも花かは頑張って付いてきていたが、差が縮ちぢまるには至らない。

　……いける。最終障害を越え、ラスト３００ｍのトラック競きよう技ぎに入ったところで手て応ごたえを得る。ここまでくれば転びでもしない限り追い付かれないはず。




「──ふ。なかなかやるね。だが少し、ずるいのではないかな。殿方が参加するのは」




「……な!?」

　勝利を確かく信しんしたその時、突然内側から黒い影かげが俺おれの隣となりに並びかけてきた。出店の衣装だろうか、タイトなスーツに身を包んだ麗れい人じん。しゃんと伸びた長ちよう軀くを持つ見知らぬその人は、併走しながら俺の耳に言葉で冷や水を浴びせかける。

「なぜ、それを……!?」

「わかるさ。見た目は完かん璧ぺきだが、走るフォームや微妙なバランスの取り方が男だ。もっとも、誰だれにでも明らかというほどではないがね」

　なんてこった。言われてみれば、筋肉をフルに稼か働どうさせればさすがに違和感が出てきてもなんら不ふ思し議ぎはないよな……。そもそも、俺としてはここまで誰も気付かなかった事の方が意外なのだ。

「うおおお、きらら先せん輩ぱい来たー！」

「誰、あの格好いい人!?」

「知らないのか!?　二年の島しま崎ざききらら先輩だよ！　去年のミス七な芝しば！」

　俺の憔しよう悴そうをよそに、観客席は大おお賑にぎわいだ。どうやらこの方、学内でかなり有名な人物らしい。

「…………っ」

「ふっ、そんな悲しそうな瞳ひとみをしないでくれたまえ。別に、どこかへ訴えようとかそんなことは思っていないさ。……だが、そうだな。その美しい憂うれい顔がおを見ていたら悪戯いたずら心ごころが芽め生ばえてきた。どうだい、ひとつ賭かけをしないか？」

「……賭け？」

「そう。もし私がこのレースを制したら、君をミスター七芝に指名させてもらう」

「っ!?」

　それは、絶対的にマズい。子どもたちに迷惑をかける事態にはならずとも、確かく実じつに変態のレッテルを貼はられる。

「よかった。その反応からすると君も七芝生みたいだね。どうだい、なかなか面おも白しろい趣しゆ向こうだろう？　さあ、かかってきたまえ！」

　ぐん、とギアを上げる島しま崎ざき先せん輩ぱい。破は綻たんを阻止すべく俺おれもラストスパートに入る……が。

「この人、速い……！」

　一歩前に出られてからその差を詰めることができない。身体能力が優すぐれた相手、という要素ももちろんあるが、先ほど男であることを指摘されてしまったせいか俺自身の走りが究極に至れない。これ以上荒々しく地を蹴けったら、さすがにギャラリーにも気付かれてしまうのではないかという精神的圧迫が、気合いとは裏腹に枷かせになってしまっている感じだ。さっきまでは気にならなかったスカートのひらつきも、嫌いやな違和感としてまとわりついてくる。

　諦あきらめるわけには、いかない。しかし、届かない。

　ゴールまで、残りトラック半周。逆転を呼び込むような障害物は既にゼロ。

　もはや、これまでなのか……!?

「──お待たせ、かえでちゃんっ！」

「……葵あおい!?」

　唇を嚙かみしめた瞬しゆん間かん、第三の影かげが並びかけてくる。見れば身に纏まとうメイド服はボロボロ。ここまで、相当無む茶ちやをして障害を乗り越えてきたのがありありと伝わってくる。

「お前、どうしてそこまで……？」

「言ったでしょ、私の独断でこんなことさせた責任は取るって！　それに、そちらの方と何か揉もめていたのが見えたから。……もしかして、バレた？」

「ああ、バレた。負けたら、暴ばく露ろされる」

「そっか……！　じゃあ任せなさい。あんたのことは、私が守る！」

　会話を止やめ、スカートを風になびかせながら潜もぐり込むようなフォームで葵が加速する。知っていたけど、改めて思う。

　なんて速くて、頼もしくて、綺き麗れいなフォームだ。

「すげえ、もう一人ひとり来たぞ！　あの子も速い！」

「速いし、超かわいいじゃん！　誰だれだ？　七な芝しばの生徒!?」

「荻おぎ山やま葵さんじゃん！　隣となりのクラスの！」

「うわー葵、すっごい！　あんなに足速かったんだ！」

「あの子、一年生!?　ねーねー後輩、あの子なんか部活入ってるの!?　……無所属!?　とんだ掘り出しものじゃないの！」

　葵の参戦で、さらに観かん客きやく席せきがヒートアップする。目立たせてしまって申し訳ないが……頼む。その脚力に甘えさせてくれ！

「……ほう！　これはなんとも、素す敵てきな乱入者さんだ！　そちらの子のご友人かい？」

「そんなところです……っ！」

「よろしい！　では君が救ってみせたまえ！」

　三人併走のまま、いよいよ最後の直ちよく線せんへ。俺おれは半身差で遅れ、葵あおいと島しま崎ざき先せん輩ぱいは完全に横並び。残り50ｍ……30ｍ……とゴールが近付いても、態勢は一向に変わらない。

　いや、ほんの幽かすかではあるが、徐々に島崎先輩の方が前に出つつあるか……!?

「……く。かえでちゃんが追いつけないわけだわ。この方、私よりも速い……!?」

「いや、本来の速度は互角ではないかな。違うとすれば、いわば『覚悟』だろう」

「覚悟……？」

「そうとも。私は快楽主義者だからね。勝利にご褒ほう美びがあるとわかれば普ふ段だんの実力以上の走りができる」

　葵を横目に、口角を持ち上げる島崎先輩。俺の正体を明らかにするのが楽しみで、加速力が増しているという意味か。

　糾きゆう弾だんできる立場ではないが、なんて自らの欲望に素直な人なんだ……。

「覚悟……」

　眉み間けんに力を込め、視し線せんを下に落とす葵。反面葵にとってはこの勝負、自ら賭とすものなど皆無。勝ち負けで、何かを得たり失ったりすることなどない。

「それなら、私の方こそ負けられません！」

　そんな見解が一いつ瞬しゆんでも頭によぎってしまったことを葵に知られたら、俺は強く叱しつ責せきを受けるかもしれないな。

「あいつが、真後ろで見てる時に、誰だれかに後おくれを取るなんて。そんなのは死んでも嫌いや！」

「……ほう！　いいね、ますます面おも白しろい！」

　葵の身体からだが、ますます深く沈み込む。エプロンドレスのミニスカートを風にはためかせ、隠し持っていたジェットロケットに火を点つけるが如ごとく速度を上げて、じりじりと再び島崎先輩との差を詰めていく。

　まったく、いつまでたっても負けず嫌いで、嫉しつ妬とするくらいかっこいい奴やつだ。

　頼んだ。俺の秘密を守るとか、そんなスケールの小さい望みはこのさい忘れてもいい。

　ただ願ねがい、信じる。俺もまた、葵がかけっこで誰かに負けるシーンなんて見たくないし、見るはずがないと自信を持って断言してやる。

　勝て！　誇らしき俺の幼なじみ！

　ゴールまで残り10ｍ程度。完全に差は詰まり、二人ふたりの影かげが重なる。

「んんんんんっ！」

「いい、フォームだっ！」

　そしてそのまま、ゴールイン。あまりにも微妙すぎる差は、写真判定に委ゆだねられた。

「はぁ……はぁ……はあっ！」

「ふぅ……ふぅ……。ここまで身体からだを追い詰めたのは久しぶりだな……」

　大きく肩で息をしながら、勝負の結末を待つ二人ふたり。俺おれも今はまだ声をかけず、美しい汗を纏まとう葵の背に感かん謝しやと尊敬の念を送り続ける。

『……えー。決勝線の画像が上がってきましたので、スクリーンをご覧らん下さい』

　ほどなく、運営からのアナウンスが届いた。緊きん張ちようを抱きつつ、野外ステージに設けられたプロジェクターを注視。

　映し出されたのは、完全に足のラインを重ねた二人の姿。踏破の瞬しゆん間かんという意味では、やはりまったく差を見いだせない。

　が、しかし。なんと運命的なことか。

　第一障害で枷かせとなった葵あおいの身体的特徴が、今度は逆に武器として作用している！

『この通り肩は完全に並んでいますが……。どうやら、勝利の女神は巨乳に軍配を上げたようです！　その差、胸！　胸の差で、荻おぎ山やま葵さんの方が２カップ分くらい前に出ています！』

　──うおおおおおお！　と、ギャラリーから最大音量の歓声が上がる。

　いや待て、確たしかにその通りではあるのだが、文化祭の余よ興きようとはいえなんというアナウンスの仕方だ……。

「はぁ……はぁ……はぁ……！　勝った、の……？」

　当の葵は全力疾走からまだ息が戻りきっておらず、下世話な盛り上がりも耳に届いていなさそうなのがせめてもの救いか。

「……ははは。負けたよ、完敗だ。だがこの負け方はむしろ私に活力を与えてくれるかもしれないな。……ありがとう。余興のつもりだったが、こんなに楽しい競きそい合いができるとは思わなかった」

　気が抜けたようにへたり込んだ葵に向けて、爽さわやかな笑えみを浮かべながら近付いてきた島しま崎ざき先せん輩ぱいが手を伸ばす。

「……え、えへへ。ムキになってすみません。私も、久しぶりに女の人と全力で勝負できて楽しかったです」

　葵もまた面おも持もちを和やわらげ、島崎先輩と握手しつつ起き上がる。アスリートとして、俺の手助けという意味とは別に、いろいろ滾たぎるものがあったのだろう。気付けば二人ふたり共ともが歴戦の好敵手のように、瞳ひとみに尊敬の色を宿しあっている。

「時に君、名前を聴きかせてもらえないかな？　ここの生徒かい？」

「あっ!?　自己紹介が遅れてごめんなさい。一年の、荻山葵です」

「七な芝しば生せいか。それはなによりだ。私は二年の島崎きらら。……女子バスケ部に所属している」

「…………………………えっ」

　しかし次の瞬間、葵の表情はいたずらを見つかってしまったかのような気まずさで染まる。

　おいおい、マジか。

　この方、女子バスケ部員だったのか……。

「葵あおい君、キミは実に良いモノを持っているね。この縁えんが、一度きりにならないことを願ねがっているよ。では」

　颯さつ爽そうと踵きびすを返し、立ち去っていく島しま崎ざき先せん輩ぱい。取り残された俺おれと葵は、しばしなんとも微妙な表情を向け合ったまま固まってしまう。

　いやはや、この出会い。

　もしかすると、今後の大きなターニングポイントになり得るかもな……。

「ええと。……ありがとう葵。おかげでピンチから救われたよ」

「……ううん。もとはといえば、私が蒔まいた種だしね」

　なにはさておきお礼を告げると、葵もいつも通りの明るい声を取り戻し微ほほ笑えんでくれた。

「えへへ、残念。負けちゃいました。葵さん、優ゆう勝しようおめでとうございます！」

　そこへ、智とも花かを先頭に子どもたち五人も笑え顔がおでやってくる。聴けば愛あい莉りもあの後大だい挽ばん回かいを果たし、全員が10位以内に入にゆう賞しようできたという。さすがは慧けい心しん女バスの面々だ。

「葵さんも、長は谷せ川がわさんもすごかったです。まだまだ私たちでは敵かないませんね」

「でもでも、ちょー楽しかった！」

「おー。賞品で、おかしももらえた」

「わたしも、なんとかみんなに追い付くことができましたっ」

「いやいや、パン食いがなければもっとずっと際どかったよ。とにかく、楽しんでもらえたならなによりだ」

　葵と共に労ねぎらいを伝え、子どもたちの頭を撫なでてやる。

　うん。全すべて穏おん便びんに済みそうな今だから言えるけど、なんだかんだ言って誰だれにとっても良い文化祭になったかな。

　助けてくれた人たちに、改めて深く感かん謝しやを覚える俺であった。

　ちなみにこの後、葵は優勝インタビューでミスター七な芝しばのアスリート部門選定を辞退してしまい、今年ことしは『該当無し』という結果に終わった。せっかくだから万ばん里りを選んでやれば良かったのに。

　帰り道でなぜそうしなかったのか尋ねたところ、『万里君もすごいプレーヤーだともちろん思ってるけど、あんまり自分に噓うそは吐つきたくなかったから』というよく分からない答えが返ってきた。

　どういう意味だったんだろうな、あれ。
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　　　　【１】




　十二月も後半に入り、いよいよ寒さも増してきた。

「もっかん、こっち！」

「うん、お願ねがい真ま帆ほっ！」

　でも、子どもたちは変わらずに元気いっぱいだ。慧けい心しん学がく園えん初等部の体たい育いく館かんを駆け回る十人の女子小学生を眺めながら、『これが若さか』なんて妙にじじむさい感嘆が浮かんできたりもしてしまう。

　なんて、俺おれもまだ十六歳。老ふけ込んだふりなどしてないで、みんなを見習いこの冬も全力で復帰に向けてトレーニングを積つんでいかないと。

「ししょーの狙ねらいは読めマシた。リターンパスは出させまセン！」

「ナイス、ミミ！　あとは真帆先せん輩ぱいを抑え込めば……！」

　智とも花かと真帆のコンビに対し、巧たくみなポジションチェンジでゴール下を固めるミミちゃんとかげつちゃん。練習の締しめに行っている紅白戦は、今日きようも変わらず気持ちのいい緊きん迫ぱく感かんに包まれている。

　このチームで挑んだ初めての公式戦から数日が過ぎ、今は直近の大きな目標が何もない状態。でもそんなことはお構いなしとばかりに、みんなのモチベーションはずっと最さい高こう潮ちようをキープしたままだ。

　ただ、バスケをできることが嬉うれしくてしかたない。そんな最もシンプルでひたむきな情じよう熱ねつが伝わってくるから、分不相応にコーチを務めさせてもらっている俺もまた思わず頰ほおが緩ゆるんできてしまう。

　本当に、この十人にはたくさんのことを教えてもらった。全すべてを力の源にして、未来へ。そして残り僅わずかとなった時間を悔いのないように過ごすために、一日一日を大切にしていくことがこの冬の一大テーマだ。

「おっ、ゲッタンもくるか～。それなら……！」

「真帆ちゃん！」

　ドライブインで一気にゴールまで詰める姿勢を見せた真帆に対し、かげつちゃんはヘルプディフェンスを仕掛け椿つばきちゃんと共に包ほう囲い網もうを敷しいた。それを見るや逆サイドのポストから果か敢かんに走り込んできたのは愛あい莉りだ。真帆もまた間かん髪ぱつを置かず狙いを切り替え、低い弾道のパスでボールを頼れるセンターに託す。

「かげつ、マーク戻って！」

「大丈夫、まかせて！」

　完かん璧ぺきなボールリレーだったが、五年生も今やそう簡かん単たんに布陣が乱れるような選手たちじゃない。雅まさ美みさんの指示を聞くか聞かないかのうち、かげつちゃんは身体からだを反転させて本来のマークマンを迎むかえ撃うつ。真ま帆ほを警けい戒かいしながらも、愛あい莉りの挙動に絶えず眼めを光らせていなければ実現不可能な反応速度。互いの手の内を知り尽くしているからこそ生まれる、高レベルな駆け引き。こんなにも熱あつい小学生の競きよう演えんを間近で凝ぎよう視しできる俺おれは、なんという幸せ者なのだろうか。

「五年生のセンターとして、ここは通しません！」

　さて、愛莉はどうする？　もう一度パスで切り崩しを狙ねらうか、それとも。

「……ならわたしも、六年生のセンターとして、一歩も退ひかないよっ！」

「ん！」

　選択は、真っ向勝負。俺も自然と拳こぶしに力を込めてしまう。そうとも。この場面なら、それでこそだ。フィジカル面でもメンタル面でも、強気な相手に対し迷わず勝負を挑んでくれるセンターの存在は、まさしくチームにとって頼もしき支柱となる。

「えいっ！」

「くっ!?」

　ブロックの上からレイアップを狙う愛莉とかげつちゃんの身体が空中で交こう錯さくする。体勢は愛莉が有利。ディフェンスを押し込むようにして放たれたボールが、見事リングの内側を垂直に通過した。

　……しかし、これは。

「オフェンスチャージング！　愛莉、惜しいけどファウルだね」

「はぅ……！　ご、ごめんねかげちゃん！」

「いえ！　私の方こそもう少しでファウルでした。紙一重だったと思います」

　たたらを踏みながら着地した後こう輩はいに駆け寄り、勢いよく頭を下げる愛莉。でも、かげつちゃんの言う通り、今の攻防は間違いなく両者を褒ほめるべき場面だ。

「うん、二人ふたりともいい感じだったよ！　もちろんわざとラフプレーをしたら絶対にダメだけど、気迫で負けないよう強気にぶつかり合うのはセンターとしてすごく大事なことだ。かげつちゃんのディフェンスも充分食らいつけていたし、ブロックの上からシュートを決められた愛莉もおみごとだった。どっちもチームにとって本当に頼もしいよ。さあ、この調ちよう子しでどんどん強気に行こう！」

「は、はいっ！　かげちゃん、また後で勝負だねっ」

「よろしくお願ねがいします！　負けませんよ！」

　笑え顔がおでこつんと拳を合わせ、攻守を入れ替わる愛莉とかげつちゃん。

「ゲッタン、ナイスファイト！　けどボクたちのことも忘れないでよ！」

「うん、もちろん！　私一人ひとりで先走っちゃったら、六年生には絶対勝てないもん」

「愛莉、惜しかったわね。やっぱり愛莉がインサイドに入ってくれると頼もしいわ」

「えへへ、ありがとう紗さ季きちゃん。強引な攻めばかりでワンパターンにならないように注意するから、またチャンスがあったらボール下さいっ」

　そこに、椿つばきちゃんと紗さ季きがそれぞれチームメイトに身を寄せて、短く的てき確かくな方針確かく認にんを残していく。

　なんかもう、俺おれがあえて言葉にしなくてもツーカーで通じ合ってる感じだよな。

「ふふっ。頼もしくもあり、ほんの少しだけ寂しくもあるって感じ？」

「葵あおい。……はは、そうだな。確たしかにほんの少しだけ寂しくもあるけど、なによりすごく頼もしいよ」

　よほど感情が顔に出ていたのだろうか。傍そばでスコアラーを担ってくれていた葵が、不意に冗じよう談だんめかして話しかけてきた。

「……本当に、そうだね」

　ま、かく言う葵の表情も似たようなものだったのだけれど、そこはあえて指摘しないでおいてやるのが優やさしさってやつか。







「くっそーまた負けた！　なんでだよ～、ボクたちだってちょ～上う手まくなってるのに！」

「ワタシたちがうまくなるぶん、ししょーたちもうまくなるのでむずかしいデス……」

「でも今日きようは惜しかったわ。２点差だし、逆転してる時間だってあったもの。年明けくらいには追いこせるんじゃない？」

　紅白戦を終え、肩で息をしながら円陣を組む五年生たち。柊ひいらぎちゃんを筆頭にみんな悔しそうだけど、雅まさ美みさんの言葉通り確かな手て応ごたえも得られているようだ。事実、この日は戦略抜きに、正攻法のぶつかり合いでかなり際どい勝負になっていた。

「おー。かげたちますますつよい。あぶなかった」

「こりゃうかうかしてられんな～」

　勝者ながら、腕組みして口をへの字にしているひなたちゃんと真ま帆ほ。まったく浮かれる様よう子すを見せない六年生たちもまた、更なる成長を予感させてくれる。

　俺と葵がコーチとしてみんなを見ていられる期間は、あと三ヶ月とちょっと。及ばずながら、授けられるものは余さず伝えてやりたいな、十人全員に。子どもたちの成長スピードに負けないくらい、がんばらないと。

「──よし、着替えようか。寒くなってきたから、風か邪ぜを引かないようしっかり汗を流してね」

『はーい！』

　体たい育いく館かんの掃除を終え、更衣室の前で皆としばしの別れ。男は俺だけだから、最近どうもこの瞬しゆん間かんに幽かすかな寂しさを覚えてしまう。できることならずっといっしょにいたいという気持ちが、無む意い識しきのうちに増幅しているようだ。

　いや、断じて一いつ緒しよに女子更衣室に入りたいという意味ではないが。

「俺おれが小学校で服を脱ぐ経けい験けんができるのは、あと何回かな」

「くすくす、それは深刻な悩み事に違いないわね」

「え……うわっ!?」

　我ながら謎なぞの独ひとり言ごとを呟つぶやきながら室内に入ると、そこにはいろんな意味で『まさかの先客』が待ち構えていた。

「は、羽は多た野の先生!?　どうして……いつからここに!?　ていうかこっち男子更衣室ですよ!?」

　慧けい心しん学がく園えん初等部の養よう護ご教きよう諭ゆ、羽多野冬とう子こ先生。彼女の『困った嗜し好こう』を思えば、女子更衣室の方に潜ひそんでいる可能性ならいくらでも想像が付くが（それはそれで問題だろうけど）、こんな事態はまったく予想していなかったので思いっきり取り乱してしまう。

「もちろん男子更衣室なのはわかってるわよ。昴すばるくん、勘違いされていたら心外だけど、私は覗のぞきなんて卑劣な行為は絶対にしないの。あくまで神様が思おぼし召めしてくれた『偶然』だけを心から楽しむ、質素で敬けい虔けんな生き様を身上としてきた。だからこそ、こうして大手を振って小学生社会の中に身を置くことを許されている。そう自負しているわ」

　ツッコミどころが多すぎる。いちいち異を唱えていたら身が保もたない気がするので今はあえてもっとも重大な問題だけを触れるに留とどめよう……。

「だからって男子更衣室なら入っていいわけでは……。むしろ、先生が女性である以上なおさら問題な気がするのですが」

「もちろん普ふ段だんは入らないわよ。この時間、男子更衣室を使うのって昴くんだけでしょう？　それなら問題ないと思って」

　ないのか。いやあるだろう。

　どうもこの方、十三歳を過ぎた人間のことは『割わり箸ばしが刺さったキュウリ』程度にしか認にん識しきしていないのではないだろうか。

　……まあ、俺の叔お母ばたるミホ姉ねえには興きよう味み津しん々しんみたいだけどそこはひとまず置いておいて。

「羽多野先生の内心がどうであっても、俺の方が困りますって……。女性に見られながら着替えるわけにもいきませんし」

「あら？　私のことを『女』として見てくれているのかしら？　くす、それなら話が早いわ」

「話が早い？　なんのことですか？」

　すっかりペースに乗せられて全すべての異い議ぎを柳のように受け流されてしまっているが、抵抗しても無む駄だとしか思えないのでこのまま身を任せよう。なにやら気になる言葉も出てきたし。

「実はね、今日きようは昴くんにお願ねがいがあって来たの。ここなら二人ふたりきりで話せると思って」

「……羽多野先生にはお世話になってますし、公序良俗に反することでなければお聴ききしたいと思いますが、なんでしょう？」

「昴くん、私と婚約して」

「ぶっ!?」

　数分前に飲んだ水を全部吐き出してしまうかと思うほど、盛大にむせ返る俺おれ。いや、だって……何を言い出すんだこの人！

「冗じよう談だんもいい加減にして下さい！」

「本気なの。近々両親と会って欲しいの」

　意味不明にもほどがあるが、羽は多た野の先生の眼めの色はやけに真剣だ。それが怖い。怖すぎる。

「は、話が飛ひ躍やくしすぎです！　し、失礼かもしれませんが今まで俺と羽多野先生の間にそんな関係は少しも……」

「やっぱり、男女として正式な段階を踏まないとダメかしら？　……いいわ、私だってこう見えて自分を安売りする趣しゆ味みはないんだけど…………同志である昴すばるくん、なら」

　硬い顔つきのまま、羽多野先生は頰ほおを赤らめながらゆっくりと俺に近付いてくる。たまらず一歩足を引くが、後ろはすぐ壁かべ。しまった、下がる方向を間違えた……！

「それで昴くんがその気になってくれるなら、結びましょう、私たちの契ちぎりを。昴くんも小学生じゃなくて不本意でしょうけど……なるべく良い思い出にしてあげられるよう、最大限努力するわね」

「え、え、えっ……!?」

　唇を頂点にして、迫り来る羽多野先生の身体からだ。こ、こういう時の正しい対応は……!?　覚悟を決めて突き飛ばす？　いやでもさすがに女性にそれは……しかし四の五の言っていられる状況でもないような……!?　どうする、どうする!?

「──ちょ、ちょっと待った～～～～～～～～～～～～～っ！」

　物理的接触まであと数センチというところで、勢いよく開く男子更衣室の扉。続けて葵あおいを先頭に女バスのみんなが一斉になだれ込んできた。

「ぎゅむ!?」

　そのまま将しよう棋ぎ倒だおしとなって、俯うつぶせに重なり合う十一人。た、助かった……。

「あら、見つかっちゃったわね」

「み、見つかっちゃったじゃありません！　昴がなんだか取り乱してたから、気になって来てみたら……い、いったい何をなさっているんですか羽多野先生っ!?」

　子どもたちの下した敷じきになったまま、顔を持ち上げ慌てふためく葵。壁かべ越ごしにこちらの異常が伝わっていたらしい。危き機き一いつ髪ぱつとはまさにこのこと。

「みんな、来てくれて本当にありがとう……」

「ありがとう、じゃないわよ！　あんたもあんたでその気がないなら毅き然ぜんと断りなさい！」

　葵に怒られてしまった。いやはやごもっとも……。とはいえ、あまり言い訳できる立場ではないが、なにしろ突然の暴ぼう挙きよ過ぎてすっかり頭が真っ白になってしまったのだ。

「え、ええと、羽多野先生。詳しくお話をして頂けませんか？　ど、どうして長は谷せ川がわさんに、キ、キスしようとなんか……」

「えっ、キス？　なんのこと？」

　戸惑いを満面に浮かべた紗さ季きに対し、心底意外そうな顔を見せる羽は多た野の先生。いや、そのしらばっくれ方は無理があるような……。

「い、今、昴すばるさんのすぐそばまでお顔を……ふぁうう」

「……ああ！　それで勘違いさせちゃったのね。違うのよ。目的は、これ」

　しれっとそう言い放って羽多野先生が眼めの前に広げたのは、ある意味唇の接近よりももっと強烈な代しろ物ものだった。

「は、はうっ！　こっ、婚こん姻いん届とどけですかっ!?　羽多野先生と……は、長は谷せ川がわさんの!?」

「しっ、しかも昴の名前のところに拇ぼ印いん……ちょっと！　どういうことなの昴！」

「知らん！　全く記き憶おくにない……あっ！」

　声を上うわずらせる愛あい莉りと、激はげしく詰め寄る葵あおい。俺おれ自身わけがわからなくなって両手を顔の前で激はげしく振り……そこでようやく真相というか、羽多野先生の真意に気付けた。

「指が朱肉で濡ぬれてる……？　も、もしかして、これ……」

「くす。そう。今こっそり取らせてもらったの。この『契ちぎり』を私が握っていれば、昴くんも言うことを聞いてくれるかなと思って」

　な、なんという荒技。俺がまだ十六歳であるという事実すら霞かすんでしまうほどの暴ぼう挙きよだった。

「なぜ、そんなことを……。説明して頂けませんか？」

「……子どもたちに見つかってしまった以上、仕方ないわね。みんなに余計な心配をかけないよう、極秘裏に昴くんをお借りして事を進めようと思っていたのだけど」

　微苦笑と共に、自分のあご先に指を当てる羽多野先生。……どうやら、この暴走も何かワケありらしいな。ただの気まぐれとかじゃなくて良かった、とも言えるか。

「すばるんを借りる？　どゆこと？」

「ええとね。実は私、今ちょっとピンチなのよ。……養よう護ご教きよう諭ゆ、辞めさせられそうで」

『えっ!?』

　羽多野先生が真ま帆ほの問いに答えると、子どもたちの間から口々に驚おどろきの声が漏らされる。もちろん俺も予想だにしない発言に少なからず衝しよう撃げきを受けた。

　……余よ談だんながら、ついに小学生に対し不ふ祥しよう事じを働いてしまったわけではなさそうだ。だとしたら有無を言わさず一発アウトだろうし、俺を籠ろう絡らくしようとしたことと話が繫つながらない。

「ど、どうしてですかっ？」

「ちょっと込み入った事情なのだけれど……私の両親が温泉旅りよ館かんを経営してるって話は、今までしたことあったかしら？」

「おー？　おんせん？」

　理由を尋ねた愛莉も、ひなたちゃんも、他ほかの子たちも初耳だったようできょとんと顔を見合わせている。もちろん俺もまったく知らなかった。

「話してなかったようね。……実はそうなの。私は温泉旅りよ館かんの一人ひとり娘むすめで、できれば両親は私に後を継いで欲しいみたい。だからしょっちゅう、お見合いの話を持ってくるのよね。この人と二人三脚で、我が家の伝統を守ってみないかって」

　うむ。おぼろげに半分くらい話が見えてきた。釈然としない部分は残っているけど。

「でも私、成人男性には興きよう味みないじゃない？　率直なところ」

「率直すぎます……」

　子どもたちの前なんだからもう少し言葉に配はい慮りよした方が良いのでは。いやでも、周知の事実だから気にするまでもないのか。

「だから、今までは適当にのらりくらり話題を逸そらしてやり過ごしてたんだけど。ついに父が、我慢の限界に来たらしくて。今週、何が何でもお見合いさせるって、強制帰き還かん命令が出ちゃったの。困ったことに、ね」

　漏らされる、深い溜ため息いき。なるほど。羽は多た野の先生本人の意向を踏まえるとご愁しゆう傷しよう様さまという気もしなくはない。こんな人でも（大変失礼な言い分なのは承知で）、養よう護ご教きよう諭ゆとしては優ゆう秀しゆうな方だし、もし本当に退たい職しよくするとなったら子どもたちも悲しむだろう。

　ただ、今までの情報だけだとまだご自身の進退に関かかわるほどのピンチには至っていないようにも思える。

「ひとまず、形だけでもお見合いなさってきたらいかがですか？　それで、お気に召さないようでしたらお断りを入れれば……」

「会うまでもなくお気に召さないのは大前提として、甘いわ昴すばるくん。会場、ウチの旅館なのよ。絶対に従業員全員巻き込んで巧妙な罠わなを張り巡らしてくるに決まっている。薬の一服や二服……いえ、きっとそんなレベルじゃすまない。ありとあらゆる方法で抵抗手段を奪われた私は、見ず知らずの男の手で口にするのもおぞましいような乱らん暴ぼうを……そう！　まるでエロ同人──」

「ストップストップストップ！　何を言い出してるんですか羽多野先生！」

　真まっ赤かになった葵あおいが慌てて暴走超特急の口を塞ふさぐ。

　……今日きよう、もしコーチが俺おれだけだったらと思うと背筋が凍り付く。幼おさな馴な染じみの有あり難がたみを、まさかこんな状況で再さい認にん識しきすることになるとは。

「……こほん、失礼。子どもたちの前だったわね。とにかく、もしお見合いを受けたら人生詰んじゃうと思った私は咄とつ嗟さについ口走ってしまったの。こっちに、もういい人がいるって」

　うむ、ようやく全ぜん貌ぼうが見えてきたぞ……。これが、羽多野先生をあの暴挙に至らしめたきっかけに違いない。

「そしたら『うそつけ！　本当に居るなら今すぐ連れてこい！』ですって。私がでまかせを言ってると思ってカマを掛けてきたのね」

「実際でまかせですしね……」

「そうなんだけど、そんな風に煽あおられたら引っ込みがつかないじゃない？　だからこっちも『分かったわよ！』って返さざるを得なかった。で、形だけでも婚約者になってくれそうな人を探すことにしたの」

「それがよりにもよって俺おれですか……」

「よりにもよって、というか私にとっては唯一無二の回答なのよ。同僚の先生とかに頼んでまんがいち本気にされたら面めん倒どうだし。でもその点昴すばるくんは安心じゃない。好みのタイプが尖とがりきっていて、私のことなんか割わり箸ばしが刺さったキュウリくらいにしか映らないでしょ？」

「…………昴」

「激はげしく誤解です」

　葵あおいの視し線せんが痛い。いや、今俺は何も言ってないからな。

「しかも、昴くんはまだ十六歳。じゃあさっさと籍せきを入れろとか、変な方向に話が転がる心配もおそらくないわ」

「むしろ、大反対されるような……」

「それはそれでＯＫよ。両親がどれだけ非ひ難なん囂ごう々ごうだろうと、要は私にお見合いの意志がないことだけ伝えられればいいんだし」

　俺は嫌いやだぞ、そんないたたまれないにも程があるご挨あい拶さつなんて。

「というわけで、お願ねがい昴くん。冬休み初日で申し訳ないんだけど、しあさってからいっしょに温泉旅行してくれないかしら。私の婚約者の体ていで」

「お断りします」

「どうして!?」

　どうしてもこうしてもないだろう。事実、羽は多た野の先生自身も真相を話したら絶対断られると思っていたからこそあんな闇やみ討うちじみた誘い方をしたとしか思えないのだが。

「すみませんが精神的に耐えられる気がしません」

「悪いようにはしないわよ。お食事もお部へ屋やもウチで出せる最高のものを用意する。お風ふ呂ろの評判もすごくいいのよ？」

　魅み力りよくを九十九個挙げられてもたった一つですべてチャラになるほど目的が気重すぎます。

　それにしあさってといえばバスケ同好会と慧けい心しん女バスで合同練習をする予定が既に入っている。そういう意味でも、受ける気にはとうていなれなかった。

「お気持ちはありがたいですが、他ほかに約束もありまして……」

「そーそーハッチ。冬休みの最初の日はすばるんとあたしたちで練習会をするんだもん！　いくらハッチの頼みとはいえすばるんは貸せないな～」

　人差し指を横に振りながら、真ま帆ほが唇を尖らせ助け船を出してくれる。他のみんなも一斉に頷うなずいて、羽多野先生に真しん摯しな瞳ひとみで先約を訴えかけ始めた。いろんな意味で子どもが大好きな羽多野先生のことだ、この状況で強行に我を通すのは難むずかしいだろう。

「…………体たい育いく館かん、あるわよ？」

「ふぇ？」

　と、思いきや。先生はなにやら悪わる巧だくみを潜ひそませたような微笑と共に、智とも花かたちの顔を順じゆん繰ぐりに見渡し始めた。体育館って、どういうことだ？

「ウチから歩いて五分もかからないところに、町の運動施設があるの。今なら合宿シーズン前だし、絶対貸し切りにできると思うわ。だから……いっそのこと、昴すばるくんだけじゃなくてみんなで来ない？　ウチの温泉」

「ホントに!?　やったーいくいく！」

「おー。おんせん、たのしみ」

「ま、真ま帆ほ、ひなっ！」

　予想外の提案に、一発で乗り気になってしまった真帆とひなたちゃん。紗さ季きは窘たしなめてくれているが、表情からすると反対を唱えたいわけではなく、

「で、でも。この人数で押しかけたらご迷惑じゃ……」

「突然で、ご準備も大変でしょうし……」

　愛あい莉りと智花同様、ただ羽は多た野の先生に遠えん慮りよしている、といった雰囲気だ。あくまで気持ちの上だけなら、明らかに五人とも興きよう味み津しん々しんに映る。

「ぜんぜん迷惑じゃないわよ。呼んだのは向こうなんだし何人で行こうと私の勝手だもの。それに、今はちょうどクリスマスと年末年始の書き入れ前で、雪も積つもってないからシーズンの谷間なの。絶対暇に決まっているわ。ね、どう？　これはお誘いというよりみんなにもお願ねがい。練習会の場所、ウチにしない？」

　まさか、こんな切り札を隠し持っていたとは。なんだか、一気に形勢不利になってしまったような予感が。

「そ、そう言って頂けるのは嬉うれしいですけれど……」

「その、やっぱり昴さんのお気持ちが……ふぁう」

　紗季と智花の、躊躇ためらいがちな視し線せん。再び、可否は俺おれの一存に委ゆだねられた。ううむ、これはけっこう難しい判断だ。

「………………わかりました。あくまでお世話になっている羽多野先生をお助けするという意味でなら、協力します」

　迷いに迷ってから、頷うなずく。子どもたちが行きたそうなのも後押しになったし、羽多野先生に恩を返しておきたいというのも本心だ。まさか命の危き機きまでは味わわないだろうし、ここは僭せん越えつながら一肌脱がせて頂こう。

「本当に!?　よかったわ、ありがとう！　ええもちろん、心なんて一切込めなくていいから！」

「あはは……その言い方も抵抗がありますが」

　まあ、羽多野先生は心底喜んで下さっているし、じゃあどういう気持ちで、と問われたら非常に答えづらいので余計なことは言わないでおこう。

「それじゃ、子どもたち十人と同好会メンバーをウチでお預かりさせて頂きます。みんな、親御さんによろしくお伝えしておいてね」

「あ、ちょーっと待った！」

「ボクたちはいかないぞ～！」

　事態が一応の決着を見せたと思った矢先、勢いよく異い議ぎを唱えたのは椿つばきちゃんと柊ひいらぎちゃんだった。

「え、なんでなんで？　つばひー、温泉いきたくないの？」

「行きたくないわけじゃないけど、マホたちが遊んでるうちに、ボクたちはボクたちだけで特訓することにした！」

「名付けて『五年生の穴』大作戦！」

　椿ちゃんと柊ちゃんが胸を張って宣言すると、残る三人も一斉に同どう調ちようして大きく頷うなずく。

「今日きようのミニゲーム、やって思いマシた。ししょーたちとずっと同じメニューでは、ししょーたちの卒業までに、ワタシたちが追いつくことは不可能デス」

「十人で練習できる時間はもちろん大事だし、とっても勉強になります。でもたまには久しぶりに五年生だけで、私たちらしい戦い方を研究してみるのも良いんじゃないかって、今みんなで思ったんです」

　アイコンタクトを取りながら、ミミちゃんとかげつちゃんが内に秘めた想おもいを伝えてくれる。そういえば、温泉行きが決まりそうな辺りから何やら五年生たちがひそひそと相そう談だんを始めていたもんな。微妙に気になっていたけど、そんなことを話していたのか。

「紗さ季きたちが留守にするなら、出し抜くチャンスだわ。どうせ練習会って言ったって、半分くらいは遊んでるんでしょ。ならその間、私たちは血の滲にじむような猛特訓で差を縮ちぢめてみせるんだから、あは」

　対抗心むき出しな雅まさ美みさんだが、出会った頃ころの刺とげ々とげしさは感じられない。ただ同じチームのライバルに対する尊重から生まれた『もっと上う手まくなりたい』という気持ち。そんな情じよう熱ねつだけが全身に宿っていた。

　そうだな。完全に足並みが揃そろった今なら、もう一度あえて別メニューで練習する時間を設けるのも、予想を超えた面おも白しろい効果が得られるかもしれない。

「そんな、遊び呆ほうけるつもりなんてないわよ。でも……ふふ。確たしかに一度少しだけ五人と五人に戻ってみるのもアリかもしれないわね。私たちもうかうかしてたら足を掬すくわれるって、より気合いが入るもの」

　真っ向から受けて立ってやるとばかりに、紗季が首をかしげる。

「うん。五年生たちがそうしたいなら、俺おれも反対しないよ。……葵あおいは、どうする？」

『じー』

「……ふふっ。もちろん残らせてもらうわ。五年生チームの初代コーチとして、私もまだできることを探したいから」

　ふっと肩を揺らしてから、笑え顔がおで拳こぶしを握る葵あおい。五年生全員から熱あつい期待の籠こもった視し線せんが向けられてはいたが、そうでなくても答えはきっと同じだったような気がする。

「やったー！　よろしくね葵さん！　さー、追い越せ六年生！」

「うん！　力不足のコーチだけど、私も精一杯頑張るね」

　葵の右手に、椿つばきちゃんのハイタッチがぱちんと重なった。さらに柊ひいらぎちゃん、雅まさ美みさん、かげつちゃん、ミミちゃんも葵を囲んで決意の指先を一直線に伸ばす。

「くす。それじゃあ、ウチに来てくれるのは六年生と昴すばるくんね。全員責任を持ってお預かりします」

　羽は多た野の先生も異存がないようで、これにて今週の予定はイレギュラーな変更が加わることに決まった。おし、俺おれもしっかり気合いを入れておかなければ。

　……羽多野家の修しゆ羅ら場ばに叩たたき込まれるという試練もあるわけだし。

「ところで昴。……信用して送り出してあげるけど、ここに来て変な問題起こすんじゃないわよ。絶対に」

「起こさない、起こすわけないって」

　子どもたちがそれぞれ盛り上がりを見せる中、ふと葵が身を寄せて俺に耳打ち。もちろんそんなつもりは少しもないが、確たしかにようやく部活再開が見えてきたこの時期。周りに誤解を与えるような行動は殊こと更さら注意して差し控えるようにしなければ……。
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「というわけで、女バスの合宿に行くことになったんだけど……」

「断じてゆるさん」

　確かく定ていしたと思われた予定に、香か椎しい万ばん里りという壁かべが立ちはだかった。

　昼休み。七な芝しば高こう校こうの屋上で不ふ機き嫌げんそうに腕を組むその身体からだは、なんだかいつも以上に巨大に見えた。

　ううむ、想定していない事態ではあったけど、よくよく考えれば怒るのも無理はないよな……。復帰に向けた大切な練習を勝手にキャンセルしようというのだから、俺おれのやる気に不信感を持たれても仕方ないし、対等なメンバーとしてせめて先にひと言相そう談だんを入れなければならなかったのだ。

　女バスも、自分自身のバスケも大事だからこそ、万里をないがしろにしたのは完全に不手際で、義理を欠いた行為だった。自分が恥ずかしい。

「すまん、意見を訊きかずに決めようとしてしまって……」

「そういうことじゃねぇ」

「え？」

　違うのか。じゃあ、この憤いきどおりはいったいどこから……。

「なんで俺を差し置いてお前は愛あい莉りと旅行しまくってんだよ！　実の兄以上に仲良くなってんじゃねぇすり潰つぶすぞ！」

「………………」

　コメントに窮きゆうする。とりあえず、先ほどの後悔のうち半分くらいは撤てつ回かいしておきたい気分だ。

「いや、愛莉と旅行ってわけじゃなくて、あくまで女バスの練習合宿であってだな」

「そんなの関係ねぇ！　愛莉と出かけようとしてるのは事実だろうが！　職しよつ権けん濫らん用ようにもほどがある！　公私混同も甚はなはだしい！」

　妙に懐なつかしいフレーズを皮切りに、地じ団だん駄だを踏み始める万里の身体は、なんだかいつもとは比べものにならないほど小さく見えた。

「葵あおいさん、俺はどうすべきでしょう……？」

「知らないわよバカ」

　傍かたわらに座り込んでいた葵に困り果てて助けを求めると、三角定規をひっくり返したような形の双そう眸ぼうから冷め切った視し線せんを浴びせられた。是非もなし。

「なぜだ愛莉……なぜお兄にいちゃんとはお出かけしてくれんのだ……」

「ええと、万里。そもそも普ふ段だんどこかに誘ったりしてるのか、愛莉のこと」

「できるわけないだろ断られたら傷つくだろ！」

　女め々めしい。いや、俺おれも人のことをどうこう言えるような生き方はしていないが。

「とにかくだ昴すばる。これ以上の横おう暴ぼうは絶対にゆるさん。しかももうすぐクリスマスじゃねえか。クリスマス旅行とか兄として断固阻止せざるを得ない」

「クリスマス当日ってわけでもないんだけど……」

　しかし、言われてみればもうそんな時期か。時の流れの早さを改めて実感させられる。

　子どもたちへのプレゼント、考えておかないとな。

「そもそも荻おぎ山やまもなんで許可出してんだよ。クリスマス旅行だぞ、そんなの許して良いのか!?」

「ク、クリスマス旅行……。それは、確たしかに……」

　ふとそんなことを考えてしまっているうちに、ますます状況が悪くなりそうな気け配はいが。なぜか葵あおいまで、眉み間けんに皺しわを寄せて難なん色しよくを示し始めている。

「待て待て！　葵、万ばん里りに乗せられるな。クリスマス旅行っていったらクリスマスそのものにする旅行だろう。まだ早い、早すぎる」

「そ、そうよね……！　うん、万里くん考えすぎよ。クリスマス旅行ではないわ。まだ慌てるような時間じゃない」

「むう……」

　葵に諭さとされ、考え込む万里。

　そもそも、そんなに『クリスマス旅行』であるか否かが重要な問題なのだろうか。

　──小学生と旅行する。

　──小学生とクリスマス旅行する。

　そんなに変わらない気がする。どっちも健全そのものじゃないか。

　しかも目的の大部分は練習合宿だし。きっかけはまあ置いておくとして。

　とはいえこの辺の主張をぶつけ合っても水みず掛かけ論ろんになりそうだ。解決策は別方向から探るべきだろう。どうすれば、万里に快く送り出してもらえるのか。

　……ん？　いや、待てよ。

　必ずしも『送り出してもらう』必要はないんじゃないのか、もしかして。

「そうだ。なあ万里、お前も一いつ緒しよに来ないか、合宿」

「えっ？　……俺も、か？」

　お、眼めの色が変わった。これは手て応ごたえアリだ。

「ああ。そうすりゃ同好会の練習もできるし」

「な、なるほど。……いやでも、急に押しかけたら養よう護ごの先生に迷惑だろ」

「俺が言うと厚かましいのは承知なんだけど、今のところ一人ひとりで男おとこ部べ屋やを使わせてもらうことになっているから、そこに同室ならあまりお手間もかけないんじゃないか？　料金も、やっぱり甘えきるのは申し訳ないからそれぞれ払うことに決まったし」

　正直、かなり格安にして頂いている感は否めないのだけど。

　あと、婚約者の体ていで訪問するのに羽は多た野の先生と同室じゃないのは整せい合ごう性せい的にアレな感もあるが、さすがに二人ふたり布団を並べて……というのは問題がありすぎるのでなんとかそこは勘弁して頂いた。初めてご実家に挨あい拶さつに行くのだから謙けん虚きよに、誠実に、という設定でうまくごまかすしかない。

「女バスのコーチングもお願ねがいできるから、万ばん里りさえよかったらぜひ来て欲しいんだけど、どうだ？　……ほら、そうすりゃ万里も愛あい莉りと旅行ってことにもなるし」

「……………………」

　腕組みして、黙だまり込む万里。頼む、この案が受け入れられなければほぼ手詰まりだ。子どもたちも既に楽しみにしているし、なんとか中止だけは避けたい。それに、もし修しゆ羅ら場ばになったら万里の存在はボディガードとして心強い……いや、それは冗じよう談だんとしても。

「昴すばる、ひとつ確認しておく」

「お、おう。なんだ？」

「これは、お前が誘ってくれたんだよな？　自分の練習相手、そして女バスのサブコーチとして。断じて、俺おれが独断で妹の旅行に厚かましく付いていこうとしているわけじゃないよな？」

「……委い細さい承知だ。あくまで誘ったのは俺。万里が行きたいと言い出したわけじゃない。ちゃんと羽多野先生にも子どもたちにも、そこを強きよう調ちようして話しておくよ」

「うむ。ならば……行こう。あ、愛莉とクリスマス旅行に、な。ふふ……ふふふふふ」

　こだわるなあ、クリスマスに。

「……練習合宿だぞ？」

「わかっとるわ。あと、昴の婚約報告だろ」

「偽装だ。そういうダイレクトな言い方はやめてくれ。心しん臓ぞうに悪い……」

「わはは、まーせいぜい頑張れ」

　何を頑張ればいいのやら……。

　さておき、気重なミッションも控えてはいるが、万里が来てくれるならますます身のある練習ができそうだ。子どもたちにとっても、自分にとっても。

　週末、だんだんと楽しみな要素の方が上回ってきたかもな。

「……男って、バカばっかり」

　心底呆あきれかえった葵あおいの声を左から右に受け流して、初冬の青空を見上げる俺であった。
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「なんつー不安しか生まれないメンバーだ……」

　万里の同行に羽多野先生からも子どもたちからも快く了承を頂き、迎えた当日。この日の集合場所となったターミナル駅で、見送りに来たミホ姉ねえが盛大なしかめっ面つらを披ひ露ろうする。

「俺おれも不安要素に数えられてそうなのが遺い憾かんだけど、そう思うなら付いてきてくれりゃよかったのに」

「だから、今日きようの午後どうしても外せない仕事があるんだっての。冬とう子こめ、好き放題やりたいからってわざとこの日に予定組みやがったな」

　本人の言葉通り、今回の合宿にミホ姉ねえは不在。俺としても、なぜいちばん居て欲しいタイミングに限って間が悪いのかと嘆かざるを得ない。

「あら、そんなわけないじゃない。私が美み星ほしちゃんとの蜜月をないがしろにしたがるはずがないでしょう。来てもらえないのは本当に残念だわ……」

「……この際アレだな、昴すばると冬子が本当に婚約しちまえば私の悩みも一気に解決するかもな」

「問題発言はやめてくれ……」

「そうよ。私も昴くんも常に見ている方向は同じなのだから、ベクトルを重ねるのは難むずかしいわ」

「二人ふたりで子ども作って溺でき愛あいすりゃいいだろ」

「…………………………それは盲点」

　羽は多た野の先生、考え込まないで下さい……。ミホ姉も軽率にそういうこと言うな。

「万ばん里り、お前だけが頼りだ。冬子にも昴にも、絶対に不ふ祥しよう事じを起こさせるな」

「そうよ。愛あい莉りちゃんだけじゃなく、子どもたち全員を守ってあげてね」

「はっ、仰おおせのままに」

　ミホ姉、そして同じく見送りに来てくれた葵あおいに対し、背筋を伸ばした敬礼で応じる万里。今まで誠実にコーチを務めてきたはずなのに、どうしてこうも信用がないのだろう。俺は哀かなしい。

「ねーねー、そろそろ電車来るよ～！」

　反はん論ろんを口にしようとした寸前、少し離はなれたところで談だん笑しようしていた真ま帆ほの声が響ひびく。しかたない、無念ではあるがこのまま出発しよう。

「それでは美星先生、葵さん、行ってきますっ」

「おう、練習がんばれよ～。あといろいろ気をつけろよ」

「……？」

　きょとんとする智とも花か。ミホ姉も大概しつこい。

「えへへ、わくわくするね。どんなところだろう」

「山の方というお話だから、もしかしたら雪が降るかもしれないわね」

「おー。はつゆき、すごく見たい」

　五人とも何の警けい戒かいも見せず安心しきってくれているというのに。

「……くすくす。はぁ、ジュエルちゃんたちと旅行できるなんて夢のようだわ。お風ふ呂ろ、温度下げておいてもらおうかしら。可能な限りみんなと長湯できるように」

　……だからこそ心配だという気持ちもわからないではないけれど。もちろん自分自身のことではなく、羽多野先生の牙が城じように招かれるという意味において。

　というか先生自身、既に本来の目的を見失いつつあるような。

「昴すばるくんも旅行を楽しんでね。巻き込んでおいて勝手な言い分だけど、ウチの事情は全部こっちでなんとかするから、気負わずにいてくれると私も救われるわ」

「……あはは、はい。可能な限りそうさせて頂きます」

　まるで俺おれの心を読んだかのようなタイミングで、困り笑いと共にお辞じ儀ぎして下さる羽は多た野の先生。ん、そうだな。俺がそわそわしているとみんなもバスケに集中しづらいだろうし、開き直ってあとは成り行きに身を任せるしかあるまい。

「おにーちゃん。お席、このへんでいい？」

「うん、大丈夫だよ」

　改札を抜け、今まで乗ったことのない路ろ線せんの特急を目指す。到着した車内は自由席でも比較的空すいていたので左右のシートを二列ずつ向かい合わせれば、通路を挟んでみんな一いつ緒しよに陣取ることができそうだ。

「よっしゃ、駅弁だ～！」

「わーい。おにーちゃんと、みんなで駅弁」

「まだ電車動いてもいないのに気が早いわねー、ふふ」

　八人でポジションを確かく保ほし、いよいよ試練の旅が幕を開ける。不安はあれど、少なくとも慧けい心しん女バスにとっては最大限実りある遠征にしてあげないと。コーチとして、何ができるかじっくり考えておこう。

「昴さん。お母かあさんがフルーツを持たせてくれたんですけど、良かったらデザートにどうですかっ？」

「お、ありがとう智とも花か。それじゃ遠えん慮りよなく、ぶどうを頂こうかな」

「はいっ、ぜひぜひ」

「あっ、いけない。お兄にいちゃん、わたしハンカチ忘れて来ちゃったみたい……。予備とか、ないよね？」

「あ、あるぞあるぞ！　たくさん持ってきたから俺のでよかったら使ってくれ！」

「えへへ、よかった。ありがとう」

「……愛あい莉りが、俺のハンカチを、嫌いやがらずに。もうこの世に未練はない」

「万ばん里り、毎度のことだけどすぐに成じよう仏ぶつしようとするなって……」

　もちろん、こういう穏おだやかな時間も大切にしつつ。

　思えば、大会を終えて初めて迎えた、みんなとゆっくり過ごすチャンスでもあるもんな。羽を伸ばすきっかけを下さったという意味では、羽多野先生にたっぷり感かん謝しやしないといけないかもしれない。

「くふふ。すばるんすばるん、キンチョーしてる？　ハッチのだんな様役！」

「……はは。少しだけね」

「もう、真ま帆ほ。あんまり長は谷せ川がわさんを困らせないの。それに、到着したらヘンなこと言って作戦をバラしちゃわないように注意しなさいよ」

「こらこら、あたしがそんなドジするわけないじゃん！」

　窘たしなめてくれた紗さ季きに、真帆は頰ほおを膨ふくらませながら抗こう議ぎする。個人的にはバレてしまった方がある意味気が楽でもあるんだけど、羽は多た野の先生に協力すると決めた以上俺おれも不用意な失言には注意しないと。

「だんな様、かぁ……」

「くす、ごめんなさいね智とも花かちゃん。私ごときが昴すばるくんに大役を押し付けてしまって」

「ふぇ!?　い、いえその、今のは特に深い意味があったわけではっ！」

「おにーちゃん。とうこの次は、ひなたちともお嫁さんごっこしよう？　あいりもやるよね？」

「わ、わたしは……！　ええと、ちょっと恥ずかしいけど、でも……え、えへへ」

　気を遣つかってくれたのか、困り笑いで言葉を濁にごす愛あい莉り。そんな、無理しなくても良かったのに。

「ほほう、愛莉とお嫁さんごっこねぇ。そりゃ、楽しそうだな昴……！」

　こめかみの血管をぴくぴくさせた万ばん里りが怖いし……。いや、もちろん嫌悪感を覗のぞかせないでくれるのは本当に有あり難がたいことなんだけど。







「さあみんな、そろそろ到着よ。次の駅で降りられるよう準備をしておいてね」

　お昼ごはんを済ませ、さらに一時間ほど雑ざつ談だんを楽しんだところで、羽多野先生がぽんと手を鳴らした。

「おっ、もう着いちゃうの？」

「思ってたより近いんですね」

　わずかに驚おどろいたそぶりを見せる真帆と智花同様、他ほかの子たちも意外そうだ。俺もまた、事前に地図で見た印象だともう少し時間がかかるものだと思っていた。

「ええ、実はそんなに離はなれてないの。でも山の上だから、景色けしきはずいぶんと違うはずよ」

「本当ですね。とっても自然が豊かなのが、もう伝わってきます」

「おー？　雪は、まだふってなさそう。でもでも、川がとってもきれい」

「本当だねっ。お日さまできらきらしてる」

　車窓から景色を覗き込み、歓声を上げる紗季とひなたちゃんと愛莉。俺も目を向けてみると、電車はちょうど大きな河川にかかる鉄橋の上を通過していた。清らかな水と、光の競きよう演えん。近所にも川や鉄橋はあるけど、明らかに一いつ線せんを画かくした美しさだ。

「ついた～！　いちばんのり！」

　橋を越えて間もなく電車が停止し、ドアが開くや否や待ちきれないとばかりに真帆がホームへ降り立つ。続いて他の子どもたち、俺と万里、最後に羽多野先生の順で車外へ。駅舎は簡かん素そだけどとても趣おもむきがあって、近付くだけでほんのり木の香りが漂ってくる。

「素す敵てきな駅ですね」

「くす、そうね。昔はもっとボロボロだったんだけど、つい最近建て直したから」

　言われてみれば、壁かべも真っ白でまだ使用感が少ない。温泉どころとして俺おれも地名くらいならもともと知っていた場所だし、きっと観かん光こうに力を入れているのだろうな。

「ええと、バスでおむかえに来て下さるんですよね」

「おー。あそこにばす、あるよ」

　外に出て、愛あい莉りとひなたちゃんの声に顔を向ければ、そこには『旅りよ館かん・羽は多た野の』と記された白いバスが。うん、間違いなさそうだ。

　それにしても、こうして銘入りの車両を見ると、ようやく羽多野先生が旅館の娘さんなのだなと実感が湧いてくる。さすが慧けい心しん、生徒たちだけでなく先生まで良家の出身なのか。

　あ、でもよく考えたらミホ姉ねえは実に普通な家庭環かん境きようだった。

「こんにちは。わざわざありがとうね、遠えん藤どうさん」

「お久しぶりです、お嬢じよう。いえいえ、大切なお客様ですから当然のことでごぜえます」

「今日きよう、他ほかに予約は？」

「お嬢たちご一行だけです」

「あら、それは好都合」

「こっちとしちゃ寂しい限りですが。わっはっは。ま、年末前のこの時期はどうしても毎年空きが多くなりますやね」

　全員で近付いていくと、運転席から小柄な男性が降りてきて、気さくに挨あい拶さつを交わして下さる。短く刈り込まれた真っ白な髪はいかにも老練といった雰囲気で、きっと長い間旅館を支え続けてきた方なのではないだろうか。

「みなさん、遠くまでよくいらっしゃいました。番頭の遠藤です。お嬢がいつもお世話になっております」

「やーやー！　よろしくねん！」

「真ま帆ほ！　どうしてあんたはいつもそう失礼極まりないの……。は、初めまして。永なが塚つか紗さ季きと申します」

「湊みなと智とも花かです。明日あしたまでよろしくお願ねがいしますっ」

「香か椎しい愛あい莉りです。お世話になりますっ」

「兄の香椎万ばん里りです。自分まで突然お邪じや魔まさせてもらうことになってすいませんです！」

「おー。袴はかま田だひなただよ。おんせん、たのしみです」

「これはお嬢のお話通り可愛かわいらしいお客様だ。最近若い人はあまり来てくれないから嬉うれしいですよ。……ええと、それで、お嬢の『いい人』というのは」

「……あ、はい！　長は谷せ川がわ昴すばると申します、よろしくお願いします！」

　最後に、俺おれも深く腰を折る。さあ、いよいよミッションスタートだ。失礼のないよう、そしてボロを出さぬよう気を張っておかねば。

「なんと、こりゃまた若々しい。高校生かと見間違えるよ」

「い、一応二は十た歳ちの大学生です。あはは……」

　これはもちろん虚偽設定。さすがに十六歳だとバレてしまうと門前払いの可能性が高すぎるので、羽は多た野の先生と相そう談だんの上、教育学部に在ざい籍せき中ちゆうだと言い張ることになった。

　騙だますことに罪悪感もあるし、見た目的にも多少無理があると自覚しているが、協力すると決めた以上ベストを尽くすしかない。

「奇想天外なお嬢じようらしいといえばそうなのかもなあ。ははは、まー私がとやかく言うことじゃありませんやね。さあ、早速ご案内しましょう。旦だん那ながお待ちですよ」

　ひとまず、この遠えん藤どうさんとおっしゃる番頭さんは異を唱えないでおいて下さるようでほっとした。もちろん、本番はこの後なんだけど。

「くす。昴すばるくん、緊きん張ちようしないで。大丈夫、私の父は刃物を持ち出すようなタイプではないから」

「そ、それはなによりです」

　バスに乗り込んでから、そっと耳打ちして下さる羽多野先生。とりあえず身の安全は保証して頂けて、多少気が楽に……なったような、そうでもないような。

「……まあ、多少の火花くらいは飛び散るかもしれないけど、巻き込んだ張本人の私が責任を持って守るから」

　うん、やっぱり不安だ。まさかとは思うけど、火花ってマズルファイアー的なものじゃないよな。違うよな。

「す、昴さん。その、がんばって下さいねっ！」

「……ありがとう、智とも花か。うん、なんとか役目を果たせるよう努力するよ」

　ええい、狼狽うろたえるな。子どもたちに気を遣つかわせないよう、どんと構えていないと。

　冬枯れの細い山道を窓から眺めながら、俺は震ふるえそうになる膝ひざをぎゅっと握りしめた。





＊






「久しぶりね、お父とうさん。早速だけど、この方が今お付き合いさせて頂いてる──」

「は、はじめまして。長は谷せ川がわ昴と申します」

「……おい冬とう子こ。なんだこのお子さまは」

　帰りたい。

　趣おもむき深ぶかい和装建築の宿に到着し、奥まった座ざ敷しき間まに羽多野先生と二人ふたりきりで通されて正座した瞬しゆん間かん、後悔が日に本ほん海かいの荒波のように押し寄せてきた。

　羽多野先生のお父様は小柄ながら和服をびしっと着こなした恰かつ幅ぷくの良い男性で（男性なのは当たり前だが）、いかにも『大おお旦だん那な』といった雰囲気に溢あふれていた。

　長い白髪しらがを後ろで一房にまとめている外見からか、どこか陶芸家のような印象も抱く。

　端的に言うと、すごく怖そうだ……。

「お言葉ね。私もこれからお父とうさんと顔を合わせるたびに『なにこのジジイ』とか言った方が良い？」

「…………相変わらず、親を親とも思わねえ口っぷりだなオイ」

　は、羽は多た野の先生。あまり挑発的にならないで頂けると……。今のやりとりからすると普ふ段だんからこういう会話が繰くり広げられていそうだけど、こちらとしては既に気が気じゃない。

「無む駄だですよ、あなた。冬とう子こが自分から何か言い出して、あなたが説得できた試しなんてないでしょうに」

　羽多野先生のお父様と並んで座っている、お母かあ様さまと思おぼしき方はかなりさばさばとした雰囲気だ。中立的に捉とらえて下さっているのか、もしくは既に諦てい観かんの極みに達していらっしゃるのか。

「いや、今回ばかりは簡かん単たんに引き下がれるか。こんな頼りなさそうな輩やからに旅りよ館かんの切り盛りが勤まるなんて思えん！」

「そもそも旅館を継ぐとか、今の私にそんな気はないって何度も言ってるでしょ。養よう護ご教きよう諭ゆを定年になった後ならまあ考えなくもないけど」

「アホか！　そのころ俺おれら何歳だよ！」

「くす、がんばって長生きしてね」

　ニッコリ、と氷の微笑を向ける羽多野先生。俺の背中はとっくに脂汗の見本市状態である。

「さ、紹介も済んだことだし行きましょうか、昴すばるさん。お部へ屋やに案内するわ」

「い、良いのでしょうか……？」

「よくねぇ！　オイコラ冬子！　まだ話は終わってねえぞ！」

「ねえ。昴さんだけじゃなく、私の教え子たちもちゃんとしたお客様なんだけど？　なのに部屋に通したきりほったらかしにするなんて、しばらく帰らないうちにここもとんだクソ旅館に成り果てたものね？　じゃ○んに☆一つでレビュー書いておこうかしら」

「ぐぬぬぬぬ……。認めん、認めんからな……！」

　半ば強引に俺の手を取って立ち上がらせ、退室を促してくれる羽多野先生。気き遣づかいには感かん謝しやするものの、この一触即発ムードのままで本当に大丈夫か……？

　とはいえ、俺が何を言おうとお父様の憤いきどおりが収まるとも思えないしなあ。ここは先生に従っておくべきかもしれない。

「し、失礼しました！」

　せめてもの誠意になればと深く頭を下げ、部へ屋やを後にする。偽装でもこのいたたまれなさなのだから、本当に彼女のご両親に挨あい拶さつをする時っていったいどれほど緊きん張ちようするのだろう。

　いや、もちろん現状でそんな予定は全然ないんだけど。

「気まずい思いさせちゃってごめんなさい、昴すばるくん。でもこれで最大の山場は越えられたかしら」

「あんなお別れのしかたでよろしかったのでしょうか……？」

「くす、いいのよ。別に認めてもらわなくても、要は私にお見合いの意志がないことさえ伝わればＯＫなんだから。それとも昴くんとしては、しっかり私との婚約を許してもらいたい？」

「そ、それは……なんと答えたらいいやらですが……」

「くすくす。いじめちゃってごめんなさい、冗じよう談だんよ。さ、嫌いやなことはさっさと頭から追いだして子どもたちのところへ行きましょう！　しっかり栄幼を摂とって、ここからいよいよ楽しい旅行の始まりだわ！」

　言葉で聴きいただけでも『えいよう』の『よう』の字が常軌を逸していることが伝わってしまうからこの方はすごい……。いや、ある意味では一発で理解できてしまった俺おれの方も悪い影えい響きようを受けすぎているのかもしれないが。

　襟えりを正しておこう。健全に生きていくために。

「みんな、おまたせ……あれっ？」

　いろいろ考えさせられてしまいつつ、子どもたちの部屋の前にたどり着いた俺と羽は多た野の先生。ふすまをノックして許可をもらってから中に入ると、五人の出いで立たちに予想外の変化が加わっていて少し驚おどろく。

「昴さん、羽多野先生、お疲れ様です！」

「無事、済んだみたいですね。安心しました」

　笑え顔がおで労ねぎらってくれる智とも花かと紗さ季きに会釈で応じるが、どうしても意い識しきは自分のことより子どもたちに向いてしまうのだった。羽多野先生も意外そうに眼めを大きく見開いている。

「うん、なんとか。……ところでみんな、その服はどうしたの？」

「へっへー。あたし、似合う？　似合うでしょ？」

「おー。ばんとーさんに、貸してもらった」

「急にわたしたちも泊めて頂くことになったので、お礼に何かお手て伝つだいができませんかって、頼んでみたんです。えへへ、そうしたら、これを着ると良いって」

　真ま帆ほはくるりと回ってポーズを決め、ひなたちゃんは無邪気にバンザイをして、愛あい莉りははにかみながら和服の袖そで口ぐちを胸元に寄せる。

　和服──そう。五人の衣装が、この旅りよ館かんの従業員さんたちが身につけていらっしゃるのと同じ着物に変化していたのだ。

「みんな、本当にかわいいわ……。でも、よくサイズがあったわね」

「──全部、お嬢じようが昔着てらしたものですよ。女将おかみさんが一枚残らず取っておいてましたので」

　声に振り向けば、ニコニコ顔の遠えん藤どうさんが。きっと子どもたちの意を汲くんで用意して下さったのだろう。

「もう使い道なんてなかったはずなのに、お母かあさんも相変わらずね。でも、おかげで素す敵てきなものが見られたわ」

　溜ため息いきを吐つきつつ、嬉うれしさを隠せていない羽は多た野の先生。先ほどは意外なほどの毒舌を披ひ露ろうしていたけれど、この旅りよ館かんを忌いみ嫌っているというわけではないんだろうな。ただ、今は今の仕事を大事にしたいというだけで。

　柔らかな瞳ひとみから、俺おれはそんな予感を抱く。

「ええと、羽多野先生。勝手に決めてしまいましたけど、よろしかったでしょうか……？」

「もちろんよ。むしろ、そんなに気を遣つかわなくてぜんぜん良かったのに」

　遠えん慮りよがちに尋ねた智とも花かの頭を撫なで、申し訳なさそうに笑う羽多野先生。

「しょーじき、気はつかってない！　旅館のおしごとやってみたかっただけ！」

「もう、なんて身みも蓋ふたもない……」

　真ま帆ほのあっけらかんとした言葉に紗さ季きは呆あきれているけど、どれもまた真実なのだろうな。よし、ここはいっちょ俺おれも一いつ緒しよに働いて、素敵な機き会かいを下さった羽多野先生や旅館の皆さんに恩返しするか。今日きようは他ほかのお客さんもいないみたいだし、ゆっくり休んでいる方の迷惑になることもないだろう。

「じゃあ俺は万ばん里りにも声をかけてくるよ。それからみんなでお手て伝つだいさせてもらおう」

「お嬢、実はまだ女将おかみさんたちに報告できてないんですが……」

「そっちは私が行ってくるわ。大丈夫、四の五のなんて言わせないから」

　方針を決め、いったん解散。男おとこ部べ屋やでくつろいでいた万里も、お手伝いの旨むねを伝えるとすぐにやる気になって準備を始めてくれた。

「旅館の仕事か～。なんか荻おぎ山やまとか得意そうな感じがするな」

「確たしかに。俺の母さんも似合いそうだ。なんとなくだけど」

「ああ、なんとなくな」

　不ふ思し議ぎと見解を一致させながら着替えを終えて、二人ふたりで再び子どもたちの許もとへ向かう。ジャージ姿だと趣おもむきが足りないかもしれないけど、汚れても問題ないので利点も多いだろう。

「すみません、お待たせしました」

「ううん、こっちも今準備が完了したところ。それじゃあ本当に申し訳ないけど、昴すばるく……さんも、万里君もよろしくね」

「…………ふん。これくらいで、認めてやると思ったら大間違いだからな」

　到着すると、羽多野先生のお父とう様さまとお母様もそこにいらっしゃった。まだ俺に対する刺とげ々とげしさは残っているものの、お父様の顔つきは幾分穏おだやかになっているような気がする。

「本当に助かるわ～。今ちょうど、人手が足りてなくて」

　お母様の方はとても上じよう機き嫌げんだ。これは図はからずも、好感度アップに繫つながった感がある。もちろん、この後の働き次第によってまだどちらにも転ぶような状態だろうけど。

　おし。悪印象のままでも構わないという羽は多た野の先生の弁だけど、あまり嫌いやな気持ちがご両親に残らないよう誠心誠意仕事に励まねば。

「よっしゃ、あたしはゾーキンがけからやるぞ～！　廊下が長いから楽しそう！」

「おー。ひなもぞーきんやりたい」

　用具を借りて、早速お手て伝つだい開始。真ま帆ほとひなたちゃんは長い回廊の拭ふき掃除から始めるようだ。骨が折れるから億おつ劫くうに感じる人が多い作業だろうに、楽しみを見いだして積せつ極きよく的てきに取り組もうとするのはさすがだな。

　それじゃあ俺おれも拭き掃除を手伝おうかな。三人横並びでちょうど廊下の幅を網もう羅らできるし、足腰の鍛たん錬れんにもなりそうだ。

「真帆、ひなたちゃん。俺もいっしょにやらせてもらっていい？」

「おっ、すばるん。６─Ｃのゾーキンエースに挑戦状を叩たたきつけるかね！　くふふ、負けないぞ～」

「わーい。おにーちゃんと、まほと、ぞーきんレース」

「いやいや、ただ普通に掃除を──」

「よーしいくぞー、スタート！」

「すたーとー」

「……って、ダメだよそんな全速力でぶっ飛ばしたら危ないから！」

　苦笑と共に窘たしなめようとしたが、言葉が届かないうちに滑走を始めてしまった真帆とひなたちゃん。ああ、大丈夫かな……。けっこう曲がりくねってる廊下だからあまり勢いをつけすぎると大変なことになりそうなんだけど。

「まほまほ選手、第一コーナーに突入します！」

「ひな選手も、しまーす」

「おりゃ～！　……っととととと!?」

「きゃー」

「うわ!?　言わんこっちゃない……」

　心配は現実のものとなり、最初の曲がり角で勢い余って外に振られた真帆が、同じくコースアウトしそうになっていたひなたちゃんと接触事故を起こしてしまった。ごてん、と嫌な音だけを残し、コーナーの奥の死角まで転がっていく二人ふたり。

「だ、大丈夫か…………っ!?」

　慌てて拭ふき掃除を中断し、二人の後を追う。

　すると、角の先で待ち構えていたのはあまりにも衝しよう撃げき的てきな絵え面づらだった。

「あははは、ごめんヒナー」

「おー。ぜんぜんへいき。くるくる楽しかった」

　幸いにして、真帆もひなたちゃんもあっけらかんと笑いあっていたので怪け我がの心配はなさそうだ。しかし、問題なのはその体勢である。

「おっ、すばるんが逆立ちしてる」

「さかさまおにーちゃん、ごめんなさい。ひなたち、転んじゃった」

　まるで、開脚後転を途中で止めたかのような形で背中を支点にくるんと丸まり、大きく開いた両脚を投げだしている二人ふたり。着物の裾すそは激はげしく乱れ、太ももの根元近くまでめくれ上がっている。
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「無事で良かったよ……。ど、どこか痛めてないよね？」

　助け起こしてやるべきかと思いつつ、直視するのが憚はばかられて至近まで距きよ離りを詰め切れない。見るべきではないものがはみ出しているわけではないのだが、それでもこのアングルは非常に危険である。ほんのちょっとの変化でさらに状況が悪化してしまうのは明白なので、動くべきか動かざるべきか非常に迷う。

　それにしても、よくこのはだけ方で下着が解き放たれずに済んだよな……。正直見えていてもおかしくない、むしろ見えていない方がおかしいとさえ言える有あり様さまなのだが。いや、断じて見えて欲しかったという意味ではないが。

「ちょっと、大丈夫？　なんだかすごい音が……あああああっ!?」

「ん？　紗さ季き？」

　視し線せんを逸そらしたまま固まってしまっていると、後ろから盛大な悲鳴が。振り返れば、紗季が殺人現場でも見たかのような形ぎよう相そうで両手を震ふるわせていた。

「ちょちょちょ、ちょっと来なさい二人ともっ！」

「およ？」

「おー？」

　かと思えばハッと我に返り、真帆とひなたちゃんを無む理り矢や理り起こして至近の空き部べ屋やの中へ連れ込んでいく。状況を打破してくれてありがたいが、いささか焦り方が尋常じゃなかったような。

『なななな、何やってんのよ本当に！』

『ん？　だいじょびだよ？　旅りよ館かんのモノは壊こわしてないし』

『おー。ひなたちもげんき』

　戸惑う俺おれをその場に残し、押し殺した声で二人を叱しかる紗季。隔てているのがふすま一枚なので全部筒抜けになってしまっているが。

『そういうこと言ってるんじゃないの！　だ、だからっ！　こういう時に備えてちゃんと下着はつけておきなさいって言ったでしょ！』

『えー。だって着物のときはパンツはかないってヒナが教えてくれたし』

『おー。ひな、ちゃんとご本で読んだ』

『だとしても！　それが正しいとしてもちゃんとパンツはかなきゃダメ！　二人ともすぐ着付け乱しちゃうんだから、そういう本格的な装備はまだ早い！』

　………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………。

　いや、見てない。俺おれは、何も、いけないものは見ていない。辛かろうじて、眼めに入ってない。

　だから、聞こえなかったことにしよう……。







「うーん、スースーして面おも白しろかったのに」

「おー。くせになりそうだった」

「ダメよ、絶対にそんな癖くせつけちゃ……」

　紗さ季きのおかげで真ま帆ほもひなたちゃんも無事『標準的』な装備を調ととのえてくれたようで、密ひそかに俺おれもほっと息を吐く。

　仕切り直しとなった雑ぞう巾きんがけも今度は二人ふたりとも真ま面じ目めにそつなくこなし、広大な室内の磨き上げが完了。早くもけっこうな運動負荷を得たが、俺たちにもできそうな仕事はまだたくさんある。このぶんだと午後から予定している練習はランニング等を省いていきなりボールを使った実戦に近い形から始めて良いかもしれないな。

「すごいねえ、これ」

「うん、本当に立派だよねっ」

「ん？」

　そう思って頭の中でメニューを修正しながら庭園の近くを移動していると、不意に愛あい莉りと智とも花かの声が耳に入ってくる。二人は枯葉の掃き掃除を担当していたはずだけど、何か気になるものでも見つけたのかな。手て伝つだえることがあるかもしれないし、ちょっと様よう子すを覗のぞいてみるか。

「やあ、二人とも。順じゆん調ちよう？」

「あっ、昴すばるさん。はい、枯葉は集め終わりました！」

「あとは焼却炉に持っていくだけだったんですけど、これを見つけてつい立ち止まっちゃいました、えへへ」

　そう微ほほ笑えんで愛莉が智花と共に見上げるのは、俺の背の高さを優ゆうに超えたモミの木。なるほど、たしかに生木でこんなサイズのツリーは地元じゃそうそう見ない。

「大きいな～。装飾がされてなくても、これを見るとクリスマスっていう感じがするね」

「ふふっ、そうですね。楽しみだな、クリスマス……」

　瞼まぶたを細め、白い息を漏らす智花。愛莉も同どう調ちようするように瞳ひとみを輝かがやかせている。

　やっぱり、小学生だと殊こと更さら待ち遠しいんだろうな。俺も、昔の方がこの歳末のイベントに強く心を輝かがやかせていたような気がするし。

　それはそれとして、このモミの木だけ少し周りの植物と趣おもむきが違うな。決して浮いているという意味ではないけど、和の中に洋一点という感じで異彩を放っている。

「くす。元気に育っているわね、あいかわらず」

「あ、羽は多た野の先生」

　三人でしばし頭上を見つめていると、俺たちを見つけたのか歩み寄ってくる人ひと影かげが。真帆とひなたちゃんと紗季もいっしょだ。

「このモミの木、私が子どもの頃ころわがままを言って植えてもらったの。その時はほんの小さな苗なえ木ぎだったんだけど」

「そうだったんですね。……すごく元気そうです」

　きっと、旅りよ館かんの方たちが変わらず大事に育てて下さっているのだろう。羽は多た野の先生も同じ事を思っているのか、嬉うれしそうなちょっとだけ困ったような、複雑な表情を浮かべている。

「ねーねーハッチ、クリスマスの飾り付けとかしないの？」

「私が子どもの頃ころは毎年させてもらってたけど、最近はしてないでしょうねー。……くす、でももしかしたら、昔の飾りがまだあるかもしれないわね。着物が残っていたくらいだから。倉の整せい理りついでにちょっと探してみましょうか」

「いいねいいね！　ちょーやりたい！」

「お手て伝つだいのつもりが面めん倒どうを増やしてしまいそうですが……。ふふ、でもせっかくこんな立派なモミの木があるなら、何かするのも悪くない気がします」

「昔は恒例だったのだから反対はされないわ。でも本当に飾りが残っている保証はないから、もし見つからなかったらごめんなさいね」

「はいっ。できそうならでもちろん良いんですけど、私もやってみたいです。飾り付け」

「えへへ、わたしもです」

　真ま帆ほの質問から、他ほかの子たちの間にも期待が伝でん導どうする。クリスマスイルミネーションで旅館の一角を飾るというのは、それこそ子どもたちだけにしかできない種類のお手伝いなのではないだろうか。目にしたお客さんも、きっと微ほほ笑えましく思ってくれることだろう。

「じゃあ、次はみんなで倉を片づけながら、探し物をしましょう」

「おー。れっつごー」

　新たな目的地が決まったので、羽多野先生の先導で移動する俺たち。

「──ほっ！」

「おみごと！　あんたすごく筋が良いな！」

　その途中で枯葉を捨てるため焼却炉に立ち寄らせてもらうと、少し意外な組み合わせで行われる作業風景が眼めに入ってきた。

「どもっす。こういう力仕事なら任せて下さい！」

　万ばん里りが、先生のお父とう様さまの指導を受けながら薪まき割わりに従事していたのだ。

「いやー、本当に助かるよ。男手が年寄りばかりになってきて、みんなこの作業に難なん儀ぎしてたんだ。俺おれも最近腰がな～」

「それなら今のうちに割れるだけ割っておきましょう。どんどん持ってきて下さい！」

　既にかなりの本数をこなしているのだろう。真冬にＴシャツ一枚で汗を光らせている万里は、まったく嫌いやな顔ひとつせず延長戦を買って出る。いかん、俺ももっとがんばらないと貢献度で負けてしまうな。

「君みたいな人がずっと居てくれると嬉うれしいんだがな、ほんと……」

「いやー、俺もここはすごく気に入りましたけど、こうこ……ゲフン！　残念ながら大学の授業がありますので…………おお、昴すばるに愛あい莉りたち。調ちよう子しはどうだ？」

「万ばん里り、おつかれ。自分なりに手て伝つだわせてもらってるけど、万里ほどは役立ててないよ、恥ずかしながら」

「これ、いいぞ。筋トレにもなるし」

　白い歯を覗のぞかせ、斧おのを肩に担ぐ万里。芸術的なほど絵になるポーズだった。

「そっか、じゃあ俺おれも薪割りを手伝わせてもらおうかな……」

「いや、やめとけ。最初はコツを摑つかむまでちょっと時間かかるし、ここまで来たら俺が全部やった方が早い」

　ぐう、反はん論ろんできない。確たしかに未み経けい験けん者しやが余計なちょっかい出して効率悪くするよりは、今自分が出来ることに集中した方が良いか。パワーでは万里に勝てないのも事実だし。

「…………………………………………んん」

　そう思って苦笑いを浮かべていると、何やら羽は多た野の先生のお父様が腕組みしながら眉み間けんに皺しわを寄せ、俺と万里を交互に見つめ始めた。

「……？　どうしたの、お父さん」

「冬とう子こ。それに万里君と、そこの男。仕事が終わったら三人で俺の部へ屋やに来てくれ。ちょっと話がある」

　怪け訝げんそうに尋ねた羽多野先生に対し、重々しく告げたお父様。

「………………」

「………………」

　タイミングをシンクロさせ、俺と羽多野先生はなんとも微妙な表情で顔を見合わせてしまう。

　なんだか、とてつもなく嫌いやな予感がするな……。万里が名前呼びなのに、俺が『そこの男』な辺りから、特に。







「率直に言おう。冬子、万里君とお見合いしろ」

「えっ!?」

「はぁ？」

「……………………」

　嫌な予感的中であった。

　まず万里が驚おどろきの声をあげ、続いて羽多野先生が呆あきれかえってあごを突き出す中、薄うす々うすこの展開を覚悟していた俺は何の反応も示せずにいた。

　恋人役として、ここは憤いきどおりの一つでも披ひ露ろうしておくべきなのかも。けど、どうにもうまい言葉が見つからない。俺の下へ手たな演技だとなおさら状況を悪くしてしまう可能性もあるしな……。

「どう考えてもそこの男より万里君の方が旅りよ館かんの仕事に合っている。万里君ならば俺も何の文句も言わず受け入れてやる」

「だからどうして旅りよ館かんありきで考えなきゃいけないのよ。私と昴すばるさん、それに万ばん里り君の気持ちは無視？」

「……なー冬とう子こ。お前本当にここを継ぐ気、ぜんぜんないのか？」

「だから、それは……ないわよ。今は。養よう護ご教きよう諭ゆの仕事が天てん職しよくだと思っているから」

「この際細かい問題は置いておいて、定年後なら継いでも良いみたいなこと言ってたよな？　まったく嫌いやってわけではないってことだろ」

「………………」

　押おし黙だまってしまう羽は多た野の先生。この質問は、ちょっと間が悪かったかもな。大事にされていた昔の着物やモミの木を見て、羽多野先生の中で郷愁が膨ふくらんでいた可能性が高いから、噓うそでも冷たく突き放すのは難むずかしいのだろう。

「だから、旅館の話は今は関係ないでしょ。こういうことって、一番大事なのはお互いの想おもいなの。そうよね、昴さん、万里君」

「えっと……」

「その……」

　まごついてしまう男二人ふたり。万里は未いまだ不測の事態に頭がついて行けてない感じだし、俺おれは俺で『羽多野先生のことを愛しています』的な事を口走るのに気恥ずかしさが勝まさってしまった。巻き込まれただけの万里は仕方ないところだが、自分のなんと情けないことか。託された役目をまっとうに果たせない体ていたらくに。忸じく怩じたる想いが溢あふれる。

　とはいえそんな愛の告白じみた台詞せりふ、あまり簡かん単たんに言葉にして良いとも思えなくて進しん退たい窮きわまるばかりだった。

「どっちもビミョーな反応じゃねーか。特にそこの彼氏ぶってるやつの態度はダメだろ。冬子のこと大して気にかけてないとしか思えん」

「て、照れ屋なのよ！　昴さんは！」

「す、すいません……」

　必死にフォローして下さる羽多野先生。本当にお詫わびの言葉もない。

「照れ屋？　なおさらダメだ、そんな奴やつ。力仕事も向きそうにねーし、おどおどした態度でお客様の前に出られても悪印象。使い物にならん」

　盛大な非ひ難なんを受けしまった。実際、旅館の経営者としての才覚なら万里の方が上かもしれない。しかし、このまま黙だまり込んでいたら本当にただの役立たず。何か、何か穏おん便びんに反はん論ろんする糸口はないものか。

「いい加減にして。私の大事な人をそんな風に言うなら──」

「じゃー逆に訊きく。冬子、お前はいったいこいつのどこが気に入ってるんだよ。俺にはまったく理解できないんだが」

「そ、それは……」

　模索している間にどんどん追い詰められていく。実際お付き合いをしているわけではないから、この質問は羽は多た野の先生にとっても急所だ。

「……趣しゆ味みが、合うの。とっても」

「趣味だあ？　そんなつまらんことだけで男選ぶのかよお前は」

　必死に紡ぎ出して下さった言葉も、お父とう様さまには届かない。あと今はとても反論するようなタイミングじゃないが、羽多野先生に『趣味が合う』と言って頂くのはいろいろ問題が……。

「だ、大事なことでしょう……！」

　言い返す先生の声から、心なしか威勢が消えている。主張としては弱すぎると、自覚せざるを得ないのかも。

　ええい、なんとかしろ、俺おれ。このままじゃ、本当にただの軟弱者になってしまうぞ……。
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「ちょっと待った～っ！」

「え……なっ!?」

　ろくに考えもまとまらないままやけくそで口を開こうとした矢先、背後で勢いよくふすまの開く音が。驚おどろいて振り返ると、肩を怒らせた真ま帆ほが室内へ走り込んできて、後から智とも花かたち四人も申し訳なさそうに付いてくる。

　どうやら、みんなに一部始終を聞かれてしまっていたらしい。

「こら、ハッチのおとーさん！」

「お、おう？　俺おれのことか……？」

「そーともさ！　さっきからすばるんのことたくさんバカにしてたでしょ！　そんなの、あたしたちが許さないんだからね！」

「ああもう、バカ真帆……。みなさん、本当にすみません……」

　びしっ、と羽は多た野の先生のお父とう様さまに人差し指を突き立てる真帆と、困り切った顔で立たち往おう生じようする四人。

　真帆は、俺のことを庇かばってくれるために強硬手段に出たのか。

　なんだか、今置かれている状況を全すべて忘れてしまいそうになるくらい、強く思う。

　本当に、ありがとうと。

「君たち五人は、この男……いや、昴すばるくんの教え子という話だったな、そういえば。聞こえているとは思っていなくて、つい歯に衣着せない言い方をしてしまった。コーチをバカにして傷つけてしまっていたらすまなかった」

「べつにあたしたちが傷つくとかそういうのはいーの！　そうじゃなくて、ハッチのおとーさんはすばるんのことカンチガイしてるよ！　たしかにバンリーンもすごいけど、すばるんも負けないくらいあたしたちにすごいこといっぱいしてくれてるんだから！　てとりあしとり！　立てなくなるくらいたっぷりねっとり！」

「……おい、昴くんとやら。微妙に変な意味に聞こえてならないんだが」

「せ、僭せん越えつながら誤解です。バスケの話です、もちろん」

　別方向から危き機きが迫りそうになるのを瞬しゆん時じに否定する。恋人役をこなせないばかりかパトカーで直走させられるような事態にでもなったら、迷惑を掛ける範はん囲いが災害レベルで拡散炎上してしまう。

　いや、もちろん真帆の気持ちはこの上なく嬉うれしいんだけど。

「まあ、そうなんだろうが……。さておき。ええとな、お嬢じようちゃん。今のは、旅りよ館かんで働くならって話なんだ。力仕事とかなら万ばん里り君の方が得意だろ？」

「そんなことない！　パワー対決だけならバンリーンが勝つかもしれないけど、すばるんも運動神経ちょーすごいし！」

「そ、そうです！　昴すばるさんは普ふ段だんお優やさしいですが、身体からだを動かせばとっても激はげしくて、持続力も本当にすごくて……あっ!?」

　真ま帆ほに続いて頷うなずいた直後、しまったとばかりに口元を押さえたのは智とも花かだった。智花も、いろいろ思ってくれていたのかな。だとしたら、身に余る光栄だ。

「おー。おにーちゃんは、どんなおしごとでもばっちこいです」

「わ、わたしもそう思います。長は谷せ川がわさんは、試合の時にいつもすごい作戦を考えて下さいますし……」

「……もうこうなったら仕方ないわね。あの、私も同意見です。万ばん里りさんとはタイプが違うだけで、二人ふたりとも心から尊敬できる方なんです」

　さらにはひなたちゃんと愛あい莉りと紗さ季きも俺おれを擁よう護ごしてくれる。幸せだ。幸せ過ぎて今が人生の絶頂期なのではないかとさえ思えてくる。

「ううむ、そうは言ってもなあ。今日きよう見ただけじゃ俺にはなんとも言えんし……」

　五人の勢いに押されつつ、納得はできないといった様よう子すのお父とう様さま。実際何か特技をアピールできたわけでもないから当然だろう。

　どうしよう。万里まで巻き込んでしまうのはあまりにも想定外だし、ここはもっと本格的に仕事をお手て伝つだいして評価を勝ち取るべきか。ただ、部の合宿という目的を侵食しすぎるわけにもいかないので非常に悩ましい。

「…………それなら、私に良い考えがあるわ」

「いい考え？」

　あご先に指を添えながら呟つぶやいた羽は多た野の先生に、お父様が尋ね返す。なんだろう。俺も先生の方に顔を向けて次の言葉を待つ。

「昴さんは慧けい心しん女バスのコーチ。そして、万里君もバスケ選手。それなら、実際にバスケで対決するところを見てもらうのが一番だと思う」

「おおっ！　ハッチ、ナイスアイデア！」

　ぱんと手を叩たたいた真帆を皮切りに、子どもたちは『それなら！』と全員が盛り上がり始めた。

　もしかしたらこの提案、スムーズに合宿へと移るため、という目的も踏まえて提案して下さったのかもしれないな。

「バスケ？　そんなの見ても俺は何もわからんぞ。どうやって優ゆう劣れつつけろってんだ」

「くす、私もバスケは素人しろうとだけど、それでも充分昴さんの力は理解できたわ。万里君もとても優秀な選手だけど、昴さんは彼に太た刀ち打うちできる技術を持っている」

「こんなに身長差があってもか？　バスケはデカい方が有利だってことくらいは、俺だって知っているぞ」

「それなら尚なお更さら。身長差を埋めるようなスピードや状況判断。そして戦略力。すべて、どんな仕事でも活いかせる特技だと思うわ。……旅りよ館かんのことを考えてパートナー選びをする気はないけど、お父とうさんの過小評価は私としても覆くつがえしておきたいから、ぜひ二人ふたりのバスケを見て」

「…………しかたねえ、か。ま、良いだろう。何も変わらんとは思うが暇つぶしに付き合ってやる」

　完全に乗り気になって頂けたわけではないが、どうやら羽は多た野の先生の提案は受け入れられたようだ。

　万ばん里りと、バスケ対決か。どんどん不ふ思し議ぎな方向に物事が進んでいくな。

　どうあれ、手を抜くわけには絶対にいかないけど。







「……なあ、万里。お前はどうするつもりだ？」

「どうするって？」

「いや、万里が勝っても得るものはないだろうから、さ」

　準備のために二人で男おとこ部べ屋やに戻る途中、慎重に言葉を選びながら尋ねてみる。

　突然羽多野先生の結婚相手候補として祭り上げられただけの万里には、この勝負を本気で戦う意味はほとんどない。むしろ、負けた方が渦中から脱出できる可能性が高まるだろう。

「言いたいことはわかる。……けど、悪いが本気でいく。勝ったら余計めんどうになりそうでも、お前との勝負で手は抜かん」

「そう来るだろうと思った」

　微ほほ笑えんで、頷うなずく俺おれ。だよな、俺が知ってる万里ならば、全力勝負を挑んでくるに違いないと予想していた。たぶん、俺が逆の立場でも同じように答えたはず。

　それでこそ、だ。本気の万里に勝ってようやく、羽多野先生のお父様に一目置いて頂くチャンスが生まれる。バスケに触れる機き会かいの少ない方を、バスケで説得しようというのだ。骨の髄ずいまで搾しぼり出した気迫なしでは、何も伝わるまい。

　ふふっ。なんだか目的を忘れそうになるくらい、奮ふるい立ってきてしまうな。

「あとな、得るものならあるぞ」

「ん？」

　羽多野先生との縁えん談だんが現実に近付く……という意味じゃないよな。たぶん、おそらく。

「愛あい莉りの前で、俺の方が昴すばるより強いって証明できる」

　万里らしい答えだった。

「そりゃ、まずいな。コーチとして絶対に阻止しないと」

　そして俺にとっても、もう一つ負けられない理由があることに気付かされた。

　みんなが見ているところで、もう恥ずかしい試合なんてできない。サイズやパワーだけで全すべてが決まるわけではないと貫いてきた主張を証明するためにも、俺おれは、万ばん里りを倒さなければならないのだ。

　……この勝負、やり方一つで合宿に来た意義につなげられるかもしれない。もし俺が、身長差を覆くつがえす戦略を、実戦の中で子どもたちに見せてやることができれば。

　そして万里も、俺の作戦を全力で潰つぶしにかかってくるだろう。そちらはそちらで、愛あい莉りがセンターとしていかに小足を使う選手を御すかの指標になるはずだ。

「絶対させねぇ。兄の勇姿をもってして、愛莉へのクリスマスプレゼント第一弾とする」

「クリスマス推しすぎだろ」

　と、苦笑を漏らしてしまった直後、否定的なニュアンスを撤てつ回かいしたくなった。

　……クリスマスプレゼント、か。

「なあ、万里」

「ん？」

「どうせなら、もっとしっかり贈おくらないか？　俺たちなりのプレゼントを」

　万里との真剣勝負。それも良いが、もしかするとこの機き会かい、慧けい心しん女バスにとってもっと価値ある時間にしてやれるかもしれない。

「どういう意味だ？」

「あのさ──」

「…………なるほど。そりゃ、大だい賛さん成せいだ」

　不敵な笑えみと共に、俺の提案は二つ返事で受け入れられた。




　　　　【３】




　羽は多た野の先生が予約しておいてくれた体たい育いく館かんに移動し、準備と着替えを済ませた俺たち。

「そんじゃ、まあ好きにやってみろや」

　テンションは低めながら、お付き合いして下さっているお父とう様さまには深く感かん謝しやするばかりだ。

　あとは、この頼み事を受け入れて頂けるようひたすら願ねがう。

「お忙しいところ、本当にありがとうございます。……それで、始める前にもう一つだけお願いしたいことがあるのですが」

「お願い？　なんだよ？」

「この対決、２ｏｎ２……２対２のチーム戦で行わせてもらえませんでしょうか？」

　俺が頭を下げると、真っ先に智とも花かたち五人がどよめいた。

「チーム戦って、お前らの力勝負を見せるんじゃなかったのかよ？」

「もちろんそのつもりです。でも、バスケはチームスポーツでもあります。他ほかの選手とうまく連携を図はかれるかどうかも実力のうち。……旅りよ館かんのお仕事とも、通じるところがあるのではないでしょうか？」

　怪け訝げんそうなお父とう様さまだったが、すかさず万ばん里りが助すけ太だ刀ちしてくれる。特に打ち合わせはしていなかったけど、現状は俺おれの言葉よりも万里の説得の方が深く届く気がする。すまん、助かった。

「まあそりゃ、一理あるがな……。だが、もう二人ふたりの選手って誰だれにするつもりだ？」

「俺のパートナーは……妹にお願ねがいしたいと思っています」

「わ、わたし……？」

「愛あい莉り、頼む。俺とチームを組んで昴すばると勝負してくれないか？」

　愛莉に近付き、真剣な顔つきで懇こん願がんする万里。子どもたちにとっても不意打ちとなる申し出だ。はたしてどんな答えが返ってくるか。

「……………………うん。やってみるよ」

「おお！　ほんとか？　よかった……」

　意外なほどの即答だった。聡さとい五人のことだ。もしかしたら、二対二にしたいと告げた時点で、俺と万里の構想が伝わっていたのかもしれないな。

「そして、俺がパートナーをお願いしたいのは……」

「くふふ、わかってるって！　もっかんでしょ！」

「おー。あいりとばんりのチーム、すごくつよそう」

「私たちも出たい気持ちはありますが、客きやつ観かん的てきに見て、長は谷せ川がわさんとトモのコンビでなければ、勝ち目はないと思います」

　希望を伝えきる前に、三人は笑え顔がおで俺の胸の内を読んでしまった。

「三人だって、とっても心強いパートナーになってくれると思っている。……うん。でもここは、やっぱり智とも花かにお願いしたい。どうかな、智花？」

「……はい。私で良ければ、喜んで」

　智花の答えも、早かった。凜りんとした瞳ひとみで俺を見上げながら、頼もしく両の拳こぶしを握ってみせてくれる。

「ありがとう。すごく、嬉うれしい」

「えへへ、こちらこそですっ！　……愛莉と万里さんのチーム。とっても難むずかしい相手になりますよね」

「うん。闇やみ雲くもに当たっていくだけだと、大苦戦は確かく実じつだろうね」

　俺と万里。智花と愛莉。どちらも大きな身長差のあるマッチアップ。智花の技術をもってしても、刀の抜きどころを間違えればはじき返される。

「わたしは、智花ちゃんにも、もちろん長谷川さんにも、ひとりでは勝てない。……でも、お兄ちゃんと一いつ緒しよなら、簡かん単たんには負けないよっ」

「愛莉……。ああ、この旅に付いてきて、本当に良かった……」

　一方愛莉は、兄と手を繫つなぐことで誰もが認める部のエースに対抗する術すべを得た。激げき戦せんになればなるほど、今以上の自信を植え付けてあげられることだろう。

　そして願ねがわくば、サイズで劣る相手がどうやってビッグマンを突き崩し、隙すきを突こうとするか。その実例を勝負の中で披ひ露ろうし、防ぐ術すべを愛あい莉り自ら考える機き会かいを作り出したい。

「真ま帆ほ、紗さ季き、ひなたちゃん。三人は、この勝負をじっくり観かん察さつしてくれ。たぶんこれから、自分より大きい相手、小さい相手、両方と対戦する機会がたくさんあると思う。そういうとき、どうすれば良いか。なるべくたくさん示すことができるよう、努力するから」

「りょーかい！　なんかわくわくしてきたな～」

「おー。べんきょーさせてもらいます」

「不ふ謹きん慎しんかもしれませんが、正直楽しみです。こんな組み合わせの真剣勝負、見られるとは思っていませんでしたし」

　三人にとっても、特殊な編へん成せいで行われる試合から得るものは大きいはず。未来のバスケに向けて、良いインプットの機会にしてあげられるよう、全力を尽くさないと。

「くす。一時はどうなることかと思ったけど、ある意味ひょうたんから駒こまかしら。みんなにとって良いチャンスになってくれれば、私も救われるわ」

　慈じ愛あいを籠こめて微ほほ笑えむ羽は多た野の先生。確たしかに、日常の中ではこの組み合わせによる実習なんて思いつかなかったかもしれないから、この局面ももはや一概に苦く難なんとは言えなくなっているよな。

　まあ、戦った末に何が待っているかは神のみぞ知るといったところだけど……今はただ全力を尽くすのみ。

「愛莉、よろしくね！」

「うんっ。負けないよ、智とも花かちゃん！」

　笑え顔がおで、しかし勇ましく、握手を交わすチームメイト二人ふたり。

　さあ、この勝負が五人に対する『プレゼント』となるよう、心身をフル回転させるぞ。





長は谷せ川がわ智花　０─０　香か椎しい兄妹きようだい






「それでは、ルールを確かく認にんしますね。コートは半面だけ使った攻守交代制。ゴールを囲む半円の内側から入ったシュートは２点。外側から入ったシュートは３点。あと、ファウルをしてしまった後のペナルティで打つフリースローの得点は、一本につき１点です」

「おー。さきに10点取った方が、勝ち」

「ざっくりとだとそんな感じかな？　途中で何かわかんないことがあったらいつでもあたしたちに訊きいてね、ハッチのおとーさん！」

「おう。大体はわかった。それだけで勝ち負けくらいは判断つくだろ」

　審しん判ぱんと得点係を引き受けてくれた三人が羽多野先生のお父とう様さまに勝負の概要を改めて伝え、いよいよ準備完了。あとは開始の笛が鳴るのを待つばかり……なんだけど。




「……ええと、三人とも。その、俺おれたちの方のチーム名、なにかと問題が」

　得点ボードにチョークで書かれた『長は谷せ川がわ智とも花か』という文字が、気になって仕方ない。

「ふぇえ……」

　智花もすっかり戸惑ってしまっているし、直してもらった方が良いと思うのだが──

「まーまー、細かいことは気にしない」

「ちゃんと考える時間がなかったので、一番わかりやすくしてみました」

「おー。わかりやすい」

　困ったことに、どうも変更は受け付けてもらえない雰囲気だ……。

「智花、なんかごめんな……」

「い、いえっ！　わ、私は、その……き、気にしてませんっ！　……ふぁ!?　気にしてないというのはどうでも良いという意味ではなくてですね、な、何と言いますか……ええと、ええと」

「こらー長谷川智花！　ちゃんと集中しろ～！」

「そうよ、私たちに長谷川智花の息の合ったプレーを見せてくれるんでしょ？」

「…………ふぁううううう」

　いかん、固執すればするほど試合どころじゃなくなってしまいそうだ。ここはあえてスルーが正解か……。

「おー。はじめてもいい？」

「智花……ええと、あのままでも、大丈夫？」

「……は、はい。恥ずかしいですけど、せっかくの機き会かいですし……い、いえもちろん愛あい莉りと万ばん里りさんと勝負できるという意味で！　な、なので、大丈夫です！　集中して戦います！」

「お、おし。じゃあ時間も惜しいし、あのままで。ひなたちゃん、よろしく！」

「わーい。かしこまり」

　了承が得られたので、智花には申し訳ない限りだがそのままのチーム名で開始させてもらうことに。ひなたちゃんにコイントスしてもらった結果、先攻は俺たちに決まった。

　うし、ここからは本格的に真剣モード。ちょっとでも気を抜いたら、絶対に勝てない相手だからな。

「……っ」

　智花もコート内でポジションについた瞬しゆん間かんから顔つきが変わる。いざバスケとなればそうそう簡かん単たんに心を乱すような子じゃない。問題なく実力を発揮してくれるはずだ。

「いくぞ、万里」

「おう。いつでも来い」

　センターサークルで儀ぎ礼れい的てきにパスを出し合い、戦いの火ひ蓋ぶたが切られる。

　さて、初手はどう攻めよう。智花と作戦を話し合う時間はなかったが、それは相手も同じ条件。互いに実戦の中で攻略の糸口を探っていくことになる。

　ルールを説明する際には省いたが、今回智とも花かと愛あい莉りにとってネックになるのはゴールがミニバス用ではなく、一般ルールの高さになっていることだ。二人ふたりともそれでまったくシュートが入らなくなるような選手ではないものの、精度としてはいくらか落ちるだろう。

　本来、公平を期すなら小学生のシュートはどこから打っても三点にするとか、特殊なルールを設けるべきだったのかもしれない。でもこれは、俺おれと万ばん里りの対決を見てもらうのが大元の目的。智花に頼り切るばかりでは、納得は得られない。

　──だからまずは、自分で行く！

「……っ！」

「まっすぐ来るか！　予想どーりだぜ！」

　試合開始と共にギアをトップに入れ速攻を仕掛けると、万里も迷わず追従してくる。ならばおそらく、次の動きも読まれてしまうだろうな。

　それでもあえて、俺の持つ技の中でビッグマンに最も効果的であるあのシュートをいきなり狙ねらう。『わかっていても止められなかった』という状況が作り出せれば精神面で優ゆう位いに立てるし、警けい戒かいさせておいて他ほかの技、というハズシも使いやすくなるはずだ。

「おっ、すばるん早速出すか、ひっさつわざ！」

「おにーちゃんの、すくーぷしょっと」

　万里を正面に向かえたまま俺が地を蹴けると、真ま帆ほとひなたちゃんが声を躍おどらせる。うん、出し惜しみなしで開幕一発目からスクープショットを狙ってやる！

「…………そこだ！」

「な、にっ!?」

　我ながら、会心の一発が打てたと思う。

　しかし、放ほう物ぶつ線せんは直後に大きく揺らぐ。万里が空中でまっすぐ伸ばした指先に、ボールの下腹を弾はじかれてしまったせいで。

「うっし！　まずは俺たちが一歩リードだな」

　リングに到達する前に墜つい落らくしたボールを広い、不敵に笑う万里。

　……マジかよ。同好会の時でも、こんなダイレクトな形で防がれたりは今までしていなかったのに。

「なんか、悪い癖くせ出てたか……？」

「逆だ逆。さすが、いつも通り完かん璧ぺきなフォームだったぜ。でも『毎回完璧』だからこそ、お前のスクープはリズムに変化がない。今まで何度も決められて悔しかったからな。こっそりブロックをしかけるタイミングを探ってたんだ。そしたら、分かったのさ。ギリギリシュートに手が届く、跳びどころが」

「……なるほど、な。良い教訓本当に助かる」

　言われてみれば納得の一言だった。シュートの成功率を高めるため、とにかくベストなフォームで、ベストなタイミングで放る。今までそうやって、俺おれはスクープショットの練習に集中してきた。

　しかしそれは、言い換えれば良くも悪くも『ブレ』が少なくなるということ。踏み切ってからシュートを打つまでの間が毎回似たようなものなら、万ばん里りの背丈があれば狙ねらって弾はじけるチャンスも存在してしまうのだろう。

　通常のジャンプシュートでは、意図的にタイミングをずらしたり、滞空時間を調ちよう節せつしたりしてディフェンスをかいくぐる余裕もある。しかし、スクープに関しては現状『入れる』ことを考えるので精一杯になってしまう。

　思い知らされたな。この技もまだまだ未完成だって。初しよ見けんの相手になら飛び道具として役立つはずだが、研究されてしまうと今のままでは頼りない。

「長は谷せ川がわさんのスクープショットでも、綺き麗れいに打つだけじゃ相手によっては通用しないこともあるのね。だから、なおさら私たちの場合シュートの前に、どれだけディフェンスのリズムを崩せるかが重要になる……」

　万里との会話を聞いて、紗さ季きが嚙かみしめるように呟つぶやく。どうやら、早速今後の上達に繫つながるヒントを得てくれたようだ。俺にとって非常に悔しい形で、というのが複雑なところだが。

「やっぱりあんだけ身長差あったらどうしようもねーだろ。もう続けても無む駄だじゃないのか？」

　お父とう様さまの評価も、当然ながら安値更新。いいさ、ならばここから巻き返すのみ。

「いえ、これで終わる長谷川さんじゃありません」

「そーとも、まだまだ！　今のはバンリーンがすごかったけど、すばるんの力はこんなもんじゃない！」

「おー。最後まで、しっかり見てて」

　ありがとう、三人とも。必ずや、その期待に応こたえてみせるよ。

「今度はこっちの番だ。行かせてもらうぜ」

「もちろん受けて立つ」

　攻守交代し、センターサークルでドリブルを始めた万里と対たい峙じする。一本止めて、万里としても力の入る場面。狙ってくるのはおそらく……。

「早く愛あい莉りとのチームプレーを試したい気持ちはやまやまだが、まずは俺も！」

　やはり、ガチンコのぶつかり合い。一気にポスト際までゴールとの距きよ離りを詰めてから、重戦車のような推進力でパワードリブルを仕掛けてくる。

「ふんっ！」

　さあ、踏ん張れ。これを止められないようじゃ万里との直接対決を制するなんてただの妄言と化してしまうぞ。

「だー、相変わらずやらしいディフェンスしやがる！」

「動きの研究なら、俺の方にだってたっぷりチャンスがあったからなっ！」

　同好会で繰くり返してきた勝負の記き憶おくを蘇よみがえらせながら、先手先手を打って万ばん里りの狙ねらいを潰つぶしていく。まずは両足に根を張るイメージで直進を止め、幽かすかな予兆も見逃さずドライブモーションを先読み。相手が動くより半歩早く進路を遮しや断だんしつつも、フェイクを見切り続けて付け入る隙すきを与えない。

「ん？　なんで万里君はあれ以上押し込めないんだ？」

「長は谷せ川がわさんのディフェンスが巧たくみだからです。常に万里さんの行きたい方向を塞ふさいでいるので、力ちから業わざだけでは突破できません」

「ばんりはちから持ち。でも、おにーちゃんの方がはやい」

「それに、すばるんだって見かけよりずっとパワーあるしね。脱ぐとすごいんだよ！」

　真ま帆ほ、その言い方はちょっと……って、気を抜いたらダメだ。今は集中集中。

「くっそ、めんどくせぇ」

　停滞が続き、万里もだいぶ焦じれてきたようだ。この状態に持ち込めば、いつもならミドルシュート狙いに切り替えてくることが多い。その時はもちろん楽な姿勢で打たせてなんかやらないから、ブロックまではできずとも精度はかなり落とせる。外れてくれるのを願ねがうのは、決して分ぶの悪い賭かけにならない。

「──お兄にいちゃんっ」

「愛あい莉り！　く、しゃーねえ。予定繰くり上げだっ！」

　万里の目め線せんがゴールに向き始め、予想的中かと思ったところで援軍が駆けつける。２ｏｎ２である以上、強引に行くばかりが選択肢じゃない。固こ執しつを捨て、ひとまずパートナーにボールを委ゆだねるのは間違いなく正せい着ちやく手しゆだ。

　けどな。そのパスはちょっとばかり見くびりすぎだぞ…………智とも花かのことを！

「えいっ！」

「な!?　……しまった」

　万里が描いた軌道は、少しばかり緩ゆるく、低すぎた。身長差があるから充分だと思ったのかもしれないけど、残念ながらそれくらいじゃ余裕でカットできちゃうんだよ。慧けい心しん学がく園えん初等部女子バスケ部のエース、湊みなと智花なら。

「えへへ、やりました昴すばるさんっ」

「ナイス智花！　本当に頼りになるよ」

「……ふぁう」

　感かん謝しやを込めてぽんと頭を撫なでると、智花は恐きよう縮しゆくした様よう子すで頰ほおを染める。確たしかにこんな可か憐れんな少女が、あれほどまでの瞬しゆん発ぱつ力りよくとハイジャンプを披ひ露ろうするなんて、何度か試合を観みたくらいじゃなかなかイメージできないのかもな。

　智花の凄すごさを真の意味で理解するのは、同じコートの中に立ったときだ。

「ご、ごめんねお兄ちゃん」

「いや、今のは完全に俺おれのパスミス。……ちゃんとわかってたつもりだけど、改めて驚おどろかされるな。湊みなとさんには」

「うん。智とも花かちゃんはすごいよ。……わたしが足を引っ張ったら、この試合は勝てない」

「心配は無用だ。愛あい莉りだって、同じくらいすごい。俺が断言する」

「お兄にいちゃん……。うんっ、わたしもできる限りがんばる！」

　愛莉も、万ばん里りも、今のパスカットでますます奮ふるい立った様よう子すだ。

　序じよ盤ばんから、心こころ躍おどる展開。もう勝負に至った背景にすら気が向かないほど、胸に宿る想おもいは一色に染め上がりつつあった。

　──まったく。楽しすぎるぞ、この試合。

「智花、ここからはどんどんパス出させてもらうね」

「はいっ！　昴すばるさんのお相手をちゃんとつとめられるよう、がんばります！」

　第二ターンを始める前に、はっきり宣言してしまう。もう、自己アピールだとかそんなつまらない枠に留とどまってなんかいられない。こんなまたとない機き会かいだ。満喫しなきゃ、あまりにももったいない。

「行くよ！」

「ナイスパスですっ！」

　開幕と同時に、智花の進行方向数メートル先に向けてバウンドパス。こうして実戦でコンビを組むのは夏に須す賀が竜りゆう一いちと対戦したとき以来だけど、毎日共に練習を重ね、コーチとして見守り続けてきた甲か斐いあって互いの意志がノーコンタクトで通じる。まるでどこかが繫つながり合っているかのような快感だ。

「よろしくね、愛莉！」

「全力勝負だよ、智花ちゃん！」

　さりとて、迎むかえ撃うつ側もまた強力の一言。ポジションの違いから、愛莉と智花が直接技と技をぶつける機会はそれほど多くなかった。だからこそ、果たしてどんな攻防を見せてもらえるのかと期待は青あお天てん井じように膨ふくらんでしまう。

「…………」

「…………っ」

　距きよ離り感かんは、つかず離はなれず。剣道では、触しよく刃じんの間と言われるような位置だ。智花にしてみれば、ドライブに出るにはやや遠く、シュートを打つならもう一歩下がらないと身長差からブロックが怖い。翻ひるがえって愛莉にとっては二つの可能性を両りよう睨にらみできるベストポジションとなる。

　ただし、一触即発。ほんの僅わずかでも均きん衡こうが崩れれば──

「んっ！」

「あ……っ！」

　気をつけていなければ見逃してしまうほどの小さな動きで、智花が幽かすかに愛莉のバランスを崩してみせた。シュートを打とうと後退するようなそぶりをちらりと見せてから、急速前進。すかさず距きよ離りを詰めようとしてしまっていた愛あい莉りは、薄うす皮かわ一枚分だけ反応が遅れる。

「まだ……だよっ！」

　しかし、決着には至らなかった。普通ならば抜かれていておかしくないところを、愛莉は長い手脚を力いっぱい伸ばして智花の行く手を遮さえぎる。身体能力だけでは為なし得ない、素す晴ばらしき洞察力の賜たまものだ。

　素質に恵まれた子が、努力もまったく惜しまない。香か椎しい愛莉という選手の魅み力りよくと成長に、今再び感動を覚えずにはいられなくなる瞬しゆん間かんだった。

「愛莉、やっぱりすごい……！」

「えへへ、それは智とも花かちゃんの方だよっ」

　間合いが詰まり、今度は至近距離でしのぎを削る二人ふたり。智花にとってシュートを打つには辛つらいポジションだが、ドライブは仕掛けやすくなった。それでも愛莉は覆おおい被かぶさるようなフェイスガードで徹てつ底ていして進路を潰つぶし、決定的な隙すきを与えようとしない。

「……危うく見とれてしまいそうになっちゃうけど、ここは俺おれも加わって間口を広げないといけないな！」

「させねーけどな！」

　男二人で肩を並べ、ほぼ同時に駆け出す。パスも有り得ると思えば愛莉がケアすべき要素を飽和させられるだろうし、だからこそ万ばん里りは絶対に俺をフリーにできない。

「愛莉、昴すばるはオッケーだ！」

「く……押し合いは不利だよな……！　それなら！」

　智花を抑えることだけに集中できるよう、大きく声を張る万里。そうはさせじと俺は止めかけた足を再回転させ、機き動どう力りよくで万里を振り切りにかかる。

「……ここっ！」

「はうっ!?」

「うお!?」

　そして、万里と愛莉が最接近した瞬間に、智花は乾けん坤こん一いつ擲てきのドライブを仕掛けた。狙ねらうは二人のビッグマンの間に残されたほんの僅わずかなスペース。狭せばまる包ほう囲い網もうをかき分け、ついにディフェンスの背中側に回り込んでみせる。

「昴さんっ！」

「ん！」

　もう、このままレイアップに行って当然というほどの決定的な場面だったが、智花はあえて俺にパスを出した。間違いなく、花を持たせてくれたのだろうな。

　いやはや、もしこれ外したらコーチ引責辞任ものだ……。

「ナイスシュートです昴さんっ！」

「いや、今のは智とも花かのナイスドライブ。ありがとう」

　あまり類を見ないプレッシャーを覚えてしまったりしつつも、変なミスは犯さず無事シュートはリングの中を通ってくれた。これにて先取点。ひたすら智花の功こう績せきではあるけど、一歩優ゆう位いに試合を進められそうだ。

「くそ、やられたか」

「お兄にいちゃん。……もしかして、なんだけど」

「ん？」

「今、わたしに遠えん慮りよしてくれた？　このまま突っ込んだら、わたしと身体からだがぶつかるかもしれないって」

「…………ん。そ、そうでもない、ぞ？」

　心配げに顔を覗のぞき込む愛あい莉りに対し、ばつが悪そうに眼めを逸そらす万ばん里り。たぶん、図ず星ぼしなんだろう。表情に出てるし。

「…………ぶつかっても、いいよ？」

「え」

　そんな兄に対し、にっこりと微ほほ笑えむ愛莉。

「バスケの試合だもん、遠慮しないで。気き遣づかってくれるのは嬉うれしいけど、そうじゃなきゃ智花ちゃんと長は谷せ川がわさんには、きっと勝てないから。えへへ、わたしなら、だいじょうぶ。お兄ちゃんの妹だもん。ちょっとぶつかったくらいじゃ、びくともしないよ」

「…………あ、愛莉」

　目を潤うるませ、万里が感動に打うち震ふるえ始めた。そりゃ、嬉しいだろうな。大切な妹にそんなことを言ってもらえたら。

「わかった、ありがとう。この後は、もう変な躊ちゆう躇ちよはしない」

「うんっ、そうして」

　うなずく愛莉を崇すう拝はいするように頭を下げてから、一転して双そう眸ぼうに炎を宿し、万里は俺おれをきりりと睨にらみ付ける。

「昴すばる。……悪いがますます、負けるわけにはいかなくなった。人生最上の日を、愛莉と二人ふたりで摑つかんだ勝利で飾るためにな」

　ああ、こりゃますます厳きびしい戦いになりそうだ。このリード、あってないものと考えた方が良いな。

　望むところだけど。
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「お兄ちゃん！」

「おう！」

　続く攻こう撃げきは、愛あい莉りのパスから幕を開ける。ボールを受け取った万ばん里りが再びポスト目指して進撃するのを、俺おれは力の限り阻止。ここまでは前回と同じ構図だが、

「頼んだ！」

「うんっ」

　今度はあっさりパスを通されてしまった。高身長から繰くり出された鋭するどく高い投球に、さすがの智とも花かも手を出せない。

　もしかすると、万里はパスの方も愛莉を慮おもんぱかって優やさしく出したのかもしれないな、さっきは。でももはやそんな心配は不要と悟り、リミッターを解除した。こうなると、高さで劣る俺と智花にとって、二人ふたりのホットラインに介入することは非常に難むずかしくなる。

「やっ！」

「…………んんっ。だ、だめだよ智花ちゃん。ボールは渡さないっ」

　ならば、ボールが通った瞬しゆん間かんから激はげしくプレッシャーをかけ、思惑通りの攻めを組み立てさせないことが肝要となる。言われるまでもなく智花もそれを理解し、愛莉の動き鼻を挫くじこうと鋭いスティールを仕掛けた。成功には至らなかったものの、愛莉は身体からだを捻ひねって警けい戒かいせざるを得なくなり、その場に足止めを強しいられる。

「こっちだ！」

「お願ねがいっ」

　リズムを停滞させないようにと、すぐさまリターンパスを受ける万里。俺も無理にカットは狙ねらわず、手元のボールを脅おびやかして自由を奪うことに専念する。

「さすが素す早ばやいチームだな。なかなか攻めきれねえ」

「当たり前だ。死んでもゴール下には入れさせない」

「ふっ、じゃあ……こういうのはどうだっ！」

　かけ声と共に、万里は右サイドからエンドラインに向けて踏み込む。横の動きでディフェンスを引きはがすつもりだろう。確たしかに鋭い切り返しだが、付いていけないほどじゃない。迷わず俺も万里と平行に移動し、インサイドに入り込むスペースを潰つぶしにかかる。

「……あ!?」

「失礼します、長は谷せ川がわさんっ！」

　しかし、一歩動いたすぐ先には、愛莉が直立不動で待ち構えていた。俺は衝しよう突とつを避けるため迂う回かいせざるを得なくなり、万里との間に大きなスペースを与えてしまう。

　絶妙な、スクリーン……！　やられた！

「……っ！」

「すまんな、湊みなとさん。真剣勝負だから遠えん慮りよはなしだ！」

　智花が必死の思いでヘルプディフェンスを敷しいてくれるが、二人の身長差はあまりにも大きすぎる。万ばん里りはなんら無理することなく、落ち着いたジャンプシュートで智とも花かのはるか頭上に放ほう物ぶつ線せんを描いた。

「ごめん智花。……横に動く隙すきも与えたらダメだな。失敗なんて恐れずお互いフェイスガードでガンガンスティールを狙ねらっていこう」

「はいっ。とにかく足止め、ですね……！」

　あっさりネットを通過したボールを拾いながら、智花と意思確かく認にん。上方向の警けい戒かいだけで優ゆう位いに立てるほど甘いコンビじゃない。試合終了後に動けなくなるほど死力を尽くしきって、ようやく勝ちが見えるかどうかってところだ。

「愛あい莉り、最高のスクリーンだったよ。これからも、チームにとって素す晴ばらしい武器になる」

「えへへ、ありがとうございますっ。大会のあと、お兄にいちゃんに訊きいてみたんです。もっとわたしが、センターとしてみんなの役にたてる方法はないかなって。そうしたら、スクリーンをたくさん練習すると良いってアドバイスをもらいました。それで、家でもいろいろパターンを勉強したりして……」

「もちろん昴すばるも教えてただろうけど、ちょいとばかりお節せつ介かいさせてもらったぜ」

「ああ……。でも、やっぱりセンタープレーヤー同士だからこそ、感覚が伝わりやすい部分もあるんだろうな。ポジション取りがほんと絶妙だった」

　この素質を大会前に引き出してやれなかった悔しさも感じてしまうけど、何より愛莉のさらなる成長が喜ばしい。また一つ、皆の卒業まで取り組むべき課か題だいに気付かせてもらえた。

　同点に戻されて迎えた、俺たちの攻め番。流れを持って行かれないよう、ここは是非とも決めておきたい。

「智花！」

「昴さん！」

　気合いを胸に、この場面は細かいパスワークでコートを広く使っていくことを選択した。とにかく足を止めず、横の動きで万里と愛莉を翻ほん弄ろうしにかかる。

「行くよっ！」

　二十秒近くたっぷり時間を使ったところで、ようやく突破のチャンスが見えた。ゴールの真横、ゼロ角度の位置ながら、愛莉のディフェンスが半歩に満たない距きよ離りだけ遅れた隙を突いて、智花が渾こん身しんのドライブを仕掛ける。

「……っ！」

　ラインギリギリを突いた鋭するどいダックインに対し、懸けん命めいに腰を落とし智花の進路を阻はばもうとする愛莉。こういう場面だと高さが仇あだになり、足あし許もとをかいくぐるような攻めに対応できないことが多くなるものだが、愛莉は体幹の強さとバランス感覚をフルに発揮し、抜け道を与えようとしない。

　まるで、硯すずり谷だに女じよ学がく園えんの五年生センター、都みやこ大おお路じ綾あやさんを彷ほう彿ふつとさせるようなディフェンスだ。

「……まだ、潜もぐれるっ」

「ひ、低いっ！」

　それでも智とも花かは、足を止めない。地面すれすれを滑空するがごとき姿勢で、残された小さな小さな隙すき間まに飛び込んでいく。

「でも、まだ……！」

　ついにゴール下への侵入を許してしまった愛あい莉りだったが、不屈の闘とう志しで身を反転させ、さらに食らいついていく。シュートモーションに入った智花目掛けて、繰くり出す高いブロック。

「技、借りるね。……ひなたっ！」

「あっ!?」

　ボールをたたき落とされても不ふ思し議ぎない場面だった。

　だからこそ、智花はもう一つ罠わなを仕掛けたのだろう。最初に見せたレイアップのそぶりは、フェイク。愛莉が飛んだ後も智花はドリブルを続け、実際に地を蹴けったのはゴールを通り過ぎたその先だった。

「おー。あれは」

「ヒナのリバースショットか！」

　そして、ひなたちゃんさながらに身体からだを後ろへ反らし、激はげしくスピンさせたボールをバックボード経由でリングに導みちびく。

　そうか。五人の中で最も、自分より大きい選手に対する技に長たけているのはひなたちゃん。だから、このマッチアップで参考にすべきは誰だれなのかと、智花はあらかじめ答えを用意していたのだろう。

「わーい。ともか、ないすしゅーと」

「ありがとう。ひなたのおかげだよ！」

　バンザイするひなたちゃんに、智花は笑え顔がおで応こたえる。五人が五人とも、互いに刺し激げきを受け合って成長してきたからこそ、このチームは急速に強くなった。それを改めて、感じずにはいられない一幕だ。

「──じゃあ、わたしはっ！」

「あっ……!?」

　と、感想をまとめてしまうのは尚しよう早そうだったと、直後に知らしめられる。

　攻守交代するや否や愛莉が披ひ露ろうしたのは、まっすぐ一いつ直ちよく線せんにゴールを狙ねらいにかかる鋭するどいドライブイン。ここまで愛莉は一度も単身による攻めを選択していなかったから、最短動作が逆にフェイクの働きをして、智花の判断を一いつ瞬しゆん遅らせた。

「んんっ！」

「くうっ！」

　食い下がり、肩が密着するほど距きよ離りを詰めた智とも花かに対し、愛あい莉りもまったく退ひかずがっぷり四つで組み合う。そのまま二人ふたりは同時に飛んで空中戦に突入。互いにファウルを恐れず、しかしフェアプレーを脅おびやかさない範はん囲いで切っ先を激はげしく衝しよう突とつさせた。

「……やった！」

「さすが、愛あい莉りっ……！」

　競せり勝ったのは、愛莉。智とも花かも最後まで諦あきらめなかったが、惜しくもシュート阻止にまでは至ることができなかった。

「くふふ、いいねいいねアイリーン！」

「えへへ、うまくできて良かった」

　今のは、間違いなく真ま帆ほリスペクトによる攻こう撃げきだろう。控えめな性格、という普ふ段だんの印象から生まれた意外性が、智花に対する絶妙な崩し技となっていた。

「昴すばるさん、行きます！」

「おっし、どんぴしゃ！　ナイスパス！」

「愛莉、湊みなとさんのロングシュート警けい戒かい……って、はは！　言うまでもなかったな」

「えへへ。ダメだよ智花ちゃん、打たせないもん！」

「バレちゃったね、残念……！」

「ふふ。長は谷せ川がわさんと万里さんはもちろん、二人ともほれぼれする動きだわ……！」

　そして、この状況判断の巧たくみさは、紗さ季きから学んだものだろう。２ｏｎ２なのに四人の仲間に助けられている、あるいは五人で迎むかえ撃うたれているのではと錯さつ覚かくするほど、ここしかない、というポジションに二人共がいつの間にか入っている。

　これが最後なんかじゃ断じてないけど、この勝負に銘を打つなら『慧けい心しん女バス、今年ことしの集大成』といった響ひびきが何よりも相応ふさわしいのかもしれない。

　以後、試合は完全に拮きつ抗こう。取っては取られ、止めては止められのシーソーゲームが続き、点差が２点より開く場面はいつまでも訪れない。

「………………」

「………………」

「………………」

「………………」

　気付けば真帆も、紗季も、ひなたちゃんも、羽は多た野の先生のお父とう様さますらも、一切の言葉を止め、勝負の行方ゆくえに熱ねつ視し線せんを送り続けている。

　たとえバスケに詳しくなかろうと、気け配はいだけで伝わってしまうのだろう。

　自分も含めた手て前まえ味み噌そになってしまうのはいささかおこがましいとは思うものの、これがどれほどの名勝負なのかなんて、きっと誰だれの眼めにも明らかだ。
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　ついに迎えた、最終局面。あとワンゴールで勝負が決する、自分たちの攻め番が幕を開けた。

　今までの流れから、確かく信しんじみた予感がある。

　このオフェンスが失敗なら、次で決められる。勝つためには、絶対に落とせない一本だ。

「………………」

「………………」

　もはやコートの中にも言葉はなく、バッシュが床を擦こする音とボールのバウンド音だけが、張り詰めた空気を震ふるわせている。

　さあ、どう攻める？　さすがにもう、お互い手札を並べきった状態。今までの成功パターンから一つ選んで、再現を狙ねらうべきか。

　でも、万ばん里りと愛あい莉りのディフェンスは本当に強力だ。一度見た技なら、今度は対策が打たれてしまう可能性は低くない。

　くそ、もう一段、俺おれが進化できればな……。やはりビッグマン相手に最も効果的なのはスクープショットだ。あれをなんとか叩たたき込む術すべを見いだせたら。

　リリースポイントをずらしてみる？　それはダメだろう。同じタイミングで放ち続けて磨いた精度だ。いきなり実戦で慣なれないことをやっても、暴ぼう挙きよにしかならない。

「どした昴すばる、手詰まりか？」

　悔しいな、言い返せない。俺、この一年で子どもたちほど成長できたのだろうか。智花と愛莉が……いや、五人同士が刺し激げきを受け合って飛ひ躍やくしている事実を改めて目まの当あたりにしたせいか、いまいち自信が持てなくなる。

「…………！」

　刺激を受け合って……か。

　弱気をかなぐり捨てるべく内心でもがいているうちに、ひとつのアイデアが降ってきた。

　そうだ。あの技を、俺も応用させてもらえば、もしかすると。

　できるか？　いや、やる。これは独りよがりじゃない、信念だ。ずっとみんなを見守り続けてきた情じよう熱ねつが本物ならば、俺の中にも宿っているはず。子どもたちの一挙手一投足が、明確なイメージとして。

　ならば、きっとトレースできる……！

「勝負だ、万里！」

「自分で来るか、おもしれえ！」

　覚悟を決めて、俺はまっすぐゴールを目指す。フリースローラインが迫ったところで、前に壁かべ。余裕を持って付いてきた万里に回り込まれ、行く手を阻はばまれてしまう。

　これは、覚悟の上。問題はここから。

「……ふっ！」

「スクープだろ、読めてるぜ！」

　地を蹴けった瞬しゆん間かん、万ばん里りもまた上空で高いブロックを仕掛ける。呼吸に変化を持たせていないのを察したのだろう、必ずたたき落とせると、表情に自信が漲みなぎっている。

　そう、リズムはあえて変えていない。

「──じゃあ。こう来るのも、読めてたか？」

「な!?　お前、何考えて……!?」

　変えたのは、ジャンプの方向だけだ。

　いつもならディフェンス目掛けてまっすぐに踏み切るところを、横っ飛びからシュート体勢に入る。これなら、同じタイミングでリリースしても万里の腕をかいくぐれる。

　あとはただ、目め線せんの先で横に流れるゴールを、正せい確かくに射い貫ぬくことができるかどうかだけ！

「す、昴すばるさん……。その、打ち方……！」

　うん。借りさせてもらったよ。智とも花かの、強力な武器の一つを。

　意図を察するや、智花の顔つきは驚おどろきから熱ねつ意いを孕はらんだ期待の色に更新された。

「お願ねがい、入って！」

　そして、共に祈りを捧ささげてくれる。

　頼む。これは俺おれ一人ひとりのシュートじゃない、智花と一いつ緒しよに歩んできたからこそたどり着けた、二人ふたりの領域だ。だからこそ、客きやつ観かん的てきに見れば無む謀ぼうとしか思えないこの決断が間違いではなかったと、俺に……俺たちに、希望に満ちた未来を見せてくれ！

　数々の視線が交こう錯さくする中。

「……………………………………やりやがった」

　ボールは、垂直にリングの中をすり抜けていった。

「うっし！」

　思わず溢あふれる大声。……よかった。我ながら無む茶ちやしたが、結果に繫つながって本当によかった。

「昴さんっ！　やりましたね、すごいです、すごいですっ！」

「あはは、ありがとう。外してたら最悪の選択だったからね……。でも、嬉うれしいよ。智花のおかげで、こうやって打ってみようって思うことができた」

「……えへへ。私も、本当に嬉しいです。こういう形で昴さんと、繫がることができるなんて」

　はにかみながら、胸の前でぎゅっと手を組む智花。

　もしかしたら、この表情を何としても見たかったという情じよう熱ねつが、俺に実力以上のものを引き出させてくれたのかもしれないな。

「10─８！　長は谷せ川がわ智花チームの勝利です！」

「すっげーすばるん！　最後のシュートまじかっこよすぎ！」

「おー。さすがおにーちゃん。でもでも、あいりとばんりもとってもすごかった」

　紗さ季きの宣言が響ひびくや、みんなが一斉に駆け寄ってきて両チームへの称しよう賛さんを届けてくれる。

「負けちまったな、愛あい莉り……」

「うん。でもね、お兄にいちゃんと、すごくいい試合ができて嬉うれしかったよ」

「……そうだな。悔しさもあるけど、俺おれも嬉しいよ。どんどんすごくなるな、愛莉は」

「えへへ、そうだと良いな……。お兄ちゃんの妹として恥ずかしくないくらい、わたしももっともっとバスケが上手じようずになりたい」

「愛莉……」

　愛莉と万ばん里りも、充足感に満ちた顔つきだ。実質的にほぼ互角の戦いだったし、きっと二人ふたりも同様にこの試合からたくさん得るものがあったのではないだろうか。

「…………どう、お父とうさん？」

「ああ。バスケの素人しろうとでも、認めざるをえねえ。昴すばるくんは──」

「本当に輝かがやいてるでしょう、子どもたち。ああ、私、養よう護ご教きよう諭ゆになれて本当に良かった……」

「え、そっちかよ。……まあ、確たしかにな」

　羽は多た野の先生のお父様も、少し離はなれたところで微苦笑を浮かべている。

　どうやら、これにて一件落着かな。
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　試合の後は部活に精を出し、揃そろって宿に戻る。

「真ま帆ほ、そのリボンはもう一枝上に付けた方がバランス良いわ」

「細かいな～。そんな変わらないじゃん」

　豪ごう華か絢けん爛らんな夕食を頂いてから倉にお邪じや魔ますると、クリスマスの飾りはすぐに見つかった。イルミネーションを灯ともす許可も二つ返事で快かい諾だくしてもらえたので、さっそくみんなで庭のツリーに彩りを添えることに。

「おー？　かんせい？」

「あとは、このお星様をてっぺんに載せるだけね。トモ、お願ねがいして良い？」

「うん！　よいしょ…………うう、結構高いかも……」

　いよいよ最後の飾りとなった星を握り背伸びする智花だったが、踏み台を使ってもギリギリ手が届かない。立派に育って横方向にも枝が広がっているし、子どもたちだと辛つらいかもな。

「智花ちゃん、貸してみて」

「愛莉。……うん、お願いしても良いかなっ」

　手助けすべきかと思っていたところに、愛莉が自ら立候補の声を響ひびかせた。智花は一いつ瞬しゆんだけ驚おどろいたそぶりを見せたが、すぐ満面の笑えみとなって場を譲ゆずる。

「よいっしょっ、と」

「よっしゃ、載った！」

「ありがとう！　さすが愛あい莉りだね」

「えへへ、うん。こういう仕事なら、いつでも任せて」

　にっこり微ほほ笑えむ愛莉を見て、子どもたちも俺おれも万ばん里りも、感慨深さを抑えきれなくなって眼めを細める。

　昔のコンプレックスが噓うそのようで、でもやっぱり愛莉は変わらず心こころ優やさしい愛莉で。

　──成長。その言葉を、改めて嚙かみしめずにはいられなくなった。

「それじゃ、点灯するわね」

「わーい。めりーくりすます」

　イルミネーションが点ともった瞬しゆん間かん、子どもたちの口々から歓声が溢あふれる。闇やみ夜よを照らす五色の灯あかりが本当に幻想的で、俺も自然と白い息の塊をもらしていた。

　うん。まだ早い、なんて言ってはいたけど。これを見たら『やっぱりクリスマス旅行ってことでいいか』なんて気持ちになってきちゃうな。

　プレゼント交換も、さっきの試合でできたわけだし。

「……すまなかったな、昴すばるくん」

「あっ……いえ、そんな！」

　ツリーから少し離はなれた位置でぼんやり景色けしきを見つめ続けていると、羽は多た野の先生のお父とう様さまが苦笑混じりに話しかけて下さった。

　ええと、ここはどういう態度で臨のぞむべきなんだろう。やはり彼氏然と、胸を張るべきか……？

「……なあ。本当は、冬とう子この恋人でもなんでもないんだろ、君は」

「えっ!?」

　しまった不意打ちで思いっきり驚いてしまった。慌てて否定の言葉を模索するが、どうもお父様の表情が確かく信しんめいていて易やす々やすと口を開き辛づらい。

「いいっていいって。誰だれも怒らんから。冬子には、騙だまされたフリを続けてやる」

「……………………いつから、お気づきでしたか？」

　ダメっぽいな、これ。もう完全にバレていそうだ。ならばとお言葉に甘え、恐きよう縮しゆく混じりで尋ねてみる。

「なんか怪しいなとは電話で聞いたときから思ってたが。確信したのはさっきの試合中だ」

「試合中、ですか？」

「ああ。……冬子のやつ、君のことより圧倒的にお子さんたちを見つめている時間の方が長かったからな」

「…………………………なるほど」

　それは、なんというか。

　さもありなん、というか。

「でもおかげで、はっきり理解したよ。今、冬とう子こに旅りよ館かんを継げなんて言っても、絶対聞く耳持ってもらえないだろうって。あいつ、本当に好きなんだな。子どものことが」

「…………………………」

　これほど返事に窮きゆうする瞬しゆん間かんが今まで生きてきた中で存在したのか、ちょっと思い出せない。

「そうです、ね……」

　うん。事実だ。間違いなく事実なのだ。

　しかし、お父とう様さまはその言葉の持つ真の意味に、恐らくまだ気付いていないのだろう、な……。

「仕方ないわな、そこまで自分のやりたいこと見つけちまったんなら。頑張ってあと四十年ばかり生きるしかねーか。わっはっは」

　胸を張り、快活に笑うお父様。

　この旅館のことは一日で俺おれも大好きになったし、なんだかんだ言って子どもたちからも好かれている羽は多た野の先生には、本人の望む限り慧けい心しんの保健室にいらっしゃって欲しい（問題さえ起こさなければ）。

　そう、強く思ったから、

「ええ、ぜひ」

　俺は素直な気持ちを込めて、力強く相づちを返した。
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「ふー。びっくりするくらい温まるな」

「これがワインの力ってことか……」

　いや、断じて大学生設定にかこつけて飲酒しているわけじゃない。

　ツリーの前で少し早いクリスマス気分を楽しんだ後は、宿の名物である温泉を堪たん能のうさせてもらうことにしたのだが、なんでも今日きようはスペシャルサービスで、露ろ天てん風ぶ呂ろのお湯にワインをまるまる一本投入しておいて下さったらしい。そのおかげか一気に血行がよくなって、身体からだを洗い終え再度湯船に身を委ゆだねてから五分も経たたないうちに汗が噴ふき出してきた。

「だめだ、辛しん抱ぼうたまらん。昴すばる、悪いが先に上がるぞ」

「もうか？　もちろん構わないけど」

　大きく息を漏らし、広い岩風呂の段差に足を掛ける万ばん里り。俺も長風呂は得意な方じゃないが、万里は輪わを掛けてのぼせやすいのだろうか。確たしか愛あい莉りは半身浴が好きだと言っていた気がするので、兄妹きようだいで対照的な要素のひとつなのかもしれない。

「そんじゃ失礼して」

「ああ、俺おれもそんなに長くはかからないと思う」

　広い肩を揺らしながら脱衣所に向かう万ばん里りの背中に軽く手を挙げる。どうでもいいっちゃいいけどタオル巻けよ。

「あ、それとな昴すばる」

「ん？」

「お前の身体からだ……脱ぐと悪くないな」

「だろう？　もっとよく見ておけ」

　褒ほめてもらえたので立ち上がって腕組みポーズを決める。ヒョロいと思われ続けるのも癪しやくなのでしっかりアピールしておこう。

「タオル巻けよ」

「お前が言うな」

　と、他愛たわいもないやりとりを最後に残して万里は去っていった。うん、男同士だと変に気を遣つかうこともないから楽ではあるな。

「やっほー！　ろてんぶろだー！」

「わーい。おんせんおんせん」

　そして、ちょうど入れ替わるようなタイミングで板一枚隔てた女湯の方が賑にぎやかになる。真ま帆ほとひなたちゃんの元気いっぱいな歓声に、ついつい耳を奪われてしまった。

「わぁ。とっても広いですね、羽は多た野の先生っ」

「ええ、温泉だけは自慢なの。……今日きように限っては狭い方がもっと凝ぎよう縮しゆく感かんを愉たのしめたかもしれないけど……既に天てん国ごくなのにその上を求めるのもバチが当たるわね。さあ、行くわよ羽多野冬とう子こ。鼻血の貯蔵は充分かしら？」

「……？　先生、何かおっしゃいました？」

「いえなんでもないわ。さあさあ智とも花かちゃん紗さ季きちゃん、足あし許もとに気をつけてね」

　どうやら羽多野先生もご一いつ緒しよのようだ。そりゃ、こんなチャンスをあの方が逃のがすわけもなし。

「真帆、まずは身体を洗わないとダメよ！」

「わかってるってー。サキはいちいち注意しすぎ！」

「はぅ、服を着ていないとますます風が冷たいね……。はやく洗っちゃわないと」

　愛あい莉りの声も聞こえて、五人ともいっしょであることが伝わる。

　はは、もし万里がまだ残っていたら、今いったいどんな反応を見せたのやら。

　……あ、いや違うぞ。決してこんな展開を期待して風ふ呂ろに残ったわけじゃないぞ、俺は。

「おー？　あいり、背中がとりはださん」

「……えへへ、やっぱり？　早くお湯を浴びないと」

「むむっ、こりゃいかん！　まずはあたしがあっためてしんぜよう！」

「ひゃうっ!?　まま、真ま帆ほちゃん！　そこは背中じゃないよぅ！」

「うへへへへ、ぽよぽよであったかいですなー」

「真帆、いつもいつも愛あい莉りを困らせないの！」

「そうよ。紗さ季きちゃんの言う通り。鳥肌にはちゃんとした処方が必要だから私に任せて」

「はは、羽は多た野の先生っ!?　ど、どうして正面から抱きつくんですかっ!?」

「おー。あいりととうこのおむねががったいした」

「す、すごい……。愛莉もだけど、羽多野先生も大きい……」

「くすくすくすくす……ああ、あったかい。あったかいナリぃ……」

「と、智とも花かちゃん助けてぇえっ！」

　……………………いかん。今ここに万ばん里りがいたらとばっちりで俺おれの命が危なかった気がしてならない。

　というかこのやりとりにいつまでも耳を向けているべきではないな。いや、能動的に聴きいているわけではなくて聞こえてしまっているだけなんだけど。

　ん、身体からだも充分温まったし俺もそろそろ上がるとしよう。

「およ？　ねーねーハッチ、この温泉のお湯、きれいな赤あか色いろなんだね。めずらしくない？」

「ああ、それは違うの。今日きようは特別サービスで『あるモノ』がお湯に混ざっているのよ」

　去り際、真帆の不ふ思し議ぎそうな声で女湯の方もワイン風ぶ呂ろになっていることを知る。きっとみんなの疲れも、スペシャルなお湯がたっぷりいやしてくれることだろう。

　あ、でもワインって小学生には刺し激げきが強すぎたりはしないのかな。

「ま、大丈夫か」

　お酒と言ってもあの大きな岩風呂に混ぜてしまえば微々たるものだろうし、酔っ払ったりするほどではないはずだ。

「………………ん？　お酒？」

　突然、そのキーワードからなぜか妙な胸むな騒さわぎを覚える。

「……気のせい、だよな」

　なんだか引っかかりを感じつつも、ひとまず皆のプライバシー確かく保ほのため俺は脱衣所に退散し、着替えを済ませ部へ屋やに戻った。




「あれ？」

　男部屋の中は、無人。スリッパもない。

　万里のやつ、どこに行ったんだ？　牛乳でも買ってるならいいが、何か旅りよ館かんのお手て伝つだいを頼まれたなら俺も行くべきだよな。

　もう少しだけ待って、戻ってこないなら捜しに行ってみるか。

　──こん、こん。

　そう思って畳にあぐらをかいた直後、ドアをノックする音が響ひびいた。誰だれだろう、万ばん里りならいちいち合図したりしない気がするし。

「はい、どちら様……っ!?」

　引き戸を開くと、立っていたのは、智とも花かだった。

「ふぇえ」

　しかも、明らかに様よう子すがおかしい。全身を薄うす桃もも色いろに染め、瞳ひとみはとろんと虚うつろ。纏まとった浴衣ゆかたも智花らしからぬ乱れ方で、襟えりから鎖さ骨こつががばりと覗のぞいていてたいへん目のやり場に困る有あり様さまだ。

「ど、どうしたの？　だ、大丈夫？」

　心配して顔を覗き込むと、智花は不満を全開にぷっくり頰ほおを膨ふくらませ、

「えーいっ！」

「う、うわっ!?」

　俺おれが身構えるより早く、猫のような身のこなしでいきなり正面から抱きついてきた……！

「っく……と、智花……!?」

　うっかりバランスを崩し仰あお向むけに倒れ込んだ俺の上に跨またがり、ぐいぐいと腰を押し付けてくる少女。い、いかん！　これは完全に『あの時』と同じ雰囲気！

　そ、そうか。そうだった。智花に、お酒。これがあの嫌いやな予感の正体だ……！

「すばるふぁああああん！　ひどい、ひどいれすよぉおおおお！　どーして、どーして羽は多た野の先生とこんにゃくなんてなさったんれすかああああ！」

「い、いやいやいやいや！　あれはただ作戦に協力しただけだって、智花も知ってたろ!?」

「ふぇええええん、ずるいずるいずるい～。わたしも、します～。すばるふぁんと、こんにゃくです～。明日あしたからもずっと、長は谷せ川がわ智花になりますうぅぅう」

「お、落ち着いて！　今までのこと、ちゃんと全部思い出してみて！」

「ふにゃ……？」

　必死に訴えかけると、俺の復上できょとんと考え込む気け配はいが。よ、よし。なんとか我に返ってくれるか……!?

「…………このお部へ屋や、あついれすね？　浴衣、脱いじゃいます？」

「だああああああ！　ダメ、それはダメ、絶対！」

　自ら盛大に開きかけた襟元を、必死で押さえつける俺。この体勢も非常に危険な構図であることは重々承知だが、脱衣されるよりはまだマシだ。だって、明らかに、今智花の上半身を護まもっているのは、この薄うす布ぬの一枚だけ！

「ふぁ……そうれした。あの、聞いて下さいすばるふぁん。和服の時は、下着を着けないのがただしいそうなんれす……。わたし、よく和服着るのにいつも下着をつけたままで、とってもだめなこれしたぁ。でも、今日きようはちゃんと……」

「やめて！　こ、これ以上不吉なことを言わないでくれええええええ！」

　上半身どころでは、ない……？

　まさか、真の意味で、この浴衣ゆかたが最終防ぼう衛えいラインだというのか……!?

　ああ、万ばん里りが戻ってくるまで、残された猶ゆう予よは如い何かほどだろう。

　俺おれははたして、この絶望的状況を無事脱することができるのか。

　温まりきった身体からだが、激げき流りゆうのような冷や汗で凍り付いていくのを感じる、冬の夜。

　本当のピンチは、どうやらまだ始まったばかりのようだ……。
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　あとがき




　十四巻目でございます。

　本筋の方は前巻で一段落とさせて頂いたわけですが、まだ作中三月までの語りきれていないエピソードがいろいろと残っておりますので、よろしければもうちょっとだけお付き合い下さいませ。

　というわけでまずは何より、変わらずの応援まことにありがとうございます！

　三冊目の短たん編ぺん集しゆうということで、今回のあとがきも各話紹介を中心にお届けいたします。ネタバレは極力しないつもりですが、一応ここから先は本編より後に目を通すことを推奨させて頂きます。





　◇慧けい心しんがーるず・とらべりんぐ！



　二〇一一年八月発売の『電でん撃げき文ぶん庫こＭＡＧＡＺＩＮＥ　Ｖｏｌ．21』に掲載されていたものを再改稿したエピソードです。なんと、初出はアニメ一期放送中。収録までだいぶ時間が経過してしまいました。我が家にある雑誌は紙が少し黄色くなっていて、否応なしに時の流れを実感せずにはいられません……。

　内容としては、今回の短編の中では比較的通常営業、いつもの『ロウきゅーぶ！』短編といったところでしょうか。





　◇胸むな騒さわぎの体育祭っ



　二〇一二年二月発売の『電撃文庫ＭＡＧＡＺＩＮＥ　Ｖｏｌ．24』に掲載されていたものを再改稿したエピソードです。現在のところ文庫内では唯一となる、終始昴すばる以外の視点でお話が進む内容。これは書いていて新鮮で楽しかったです。アニメ特典でやらせて頂いた掌しよう編へんもそうなのですが、普ふ段だんなら自重するレベルの暴言も比較的地の文に組み込みやすかったところが特に筆の進む理由だったかもしれません。とはいえなんだかんだ言って相変わらず良いヤツですね、『彼』も。また機き会かいがあったらやってみたい形式です。




　◇こどもの国のアリス

　二〇一二年十月発売の『電撃文庫ＭＡＧＡＺＩＮＥ　Ｖｏｌ．28』に掲載されていたものを再改稿したエピソードです。次のエピソードと対になっているような、そうでもないような。裏コンセプトとしては、『アホなことを大まじめにやらせてみる』といった感じでしょうか。登場人物のうちの何人かは惜しくもアニメ未登場となってしまったわけですが、これは『もうキャラ＝役者さんは増やせない。増やすとスタジオが物理的にパンクする』という意外な（？）裏事情が絡んでいるとかいないとか。我ながら想定外に登場人物が増えてしまった『ロウきゅーぶ！』。その節は各位様にご迷惑をおかけしました……。

　この人はいったいどんな声なんだろうと想像しながら読むのもまた、違った楽しみ方ができるかもしれません。




　◇小学生と文化な祭り

　二〇一三年八月発売の『電でん撃げき文ぶん庫こＭＡＧＡＺＩＮＥ　Ｖｏｌ．33』に掲載されていたものを再改稿したエピソードです。昴すばるがひどい目に遭う回ですが、この状況に落とし込んでみたいという構想はかなり前──記き憶おくが確たしかなら二巻発売よりも早い段階からありました。一時は長ちよう編へんで、と考えていたりもしたのですが、結果的に短編での採用。これ以上長くならなくて昴からすればラッキーでしたね。

　なぜか、本当になぜかはわからないのですが毎度やたら不遇な葵あおいにとっては、面めん目もく躍やく如じよの回かもしれません。あと一〇七エピソードくらいこの形式で書けば、僕も『高校生は最高だぜ！』と叫べるようになるでしょうか。どうでしょうか。




　◇温泉決戦大作戦！

　書き下ろしの新規エピソードです。短編集ということで日常的なお話のみで構成してもよかったのですが、『ロウきゅーぶ！』というタイトルに偽りなき巻にしておこうかなという想いが最終的には勝って、こういった内容を取り入れてみました。単純に、いちどやってみたかった『分け方』を採用した、という面もありますが（詳しくは本編にて）。

　しかし、書き終えてみてから思ったのですが全エピソードを通してあのキャラがちょっと不遇な扱いになってしまったかもしれません。二度も居なくなるとは迂う闊かつでした……。

　決して出したくないわけではなかったんです。強いて言うなら有能すぎるのがネックだったのかなあと。お詫わびの意味も込めて、おいおい活かつ躍やくの機き会かいを与えられないかなと、既にぼんやり想像を働かせています。




　各話コメントは以上でございます。

　けっこう未収録の短編が溢れているつもりでおりましたが、いざまとめてみると発表済みのタイトルは全すべて収まる形になりました。まだ次巻の内容は決めておりませんが、何をやるにしても全て新規エピソードとなりそうですね。

　とにもかくにも、作中時間も残ってますのでこれで最後にはしないつもりです。『天使の３Ｐ！』の方もなるべく早く続刊をと考えており、少し期間は開いてしまうかもしれませんが、十五巻もお手にとって頂ければとても嬉うれしく思います！


二〇一四年吉日　蒼あお山やまサグ
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蒼あお山やまサグ

１９８１年生まれの秋田県出身。様々な出来事を経て、今シリーズで第15回電撃小説大賞〈銀賞〉を受賞し、作家デビュー。２度のＴＶアニメ化やライブイベントなどを経て、最後はロウきゅーぶ！ケーキでお祝い！これも全て応援して下さる読者の皆様のおかげです!!
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てぃんくる

はるかぜせつなとベルの二人組。『マテリアルゴースト』（富士見書房）シリーズの挿絵を手がけ、『盗んでリ・リ・ス』『月夜のフロマージュ』などコミックでも活躍中！







本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。




電撃文庫公式ホームページ 読者アンケートフォーム

http://dengekibunko.jp/

※メニューの「読者アンケート」よりお進みください。




ファンレターあて先

〒102-8584　東京都千代田区富士見1-8-19

電撃文庫編集部

「蒼山サグ先生」係

「てぃんくる先生」係











初出




「慧心がーるず・とらべりんぐ！」／電撃文庫MAGAZINE Vol.21（2011年9月号）

「胸騒ぎの体育祭っ」／電撃文庫MAGAZINE Vol.24（2012年3月号）

「こどもの国のアリス」／電撃文庫MAGAZINE Vol.28（2012年11月号）

「小学生と文化な祭り」／電撃文庫MAGAZINE Vol.33（2013年9月号）

「温泉決戦大作戦！」／書き下ろし




文庫収録にあたり、加筆、訂正しています。
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蒼あお山やまサグ
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